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結　論

本稿 は，

「中国浄土 教 に お け る 唯心浄土 説」
『宗教研究 』 第 259号 （昭和 59年 3月）

「
永明延 寿の 唯心浄土 説 」

『
印 仏研 』 第 32 巻第 2 号 （昭和 59年 3 月〉

「中国浄 土教 と心 の 問題 」
『仏教思想 9　心 』 （昭和 59 年 10 月）

「『
楽邦文類』 の 浄土 思想 史的意義 」

『印仏研 』 第 37巻第 1 号 （昭 和 63 年 12 月）

「描 立 相 論 と虧 浄備 の 勲 」

『

露驪 轟 イ ・ ド酵 と瞰 、 （平成元年 11月）

を補訂加筆 し， 以 っ て 中国浄土 教 に お け る唯心 浄土 思想の 総合 的 成果 を意図す る。
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2 中国浄 土 教 に お け る 唯心浄土 思想 の 研究　（
一・
）

は　　じ　　め 　　に

浄土 とは何か p 西方に あ る の か ，心 に あるの か。

　こ の 問題は，今 日 で も
一般 に論議 され る 。 従来 の 浄土 宗学

・真宗学 の 立場で は，
“

極 楽浄土 は西方

に報土 と して 存在 す る
”

と い う立場で あ り， そ の 他 の 宗 派で は ，

“

浄土 は 心 の 表わ れ ， ある い は 自己

の 心 で あ る
”

とす る立場が 多 い 。 また ， 宗学に係わ りな く論ずる人 々 で は 後者を支 持する 方が 多い 。

い ずれ に せ よ ， 浄土 に つ い て の 見解 は極 め て 今 日的課 題 で ある。

　中国仏教 に お い て も，浄土 に つ い て は様 々 な見解が 考え られ て い た。と りわけ，独立 した宗派 （学

派）に な らなか っ た 中国浄 土 教 で は，浄土思想家に限 らず，多くの 諸宗の 思想家 を含め て様々 に 解

釈 され た 。その 中で も ， 代表的見解 が 指方立相論 と 唯心 浄 土思想ω で あ る。
“

極楽浄土 は西方 を指 し，

報土 と い う相 を立 て て存在す る
”

（
「
今此観 門等，唯指方立相 ，住 心 而 取境 」

『観経正 宗分 定善義』 巻 三 ）

と い う指方立相論は ，初唐代の 善導（613− 681）が 主張 し， 彼の 思想 を継承 し発 展 し た 日本浄 土教 ［浄

土 宗・真宗］の 主要 な思想 で あ る。一方，
“

浄 土 は た だ 心の み で あ り， 十 方に周遍す る
”

（唯 心 浄 土，

周遍十方」
『
万善同帰集』 巻上）と い う唯心 浄 土思想は，

一
般に く唯心 の 浄土，己心の 弥陀 〉 と連句さ

れ ， そ の 最初 の 提唱者永明延寿 （904− 975＞ 以降の 中国浄土教 の 主流 の 思想 で あ る。

　こ の ように 日本 ・中国 と袂 を分 っ た代表的浄土 観 に つ い て
， 指方立 相論 は 善導並び に 善導に 関係

す る諸師 （た と えば，曇鸞 ・道綽
・
迦才

・懐感な ど）の 浄 土 観 な ど，多 くの 論考が な さ れ て い る。それ

に 較 べ て ，唯心浄土 思想 に つ い て は ，後に も触れ る が 望月信享 ・服部 英 淳 ・藤吉慈海博士 な ど，王

に 永明 延寿の 思想 を中心 に論述 され る こ と が あ っ て も，そ の 起源 か ら成立 に 至 る まで，更に 宋代以

降の 主 な見解に つ い て 論及 した 総合 的成果 は未だ 認 め られ な い ようで あ る。それ に は理 由が あ っ て ，

一
つ はすで に 述 べ た 日本 浄土教 ， と くに 浄土 宗 ・真宗へ の 影響が 少な い こ とに よ る が ， もう一

つ の

大 きな理 由 は ， 中国の 主流の 宗派 ， 天 台 ・華厳 ・禅宗な ど で は 唯 心浄土 思想は 当然 の 立 場で あ り，

何 ら問題 に な らな い こ とに もよ る 。 従 っ て ， こ れ まで の 研究 で は ， 浄土 教 の 立場か らは善導 の 指方

立相 論 に 対 して ，それ とは 異なる唯 心 浄土 思想を如何に 会 通 し，ある い は 批判す るか で論議 され る

程度 で あ り， そ の 他 の 立 場か らは大 きな課題に は成 りえ なか っ た の で あ る。

　しか しな が ら ， 善導 の 指方立相 論 に 日本浄 土教が 如何に 多大 な恩 恵を受けた と して も， 中国浄土

教十数世 紀 の 展開に お い て，唯心浄土思想が主流 で あ っ た こ とは，少 し諸資料 に 当れ ば誰れ しも首

肯 く史実で あ る 。 本稿で は，中国浄 土教に おけ る主要な唯 心 浄 土 思想に つ い て ，その 淵源 か ら成立

へ と辿 V ，そ の 主な見解 を探求す る こ とを意図 した い 。それ に よ っ て ， 中国浄土 教 の 特 徴 が 明 ら か

に な るで あろ うし，善導の 指方立相論 の 独 創性 もよ り客観 的 に 評価 され る で あろ う。

〔1） 唯 心 浄土 思想 とい う用 語 は ，従 来 唯 心 浄 土 説 ・唯 心 浄 土 論
・唯 心 浄 土 観 な ど と定 っ て い な い 。本稿 で は ，今 日

　よ く使 わ れ る
「
思想」

の 語 を用 い るが ，厳 密 な 規 定 で な い 。
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第一 章　従 来の 見解 と 問題 の 所 在

　唯心浄土 思 想に 限 らず，指方立 相論 を含め た中国浄土教 に お け る浄土 観 は こ れ まで ど の よ うに考

えられ て い た の であ ろ うか 。われ わ れ は ， 中国浄土思想史の 上で唯心浄土思想の 重 要性を正 し く確

認 す るため に，まず中国浄 土教に お け る代表的浄土 観 を先学の 総合的成果か ら学び，そこ に認め ら

れ る 問題点 を探ろ う。 次 い で，わ れ われ は唯心浄土思想に関する主な研究成果 を検討 し，従来 の 見

解の 難点 と具体 的な問題の 所在 を見 出すこ と に しよう。それ に よ っ て ，中国浄土思想史に お け る唯

心 浄土思想研究 の 意義が客観的に 位置 づ け られ る し，本稿 の 方法論 ・なす べ き分 野が 定 まるで あろ

う。

　 まず，中国浄土教に お け る代表的浄土 観 を鳥瞰 しよう、

　 中国浄土教の 研 究は ， 今 日の 浄土宗 ・真宗の 盛行 と相 俟 っ て， と りわけ善導 とそれ に 関係す る 研

究成果は数 多 く認め られ る 。 しか し， 中国浄土 教全体 を網 羅 した 総合的成果 と な る と，今 日 で も望

月信亨
『
中国浄土教理史』 を除 い て殆 ん ど認め られ な い 屮そ こ で

， 本書の 中か ら代表的浄土観 を辿

る と概ね次 の よ うに なるで あろ う。

　中国に お け る最初期 の 浄土 観 は羅什 とその 門弟 （道生
・
僧叡 な ど）に よっ て 言及 され たが，そ の 嚆

矢は 浄影寺 慧遠 （523− 592）の 三 種 浄土 匚事浄土 ・相浄土 ・真浄土］で あ り，その 後，天 台 の 智 頻 （538−

597），三 論 の 吉蔵 （549− 623），華厳 の 智儼 （602− 668），法相 の 窺基 （632− 682）な どに よっ て ， 三種 ・

四種 の 浄土 観が 主張 され た。中で も善 導以前 の 諸師 の 弥陀浄土観は，細か な相 違 は あ るが
，

い ずれ

も応土 （あ る い は 凡聖 同居 土 ） と低 い 評価で ある の に 対 して ， 曇鸞 （476− 542）…道綽 （562− 645）一

善導 （613− 681）と相承 し大成 した弥 陀浄 土観は 指方立相 の 報土 説で あ る。 と くに 浄影寺慧遠 を徹底

的に 批判 し、そ の 他の 諸点 を含 め て ，

“

古今 を指定
”

した善導の 凡入 報土説は 極め て独創的な見解 と

され て い る。

　その 他，浄土 に つ い て の 見解は ，摂論系 の 道基 ・法常，律系 の 道宣 ・道世 ，法相系 の 玄奘 ・恵景 ・

神泰 ・遁倫 ， さらに は ， 円測 ・元暁 ・懐感 ・憬興 ， 華厳系で は 法蔵 ・李通玄 ・澄観 ．・宗密な ど多 く

の 思想家に よ っ て 考究 され た が ， そ の 多 くは
一

般 的浄土観 で あ っ て，そ の 中で 僅か に 弥陀浄土 に 言

及 して い る に す ぎな い 。

　や が て
， 唐末五 代 の 永明延寿 （904− 975）に よ っ て 唯心浄土 思想 が 提唱 さ れ る と，宋代に 入 っ て 知

礼 （960− 1028）・遵式 （964− 1032＞をは じめ として，道環 ・智 円 1
宗印 ・義懐 ・宗本 ・守納 ・宗臣責・

楊傑 ・王 古 ・江 公望 ・王 日休 ・子 元 ・道 因 ・宗暁な どが主 張 した。そ の 中で も宗暁 の
『楽邦 文類 』

に は 十数部 の 資料に 唯心浄土思想が論述 され て い る。 さら に は 元代 の 維 則 ・懐則 ， 明代 で は大佑 ・

妙叶 ・李 贄 ・伝燈 ・
徳清 ・元 賢 ・円澄 ・厳敏郷 ・袁宏道 ・株 宏 （1535 − 1615） とそ の 門弟 ・智旭，そ

して 清代以降 も続々 と く唯心浄土 ・本性 弥 陀 〉 の 主張 が 継承 さ れ る。

　こ の 僅 か な紹介だ けで も ， と くに 宋代以 降 ， 唯心 浄土思想が 中国浄土教 の 主流の 流 れ で あ っ た こ

と は 容易 に 納得 さ れ よ う。 しか も， こ れ ら諸師の 具体 的思想内容は 従来殆 ん ど考究 されて い な い よ

うに 思 わ れ る。

　と こ ろ で ， 上 記 の 見解 は中国浄土教の 総合的成果 か らの 抄 出で あるか ら， 当然 の こ と な が ら ， 浄
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一
）

土 観 に 限定 した研究で は ない
。 従 っ て，わ れわ れは こ れ ら の

一
々 の 資料 に 当っ て検討 し， 本稿 の 考

察 を進め て い か ね ば な ら な い 。それで は，こ の 巨視的な見解 か ら， どの ような課題 ・問題 の 所在が

提示 され て い る で あろ うか 。

　まず第
一

は ，浄土思想ある い は 浄土 教 と言 っ て も ， 厳密に は浄土全般に わ た る思想，あ る い は諸

仏浄土思想 と弥陀 浄土 思想 を峻別 しなけれ ば ならな い 点 が あ る。そ の 代表的事例 の 二 ，三 を挙げ る

と ， 第
一

例 は諸経典 に 説かれ る諸仏浄土 で あ る 。

『法華経 』 の 霊 山浄 土 や
『観普賢菩薩経 』 の 常寂光

土 ，

『華厳 経 』 の 蓮華蔵世 界や 南方補陀落 山観 音浄土 ， 『大乗密厳経 』 の 密厳浄土 ，

『
阿 閑仏国経 』 阿

闕仏 の 妙喜世界， 『薬師本願経 』 薬師如来 の 浄瑠璃世 界 な どなど，最終 的に は六 方 ・十方 ・無数 の 浄

土 が 説か れ て い る 。 こ れ らは諸仏浄土 の 諸例 で あ る 。第二 例 は，こ れ を中国仏教に 当て は め る と，

す でに少 し知 っ た唐代 まで の 善導系 以外 の 諸師が 考 えた 一般 的浄土観 とそ の 中で 弥陀浄 土 を低 く評

価 した諸例で明 らか で あろ う。 第三 例 は，中国浄土 教史の 上で ， 初期 浄土 教の 単純莫然た る浄土信

仰が ，や が て弥勒 ・弥陀信仰が 盛ん と な り，隋 よ り唐代 に わ た っ て両浄土教 の 対立 ・論 難が 行わ れ ，

や が て 阿弥陀 浄土教 の 著 しい 勃興 流布 とな っ た こ とをわ れ われ は 学ん で い る醫
〕

そ れ を継承 して 宋

代 に 入 る と，
一

般的浄 土 の 分類 は 少 な く，弥陀浄土教 の 見解が 多 くな る。 こ れ らの 諸例は ， 浄土 と

言 っ て も， 諸仏浄土 と弥陀浄土 は異な る こ と を教 え て い る。 と こ ろが，唯心浄土 思想の 最初の 提 唱

者 とさ れ る永 明延寿 など の 思 想 を注意 して 調 べ る と ， 従来の 見解 で は そ の 辺 りが極め て曖昧で ある 。

浄土 と 言 えば弥陀浄土 ・極楽 と考 えて そ う誤 りで な い 日本浄土 教や 〈唯 心 の 浄土 ・己心 の 弥陀 〉 と

連句 され る場合 に は 問題 な い が ，永明延 寿 の 著作の 中に は ，

「己心弥陀 」の 用 語は な い 。われ われ は

まず浄 土 に関す る諸 師 の 見解 を諸仏 （あ る い は 他仏）浄 土 を意味 して い るの か ， 弥陀浄土 を指 し て い

る の か を絶 えず注意 しなければ な らな い 。そ し て 唯心 浄土 思想は最終 的に は 〈唯心浄 土
・本性弥陀〉

を標榜す るの で あ るか ら，本稿 では あ くまで も弥陀浄 ：ヒC3〕を意味 す る唯心浄土 思想 を主眼 とし，諸仏

浄土 の 唯心浄 土 思想は そ れ以
’
前の 先行思想 と規 定 しよ う，

　第 二 に ， 唯心浄土思想が主流に な るの は宋代以降で ある こ とを知 っ た が ， 従来 ，
〈唯心 の 浄土 ・己

心 の 弥陀 〉 と連句 され る く己心の 弥陀 〉 と い う用語が 中国の 諸資料に は全 く認 め られ な い 点 が あ る。

中国で連句 され る用例 は い ずれ も く唯心 の 浄土 L本性 の 弥陀 （あ る い は 自性の 弥陀）〉 であ る 。
＜己

心の 弥陀〉 とい う用語 は ど うも源信 （942− 1017） か ら始 まる 日本浄土 教の 用 語 ら しい の で あ る留そ

して こ の 点 はわ れ われ に 次 の こ とを予想 させ る。唯心浄土思想は 当然の こ とな が ら弥陀 も唯 心 で あ

る が ，そ の 先行 資料 を探 る とき，唯心浄土 と本性弥陀 とは そ の 淵源 ・変遷 に は 二 系統が あ っ た の で

は な い か とい う点 で あ る。 こ の こ とは ， 従 来の 伝統的解釈
「依正二 報 」 の 理解が わ れ われ を強力に

支 持 して くれ る。周知 の よ うに ， 浄 土 教学 で は 弥 陀 を正 報 ， 浄土 を依 報 と説 く が15〕 こ の 場 合，主 ［正 ］

た る立場 は弥陀で あ っ て ， 浄 土 は 従 匚依 ］に す ぎな い 。 こ れ を唯心 浄土 思 想 に適用すれ ば ， 本性 弥

陀 （ある い は 自性 弥陀）の 立 場が 主流 で あ っ て ，唯心浄土 は 従的系統 と い うこ とに な る。また ，
こ

の 点 は今 日 の
一般的常 識 ， あ るい は仏教全体 の 立 場か ら も納得 で きる もの で あ る。われ われ が

「唯

心 」 を考 え る 場合，まず思 うこ と は われ われ の 心が 仏 に な る か な らぬ か，すなわ ち，衆 生の 心が そ

の ま ま仏 に な り える の か ， な りえ ない の かが 問 題であ っ て ， そ の 次 の 段 階 で は じめ て 浄 土 が問 題に

な るはず で あ る曽
）

事実，仏教全体 で の 大 きな課 題 の
一

つ は
「心 」を中心 とし た 衆生 と仏 の 関係 で あ っ
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た こ とは華厳の 「
唯 心 偈」，唯識の

「

阿頼耶識 」，天 台 の
「一

心 三観 」
・
禅の

「
即 心即仏 」 な どなど，

枚挙 に い と まが な い 。心 を浄 土 との 関係 で 考察す る思想 は それ に 較 べ て は るか に少 な い の で ある 。

本稿 で は ，そ の 考察 を本性 弥陀 の 系 譜 と唯心浄土 の 二 つ の 系譜 に 分 け て 探 る こ と に しよ う。

　従 っ て ，
こ の 二 つ の 指摘か ら，本稿 の 問題 の 所在は ， 1 ．唯心 の 諸仏 ， 2．唯心 の 諸仏浄土

， 3．

唯心 の 弥陀 ， 4．唯心 の 弥陀浄土 ，の 四 つ の 分 野 を考 える こ とを示唆 して い る。事実，唯心浄土 思

想の 淵源は 最初か ら唯 心 の 弥陀浄土 に あ っ た の で は な く， 唯心 の 諸仏 ・唯心 の 諸仏浄 土 に あ り，そ

れが 後に 唯心の 弥陀 ・唯心 の 弥 陀浄 土 に 転用 され成立 し発展す る 。 そ の こ と は 後に 立証 しよ う。

　 以上 ， 中国浄土教に つ い て の 総合 的成果か ら，代 表的浄土 観 と問題 の 所在 を知 っ た。

　 次に
， そ れ で は 唯心 浄土思想 に 限定し た従 来 の 研究成果は ど うであ ろ うか ．

　 は じめ に述 べ た よ うに ， 唯心浄土 思想 の 研 究 に つ い て は 永明延寿 の 思想 を主 として 個 々 の 成果は

認め られ るが ， そ の 総合的成果は殆ん ど認め らない よ うで あ る c そうした 中で ， 比較 的 多くの 資料

を提示 して い るの が実は 論文 で は な く，服部英淳博士 が草稿 され ，望 月信亨博士 が 閲読 され た 『望

月仏教大辞典 』 （昭和 8 年初版） の
「
唯心 浄土 」 と

「
己心 弥陀」 の 項 目と思わ れ る9｝

　 まず 「
唯心 浄土 」 の 項 目では ，

　　 浄 土 は唯 心 の 所変又は衆生心内の もの となす を云 ふ 。 蓋 し唯心浄土 を説 くに 多義あ り。

と初め に説明 し，

『
釈 浄 土群疑論 』 第一 ・六 （懐感），

『
往生 浄土決疑行願二 門』 （遵 式），『観無量寿仏

経疏妙宗 鈔』 第一 （知礼〉，

『
観無量 寿仏経義疏 』 巻上 （元 照），

『
六 祖大師法宝壇経 』，

「
万 善同帰集 』

第二 （延寿），
「
唯心浄土 文 」 （守訥，礫邦文類』 第 四 所載）の 例文 を挙 吠 更 に参考資料 とし て

「
楽邦

文類第五 ， 廬山蓮 宗宝鑑 第
一

，三 ，浄土 或門 ， 観心 往生論 ， 観 心 念仏 ， 即心念仏談義本，禅祖念仏

集等に 出づ 」 と結ん で い る 。

　次 に 「己心 弥陀 」 の 項 目 で は ，

　　自己心内の 弥陀の 意。又 唯心 弥陀 ， 或は 自性弥陀 と も称す。即 ち即心即仏に して，弥陀は 衆生

　　心 内の もの な りと説 くを云 ふ 。

と説明 し，

『
観 無 量寿経』，『観無量寿仏 経疏妙宗鈔』第一

，

『
六祖 大師法宝壇経 』， 『

大 原 談義聞書鈔 』

の 例文 を挙げ ，

「宗鏡 録 第二 十 九
， 観無量 寿仏経疏妙宗鈔第四，観無量寿 仏経 融 心解，浄土 境観要 門 ，

楞伽 経文句第五 ，廬山蓮宗 宝鑑 第十 ， 浄土 或問 ， 発起 宿善鈔 ， 観心往生論 ， 金剛 宝戒秘決章，大原

談 義聞書鈔見聞，大原談義 募述鈔巻 下 ， 台宗二 百題第十
一

等に 出 づ 」 と結ん で い る。

　と りわけ ，

「
唯 心 浄土 」 の 解説は 400字詰 原稿 用紙約 八枚に相 当 し，唯 識 ・天台 ・禅系の 代表的見

解 を要 を得 て説明 し， 中国 ・日本の 参考 資料十数部が挙 げ られ て い るか ら， 今 日，わ れ われ が唯・L、

浄土 思想 を考究す る場合 で も好個 の 典拠 に なる。こ の 解説 は ，後に 服 部博士 が
「
永明延寿の 浄土思

想」 等で再 説補促 され た よ うに 18〕 今 日 で も学的価値 を持 つ もの で あ る。 しか し ， 何分 に も辞典 と い

う性格上，そ の 出典 の
一

々 を調 べ る と
， 以下 の 点 に 更に 検討 の 余地 があ るように 思われ る。

　第一
に ，

「唯心浄土 」
「
己心 弥陀 」 の 用語 が 認め られ な い 出典が 非常に 多 い 。こ の こ とは 唯心浄土

思想 を は っ き りと主 張 した 資料 と唯心 浄土 的な思想，ある い はそ の ル
ー

ツ に 当る先行資料 との 区別

を瞹昧に して い る。第二 に ，

一
々 の 出典 の 内容 に当 っ て み る と，唯心 浄 土 と唯心 弥陀 の 説明 が 混在

して い る。こ の こ と は 前に も述 べ たが ， 唯心 浄土思想 を探求す る 場 合 に 唯 心 浄 土 の 資料だ け で な く，
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唯心 弥陀 の 系譜 も探 らね ば な らな い こ とを教 えて い る。第三 に ， 各出典，各宗 派の 解 説は 全 く説明

通 りであるが，相互 の 影響関係や 関連性 が 説明 され て い な い 。第四に，最 も古 い 典拠 として ，『釈浄

土 群疑論 』 か ら始 ま っ て い るが ，若 し， 唯心 浄 土 的思想が 認 め られ る な ら ， われ われはや は り経典

か ら探 るべ きと思わ れ る。第五 に ，後に指摘 するが，唯心浄土思想に 最 も重 要 な華厳系 の 出典が 含

め ら れ て い な い 。唯心浄土 思想の 最初 の 提唱 者が 若 し永明 延 寿で あ るな らば ， 彼に 最 も係 わ りの 深

い 華厳系 の 見解を無視で きな い で あ ろ う。

　『望 月仏教大 辞典 』の 解 説に は上 記の 課題が 認 め られ る が ， しか し， こ の 解 説の評価 は現 在 で もい

ささか も損 なわれて い な い 。辞典 とい う制約上 ， そこ まで論及 す る必要の な い 課 題 もあ り，す で に

50年 以上 を過 ぎた今 日で も， そ の 後 の 関係論文 をみ て も こ れ だ け要 を得て 資料 を提 示 し， 巾広 く唯

心浄土 思想 に論及 した成果は見当 らない
。

　次 に ， 唯 心浄土 思想 を多少 とも総合 的に扱 っ た論文 として は，

　柏原 祐義
「
唯心浄土 説 の 考 察」

『宗学研究 』 第 20・21合併 等 ， 昭和 15 年。（『真宗大系』 思想篇第 1

　 巻，法蔵館 ， 昭和 63 年収 録 ）。

が あ る 。 そ の 要 旨を上げる と，

　　「
沈 自性唯心，貶浄土真証 」 （親 鸞 「信巻 」 別序） の 人 々 と して ， 浄影

・天 台
・嘉祥 ・慧能 ・懐

　　感 ・守納 ・知礼 ・道環 ・延寿 を挙げ，沽 来の 正 当浄 土願生者 の ，右 に 挙 ぐる唯心 浄土 説に 対 し

　　て
， 如何 な る 批判 を下せ る か を

一
暼 してみ よ う

”

と問題提起 し，唯心浄土説 と他土 往生説の 難

　　易の 見解 （延寿 ・王 日休
・智 円 ・慧能 ・易行院な ど）を批判 し，二諦配 当説 （道 探

・
遵式

・
智旭

・香

　　月院・明教院 ・守納） を考察す る 。 さ ら に ， 唯心 思想 の 典拠 と し て ，
『
六 十華厳経 』 〈唯心偈〉 『維

　　摩経』 〈心 性 説〉 （智礼・遵式 を引用）と法相唯識（『
唯 識 二 十論 』

『
成唯識論』

『
起信論 ？1

『摂 大乗論釈 』）

　　 を挙げ ，

“
こ の 教 旨に よ りて ，弥陀仏 の 浄土建設 を領会せ られ た る もの に，我が 曇鸞大師の 『浄

　　土論註 』 二 巻が あ る
”

として ， 曇鸞 の 浄土 観 を考察 し高 く評 価 す る。そ して
“

か くて 謂 ゆ る唯

　　心浄土 説 の 偏見 な る こ と を知 り得 る の で あ る が ，更 に また後世 こ の 謬想に 沈迷す るも の が 輩出

　　 した の で ある 。

”

と結ぶ 。こ の 論文 に は ， 代表的思想が 考証 され て い る こ と の 外 に，唯心浄土 思想主張 の 理 由 が 二 点

（難易判釈 二 諦配 当説）指摘 され て い る こ と，
二

，
三 の 典拠が 経論 に求め られ て い る こ とな ど ， われ

わ れ が 参考 とすべ き点 は 多い
。 しか しなが ら，先の

『
望 月仏教大辞典 』 の 解説 で認め られ た 課題 が

なお残 され て い る こ と，教学的立場 （曇鸞の 浄土観）で 唯心 浄土 思想 を 「偏見」
「
謬 想 」 とす る こ と は

問題 であ ろ う。 中国諸 師 もや は り命を賭 け て 自 らの 思想 を形成 した の で あ り， 史実は 唯心浄土思 想

が 主 流 とな っ た か ら で あ る 。 われ わ れは，まず諸師 の 思 想 が 何 で あ っ た か を客観 的 に 知 らね ば な ら

な い 。こ こ で は ， わ れ われ が先学 の 成果に 学ん で
，

ど こ ま で 唯心 浄 土思想に つ い て 知 られ て い るか ，

そ して 今 日， 何 を新 た に 解明 しなけ れば ならない か を明 らか にす る た め に 取上 げ た 。

　 以上の 従来の 見解 に よ っ て ，わ れ わ れ は唯心 浄土 思想研究 の 方法論 と問題 の 所在 と し て 、次 の こ

とを確 認 し た e

　 第
一

に，唯心 浄土 思想 の 有力 な引証 とな っ た 経 論が 何で あ っ たか を先ず探 らねば ならな い
。

こ の

こ と は イ ン ド浄土教 を考 え る上 で も重要 と思わ れ る 。
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　第二 に，従来 の 成果 の すべ て の 資料 を今
一

度検討 し， そ の 具体 的内容が 唯心の 諸仏 ・弥陀で あ る

の か ，唯心 の 諸仏浄土 ・弥陀浄 土 で ある の か を峻別 し，諸資料相互 の 関連性 など を整理 しなけれ ば

な らな い 。

　第三 に ，従来指摘 され て い ない 資料 を渉猟 しなけれ ば な らな 1
・ ）。

　第四 に ， こ れ らの 作業が唯心浄土思 想の 先行資料 とする な ら， そ の 最初 の 提唱者 とされ る永 明延

寿の 思想 を先行資料 との 関係で よ り正 確に 解明 しなけれ ば な らな い 。本稿 の 最大の 意図は実は こ こ

にあ る。

　そ して ， 第 五 に ，唯心 浄土 思想 は延 寿以 降の 中国浄土 教主流 の 中心思想に な る が ，従来 ， 殆 ん ど

言 及 さ れ て い な い 宋代以降の 諸資料 を指摘 し考証 しなけれ ば な ら な い 。

　こ うした幾 つ か の 考察 を経て ， 初め て 中国浄土教に お け る唯心 浄土思想 の 総合 的成果が 可能 とな

るであろ う。

〔1） 望 月信 亨
『
支 那 浄 土 教理 史』 法蔵 館　昭 和 17年初版。の ち に 『

中国浄土 教埋 史 』 と 改 題 （昭 和 39年 第 2 刷 ）。な

　 お，望 月信 亨
「
浄土 教 の 起 源及 発 達』 761− 762頁 参，照。

　　中国浄土 教 を総 合 的 に 扱 っ た研 究 書 と し て は，今 日 で も僅 か に 本書 と佐 々 木月樵
『
支 那 浄 土教史』 無我 山房　大

正 2 年 （の ち に
『

佐 妹 月樵 全集（⇒・ 囎 ）の 二 書 で 剤 ， その 他沖 国浄 土教 の 概 説謝 た と えば ，塚 本欝 ・中

国翫 教 蜥 究・ ［『塚 轄 隆 著鰈 ・ 第 4巻］・
− 2・8 頁，Emn 之 ・

浄土 轍 駛 、 ［サ
ー

磁 書 15］，41． 94 頁，

　石 田瑞 磨 「
中国の 浄土 思想 」

『
講座東洋思想』 第 6 巻．36− 69 頁 な ど 〉に は 近 代 まで の 論及 が 殆 ん ど認め られ な い 。

　従 っ て 唯心 浄 土 思 想に は 言 及 して い な い 。

　　また・阿 弥 陀仏 の 仏 身イム土 に 限 ・ た秀 れ た 研 究 と して は ， 神子上恵龍 ・弥 P它身土 思想 展 開 購 、 永畋 昌堂 昭

　和 25 年 （の ちに 『弥 陀 身土 思想の 展開 』 と改題 ）が あ るが ，中 国 の 諸 師 で は 曇 鸞 ・聖 道 諸師 （浄 影 ・天 台
・
嘉祥 ．

　華厳 系 ・法 相 系 ）
・
道綽 ・善 導の 浄 土 観 で あ り，従 っ て 唯心 浄 土 思 想 の 論 及 は な い 。

〔2） 塚本善隆 『唐中期 の 浄 土 教 』 （法 蔵 館 刊 ）71− 72 頁 ， 同 「
竜門石 窟に 現 1．／．た る 北魏仏教」

『塚 本 善隆 著 作 集』 第 2
　 巻，260− 262，421− 448 頁。

（3） 弥 陀 浄 土 は ，周知 の とお り， 阿 弥陀仏 〔無量 寿 仏 ・
無 量光 仏 ） の 浄 土 ，す な わ ち ， 漢訳 で 須 摩提 ・

安楽 ・
安養 ・

　極楽な ど と訳 され る か ら，弥陀浄 土 と い う用 語 は 訳 語 的 に も内容 的 に も正 しい 用 語で な い （藤 田宏達
『
原始 浄 土 思

　想の 研 究』 431− 438，507− 516 頁 ）。しか し，唯心 浄 土思 想 を考究す る本 稿 で は ，常に 諸仏 浄 土 ・十 方浄土 との 関 係

　 で 論 述 す る の で，本稿 で は 「
弥陀浄土 」 の 用 語 を用 い る。

（4） 田村 芳朗 「
本鰓 想 と浄 土 念仏 」

『
印仏研 ・ 第 22巻第 2 号，448 頁，同 ・

三 働 浄 土 観 」
r
日本仏 教 学 会 年 報、 第 42

　号，28 頁，同 「
来世 浄土 と阿 弥 陀 仏 」

『
印仏 研 』 第 30巻第 1 号，13頁。

　　
な お，古 田 紹 欽 博 士 よ O “

〈己心 の 弥 陀 〉の 用語 は明 代 の 雲 棲株宏 〔1535− 1615）あ た りに あ るか も知 れ な い
”

（
『北

　海 道 印 度 哲 学仏教学会 』 第 2回 学術大会，駒 大 岩 見沢 北海 道教 養 部，昭 61．11．15） と の 御 示 教 を うけ た が，未 だ 認

　 め て い な い 。

  　た とえ ば ，『
観無量 寿 経 義疏』 慧遠 （大 正 37・178 下 ），『観 無 量寿仏経疏 』 善 導 （大正 37・246下 一247 上），柏 原

糠
『
浄 土 三 部 繍 義・ （改 訂 繖 ）479− 481・6・0− 623頁，坪 井｛皴 ・浄土 三 部黼 説 、347− 353，363− 370，515，

　523− 525 頁 な ど。

（6） 出村 芳 鱒 士 は 諦 土 念 仏 の ・思皺 の 起 点 に お い て は，念 仏 す な 栃 阿 弥 陀仏 が 主 軸 で あ o ，x 世 浄 土 は 副 次 的，

　付 随 的 な もの で あ っ た
”

と さ れ る （
「
来世 浄土 と 阿 弥 陀仏 」

『印 仏 研 』 第 30巻 第 1 号，ユO− ll頁 ）。
〔7） 『

望月｛嗷 畑 椣 ・ 第 2 ・・ 5 巻，12・4，49・4− 49・6頁・服繊 淳
・
永 明 延 勧 浄土 思 想 、

・
印仏研 、 第 14飜 2 号，

　ll7 頁，同
「
禅 浄 融合 思想に お け る浄 土 の 解 明 」

「
仏 教 大学 研 究紀要』 第 5〔［号 84 頁。

　　因 み に
， 他 の 仏教辞典類 （『織 田 仏教辞典』

『宇 井 仏 教 辞典 』
『仏 教 学 辞 典』

『仏教 語大辞典』
「
新・浄 土 宗辞典』

「
浄

　
土 宗大辞典』

「真 宗大辞典 』 な ど）で は
「唯 心 浄 土 」

「唯 心 弥 陀 」
「
己心 弥 陀」

「己身弥陀 」
「己 身弥陀，唯 心 浄 土 」

「唯

　心 弥 陀，己 心 浄 土 」 な ど 不 統
一

で，中に は 相 当す る 項目が ない 辞 典もあ る。こ の こ とぽ，唯心浄土 思 想 に つ い て の
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．．
う

　評価 が 極 め て 低 い こ とを物 語 っ て い る。

　 後 の 服 部 博 士 の 言 及 に よれ ば t

・

こ 才しは三 ＋数年前 に た ま た ま私 が 纏 ｛・ 当 ・ た 六 ＋ 余 枚 の 原 稿 で 超 月博 ± bf閲

讃 れ た もの で あ る．
”
　 （ERSS英淳

・
禅浄 融 合 思 想 に お け る 浄土 の 解 ・月」

『f」・撚 学研 欄 要 ・ 第 5盻 84 頁）・

〔8） 服 部 英淳，前掲 論 文。

　　　　　　　第二 章　経 論 に 説 か れ る弥 陀浄土 思 想 と唯心 浄土 思 想

　弥陀浄土 に 限 っ た唯心浄土思想 の 探究 を意図す るわれ われ が 最初 に な さねば ならない 作業は ，経

論に は 弥陀浄土 が どの よう に 説かれ て い るか，そ こ に唯心浄土思 想 の 源 流に な りうる経 文 が 認め ら

れ る か ど うか を探 る こ と で あ ろ う。経論 に 唯心 浄土 思想が 明瞭に説か れ，後の 中国浄土 教の 諸師が

有力な典拠 として 引証 して い れば，わ れ われ は そ れ を唯 心浄土 思想 の 源流 として後の 変遷 を辿 れば

よ い わけ で ある。 しか しなが ら， すでに知 っ た ように 従来 の 研究で は唯心浄土思想 を説 く経 論は 指

摘 され て い な い 。それ で は ，弥陀 の 唯心浄土思想は従来経論に 指摘 され て い な い
， 従 っ て，経論 に

説か れ て い な い
， そ れ ゆ え中国人 が 勝手に 考え た もの で ある ， と短絡に規定 して よ い の で あ ろ うか。

　中国諸師は 自 らの 教義 を主 張す る と き ， そ の 正 当性 を必ず経論 に求め ， 絶 対的証拠 とした 。 仏 説

や 論書の 教 えは絶対の 真理 と い う大前提 の も とに 自ら の 教義 を形成 した 。 そ こ に中国仏教 の
， 更に

は 日本仏教 の特徴が あ っ た。われわ れ も諸師に倣 っ て ， まず唯心 浄土 思想の 源流を経 論 に求め る こ

とか ら始め よ う。

　そ こ で まず，唯心浄土思 想 の 直接の 対象 とな る弥陀浄土 が 経論 には どの ように 説か れ て い る か ，

そ して ， そ の 弥陀 浄土 が 唯 心浄土 思想に な りうる か ど うか を調べ よう。 こ の こ とは，イ ン ド浄 土 教

の 正 当 な弥陀浄土観 が何で あ っ た か を知 るだ け で な く， 後の 中国 ・日本 の 浄土思想史をそれに よ っ

て 照 射す る上で も極 め て重要 な作業で ある。そ こ で ， もし経論 に 説か れ る弥陀浄土 の 描 写が 唯心浄

土 思想 の 源流 に な りえな い こ とが確認 され れば ， そ の と き初め て ， われ われ は従来 の 研究が 何ゆ え

唯心 浄 土 思想 を経論 で指摘 して い な か っ た か を理解す る で あろ うし， 唯心浄土 思想が 中国独 自 の 思

想 であ る こ とも自信 を もっ て 主張で きよ り。

　阿弥陀仏
・極楽 に 言及 す る漢訳経論に つ い て は，すで に 藤 田宏達博士 に よ っ て 290 部が指摘 さ れ

て い る9）

そ の 中 ， 弥陀 の 経説 を除 い た 弥陀 浄土 に 限 っ た 経論は約 150部ほ ど で あ るが ， そ の 中に は

後 の 中国浄土 教で全 く用 い られ た痕跡 ない 経論 も多い の で あ L）　，
こ こ で は そ の すべ て を取上 げ る必

要は ない で あ ろ うp そこ で ，
こ れ ら多 くの 経論 の 中で も， 主要 な浄土 経 論 ある い は 中国仏教 で 重

視 され た 代表的経 論に限定 して，弥陀 浄土 が ど の よ うに 説か れ て い る か を調 べ よ う。

　　　　第一節　浄土 三 部経 に説 か れ る弥陀浄 土 の 諸相

　日本浄土教 の よ うに 浄土 三 部経 ，あ る い は三 経
一

論 とい う査定   は なか っ た が ，中国浄 土教 に お い

て も主要 な浄土経 論 は浄土三 部経 で あ っ た 。そ こ に は，阿弥陀 仏 とそ の 浄土，そ こ に往生す る衆生

と そ の 行 業 など が 実に 詳 細 に 説か れ て い る。 こ こ で は 浄 土 三 部経の 構成 ［分 科 ］を伝統 的解 釈 か ら借
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用 し1：i， と くに 浄土 の 主 な諸相 を学 ぶ こ と に す る。

『
無量寿経 』 康イ曽鎧訳

“｝

　序　分

正 宗分

鱒 土 ・ 因 薦
　　　　　 　 略 説

如来浄土 の 果

広説

仏身 の 光明

仏身 の 寿命

大衆 の 功徳

宝 樹の 荘厳 ：

道樹の 霊徳 ：

音楽 の 殊 妙 ：

　　　　 　　　　 浄土 の 諸相

　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　倦 上）

（48願中　第 31 国土清浄願，第 32宝 香合成）。

彼比 丘 ……荘厳妙土。所修仏国 ， 恢廓広大 ， 超勝独 妙。

法蔵菩薩 今 己成仏，現在 西 方。去 此十万億刹 。其

仏世 界，名 日安楽。

其仏 国土， 自然七 宝 ……合成為 地 。 恢廓昿蕩，不可

限極。……清浄荘厳 ， 超踰十 方一
切世 界 。

　　　　　　又 其国土，七 宝諸樹 ， 周満世界。

　　　　　　又無量寿仏 其道場樹，……一
切 衆宝 ， 自然合成 。

　　　　　　第六 天上 ， 万種楽音 ， 不如 無量寿国諸七 宝樹
一

種 音

　　　　　　声 ， 千 億倍 也 。 亦有 自然万種 伎楽。又其 音声，無非 法

　　　　　　音 。

堂 舎 の 偉観 ：又 講堂精 舎宮殿楼観，皆七 宝荘厳．

宝池 の 奇徳 ：内外左右有諸浴池……
， 八 功徳水，湛然盈 満 ……

n

　　　　　　黄金池者，底 白銀沙 ・・…・
。

　　　　　 其池岸上有栴檀 樹・・…香 気普熏 。

聖 者の 果報 ：所処 宮殿衣服飲 食衆妙華香荘厳之具．丁猶 第六 天 自然

　　　　　 之 物 。

　　　　　 彼仏国土
， 清浄安穏，微妙快 楽 。

……無量寿国，其

　　　　　 諸天 人，衣服飲食華香瓔珞繕蓋憧旛 ， 微妙音声 ， 所

　　　　　 居舎宅 宮殿 楼閣，称其形 色……。 自然徳風 ……。衆

　　　　　 宝蓮華・・…・。

衆生往生 の 因 ・
衆生往生 の 果 ・釈 尊 の 勧誡 （巻下 ）

流通分
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）

『観無量寿経』 量 良那舎訳

　序　分

　 　　 　 　 　 　　 　 　

　　　　　　　　　　

正 宗分

定善十三観

散善三 観

阿弥 陀仏，去 此不遠 。

　此 想成 已， 見瑠璃地 内外映徹。下有金剛七 宝金幢，堅瑠璃地 ゲ
…・

　百 宝所成。
一一

宝珠 ， 有千 光明 ，
一一光明，八万四千色……不可

　具見。

：次 宝樹観。……其諸宝樹 ，
七 宝華葉……一

切衆宝，以為 映飾 。

：
一一池水 ， 七 宝所成。

……一一
支作七 宝色。黄金為渠 。

……一一

　水中，有六十億 七宝蓮華 e

……其光化為 百宝色鳥，和鳴哀雅。

：衆宝国土 ，

一一界上，有五百 億 宝楼 閣。

：此 蓮華台，八 万金剛 ・甄叔 迦 宝 ・梵摩尼宝 ・妙 真珠網，以為交飾 。

：次 当想仏。所以 者何。諸仏如来，是法界身。 入
一

切 衆生心想中 。

　是故汝等，心 想仏 時 ， 是心即 是三 十 二 相 八 十随形好，是心 作仏 ，

　是心是仏 。 諸仏正 偏知 海 ， 従心想生 。……了 了分明，見極楽国七

　宝荘厳 ， 宝地 宝池 宝樹行列，諸天 宝幔弥覆其上，衆宝羅網 満虚空

　 中。

：無量寿仏身，如百 千 万億夜摩天 閻浮檀金色 。

： 此 菩薩……身紫金色。……頂上眦 楞伽摩尼宝，以為天冠 。

……面

　 如 閻浮檀金色 。

：此菩薩……亦如観世音 。

……此 菩薩天冠 有五 百宝 華。

雑想観

　得益分 ・流通分 ・耆闍分

『
阿弥陀経 』 鳩摩羅什訳

　序　分

正 宗分

讃極楽浄土

勧 念仏往生

略讃

広讃

　　 ：従是西方，過十 万億仏土
， 有世 界，名 日 極楽。其土 有仏 ， 号

　　　阿弥陀 。

報 ：極楽国土
，

七 重欄楯 七 重羅網 ， 七重行樹 ， 皆是四 宝
……。

　　極楽国土，有七 宝池
……，地底純 以金 沙布 地 。四辺 階道 ， 金

　　銀瑠 璃 玻 潔合成。上有楼 閣 ， 亦以金銀瑠璃玻 麟 斬渠赤 珠碼碯，

　　而 厳飾之。

　　彼仏国土
， 常作天 楽，黄金 為地 。……。彼国常有種 種 奇妙雑

　　 色之 鳥…出和雅音 。

……

報

流通分
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　 以上 の 浄土三 部経 の 浄土 に 限 っ た主 な諸相 ， さ らに 浄土 三部経全体 を通読 して ， われわれ が 知 る

弥陀 浄 土 は，大地 ・池水 ・樹木 ・宮殿 楼閣 ・台座か ら ， 衆 鳥 ・清風 ・音楽 ・衣服飲 食に 至 る まで，

さ ら に は 阿 弥 陀仏 ・観世 音菩薩 ・
大勢至 菩薩 ・無数の 眷属 の 描写 まで ，すべ て が す べ て，七宝 ・百

宝 ・五 百億 宝 ・無量 の 衆 宝に 荘厳 され た絢爛豪華 な有形的感覚的具体 的な仏 国士 で ある曽
｝

　 その 中で も， われ わ れが 弥陀浄土 で 直 ちに 思 い つ く有名 な
一

節 は，

　
。 法蔵 菩薩 　い ますで に成仏 して ，現に 西方に ま します。こ こ を去 る こ と十 万億刹 な り。 その 仏

　　 の 世 界 を名づ け て ，安楽 と い う （『無量 寿経 』 巻上 ）。

　
・〕 こ れ よ り西方 ・十万億 の 仏土 を過 ぎて ， 世 界あ り，名づ けて極楽 とい う （『阿弥陀経 』）。

の 経 文で ある『
1

従 っ て ， 浄土 三部経に 説か れ る弥陀浄土 の 諸相は，極 く
一
，二 の 例外 を除 い て ， す

べ て 西方の 有形的感覚的具体 的な浄土 で あ り，中で も上 記の 経文 が 西方有形的浄土 の 代表的典拠で

あ る 。

　 なお ， こ こ で
“

有形的感覚的具体的 な浄土
”

と い う用語 は現代の 表現 であるが ， 中国浄土 教 を扱

う本稿で は ， 中国諸師が 用 い る 「
西 方有相 浄土 」 の 用語 に統一

し， 現代文 では
“

有形
”

を用 い よ う。

　 と こ ろ で 後 の 伝 統 的解釈 で は ，浄土 三 部経 に つ い て 細か な一字一
句ま で 精緻 に考究 され，西方有

相 浄土 と矛盾す る極 く
一

，
二 の 例外 まで論議 され た。次 に ，そ の

一
，二 の 例外に つ い て 考証 しよう。

　
一

っ は ，

『
無 量寿経 』 巻上 に説か れ る弥陀浄土 の 西 方有形 的 な荘厳の極 く細部 に ，

　
。 （浄土〉は，恢廓 ・広大 に して，（他 の い か な る もの に も）超 え勝 れ 独 妙な り。

　
。 その 仏 の 国土 は……恢廓昿蕩に して ， 限極す べ か らず。……

（かか る ）清浄 なる荘厳 は ， 十方

　　 の
一

切 の 世 界に超踰す。

と説 く
一

節 で あ る2 弥陀浄土 は
“

恢廓 ・広大 （おお き く広や か ）
”

とか ，
“

恢廓昿蕩 ・不可限極 （お

お き く広や か で ， 限 りが ない ）
”

， しか も
“

十 方の
一

切の 世 界 を超 踰す （超えてす ぐれ て い る）
”

の で

あ るか ら ， それ は西方有相浄土 を否定す る表現 で な い か とい う論議 で あ る野
）

　
一

字
一

句 も疎か に しな い 伝統的解釈 をわ れわ れ も充分留意 しなけれ ば ならない が ， こ の
一

節が本

来西方有相 浄土 を否定す る内容 で あ っ た か どうか を， ひ とまず梵本に 当 っ て 知 る こ とに しよ う。梵

本で は ，

　
。 か れ は ， こ の ような仏国土 の 清 浄 と仏国土 の 威勢 と仏国土 の 広大 さ とを達成 して ，

……9＞

　
。 か の 世尊ア ミタ

ーバ の 極 楽 と名づ ける世 界は ， 富裕 で あ り，繁栄 して お り，平穏で あ り，豊饒

　　 で あ り， 好 ま しく，

……2°1

と説 くに す ぎな い か ら，殊更，西 方有相 浄 土 を否定 し，無方無相 の 絶対的浄土 （た と え ば 法身土）を

表わ して い るわけ で は な い 。従 っ て，「恢廓広大，超勝独 妙 」
「
恢廓昿蕩，不可 限極 ，

……超踰十方
一

切 世 界 」 とい う難解 な漢訳 語は 中国的変容 で あ っ てlm明確に 無方無相浄土 を意味 して用 い られ た

と考 え な くて よ い で あ ろ う。

　
『無量寿経 』 で多少気 に か か る経文 は こ の 個所 だ け で あ り1切 また

『
阿弥陀経』 に は 西方有相 浄土 と

矛 盾 す る経文 は 認め られ な い か ら ， イン ド浄土教 の 原始的形態 をとどめ る主要 な浄 土 経典 『無量 寿

経 』
『阿弥陀 経 』の 弥 陀 浄土 の 諸相は，細 か な部分 を穿鑿 して も， す べ て が 西 方有相 浄 土 だ け と結論

して よ い で あろ う。 言葉 を代 え て言 えば，弥陀浄土 の 源 流 は 西 方有相 浄 土 で あ っ て ， 無方無相 浄 土
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の 表現や考 え方は なか っ た と い うこ とに な る。

　こ の こ と は ，後 の 弥陀浄土観 の 展 開を考 え る上 で極 め て 重 要で あ る。す なわ ち，中国浄土 教にお

い て 弥陀浄土観が論 じられ る場合に も，
『無量寿経m

『阿弥陀経 』 を絶 対の 経証 とす る見解 は西方有

相浄土 を支持す る指方立相論 （浄 土 は 西方 を指 し 匚指 方］，相 を有 して い る ［立相］とい う見解）で なけ

れば ならない こ とを示 唆す る 。 従 っ て ， 善導に よっ て 大成 され ， そ の 影響を強 く受けた 日本浄土教

の 指方立 相論 は
『無量寿経 』

『
阿 弥陀経 』 に源流 をもつ イン ド浄土教 か らの 正 統 な見解 を継承 し発展

させ た もの と い うこ と で あ る 。指方立相論は単 に善導か ら始ま り，日本浄土教 に至 る と い う流れ に

限 られ た もの で はな く，広 くイン ド・中国
・日本 を貫ぬ い た正 統な弥陀浄土観 で あ っ た とい う点 で ，

浄土 思想 史の 上 で極め て 重要 な の で あ る1帥

　と こ ろで ， 浄土 教の 源流に 当 る
『無量寿経 』

『阿 弥陀経 』 の 弥陀浄土 の 諸相 が こ と ご と く西方有相

浄 土 で あ る こ とは，本稿の 主題 で ある唯心浄土思想に と っ て は極 め て都合 の 悪 い こ とにな る 。 唯心

浄 土 思想は
，

“

浄土 は た だ心 で あ り，あ る い は心 の 現 われ にす ぎな い
”

と説 くか ら，西方の 具体的有

形 の 浄土 で あ っ て は い け な い の で あ る 。 唯心 浄土 思想は心が 主体 で あ る以上，方位 もなけ れば ， 具

体的形 を持 つ こ とは許 され ない
。

　それ で は ， 唯心浄 土思想 は主要 な浄土 経典 の 中に は ない の で あ ろ うか 。

　暫ら く性急な断定 は 避け て ， こ こ で は，イ ン ド浄土教 の 源 流
・原始形態を示す

『
無 量寿経 』

『阿弥

陀経 』 は す べ て 西方有相 浄土 を説 き，従 っ て ，指 方立相論 の 源流であ D ， 唯心 浄 土的 思想 は全 く認

め られ ない ，それゆ え唯 心 浄土 思想の 源流に は な 「」え ない ， とい う 『無 量寿経 』
「阿弥陀経 』 に 限 っ

た結論 に とどめ よう。

　唯心浄土思想 の 源 流・典 拠を探 ぐるわ れわ れ は最 も重要 な 『無量寿経 』
『
阿 弥陀経 』 を調 べ て ， 源

流に な りえな い こ とに 到達 した。

　従来 の 伝統的解釈か ら知 られ る浄土 三 部経 に 説か れ る西方有相浄土 と矛盾す る経 文 の 二 つ は，『観

無量寿経 』 に 認 め ら れ る 次 の 二 個所で ，中国浄 土教 では実 に大 きな問題 とな っ た。そ の 経文は ，

　 。阿弥陀仏，こ こ を去 る こ と遠か らず 。

　 。 もろ もろ の 仏
・如来は，こ れ，法界身に し て

，

一切 衆生 の 心 想に 入 り た もう。こ の ゆ え に ，汝

　　らよ，心 に仏 を想 う時 ， こ の 心 は ， す なわ ち ， こ れ ， （仏）の 三 十二 相 ・八十 随形 好な れ ば ，こ

　　 の 心，仏 を作 り，こ の 心 ， こ れ仏 な り。 諸仏 の 正 遍知 海は，心想 よ り生 ず 。

で あ る即す で に 考証 した
『無量寿経』

「
恢廓広大 」

「’1爽廓昿蕩」 は 絢爛 た る浄 土荘厳の 極 く細か な
一

句 で，経典全体 を左 右 す る大 き な 比重 と 内容 を持 つ もの で は な い
。 しか し， こ こ で の 経 文 は西 方有

相浄 土 と真 向か ら対立 す る大 きな比重 と思想を持 つ もの で あ る． しか も
「
観 無 量 寿経 』 は梵蔵本 ・

漢訳 異本 もな く， 従 っ て，そ の 撰述 ・構成な ど今 も問題 が 残 る匙
5
哽 に 加 え て ，中国浄 土教 の 立 場で

は， と くに隋唐代の 仏教全盛期 に 圧倒 的支持 を集め た 経典 で あ る巳
5〕

こ うし た
『
観 無量寿経』 その も

の に関す る諸問題 は暫 ら く措 い て ，こ こ で は ， まず当該経文 の 正 しい 意味 と本稿 の テ
ー

マ
， 唯心浄

土思想 との 関係 に 限 っ て 考え る こ とに し よ う。

　 “

こ こ を去 る こ と遠 か らず
”

［去 此不遠］の 経 説が 論議 さ れ る の は ，

『無量 寿経 』
『阿弥陀経 』 の

“
弥

陀 浄土が こ れ よ り西方，十 万億 の 仏 土 を過 ぎた 世 界
”

と説 か れ る こ と と の 関係 で ， 弥陀浄土 は 遠 い
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の か
， 近 い の か が 問題 に な る 。 もとよ り，浄土 教を信仰す る者に とっ て ， 弥陀浄土 が近 い か 遠 い か

は 大 きな問題 で あ り， 種 々 の 見解が 認め られ る が 鯵弥陀浄土 が 遠 い か近 い か が 争点で あ る 限 り，唯

心浄土 思想 との 直接 の 係わ りは な い 。 しか し，そ の 理 由 と して，十万億の 仏土 を過 ぎた遠 い 弥陀浄

土 が ，実は
“

心 の 現 われ
St

［唯心浄土 ］で あるか ら，距離的遠近 に 係 わ りな く近 い ［不遠 ］と解釈 さ

れ る と， こ の 経説は唯心浄土思想の 有力 な傍証に なる 。 実際 ， 後 の 中国で は 唯心浄土思想に 関係す

る諸資料 で しば しば 経証 とされ た蟹 しか し， それ は 後の解釈 で あるか ら，そこ で再 び考証する こ と

に しよ う。 当面 ，
こ の 経 文は弥陀浄土 の 具体 的遠近 を説 くに す ぎない か ら，こ こ で は 唯 心 浄土思想

を前提に 説 い た もの で な い
。 従 っ て，唯心浄土 思想の 成立 後に 傍証 とな っ た が ，そ の 源 流 ・典拠 に

は な りえ な い と規定 して お こ う。

　次 の
“

もろ もろ の 仏 ・如来は ，
こ れ ， 法界身に して

……
。 こ の 心 ， 仏 を作 り， こ の 心，こ れ仏 な

り。
”

［諸仏如 来 ， 是法界身。……
， 是心作仏 ， 是心是仏］の 経文 は，こ れ まで の すべ て の 経文が 西

方有相浄土 を説 くの に 比 べ て ， と くに
“

こ の 心，仏 を作 り， こ の 心，こ れ仏 な り
”

の
一

句が こ れ ま

で の 経文 と内容的に 全 く違 う，すなわ ち ， 唯心 浄土 思想 と全 く同
一

趣 旨と一読 し て 気 づ くで あろ う。

こ の 直観 的判断は正 し い
。 結論 を先取 して述べ る と，唯心浄土 思想 の 最大 の典拠 は実 は こ の

「
是心

作仏 ， 是 心 是仏 」 で ある。 しか し，此 の 経文 が 中国諸師に解釈 され ， 唯心 浄 土思想の 成立 に関与す

る まで の 過 程 に は 三 ，四 百年 に 及 ぷ 紆余曲折が あ っ た こ とを忘れ て はな らな い
。

　当面 ，
こ の 経文 に 限 っ て注意すべ きは ， こ こ で の 仏 は

「
諸仏 如来，是法界身」 で あ っ て，阿 弥陀

仏が 法界身 と言 っ て い な い 点で ある。内容的に は，阿弥陀仏 も諸仏の
一

仏で あるか ら ， 阿弥陀仏 も

法界 身と考 えて よ い こ とに な る し， と くに 阿弥陀 仏を主人公 とす る 『観無量寿経 』 の 経 文 で あ る か

ら ， こ こ で の 諸仏 も阿弥陀仏 と見做す こ とも解釈 と して は可能 であ る 。 しか し，それ では
『
観 無量

寿経 』 の そ の 他の 描 写 ， さらに は 西方有相 の 弥陀 浄土 を説 く 『無量寿経 』
「
阿弥陀経』，そ の 他 すべ

て の 経論 と全 く矛盾す る 。 実際 ， 中国の 観経 注釈 書や 諸師の 見解で は ， こ の 経 文 の 理解 に 非常 に 苦

心 し， 阿弥 陀仏 を法界身 とみ て
「
こ の 心」 とす るか ， 阿 弥陀仏 を応身 ・報身と して 「こ の 心」 と別

とす るか で ， 大 き く弥陀仏身観 ・弥陀 浄土観 は 分か れ た。善導が 指 方立 相論 を主 張 した の は，弥陀

浄土 の 経説 で な く， 実 は こ の 経文 の 注釈 で あ っ た 。 しか し，中国諸師 の 大勢は 阿弥陀仏 も
「
こ の 心」

とみ た。す なわち， 〈唯心 の 弥陀 〉の 系統 で あ っ た 。 こ の 過程 は本稿 の 主題 の
一

つ である の で ， 後 に

一
々 を挙げ て 詳論 しよ う。

　こ こ で
， 多少神経質な まで に諸仏 の 混同 を何ゆ え問題 にする の か と言えば，従来 の 見解が そ の 辺

りが 極め て曖昧 の まま論述 ［会通］され て い る た め だ け で な く， 本来，唯心 の 諸仏 と説か れ て い た

経説が やが て 中国諸師に よ っ て 唯心 の 弥陀 と会通 さ れ
， 唯心 浄 土 思想 （正 確 に は ，

「
本 性弥陀」

「自

性 弥陀 」〉が 成立す る か ら で あ る 。 従 っ て ，諸仏 と弥 陀 の 峻別は，本稿 の 論 旨の 可否 を左右 する方法

論 の
一

つ で あ る e こ の こ と は 問 題 の 所 在 で も少 し触 れ た し ， 後 に も再三確認す るで あろ う。

　以上，浄土 教に と っ て 最 も重要 な浄土 三部経 の 弥陀 浄土 の 諸相 を細部 に わた っ て 穿鑿 した 。 こ こ

で の 結 論は
， 浄 土 教 の 原初形態を示す る

『
無 量寿経』

『阿弥陀経 』 はす べ て ，『観無量寿経 』 も
「
是

心 作仏 ， 是心是仏」 の 経 文 を除 い て ，すべ て弥陀浄土 は 西方有相浄土 で あ り，従 っ て，唯心 浄 土思

想の 源 流
・典拠 に な りえない とい う点 で あ る。
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（1｝ 藤 田 宏 達
『

原 始 浄 土 思想 の 研 究』 136− 161頁。そこ に は ， 梵本 31部も指摘 され て い るが ，中 国で 確 立 す る 唯 心 浄

　土 思 想 の 典拠 を探 る 本 稿 で は 漢 訳 経 論に 限 定す る。

　　なお ，中国浄 土 教に 限 っ て 言 えば ，藤 田 博 士 の 指 摘 さ れ た 290 部 の 経 論 以 外 に ，中国 で 創 作 され た 浄土 教に 関係

　す る 疑 経 55部 （拙稿
「
浄土 教関 係 疑 経典 の 研 究のに）」

「
札幌大 谷短 期 大 学紀要』 第 8，9 号 〕の 内 容 も考証の 対象 に

　な ろ う。しか し，こ れ ら 中国で 創作 さ れ た 疑経 は真 経 あ る い は夫 々 の 時代
・社 会 の 要 請 を背景 と して 成 立 したの で

　あ り，唯心浄土 思想 の 源 流 と な りえ な い の で．こ こ で は 取 上 げ な い 。た だ，そ の
一，二 部 に は 唯 心 浄 土 思想 と共通

　す る 思想 が 認 め られ るの で，後 に 述 べ る。

  　「浄 土 三 部経」
「三 経

一
論 、 の 査 定 は 法然に よる 。

『選 択 集』 （
『浄 土 宗全書』 巻七，5 − 6 頁）。

〔3） 柏原 祐義
『浄 土 三 部 経 講 義』 （改訂 新 版 ）64− 66，440− 442，604ff に よ る。な お，坪 井俊映

『
浄土三 部 経 概 説』

　（復刻 ）51− 54，339− 341，514− 516 頁 参 照。

  　文献学的 言 語 学 的 経 典研 究で は ，梵漢蔵諸本の 比較対照が 要求 され るが ，本 稿 は 中国浄 土教 に 限 っ た 論述 で あ る

　の で ，
t
こ こ で も康僧 鎧 訳 （実 は 仏 駄 跋 陀 羅 ・宝雲共訳 。 藤 田 宏 達 ， 前掲 書，62− 96頁 ）の 描 写 に と ど め る。な お ，

　梵本 を主 と した 諸異 本 の 浄 土 の 描 写 に つ い て は，藤 田 宏 達，前掲書，442− 457 頁，aSJIi孝雄
「
無量寿経類に お け る

　浄 土 観 の 展開」
『印 仏研 』 第 23巻第 1号 に 要 をえ て ま とめ て 考証 さ れ て い る。

　　以 降 の 引用 経 論 に つ い て も，中国仏 教 に直 接 係 わ る経論 に 限定 し，諸 異本 に つ い て は 必 要 に 応 じて 註 記す る に と

　 どめ る。

（5） 藤 田宏達，前掲 書，515 頁。

  　大正 12・270上 ， 346下。なお，『観 無 量 寿 経 』 に も
「
西 方極 楽世 界 」

「生 西 方 」 （大 正 12・341 下，344中下，345

　 中下 ｝ と説 か れ る。

  　「
所 修仏 国，恢廓広大，超 勝 独 妙 」，「

其仏国土，自然七 宝・…・・
合成為 地 ， 恢 廓昿 蕩，不可 限極。……超踰 十 方

一一・
切

　世 界」
『
無量寿経 』 巻上 （大正 12 ・269下，270上 ）。

〔8）柏 原祐 義，前掲 書，210 頁 。 岡 邦 俊 「浄 土 の 実在 」
『
印仏研 』 第 24巻 第 1 号。そ こ で は 当該 経 文 の 外に ，『浄 土 論 』

　 「

観 彼 世 界相，勝 過 三 界 道，究 意如 虚空，広大無辺 際」 （大正 26・230下）が 論議の 対象 と な っ て い る。

（9）　
“
、a　 imam 　 eva 血・apath　 b・ddh ・ kS・t・ap ・・i9・ddhi・in　 b ・ddh ・kS ・t・amahatmy ・「i・ b・ ddh ・kV・t・・da・ata ・h

　samudanayan ，
” Sukhtivatlvyaha（Ashikaga 本 ）p．23，　 U．23− 24。藤 田宏 達

「
梵 文 和訳　無 量 寿 経 ・阿 弥陀経』

　 77 頁 。

　 『
大 阿弥 陀経 』

『無 量 清 浄平 等覚 経 』 相 応 文 無 し。

　 「具 足荘厳，威徳広大，清 浄仏 土 」
『無 量寿 如 来 会 s （大 正 11 ・95 上 ）。

　「
勇猛精進，修 習 無 量功 徳，荘厳仏刹 入三 摩 地 」

『
大 乗無 量 寿 荘 厳 経 』 （大 正 12 ・321 上 中 〕。

　 以 上 の よ うに，梵漢諸異本 に 異 同が あ るが ，相応文 で も単 に 仏 国 土 の 広大 さ を説 くに す ぎ ない 。

〔10）　
“bhagavato ’

mitabhasya 　S　ukhavati 　 nama 　lokadhatur，匸ddha　ca ，　sphTta 　ca ，　k畢ema 　ca ，　subhik 典 ca ，　rarllap

　丁ya　ca ，＿
” ibid．　p ，30，　li．2− 4．藤 田 宏 達，前 掲 書 89 頁 〔た だ し，康僧 鎧 訳相 応文 は 無 い とす る）。

　「
其国地 皆 自然 七 宝，……

皆以自共 為地。昿蕩甚大無極，……甚 蛛無 比 」
『
大 阿 弥 陀経 』 〔大 正 12 ・303 中 ）。

　「
其国地 皆 自然 七 宝，……

皆以 自共 為 地。昿蕩甚大無 極，……妹 好無比 」
『無 量 清 渉平 等 覚経』 （大正 12 ・283上 ）。

　 「彼 極 楽 界，無 量功 徳，具 足 荘 厳，国土 豊稔」
『無 量 寿如来会』 （大正 11・96上 ）。

　
「

彼 仏国土，大富無 量 」
『大 乗無量寿荘厳経』 （大 正 12・322 上 ）。

　 以 上 の よ うに ，当該 相応 文 は く初期 無 量 寿 経 〉 『
大 阿弥 陀経 』

『無 量 清 浄 平 等覚 経 よ
「無 量 寿 経 』 と （後 期 無 量 寿 経 〉

　 『無 量 寿如 来会 』
『大 乗無量寿荘厳 経 』

・梵 （蔵 ）本 とで 異 な っ て い る。しか し，その 内容 は 〈後 期 無 量 寿経 〉 は もと

　よ り，〈初 期 無量寿経 〉 の 経 文 で も七 宝合 成 の 仏 国 土 の 広 大 さ を説い て い るの で あ るか ら，
厂
恢廓広 大 」

「恢 廓昿蕩 」

　 の 字句 だ け を取 上 げ て
， 無 方 無 形 の 浄 土 と考 え るの は 誤 り で あ る。七 宝 合成 （有形 ） で あ る以 上 無方無 形 の 浄 土

　 で あ トりえ な い 。また，『無 量 寿 経 』
「
恢 廓昿蕩 」の 訳語は 梵本 か らの 訳 語で な く，『大 阿 弥 陀経 』

『無 量 清 浄 平 等覚 経 』

　 の 影響 で あ る こ と も明 らか で あ ろ
一
ノ。

（ll）　 〈無 量 寿経 〉 の 中 国的変 容 に つ い て は，藤 田 宏 達 『原始 浄 土 思想の 研 究』 194− 205頁参照。

（12〕　 さ らに 細か な 記 述 と して は ，

　　 「彼 仏 如 来．来無所来 ， 去 無所 去，無 生 無 滅，非過 現 未 来。但 以酬 願 度 衆 生．現 在西方」
『
大乗 無 量 寿 荘 厳 経 』 （大
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　 正 12 ・321下 ）。

　　な ど は，「
無生 無 滅 」

の 阿弥陀仏 で あるか ら，その 浄 土 も無 方無 形 と い うこ とに な る。しか し，当該経 典 は 〈無 量

　寿 経 〉 の 中で も最後年に 訳 出 され た特有の 思想性 を帯 び た経 典 （望 月信亨
『
仏教 経典 成 立 史論 』 206− 219 頁，拙稿

　
「
無量寿荘 厳 経 に っ い て 」

「
印 仏 研 』 第 12 巻 第 1号 ）で あ る か ら，後 の 展開 とすべ きであ り，こ れ を以 っ て く無量寿

　 経 〉 の 源 流 とす べ きで ない 。

  　善導教学の 研 究 に っ い て は 夥 しい 成果 が あ るが （た とえば，仏 教大学善導教学研 究会編 「善 導教学 の 研 究 』 附録

　
「
善 導 大 師 に 関す る研 究論文 目録 」 参 照 ），こ れ ま で の 研 究 は 教 学 的 立 場 か ら の 中国諸師 の 思 想 との 対比，ある い は

　法然 ・親鸞教 学 との 影 響関係 で 考察 さ れ た もの が 非 常 に 多い 。

　　そ う し た 中で
， 藤 田宏 達博士 は イン ド浄 土 教 との 影 響関係で 初 め て 善導 を評価 され た。

　　藤 田 宏 達
『
善導』 （

「
人類 の 知 的 遺 産』 第 18巻）

　　同書 に は，イン ド浄土 教か らみ た博 士独 自の 幾 つ か の 見解 が 認 め られ る が，そ の 中で も，善 導の 称 名念仏が イン

　ド浄 土 教 に 源 流 が あ   彼 は そ れ を正 統 に 継 承 し大成 した と評価 され た （同書 ， 110 頁以下）。従来，善導 と同時 代，

　あ る い は 後 の 日本 浄 土 教 （法 然
・
親鷽 な ど）か ら照 射 し考 究 さ れ る の に 対 して，イ ン ド浄 土 教の 源 流 か ら照射 し評

　価 され た 点 は 善導研 究の 新 しい 分 野 を拓 い た もの で あ る。本稿 の ，と くに 本章は 博 士 の 成 果 に 示 唆 され る と こ ろ が

　 大 きい 。

（14） 大 正 12 ・341下，343 上。

C15） 藤 田宏達
「
原 始 浄 土 思 想 の 研 究』 121− 136 頁，山 田 明爾 「観 経 攷 」

『
竜谷 大学論 集』 第 408号。

〔16） た とえば，小笠原宣秀 「中国浄 土 教家の 研 究 2133
− 141 頁，恵 谷 隆 戒 「隋 唐 時代の 観 経 研 究 史 観 」

『塚 本博士 頌 寿

　記念　仏 教史 学 論 集』 〔
『
浄 土 教 の 新研 究 』 所 収 〉 な ど。

〔10　柏原 祐泉，前掲 書 ， 471− 472 頁，坪 井俊映，前 掲 書，528− 529 頁。
〔18） た とえば ，『

釈浄土 群 疑論 』 巻 六 （大正 47 ・65 下
一66上），「六 祖 壇経 』 （

『
慧能研 究 』 323− 324 頁 ） な ど。

第二 節　主要 な経論 に説 か れ る弥 陀浄土の 諸相

　前節で は ，阿弥陀仏 ・極楽 を詳細 に 説 く浄 土 三 部経 の 弥陀浄土 の 諸相が ，

「
観無 量寿経』

「是心是

仏 」 の
一

句 を除 い て， こ と ご と く西方有相浄土 で あ り， 従 っ て ， 唯心浄土 思想 の 源 流 ・典拠 に な り

え な い こ とを知 っ た。 さらに われ われ は そ の 源流 ・典拠 をそ の 他 の 経論に 求め なけれ ば な らな い よ

うで ある。

　それ で は浄土 三 部経 以 外の 経論に 説か れ る弥陀 浄土 の 諸相 は ど うであ ろ うか 。 そこ に 唯心浄土 思

想 と共通す る経文は認め られ る で あ ろ うか e

　中国浄 土教が 日本浄土 教 と決定的に 異な る 点 の
一

つ は ， 所依 の 経論 が 浄土 三 部経 だけ で な く，十

数部 ある い は数十部で あ っ た と い う点 が あ る 。 こ の こ とは ， 中国で 浄土 経論 を査定 した
『
浄土 論』

「十 二 経七論 」 や
『
楽邦文類』

「専談浄土 経 論 目録 」 （経 46処 ・
呪 10道 ・論 6 処）など を読め ば明 らか

で あるIDそ こ では ， 弥 陀や極楽に 言及 しない 経 典や疑経 ・古佚経 まで も重要 な浄土経典 とされ て い

る醫
1
こ れ らの 経論 で後 に唯心 浄 土思想 と共通す る数部は本節の 最後に 附 説 しよ う。

　それ よ り も，わ れわ れ に と っ て 重要 な作業は ， 中国仏教 に 大 きな影響 を与え た各宗所 依 の 経 論 な

どに弥陀 浄土 が ど の ように 説か れ て い る か で あろ う。それ に よ っ て，浄土 教 だけ に 限 らず，中国仏

教全体 の 中で の 弥陀 浄土 の 評価が あ る程 度予想で きる か らであ る 。 とくに 唯心浄土 思想の 成立 す る

五 代宋代の 浄土 教は 独 立 した宗派で は な く，各宗 の 中で 存在 （た とえば ， 天 台浄土教 ・禅浄融合思

想 な ど） して お V）　， それ ゆ え浄 土教 と深 い 係 わ りを持 つ か ら で あ る。そ こ で ，中国仏教 に お け る主
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要な経論に 説か れ る弥陀浄土 の 諸相 を挙 げる と以下の とお りであ る曾
）

『法華経』 鳩摩羅什 訳 （大正 9 ・25下 ，
54 下）

　 。 西方二 仏 ，

一
名阿弥陀 ，

二 名度
一

切世 間苦悩 。

　 。 若有女 人 ， 聞是経典，如説修行 ， 於此命終，即往安楽世 界阿弥陀仏大菩薩衆圍繞住 処 。

『大智度論 』 鳩摩羅什訳 （大正 25・115下，134中， 221中，302下 ， 343上）

　 。 亦如仏説阿弥陀仏世界種 々 厳浄 。

　 ・ 問日 。 更有十方諸清浄世 界 ， 如阿弥陀仏安楽世 界等。何以故，但以 普華世界，為喩。

　　答日。阿 弥陀仏世界，不如華積世界 。

　 。 果報得者，如無 量寿仏国人，生便 自然，能念仏。

　 。 以 是故 ， 当知 。 釈 迦 文仏 更有清浄世 界 ， 如阿弥陀国。阿弥 陀 仏亦有厳浄不厳浄世 界 ， 如釈迦文

　　 仏国。

　 ・ 如 阿弥陀仏 ， 先世時，作法蔵比 丘
， 仏将導遍至 十 方示 清浄 国，令選 択浄妙之 国 ， 以 自荘厳其国 e

『
涅槃 経 』 曇無讖訳 （大正 12・371中，424上 ，

508 下）

　 ・ 衆宝荘厳，猶如 西方無量寿仏極楽世 界。

　 。 爾時，三千 大千世 界荘厳微妙，猶如西 方安楽国土 。

　 。 西方去 此娑婆世 界 ， 度三 十 二 恒 河 沙等諸仏国土，彼有世 界，名 日無勝……猶如西方安楽世 界。

「金光明経 』 曇無 讖訳 （大正 16・336上，そ の 他 335中，345下）

　 U 於蓮華上，有四如来 。 東方名阿 閧 ， 南方名宝相，西方名無量寿 ， 北方名微妙声 。

『華厳経』 仏駄跋 陀羅訳 （大正 9 ・589下，694下
一695 ヒ〉

　 。 如此娑婆世 界釈迦牟尼仏刹
一劫 ， 於安楽世 界阿弥陀仏刹 ， 為一 日

一
夜 。 安楽世 界

一劫・…・・。

　 。 我若欲見安楽世 界無量 寿仏 ， 随意即 見。……当知 ， 菩 薩皆由己心。

『大乗起 信論 』 真諦訳 （大正 32 ・583 上）

　 ・ 若人専念西方極楽世界 阿弥陀仏，所修善根廻 向， 願求生彼世 界 即 得往生。

『大般若経 』 玄奘訳 （大 正 5 ・2下、そ の 他 7 ・2 下，428 下）

　 ’・ 猶 如 西方極楽世 界。

『
大 日経 』 善無畏 ・一行訳 （大 正 18・36下）。

　 。 於彼東方宝 幢如来 ， 南方開敷華王 如 来 ， 北方鼓 音如 来 ， 西方無量寿如 来，

……。

　以上 が，中国仏教 に大 きな影響 を与え た 各宗所依 の 経論 の ， と くに 方位 〔西方〕と弥陀浄土 に 限 っ

た諸相 で ある。

　 こ れ ら の 諸相 ， 並 び に 弥陀浄土 に 言及 する そ の 他 多 くの 経論
｛‘ 〉

を精査す る と ， われ わ れ は ，す で に

問題 の 所在及 び 浄土 三部経 の 弥陀浄土 に つ い て知 っ た 諸点 が こ こ で も共通 して 認め られ る こ と に 気

づ く で あ ろ っ 。

　第
一

は，弥陀浄土 の 記述に 限 っ て は い ずれ も素朴な表現で あ っ て15〕 とて も唯心 浄 土 思想に発展す

る余地 は全 くあ りえ な い と い う点 で あ る。 こ の こ とは浄 土三 部経 に お い て確認 した結論 と同 じで あ

る 。

　 第二 は ， 上記 を含 め て約 70 部ほ ど の 経論 に は ，弥 陀浄 土 の 方位 を 「西方」 と説 くが ，そ れ 以外の
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東方 ・
南方 ・北方，ある い は無方 と説 く経論 は 一

つ もない とい う点 で ある 。 こ の 点 も 『無量寿経 』

『阿 弥陀経』 に代 表 され る
“

弥陀浄 土 は西方十万億土 の 彼方に ある
”

の 経 説 と同 じで あ る 。 弥陀浄土

が 西方で あ る こ と は ， 論ず る まで もな く， われ われ の 常識で あるが，で は何 ゆ え西方で なけ れ ば な

らない か となる と未 だ 判 っ て い な い 鬯

　 そ して，弥陀浄 土が 西方に あ り，素朴な有相浄土 で ある こ と が
， 唯心浄土 思想 の 源 流 ・典拠 と し

て考 えよ うとす る と，極 め て 厄介 な問題 に な る こ と も， 前節の 浄土 三部経の 諸相 で結論 した とお り

で あ る。唯心浄土 思想は 方位 は 無方 ， ある い は
“

十方に周遍
”

（延寿）で なけれ ば な らな い し， 無相

無形 で なければ な らな い か らであ る 。 従 っ て ， 浄土 三 部経以外 の 弥陀浄 土 を説 く経 論で も，すべ て

唯心浄土 思想 の 源 流 ・典拠に な りえ な い こ とが 知 られ よ う。

　以上の 二 点は浄土三 部経で の 結論 と共 通する特徴 で あ る が ，浄土 三 部経以外の 経論 で 知 られ る第

三 の 特徴は ，各宗所依の 経論 ， 天 台 宗の 『法華経 』， 三 論宗 ・四論系 の
『
大智 度論 』，涅槃 宗 の

『
涅

槃経 」，華厳宗 の
『
華厳経 』，禅宗 の

『般若経』， 密教 の
『
大 日経 』 と こ とご と く西方有相浄土 を支持

して い る点 であ る 。 こ の こ とは，所依 の 経 論 に 絶対の権 威をお い た 中国各宗 の 諸師 が 方位 を超 越 し

た浄土 〔法身土 ・
常寂光土 な ど］を最高 と し ， 西方有相 の 弥陀浄土 ［応土 ・

凡聖同居 土 な ど］を低 く考

えて い た こ と と深 く係わ る 。 所依 の 経論に よる限 り，弥陀浄 土 は低 くならざるをえな い の で あ る。

こ こ で ， 前章
「

従 来の 見解 」 で 知 っ た 中国諸 師 の 弥陀浄土観が 何ゆ え低 く評価 され たか を明 瞭に 理

解 で きよ う。中国仏教思想 史 を巨視的展開 として眺 め る こ と に よっ て，中国諸師 の 低 い 弥陀浄土 観

か らそ れ を高め た善導の 報土 説　さ らに 本稿 の テー
マ であ る唯心 浄土思想が報土説 をより高め て成

立 す る，そ の 形成過 程 が ようや くある太 い 線 と して 浮び 上 っ て 見 えて きそ うである 。

　第四 に ， こ れ ら の 当該経文 を少 し細 か く注意する と，次 の 二 点 に 気づ く。そ の
一

つ は，弥陀浄土

が しば しば他方浄土
， ある い は諸仏浄土 の 譬え〔猶如西方極楽世 界 な ど〕と説か れ て い る点で ある9

しか も，

　
。 阿 弥陀仏 の 世界は，華積世 界 に 如 か ず （『大智度論』 巻

一
〇 ）。

　
・ 此 の 娑婆世 界釈 迦牟尼仏刹 の

一
劫の 如 きは，安楽世 界阿 弥陀仏刹に 於 る

一
日一夜 と為 す 。 安楽

　　世 界の
一

劫は ， 聖服幢世 界金剛仏刹 に 於 る
一

日一夜 と為す。 （『華厳経 』 巻 二 九）。

と；
S）

諸仏世界 より低 く〔不如〕，ある い は娑婆世 界 に最 も近 い 仏土 と説か れ て い る 。 こ の 点 は，弥陀

浄土 が 西 方有相 浄土 と低 く考 え られ た こ とを更 に傍証す る こ とで あ り， 後の 中国諸 師 が 低 く評価す

る以前の ，イ ン ド仏教そ の もの が 諸経論で 弥陀浄土 を低 く考 えて い た こ とを示 して い る。二 つ に は ，

　
tコ我れ，若 し安楽世 界無 量寿仏 を見 た て まつ らん と欲せ ば，意に 随 っ て即 ち見 た て ま つ る 。 妙 楽

　　世 界 阿 闃如来……。是 の 如 き等の 一
切 諸仏 を意に 随 っ て 即 ち見 た て まつ る 。

……善 男子 ， 当 に

　　知 るべ し。菩薩は 皆，己心 に 由 る （嘩 厳 経 』 巻 四 六 ）

で あ る9 こ の 経文 の 「由己心 」 の
一句は唯心浄 土 思想 と極め て 共 通する内容 で あ る 。 こ の 理 解は正

し い
。 事実， こ の 個 所の 異本相 当文 は 後に 華厳 諸 師 の 註 解 を経 て，宗暁 『楽邦文 類 』 で

「
唯 ，L・念仏

門」 の 典拠 とされ る弩
ω

た だ ， こ こ で 注意す べ きは ，こ こ で の 安楽世界無量寿仏 が 己心に 由る の はあ

くまで も妙楽世 界阿 閃如来な どの
一

切諸仏 の
一

仏 として 挙げ られ て い る に す ぎな い の で あ っ て ，弥

陀浄土 に 限 っ た 唯 心 で な い 。す なわ ち ， 後の 弥陀浄土 に 限 っ た 唯心浄土 思想 で は な い 点 で あ る。こ
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の こ とは ， すで に問題 の 所在 や 『観無量寿経 』
「是心作仏 ， 是心是仏 」 で 注 意 し た 。

　以上，中国仏教 に大 きな影響 を与え た主要 な経 論 に 説か れ る弥陀浄土 の 諸相 を調 べ た。そ こ で は ，

浄 土 三 部経 の 弥陀浄土 の 諸相 で知 っ た 結論が よ り強力に立証 され た だ け で な く， ま た ，新 た な特徴

も知 られ た。

　それ で は ， 弥陀浄土 に 言及す る漢訳経論はす べ て西方有相浄土 で あ っ て ， それ以外 の 経 論は全 く

な い と結論 して よ い の で あろ うか 。 すで に本章 冒頭 で 紹介 した ように ， 浄土 思想に 言 及す る漢訳経

論 290部が 藤 田宏達博士 に よっ て指摘 されて い る 。 また，浄土教 に 関係 する疑経典も 50部 を超 える 。

結論 を急がずに ， 唯心浄土 思想 と共通す る数部 を挙げ てお こ っ 。

　まず，注意 され る数部 は密教経典 の 以下の 経文 で あるID
『不 空羂索神変真言経』 菩提流志訳 （大正 20・

　290上）

　　応知 ， 即是阿弥陀仏法身。

『金剛頂経観 自在王如 来修行法 』 不空 訳 （大正 19・73 下）

　　其引蓮華 中放無量光，随光流 出無量無辺際極 楽世 界。

『大楽金剛不空真実三昧 耶経 般若波羅蜜多理 趣釈 』 不空訳 （大 正 19　・612上）

　　得 自性清浄法性如 来者，是観 自在王 如来異名，則此仏 名無量寿如来 。

『
大乗瑜伽金剛性 海曼珠室利千 臂千鉢 大教 王経 』 不空訳 （大 正 20・742 中）

　　 性如虚空 ， 同彼弥陀法身浄土 。

『瑜伽集要焔 口施食儀 』 （大正 21 ・474下）

　　 南無 法 界蔵身阿弥陀仏 。

　こ れ ら数部 の 密教経典 に説か れる
「法身s

「無辺際極楽世 界 」
「法 性如来 」

「
法界 蔵身」

の 弥陀 と浄

土 は ， 法 身 ・法 性身で ある が ゆえに 当 然無方無形で あ るか ら，唯心浄土 思想 と近 い 立場 に あ る。 し

か し，弥陀 と浄土 を
「唯心 」 と説 い て い るわ け では な い し，後の 唯 心浄土 思想で も引証 して い な い

よ うで あ る 。
こ こ で は ， イ ン ド浄土 教の 最 も発達 した 後期 の 密教経典特有の 弥陀 法身観 ・法身浄 土

観 として 注意す る に とどめ る。

　 しか し，こ れ ら弥陀 法身観が 無方無 形 ゆ え に ，後 の 唯心 浄土 思想に 転釈 され る と，それ は 明 らか

に典拠 と な る。そ の 先例は
『
観 無量寿経』

「
去 此不遠 」 の 経文で 知 っ た とお り で あ る。事実，次の

一

例が 認め られ る。

『瑜伽集要焔 口施食儀 』 後文 （大正 21・484上〉

　　一
切 衆生 ， 自此 而獲安獲楽 ， 修習 道友，随喜檀 那，悟 本性之弥陀 ，了唯心之浄 土……。

　本経 （？）は，現代 中国仏教 園 で盛ん に 行われ る施餓鬼儀礼 〔瑜伽焔 口〕 の 極め て 重要 な資料 であ

る
（1　r〕 お そ ら く不 空訳

『瑜伽集要 救阿難 陀羅尼焔 口軌儀経 』 を踏襲 して 撰 述 され た と思 わ れ る が ， し

か し，そ の 撰 述者 は不明 で ， 中国撰述 と も後に は査定 された慧
3）

しか も そ の 後 文 で ある か ら，唯心

浄 土思想成立以降の 資料 であろ う。従 っ て ， 唯心浄土思 想 の 典 拠 と い うよ りは ， 唯心 浄 土思想が 中

国で 主 流 と な っ た 後代 （宋代 ， あ る い は 明 代）以 降に密教特有の 弥 陀法身観が 唯心 浄 土 思想 に 取込

まれ て い っ た 事例 と して 留意す べ き資料 で ある。
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　 次 に ，中国撰述 の 疑経典で は
，

『潅頂 随願往生 十 方浄 土 経』 （『潅頂経 』 巻十
一

〉 帛尸梨蜜多羅 訳 （大 正 21 ・529下 ）

　　 普広菩薩摩 訶薩 又 白仏言 e 世尊，十 方仏刹浄妙国土 ， 有差 別不 。

　　 仏言普広 。 無差別也。

　　普広，又 白仏言。世転 何故経 中讃歎阿弥陀刹 ， 七宝諸樹宮殿楼閣。諸願生者，皆悉随 彼心 中

　　 所欲応念而 至 。

　　仏 告普広菩薩摩訶薩。汝不解我意 。 娑婆世 界人，多貪濁。信向者少，習邪者多。不信正 法 ， 不

　　能専一，心乱 無志実無差別。令諸衆生専心有在 。是故，讃歎彼国土 耳 。 諸往生者 ， 悉随 彼願 ，

　　 無不獲果 。

があ る。経意は
“

十方浄土 は 無差別 で あ っ て
， 心 中の 欲す る と こ ろ に随 っ て至 るべ きなの に ， 何ゆ

え諸経典で は七宝合成の （有形 の ）阿弥陀浄土 を讃歎する の か
”

と い う論難 に 対 して ，
“

娑婆の 人 は

多く貪濁で ，信に向 う人は 少 な く， 邪 を習 う人が 多い か ら，心 を専 ら
一

処 に とどめ させ る た め に 弥

陀浄土 を讃歎 する の であ る
”

と答 えて い る．就中，
“

娑婆の 人 は 多 く貪濁 で ， 信に 向 う人は少 な く，

邪 を習 う人 は 多い
”

とい う経文 は 信仰 の 重要性 と 凡夫往生 を説 くゆ えに ， 中国浄土 教 （た とえ ば，
『安楽集』 巻上，『浄土 論』 巻中， 『楽邦文 類』 巻

一
など）では有力な経証 と され たL… 唯心 浄土 思想 と

の 関係 で 言 え ば ，そ の 前 の 論難
“

十方浄土 は 無差別 で ， 心 中の 欲す る と こ ろ に 随 っ て至 るべ きなの

に ，何 ゆ え七 宝合成の 弥陀浄 土 を讃歎 する の か
”

と い う点が 重要 であ る 。 極 め て 早 い 時期 に 疑経 と

され た 本経で贈差別の 無 い 十方浄土 と七宝合成 の 弥陀 浄土 との 優劣が論 議され て い る こ とは ， 結果

的に は七 宝合成 の 弥陀 浄土 が 支持 され て い て も，また 一方で は差別 を超 えた ， 従 っ て ， 無方無形の

十 方浄 土 を良 しとす る見解が あ っ た こ とを意味 して い るか ら で ある。後 の 中国諸師は，唯 心浄土思

想に つ なが る
「
十 方浄土 」 と指方立 相 の

「
弥陀浄土 」 の 関係に つ い て ，非常 な苦心 をして 夫々 の 見

解 を述べ るが ， それ以前に
， それ が 疑経 で論議 され て い た とい う点 が 重要 であ る 。 た だ

， 後 の 唯 心

浄土思想で は こ の 経文 も引証 され て い ない よ うで あ る 。

　なお ， 論書 とし て は 『大乗起信 論 』 〈不退方便〉 「若観 彼 （； 阿弥陀）仏真如法身」 が 注意され るが ，

永明 延 寿が 論及 して お り，後に 考証す るヨ
6）

　以上 ， 主要 な経論に 説か れ る弥陀浄 土 の 諸相 と唯心 浄 土思 想に 多少 と も関係す る数例 を考証 し

た9η こ こ で 浄土 三 部経並 び に 主要 な経 論 に 説か れ る弥陀浄 土 の 諸相，従 っ て ，弥陀浄土 に 言及 す

る すべ て の 経 論の 特徴 を結論 と して まとめ てお こ う。

　第
一

に ，弥陀浄 土 の 表現は い ずれ も素朴 な有形 の 描 写で あ っ て ， 後 の 唯心浄土 思 想に 係わ る高度

な無形 （た とえば 法身土 ・唯心土 など） の 描 写は，成立 後期 の 密教経典 ， あ る い は極 く
一

部分 の 経

文 を例外 として ， 全 くない と い う点 で ある。

　こ こ で，極 く一部分 の 経文 と して 注意す べ き は ，

　
『観無量寿経 』

「
去 此不遠」

「
是 心作仏，是心是 仏 」

　
『大乗無量寿荘厳経』

「
彼仏如来 ， 来無 所来，去 無所去 ， 無生無滅」

　密教経典数 部の 弥陀法 身説 ・弥陀浄土 法 身土 説

　
『潅頂 随願往 生 十 方浄土 経 』 の 十 方浄土 無差別 と弥陀浄土七 宝合成 の 論難

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　



Sapporo Otani University & Junior College of Sapporo Otani University

NII-Electronic Library Service

SapPoro 　 Otanl 　 Unlverslty ＆ Junlor 　 College 　 of 　 SapPoro 　 Otanl 　 Unlverslty

20 　　　　　　　　　　　　 中国浄土教 に おけ る 唯 心 浄 土 思想 の 研究　（
一
〉

な どである 。 就 中 ，

『
観 無量寿経 』

「
是心是仏」 を除 い て，唯心 浄 土 思想の 源流 ・典拠 にな り えな い

こ と は 夫 々 考証 し た とお りで あ る。

　第二 に ， 弥陀浄土 の 方位 を説 く経典は い ずれ も西方で あ り，そ れ以 外 の 東方 ・南方 ・北方 ， あ る

い は 方位 を超 えた無方や 十方 と説 く経 典は
一

つ もな い と い う点で あ る 。

　こ の 二 点 は ，浄土三 部経に 限 らず ， 弥陀浄土 に 言及 す る経論はすべ て西方有相浄 土 を説 く，す な

わ ち
「指方立相論 」 の 典拠ば か りと い うこ とに な り，こ こ で も， 善導並 び に 日本浄土 教の 浄土観が

イ ン ド浄土教 の 正 統な展開 と い う， 浄土三 部経 で知 っ た結果 が 支持 されて い る。

　こ れ まで ， 煩 を厭 わず， 指方立相論 の あま りに も有名 な典拠 『無量寿経 』
『阿弥陀経』，そ して 弥

陀浄土 に 言 及す る多 くの 経論 を列記 した の は ， 善導の 指方立相論が イン ド浄土教以来 の 正 当な展開

上 に位置づ け られ る こ とを確認す るため であ っ た ようである。こ の 点で善導は 単に 中国浄土 教 の 大

成者で あ るば か りで な く，
イ ン ド ・中国 ・日本を含 め た浄土教史 の 上 で偉大な思想家で あ る こ と を

改め て認識すべ きで あ る 。

　更に，主要 な大乗経論か ら新たに知 られ た第三 は ，弥陀 浄土 が しば しば十 方浄土 ，ある い は諸仏

浄土 の 譬え と して 説か れ ， しか も経論 に よ っ ては娑婆世界に近 い ，従 っ て ， 低 い 浄土 と見做さ れ て

い る 点で ある。それ に よ っ て ，経典 を絶 対の 真理 とす る中国諸 師が そ れ を正 し く理 解 し，弥陀浄土

を多く低 い 浄土 （た とえば，凡聖 同居土 ・応化土 ）と考 えた こ と も納得 で きる 。 経論に よ る 限 り，

西方有形の 弥陀浄土 は ， 無方無形 の 諸仏浄土 に 較 べ て低 くせ ざる を得 な い の は 正 しい 経典解釈で あ

る。

　第四に，それ で も僅か な経文 には
“

己れ の 心 に 由 る
「「

（『華厳経 』）記述 も認め られ，それが後 に唯

、ひ浄土 思 想 に 引証 され た こ と も知 られ た。た だ ，そ の 場合 に も，弥陀浄 土 に 限 っ た 心 で は な く，あ

くまで も諸仏，そ の 中の
一

仏 として の 阿弥陀仏の 唯心 思想で あ っ た
。

　以 上 の こ とか ら ， 浄土 三部経並 び に弥陀浄土 に 言及す る経論 はす べ て 指方立相 論ば か V
）で ，唯心

浄土思想の 源流 ・典拠に は な りえな い こ と が知 られ た。

　わ れ われ は ，

「本性弥陀・唯 心浄土 」 を標榜す る唯心浄 土 思想は，当然 の こ となが ら，弥 陀浄土 を

説 く経文 に そ の 源流 ・典拠が ある に 違 い な い と い う前提 で ， 弥陀浄 土 に 言及す る すべ て の 経論 を調

べ た e そ の 結果，極め て僅か な例外 を除 い て ，こ とご と く指方立相論 ば か りで あ っ て ， 唯心浄土思

想 の 源 流
・典拠 は な い とい う皮肉 な結論 に 達 した。し か し，こ の こ とは後 の 中国浄 土 教 を考 え る場

合に は重要 な こ とと思わ れ る。われ われ は さ らに唯心浄土 思 想 の 源流 ・典拠 を求め て ，別 な角度か

ら再 び 経論 に 当 りなお さねば な らな い よ うで ある 。

（1｝ 「

十 二 経 七 論 」 （『浄 土 論』 巻中，大正 47・91下
一97上 ）。

　　鰻 寿 経，観 経，小 弥陀 経，黯 声王 経．称 揚 謝 ム功徳経 溌 覚 浄 心 経，大集・e ・ ＋ 方往生 経・薬 師 経・般 舟経 ・

　　大阿 弥 陀 経，無量清浄 覚 経，

　　往 生論，起 信 論，十 住 毘娑婆論 ， 弥 陀 偈，宝 性 論，龍 樹 十 二 礼，摂 大 乗論。

　　「
専談 浄 土経．論目録 」 （

『楽 邦 文 類 』 巻
一，大正．47 ・149 下一164 ド）。

　　鰻 寿 経 （10処 ），繍 量 寿経 （6 鳳 1嚇 陀 経 （3処 ），鞘 経 （3処 ）・法 輜 （2処 ）・首 麟 経 （2 処 ）・

　　悲輟 ，出生 菩醗 ，弥 陀骼 鯖 王経，菩薩処 胎 経、平 等 覚経 文 殊 説 鯑 経 澱 舟経・　 h
’
等 大 集経 汰 宝

　　積 繕 随願往 生経 汰 集 臟 経 ， 髄 所 騒 ＋往 生 経，観 仏三 購 文殊発 原頁経 ・ 入齣 経・善信 摩 親 経，守
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　　 護国界 主経，

　　 無 量 寿 修 観 行 供養儀軌 無量 寿 如 来 拳 印 真 言，無 量 寿 如 来 根 本 印 真 言，無量寿 如 来心 真言，烏瑟 膩 沙 最 勝 総 持 経，

　　無量 寿 如 来 総 持 法 門，不空 羂 索神変 真 言 経，溥遍解脱心真 言，不 空 大 潅頂光真言，抜
一

切 業 障根 本得生 浄土 呪，

　　 無 量 寿 論，毘 婆娑 論 大 智 度論 （2 処），大 乗 起 信 論 ， 思惟要略法。

　　 そ の 他 ， 浄 土 経論を集録す る資 料 と して は，『
龍舒浄 土 文 』，『蓮 宗 宝鑑 』，『浄 土 指 帰 集 s，『西 方合論 s，『浄 土 聖 賢

　 録』 な ど参照 。

〔2） 拙稿 「
中国に お け る浄 土教 の 発 展」

『講 座 ・大 乗 仏教 5　浄土 思想』 219− 233頁。
（3） こ こ で は，中国各宗 の 所 依 の 経 論 　しば しば 引証 され た代表 的論書の 方位 〔西 方 〕 と 弥陀浄土 に 限 っ た 主 な記 述

　 を挙 げ る。従 っ て，思想的 に重要 な経 説 で も，阿 弥陀 仏 の 記 述 は 省 く。
（4） その 他，弥陀 浄 土 に しば しば 言 及 す る経 典 と して は ，

　　
『月 燈三 昧 経 』 那連 提 耶 舎訳，『

陀羅尼 集経 』 阿 地 瞿 多訳，『
大宝積経 』 菩 提流志等訳，e

不空羂 索神 変 真 言経 』 菩

　　 提流志訳

　な どが あ り，そ れ らを抄出す る と 弥 陀 浄 土 の 諸相 が よ り明 ら か に 知 ら れ るが，本 稿 で は そ こ ま での 必 要 は な い で あ

　 ろ う。

（5） と くに，『
無量 寿 経 』

『阿 弥 陀経』 の 弥陀 浄土 の 諸 相 と類似する主 な経 典 の 描 写 に つ い て は，藤 田宏 達
『
原始 浄 土

　 思 想 の 研 究』 474− 486 頁。

（6） 弥陀浄土 が 何 ゆ え 西 方 に 限 ら れ る か は，経 論 に は 説明 さ れ て い な い 。そこ で，極楽 起 源 説 が 種 々 論議 され て くる。

　藤 田 宏達．前掲 書，502− 505 頁。定方 晟 「西 方浄 土 ・
ア メ ン テ ・

エ
ーリ ュ シ オ ン 」

『
宗教研 究 』 第 209 号。

　　中国以降で
’
は，道綽

「
以 閻 浮提，云 日 出処名生，没処 名死 」

『
安楽集』 巻下 （大 正 47 ・18上 ） が 有 名 で あ る。

（7） 他 に 『太 子刷 護 経』 （大正 12 ・154下 ），『
大宝積経 ・功 徳 宝花 敷 菩薩 会 』 （大正 11・565下 〕，『

潅頂 経 』 （大 正 21・

　 533 上）な ど。

〔8） 大 正 25・134 中、大 正 9 ・589 下。他 に
「
文 殊 師 利 仏 土 厳 浄 経』 （大正 11・899下，9  1 中），『

観 世 音 菩 薩 授 記 経 』

　 （大正 12 ・355下），「
大 乗 同性 経 』 （大正 16 ・645 上） な ど。

（9） 大正 9 ・694下 一695上。

〔10） 異本
『
四 十 華 厳 経 』 巻 6 ，般 若訳 （大 正 10・687 下），『

楽邦文 類 』 巻 1 ， 宗暁撰 （大 正 47・159上 ）。
（11） こ の 中， 3 部は す で に 矢 吹 慶輝

『阿 弥陀仏 の 研 究 t271 頁 で 指摘 され て い る。なお ，矢 吹 博 士 は
“
理 仏 の 阿 弥 陀 仏

”

　を説 くそ の 他 の 経 典 と して
『
無量 寿荘 厳 経 』

『
観経』

『
大乗入楞 伽 経 』

『
華厳経 』 の 経 文 を挙 げ る、こ の 中，前 二 経 は

　前節 で 考証 した が，後二 経 は 唯 心 思 想 （唯心 浄 土 思 想 で
’
な い ） に 特 色 を有す る 経典 で あ るか ら ， 次 節で 述べ よう。

〔1Z） 吉 岡義豊
「
道教 と仏 教 』 第一、412− 432 頁，鎌 田 茂雄

『
中国の 仏教儀 礼 』 117− 122，214− 221 頁。

  　瑜 伽 集要 談 口 施食儀起教 阿 難 陀 縁 由

　　瑜伽集要談口 施 食儀軌

　　二 種 同巻。総不出 撰 集 及 訳 人 名。恐 是 土 人 所 集，非 西 土 本也 （
「
閲蔵 知 津』 巻

一五，智旭編 ）。
（14） 大正 47 ・9 下，94 上 中 ， 160上。そ の 他 『浄 土 十 疑 論 』 （大正 47 ・78中） 『阿 弥 陀経疏』 基撰 〔大正 37 ・318 下 ）

　 な ど。

〔15） すで に，「
出 三 蔵 記 集』 巻四，「

新集失 訳雑経 録 」 （518年，大 正 55・31 中）に 認 め られ，さ らに
『
法経 録』 巻 二二，

　
「
衆経 疑 惑 」 （594 年，大 正 55・126 中〉 と さ れ た。なお

，

『歴 代三 宝紀』 巻七 ，

『仁 寿録』 巻 四，「
内典 録 』 巻三，『

開

　元 録 』 巻
一

六 ，二 〇 な ど 参照 ．

  　
『
大乗起信論 2 （大 正 32・583上），第四章第二 節 参 照。

〔17） なお，こ こ で 取 上 げ た 弥陀 法身説 の 数例 は そ の 他 を含 め て 別 に 論考 した （「弥 陀 法身説に つ い て 」
「印度 哲学仏教

　学』 第五 号，平 成 2 年 11 月予 定）

第 三 節　唯 心浄土思 想の 典 拠

前節 ま で に知 っ た ように ， 弥 陀浄土 に 言及 する 経説 は ， 『
観 無 量寿経 』

「是心是 仏 」 の 経文 を唯一
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の 例外 と して，い ずれ も西方有相浄 土 を説 く指 方立相論の 源 流
・典拠ば か 1）で ， 唯心 浄土 思想の 源

流 ・典拠に な りえなか っ た 。 こ の こ とは，中国浄土教 の も う一方の 主要な浄 土観 唯心浄土思想 の

源流 ・典拠 を探 る わ れ わ れ に 弥陀浄土 に言及す る経 説 以外の ，全 く新 た な経 文 の 探索 を要求 して い

る 。

　唯 心 浄土 思想 の 源流は イ ン ド仏教に 求め られ な い の で あ ろ うか。また，その 典拠 は何 の 経文に あ

る の で あ ろ うか 。

　そ こ で まず ， 厖大 な経論 の 中か ら
「
唯心 浄土 」 の 語 を渉猟 して み る と， い まの と こ ろ ， 見出 し難

い よ うである望 こ の こ とは ， イ ン ド浄土 教は もとよ り，イ ン ド仏教全体 で も唯心 浄 土思想は明瞭に

説か れ て い なか っ た こ とを われ われ に 教 え る。弥陀 浄 土 の 経説に な く，また
「
唯心 浄土 」 の 語 も経

論 に 認め られ な い 。 こ こ で われ われ は唯心浄土 思想 の 源流
・典拠 の 手が か りを全 く失 う。

　それ で は，経論 を自らの 教義形成の 絶対的証 拠 とし た 中国諸師は何 を経証 と し て 唯 心浄土思想の

正 当性 を主張 したで あ ろ うか 。

　そ こ で 逆 に ， 中国諸師が 唯心 浄土思想の 経証 と した主な経 論 を取上げ て み よ う。そ して ，それ ら

の 経説が何 ゆ え経証 と され たか を考 える こ とに よ っ て，唯心浄土 思想 の 源 流 ・典拠 の 状況が 判 る し，

その 後 の 成立 過程 の 道程 が あ る程 度見 え て きそ うで あ る。

　唯 心浄土思想の 経 証 とされ た 主な もの は，次の 経文で あ る。

『般舟三 昧経 』 （三巻本）支婁迦識訳 （大正 13・906上）t2｝

　　わ が 念ずる と こ ろす なわ ち見 ， 心が 仏 とな り，心 み ずか ら見，心 は こ れ仏 な り
……。

『
維 摩経 』 鳩摩羅什訳 （大正 14・538 下）（3）

　　もし菩薩， 浄土 をえん と欲 せ ば ， まさ に そ の 心 を浄む べ し。そ の 心 浄 きに隨 っ て ，す な わ ち仏

　 　 土浄 し。

『華厳経 』 仏駄 跋陀羅訳 （大正 9 ・465下）〔4〕

　　 心 は 工 画師の 如 く， 種 々 の 五 陰 を画 く。

　　 一
切 世 界 の 中，法 として しか も造 ざ る もの なし。

　　 心 の 如 く仏 もまた しか り， 仏 の 如 く衆生 もしか り。

　　 心 と仏 とお よび衆生 と， こ の 三 は差別 な し。

『大方広如 来不思議境 界経 J 実 叉難 陀訳 （大 正 1 
・911 下 ）（

5）

　　 自 らの 心が 仏 とな り， 心 を離れ て 仏 な し。乃至 三世
一

切 の 諸仏 も，ま た ま た か くの 如 く，み な

　　所有 な く，た だ 自らの 心 に よ る。菩薩 　もしよ く諸仏 お よび
一

切 の 法 み な唯 心 の 量 な りと了

　　 知すれ ば ， 隨順忍 を得
・…・・，ある い は，極楽浄仏土 の 中に 生 じ

……
。

『
四十 華厳経』 般若訳 （大正 10・687下）（

6 ）

　　善 男子 ， 我れ若 し安楽世 界 の 無量寿如来 を見 た て まつ らん と欲 せ ば，意に 隨 っ て即 ち見 た て ま

　　 つ る。……是 くの 如 く，十方
一

切 世 界 の 所有 る 如 来を も，我れ若 し見 た て まつ らん と欲 せ ば ，

　　 意に 隨 っ て即 ち見た て まつ る。…一・・，所 見の 諸仏 は み な 自心 に 由 るな り。

『
大乗起信論』 真諦訳 （大正 32・577中）

　　一
切 法はみ な心 よ り起 こ り ， 妄 念 よ り して しか も生ず る を以 っ て ，

一
切 の 分 別 は即 ち 自心 を分
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　　　別す るな り。

　
『観無量 寿経 』 書 良耶 舎訳 （大 正 12・343上，既述）

　　　もろ もろ の 仏 ・如来は
，

こ れ法界身に して ，

一
切 衆生 の 心 想の 中に入 りた もう。…… こ の 心 ，

　　　仏 を作 ワ， こ の 心，こ れ 仏な り。

な ど で ある『
）

こ れ らの 経文 を中国諸師の 誰が絶対の 経証 と した か は 後 に 再 び 取上 げ る こ とに しよ

　う 。

　　こ れ らの 経説を知 る とき，わ れ われ は ，すで に 問題の 所在 で指摘 した 唯心浄土 思想探求に 係わ る

幾 つ か の 問題点が すで に 経 論の 段 階 で 明 瞭に 表われ て い る こ と，前節 まで に 残 され た疑問点 の 解答
が すで に 認 め られ て い る こ とに 気づ くで あろ う。

　　まず第一
は，こ れ ら の 諸経論は ，浄土 教に 限 らず， い ずれ も中国仏教諸宗の 重要 な経典 と い う点

で ある。 『般舟三 昧経』 は 中国仏教最初期に 訳 出 さ れ ，中国浄土教 〔蓮宗〕初祖 ・廬山慧遠 （334− 416）
の 所依 の 経典 と して 重要 であ るば か りで な く， そ の 後天 台智頻 （538− 597）の

「
常行三 昧 」 の 典拠 と

な り，常行三 昧行法 ［般 舟三 昧 行法］が 盛行す る基 とな っ た経典 で あ る。さ らに 天台宗 で は 『観無

量寿経 』 が 重視 され ， 智頚に 仮託 され た 『
天 台観経疏 』 を経て知礼 『

同妙宗鈔』
へ と至 る， い わ ゆ

る 天 台 浄土教 の 根本経典 で ある。 『
維 摩経 』 は 禅宗 の

，

『
華厳経 』 は華厳宗 の 正 依 の 経典で ある こ と

は 説明 の 必要 もあ るま い
。 また ，如来蔵思想 ・「阿梨耶 識 」 で 有名な

『
大乗起信論』 も法相宗だ けで

な く，天 台 ・華厳宗 などで重 視 され た こ と もよ く知 られ て い る 。 こ の よ うに ， 註 で 示 した経説 を含

め て ，これ らの 経 論は 浄土 教 とい うよ りは
， それ以外 の 諸宗の 主 要な経論 な の で あ る。そ して こ の

こ とは ， 唯心 浄土 思想 の 形成は 中国仏教全体 の 中で 発酵 し成立 した の で あ り，それ を浄土 教 の 枠 内
で 探 ・ て は 辿れ な い こ と 齢 れ われ に 示 唆 して い る 。 われ われは

・
浄土 、 とい う用 語｝、 拘泥 して ，

前節 まで弥陀 とその 浄土 に 言及 す る経論 を探索 した が ， そ の 結果 ， 唯心浄土 思想の 源 流 ・典拠 を見

出せ なか っ た の は，そ の ため で ある。こ の 示 唆は 中国で は浄土教 が最後 まで独 立 した宗派 （学派）

に な りえず ， 諸宗派 の 中で 存続 した 史実 と もよ く相応する 。 こ の 点 で，源 流 （『無量寿経 』
『
阿弥陀

経 』 に 代表 され るすべ て の 経 論 ）か ら中国諸師 の 弥陀浄土観 ，さ らに 善導が確立 し日本浄土教に 継

承 され た イン ド以 来
一

貫 して辿れ る指方立 相論 とは，唯心浄土思 想 の 形成過程 は全 く異な る源 流 と

経 緯 を辿 る もの であ る こ と をわ れ われ に教 えて い る 。

　第二 は ， 問題 の 所在で気づ い た 唯心浄土思 想 の 形成 に は ， 後に 〈本性 弥陀〉 と呼 ぶ 系統 と 〈唯 心

浄 土 〉の 系統 の 二 っ の 流れが ある こ とが こ こ で 明 瞭 に 認 め られ る点で ある．こ れ らの 経説 を読 む と，
浄土 に 言及 す る経 典は

『
維摩経』 だけ で ，他 は すべ て

「

心 」 を中心 と した 衆生 ・仏 ・法 に つ い て の

経説 であ る。浄土 に 言及 する 経 説よ り も， 圧 倒的に
「
心 」 を衆生 ・仏 ・法 の 関係 で 説 く経 論が 多い 。

こ こ で も，第一
の ときと 同様 に ， わ れわれが 唯心浄土 と い う用語か ら無前提 に 「浄土 」 に 言及す る

経説 の み を探 る 誤 り を注 意 して い る。唯心浄土思想 の 源 流 ・典拠は 唯心 の
「
浄 土 」 に 言及 す る経説

に あ る の で は な く， む しろ
「
唯心 」 に 言及 す る経説に あ る こ と を教 え て い る．す なわ ち ， 後 の 〈本

性弥陀 ・唯心浄土 〉 の 定型句に 当て て 言えば ，唯心 浄 土 思想 の 源流 ・典拠は ， 字義 どお り，唯心 浄
土 を説 く経論 と本性弥陀を説 く経論 と二 系 統 が あ り

， しか も，本性 弥 陀 の 系統が主流 で ある と い う

点 で あ る 。 こ の 点 を傍証す る事項 と して ，第 1 に 伝統的解釈 の
「
依正 二 報」，第 2に 中国仏教全体 の

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　



Sapporo Otani University & Junior College of Sapporo Otani University

NII-Electronic Library Service

SapPoro 　 Otanl 　 Unlverslty ＆ Junlor 　 College 　 of 　 SapPoro 　 Otanl 　 Unlverslty

24　　　　　　　　　　　　 中国浄 土 教 に お け る 唯心 浄土思想 の 研究　（
一
う

唯 心 思想な ど はすで に 問題 の 所在 で 指摘 した とお りで あ る。以降で は ，
こ の こ 系統 を前提 に 考察 を

進 め よ う。

第三 は泊 櫛 まで に 知 。 た よ うに ， 指方立 相論 の 瀦 は すべ て弥陀 と そ の 浄 土 に 言及 す る麒 に

あ 。 た が ，それ と全 く反対に 誰 心 浄土 pa． ，i．H．の 経証 は い ずれ 儲 仏 とそ の 浄土 の 経説で あ ・ て ・ 弥

陀 とそ の 浄土 の 経 説で は な い とい う点で あ る e す なわ ち，唯心の 諸仏
・唯心の 諸仏浄土 ，あ る い は

唯心の 牲
・滋 説 い て い る点 で あ る。 こ の こ とは ， 前節 ま で の 考証か ら気 づ い て い なけ れ ば な ら

なか っ た こ と で あ る。こ の 点か ら次 の 二 つ の こ とを注意 しなけれ ば な らな い で あろ う。

　一
つ は ， 唯心浄土思想 の 形成 を探 求す る 場合 ， 中国で の 諸仏 の 見解 （

一
般 的 仏身観 ）と弥陀 の 見

解 （弥陀仏身観）， 諸仏浄土 の 見解 （
一般的浄 土観） と弥陀浄土 の 見解 （弥陀 浄土観）を峻別 し整 理

し そ の 相互 関係 を考乱 て 初め て 明
’
rc・ 辿れ る と い う点 で ある・元来 ・ 弥1沱と そ の 浄土 に 言及す

る 経論 に 唯心 浄土思想の 源流が な い 以上 ， われ わ れは まず弥陀 と 諸仏・弥陀浄土 と諸仏浄土 を冷静

に見極め る こ とか ら始め なけれ ば な らな い 。二 つ に は誰 心浄土思想 ｛よ く本性 弥陀 唯 心 浄 土 〉 を

標 榜す る以上 ，
あ くま で も唯心の 弥陀 とその 浄土で な けれ ば ならな い 。それ で は何 時，誰が ， ど の

よ うな理 由 で，唯心 の 諸仏か ら唯 心 の 弥陀へ ，唯心の 諸仏浄土か ら唯心の 弥陀 浄土 へ と会通 し ， 変

容 させ 提・昌した の か とい う点で あ る。 こ の ，点雌 心浄土騰 形成の 鞍 なポ イ・ トで あ るが ・従来

の 研 究 の 中に は諸仏 と弥陀 ， 諸仏浄土 と弥陀浄土 が 極 め て灘 の まま ・ 浄土 と い え ば弥陀浄土 と会

通す る論述 が ある．そ の典 型的事例は 第 鱆 ・唯心浄 土 思想 の 成 立 泳 艇 寿 噂 土思想
一

・ で立証

しよう。

　第四 に ， それ で は こ れ らの 経論 の 中で ，中国浄土 教に 限 っ た場合， ど の 経 論が 最 も重視 され ねば

な らな い か とい う点 が ある。こ の 点｝ま指方立相論 の 源流 嶼 殿 して 弥陀 とそ の 鰍 に 言及す るす

べ て の 経論か そ うであ っ て も， と くに
『無量 寿経 』

『
阿 弥陀経 』 の 経 説が最 も重視 され た こ と と同 じ

で あ る。こ の 場合 ，

『観無量寿経 』
「是心作仏 ， 是心是仏 」 の 経説で ある と こ こ で 結論 して も過 言 で

は な い で あ ろ う。浄影寺 慧遠 ， 吉蔵 な どの 註釈書 ， 天 台智預に 仮託 され た
「
天 台観経疏 』 か らそれ

を更に註釈 した 四明 知礼 ・同妙宗鈔 、
へ と至 る天 台浄土教 の 根 本麒 で あ り， 更に 1ま禅宗 嘩 厳宗

で の 言 及 な ど，そして ，
こ うした 中国諸 師 の 唯心浄土思想に係わ る 見解 を

“

古今 を指定
”

し た善導

の 指 方 立相論 も極楽に つ い て の 註釈 で は な く， こ の
「
是 心作 仏，是 心 是仏 」 の 解釈 で 主張 され た こ

とは すで に 述 べ た。そ の 後 ， 唯心浄土思 想 が 成立 し ， 主流 とな っ た 中で の 諸資料 で も最 も多 く経証

と さ れ た こ とは後に 立証 し よう。 す でに知 っ た よ うに ，唯心 浄 土思想の 経証 とな っ た の は数部の 経

論 で 捌 ，
わ れ わ れ は勲 の 系 統 を辿 らねば な らない が ， 強 い て 唯

一
つ を挙 iデる とすれ れ ば 欟 無

量寿 経 』
「是心 作仏，是心是 仏 」 の 経説 と思わ れ る 。

　　第五 に ， 本章の 冒頭で 従来の 研 究で は唯心浄 土思想の 源流 ・典拠が経論で 指 摘 さ れ て い ない と い

　う疑問に こ れ らの 経 説 が すで に解答 を示 して い る点で ある。

　　こ れ らの 経 説は唯心浄 土 思想の 源流 ・典 拠 と して よ い で あろ っ か。

　　残念な が ら，こ れ ら の 経説は 唯 心浄土 思想 の 有力 な経証 とな ・ た 点 で典拠 で は あ るが ・ しか L ・

源 流 と は言 え な い ようで あ る．・問題 の 所在 、磯 定 し ， す で に 再 三 臆 した よ う1・・唯心 浄 土思想

　の 概 念は 〈本性弥 陀
・唯心浄 土 〉 と連句され る唯心 の 弥陀 ， 唯心 の 弥 陀浄土 の 思想 で あ D，主 張 で
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ある 。 しか し， こ れ らの 経 説は弥陀 とそ の 浄土 を説 い た もの で は な い 。 こ れ ら は 唯心の 諸 仏 ，諸仏

浄土，あ る い は衆生 ・法 を説 い た も の で ある。 ま して 「唯心 浄 土 」 と い う用語す ら も見出せ な い 以

上，〈本性弥陀 ・唯心 浄土 〉 を意味 す る源 流 と言 えな い で あろ う。従 っ て ，強 い て唯心 浄土思想 の 源

流 を言 うときに は ， 唯心浄土思想 の 源 流 は イン ド仏教 の 主要 な唯心思想に あ る が ， しか し， それ は

唯心 の 弥陀 と その 浄土 を意味 して い なか っ た と言 うこ とに な る。 こ の こ と に 気づ け ば
， 何 ゆ え従来

の 見解 で唯心 浄土思想の 源 流 が経論 で 指摘 され て い なか っ た か の 疑問 も氷解す る 。 唯心浄土 思想 の

源流は イ ン ド仏教 に は無か っ た の で あ る。 こ れ らの 経 説は 後 に 唯心 の 弥陀 ・弥陀浄 土 と会通 され た

典拠 で は あ っ た が ， 正 確に は 弥陀 とそ の 浄土 を意味 した もの で は なか っ た 。 従 っ て，唯心 浄土 思想

は 中国浄土教 に お い て 成立 し た 思想 ・中国独 自の 思想 とい うこ と もこ こ で初 め て 言 うこ とが で き よ

う。

〔1） 厖 大 な漢訳 大 蔵 経 の す べ て を精査す る こ とは至 難 で あ O，『
大蔵 経 索 引 s の 並 び に 主 要 な 経 論 な ど を調べ た 現時点

　 では 見 出 し難 い 、

〔2） なお ，異 本 『般 舟三 昧経 』 （
一

巻 本） 支 婁 迦 識 訳，『大 方 等大集経賢 護 分 』 闍 那 崛 多訳 （大正 13・877中，899 中）

　も しば し ば 経 証 と され た。また ，当 該経 文 「心 作仏，心 自見，心 是 仏」 は
『
観無量 寿 経 』

「
是 心 作 仏，是 心 是 仏 1 の

　先行 思 想 とすで に 指摘 され て い る。桜部建
「
唯心 思 想 を盛 っ た 般舟三 昧 経 の

一
節 に つ い て 、

『大 谷学報』 第 61巻 第

　3 号，藤田宏 達 「浄 土教 に お ける神秘 思 想 の
一

断 面」
『

イ ン ド古典研 究』 第 6巻。
〔3） ま た・「

心垢衆 生 垢・心 浄 故 衆生 浄 ・ （大 正 14・541 中，古 来 ，
’d・浄 説の 典拠 と して 有名） もしば しば 引 証 さ れ た 。

　異 本 『維 摩 詰 経 』 支 謙 訳，『説 無垢称経』 玄 奘 訳 （大正 14 ・520 中，559下．563 中）。
（の　の ち に 〈唯 心 偈〉 と名づ け られ る。異 本 『八 十 華厳 』 実 叉 難 陀 訳 （大正 10 ・102上）。
（5）　〈華厳 経 〉 の

一
異本。と くに 唯心 浄 土 思 想 の 最初 の 提 唱者 と され た 永 明 延 寿 が 「唯 心 浄土 」 解釈 の 唯一

の 経証 と

　した （『万 善 同帰集』 大 正 48 ・966 中下 ）。異本 『
華厳 経不思議仏境 界 分 』 提雲般若訳 （大 正 10・908 中）。

（6〕 異本 『六 十 華 厳 』 仏 駄 跋 陀羅 訳 （大正 10・694下
一695上 ）は 前節既 述。後 に 華厳 諸師 の 註 解 を経 て，『

楽邦文 類 』

　巻
一 「

唯心 念仏 門」 （大正 47 ・159上）の 典 拠 と な る。
  　その 他，『

楞伽 経』
「
諸 仏 心 第一

」 求 那 跋 陀 羅 訳 （大 正 16・481下 ），「
中論』

「
衆 因 縁 生 法，我説即 是 無，亦 為是 仮

　名，亦是 中道 義」 〈三 諦偈 〉 龍 樹 造 ・羅 什訳 （大 正 30・33中）な ど も引証 され る。

要 結

　本章 で は，中国浄土 教 で 成立 した 唯 心 浄土 思想の 源 流 ・典拠 を探 るため ，まず直接 の 対象となる

弥陀浄土 に 言 及 する 経 論 の 諸相 を浄土三 部経並 び に 主 要な経 論 に 当 っ て 調べ た 。 中国浄土 教 の 基礎

的資料 と し て は ， 浄土 思想に 言 及 する 290部す べ て に 当らな くて もよ い と判断 した か らで ある。

　そ の 結果，浄土三 部経 に 説か れ る弥陀 浄 土 の 諸相は， 『
観 無 量寿経 』

厂
是 心作仏 ， 是 心 是仏 」 を除

い て ， すべ て 西方有形の 浄 土 で あ っ た 。そ の 中で も 『無量寿経 』
『阿 弥陀経 』 の

“

極楽は こ こ よ り西

方十万億土 を超 えた と こ ろに あ る
”

と説 く経文 が代表的典拠 で あ る。こ れ は後の 指方立相論 の 源 流

で あ り，從 っ て ，善導 に代表 され る指方立 相論 は イ ン ド ・中国 ・
日本を貫ぬ く正 統 な浄 土観 で あ る

こ とを知 っ た 。

　次 に ，主要 な経論に 説 か れ る弥陀 浄土 の 諸相で も， 浄土三 部経 と同様 に，すべ て 西 方有形 の 浄土

で あ っ たが ， 更 に 新た な特徴 と して ，弥陀浄 土 が 他 の 諸仏浄 土 の 譬 え とされ， しか も， 比較 的低 い

浄土 と 説 か れ て い る こ と が 知 られ た 。
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　以上 の 弥陀浄土 を説 くすべ て の 経論か ら知 られ た こ とは，弥陀浄 土 は諸仏浄土 に 較 べ て低 い 西方

有形 の 浄土 とい う点 で ある。そして ，こ の 点は ， 後の 中国浄土教 を考え る上で も極め て 示 唆 に 富む

こ とも教え られ た 。すなわち，中国諸師 の 多くが 弥陀浄土 を低 く査定 し， それ を善導が 報土 説 と高

め た こ と，そ うした唐代ま で の 弥陀浄土観 が 浄土教の 盛行 と相俟 っ て ，更 に遅 れ た 五 代 ・宋代に浄

土教に 限 らな い 中国仏教全体 の 中で 高め られ，唯心 浄土思想が 成立 した とい う予測で ある 。

　こ の ように ，経論 に説か れ る弥陀浄土 の 考証 はイ ン ド・中国
・日本 の 浄土 教全体 を鳥瞰す る上で ，

また 唯心浄土思想 の 成立 を示唆 した点 で無駄 で はなか っ たが ， しか し， 唯 心浄土 思想の 源流 ・典拠

を探 るた め に は 徒労で あ っ た 。西方有形 の 浄土 は 無方無形 を立場 とす る唯 心浄土 思想 とは真向か ら

対立 し，源流 ・典拠 には な りえない か ら で ある。

　弥陀浄土 を説 く経文が 唯心 浄土 思想 の 源流 ・典拠 に な りえな い 以上 ， われ われ は別 な角度か ら経

論 を当 り直 さねばな らなか っ た。 しか し， 厖大 な漢訳 経論 の い ずれ に も
「唯心 浄土 」 の 用語は認め

られ ない 。そ こ で 逆 に ， 後 の 唯心浄土思 想 で 中国諸 師が 絶対の 経 証 と した経論 を取上 げた 。そ の 結

果 ， そ れ ら の 内容は 弥陀や 弥陀浄土 で は な く，一般 的な諸仏
・諸仏浄土 ， 衆生 ・法 な ど の 心 を説 い

た もの，すなわ ち仏教全体 の 中で 説か れ た 唯心思想で あ っ た 。そして ，こ の 場合に も唯心 の 諸仏
・

衆生の 系統 と諸仏浄土 の 系統が あ り， 前者が 主流 で あ る こ と も教 えられ た。従 っ て ，こ れ らの 経 説

は唯心 浄 土 思想の 典拠 〔経 証〕 には な りえて も， 源 流に は な りえ な い ，それに よっ て弥陀 と弥陀浄

土 の 唯心浄土思想 は 中国浄土教 で 成立 した独 自の 思想で ある こ とが 立 証 さ れ た 。

第三 章　唯心 浄土 思 想成 立以 前の 先行思 想

　前章 で は経論に 説か れ る弥 陀浄土 の 諸相 と唯 心 浄土 的思想 を調査 し，唯心 浄 土思想の 源流 ・典拠

の 可能性 を検討 した。そ の 結果，弥陀浄 土 に言及 する経論 は ，

『観経 』
「
是心是 仏」 を除 い て ，

こ と

ご と く唯心浄 土思想 の 源流に な りえ な い こ と， また唯心 浄 土思想そ の もの は経 論に 認 め られ ない こ

とを知 っ た 。 従 っ て，唯心浄土 思想 の 源流は イ ン ドに は な く，中国に お い て初め て 成立 した 思想で

ある こ とが 立証 さ れ た 。 そ こ で ，
わ れわ れ は後 に唯心浄土思想の 典拠 となる経論の 諸相 を調査 した 。

その 結果 ， それ らは 中国仏教 諸宗の 重要 な経論で ，内容 は弥陀浄土 で は な く， 諸仏 ・衆生 ・諸法 ・

諸仏浄土 の 唯心 思想 で あ り，〈唯心浄 土 〉 系 と く本性弥陀 〉 系 に 分 け られ た 。

　論述の 経過 に従 えば，唯心 浄 土思想成立 以前 の 先行思想 を探究す る本章で は，われ わ れ は 中国浄

土 教 に 限定せ ず，天 台 ・華厳
・法相 ・禅 系 な ど の 大 きな流れ の 中で 典拠 と され た諸経論 の 解釈 を克

明 に 辿 っ て い か なけ れ ば ならな い 。 しか も，唯心浄 土思 想 の 成立 ， 永明延 寿 （904− 975）に 至 る ま で

の 数世紀 の 変遷 で あ る 。 も と よ り，それ は意図 され ね ば な らな い が， しか し， と て も力の 及 ぶ こ と

で は な い 。

　そ こ で ， 本章 では浄土観 〈唯心 浄土 〉 に 限定 して ，まず 主 な浄土 観 （
一

般的浄 土 と弥陀 浄 土 ） を学

ぶ こ とか ら始め よ う。 こ の こ と は 中国浄 土 思想史に お け る唯心浄土思 想 を正確 に位 置づ け る た め に

重要 で あ る。そ して そ こ に ． 弥陀浄土 が 応化土 か ら報 土 ，更 に は 唯心浄土 と高め られて い く過程 ，

あ る い は何系統 の 浄 土 観が 唯心 浄 土思想に 近 い か が 認 め られ れ ば 幸 い で ある。次 に ，従来 の 見解 で
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指摘 され た関係資料 を今
一

度検討 し， その 内容 を学ぼ う。 それ に よっ て ， 次章以 降の 成立 へ と至 る

形 成要因が 教 え られ れ ば ， 従来の 見解 も再 評価 で きよう。以上に よ っ て ，〈唯心浄土 〉系の 幾 つ か の

先行思想は 見 出せ る と思わ れ る 。

　しか し， 唯心 浄土思想の 先行思想探究 はそれ だ けでは許 され な い 。前章ま で に 知 り，要求 さ れ た

こ と は ，唯心浄土 思想成立 に は 二 系統あ り， 〈唯心 浄土 〉以上 に 〈本性 弥陀〉の 探究が 重要で あ っ た 。

わ れわれ は 浄土 観以上に仏 身観 （諸仏観 と弥陀観）あ る い は 唯心思想 の 変遷 も辿 らねば な らな い
。 し

か し， それ も不可能に 近 い 。そ こ で 前節で 要求 され た 中国浄土 思想 に大 きな影響 を与 えた
『観無量

寿経』 の 唯心 浄 土思想 「是心是仏」 解釈 の 変遷 に 限 っ て辿 り， その 他 の 典 拠は関説す る に とどめ よ

っ 。 こ の 経 文 が 後 の 唯心浄土 思想家た ち の 最大 の 経証 とな るか ら で ある．その こ とは 次 章以降で 立

証 され よう。

　本章は ， 充分 では な い が，唯心浄土思想 の 主 な先行思想 の 探 究 を意図する。

第
一

節　 〈唯心 浄土 〉 の 先行思 想

　　第一項　中国仏教 に おけ る主 な浄土観 と唯心 浄土思 想

　唯心浄土 思 想の 源流は イン ドに な く，後に 典拠 とされ た経論 で あ るに す ぎな い 以上，わ れわ れ は

中国仏教 そ の もの の 中か ら，先行思想を探 らね ば ならな い 。前章 と 同 じ く， 依然 として 手掛 りは見

出せ な い 。われわ れは再 び原点 に 立た され た 。 そ こ で 初め に ， 中国仏教 にお ける主 な浄土観 を一般

的浄土 観 とその 中に位 置づ け られ た 弥陀浄 土 観 に分 けて学ぶ こ と に しよう。そ こ に唯心 浄土思想が

認め られ れ ば ，十世紀 の 最初 の 提唱者永明延寿を俟 つ まで もな く， そ の 思想家に 最大 の 評価 を与え

よ う。 若 しそれが 無けれ ば ， 何 ゆ え無か っ た の か ， 主 な共通思想は何か を吟味 し ， 先行思想 と位置

づ け よう。

　浄土観の 研 究は個 々 に は精緻 に考究 され て い る が
， 唯心 浄土 思想 との 関係の み を主 眼 とす る本稿

では そ の 大要 を先学 の 研 究成果か ら抄 出す るに と どめ よ うti｝

　唯心浄土 思想成立 ，永明延 寿 に至 るまで の 主な浄 土観 を挙げれば ， 次 の とお りで ある。

、　 中国仏教 に おけ る主 な浄土観 （永明延寿以前）
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智 豈貢　〔538− 597）

吉蔵 （549− 623）

慧影 （
− 600 ご ろ ）

道基 （
− 637〕

道綽 （562− 645）

法常 ・智儼 （602− 668）

迦才 （不詳 ）

道宣 t596− 667〕・道世 （
− 668− ）

玄奘 （602− 664）

窺基　（632− 682）

玄奘門下等 （恵 景 ・神泰 ・遁

倫…｝

〃 　（円 測 ・憬 興 ・智 周…）

善導　（613− 681〕

懐感 （不 詳 ）

元 暁 （617− 686）

　 ※
『遊 心 安楽道』

義潜目　（625
− 702）

慧有旨　（638− 713）

　 ※
『
壇経』

法蔵 （643− 712）

李通 玄 （635− 730）

澄観 （738− 839）

宗密 （780− 841）

中国浄 土 教 に お け る 唯 心浄土思想 の 研究　（−1

常寂光 土 ・実報無障礙 土 ・

方便有 余土
・
凡聖 同居土

諸仏独 居 土 ・独 菩薩所住 土 ・

大小 同住 土 ・
凡聖 同居土

眞応 二 土

報化二 土

報 （無相 ・有相）化 二 土

法性 土 ・実報 土 ・
事浄 土 ・化浄 土

法報 （実報±
・
事 用土 ）化三 土

開合 二 門 （開〜法性 土 ・実報土 ・

事浄 土 ・化浄 土 ，合
一報化 二 土 ）

法性 土 ・
自受 用 土 ・他受用 土 ・変化土

法性土 ・自受用 土 ・他受用 土 ・変化 土

法性 土 ・
実報 土 ・受用 土 ・変化 土

自住 処 （法 性 土 ・自受用 土 ・実徳土 ）・

摂化 処 （他受 用 土 ・
変染 土 ・化身土 ）

十種 浄 土 （
…第九 唯心浄土 ・第十毘盧

遮那仏所居土 ）

五 念仏門

常寂光土 ・常受用 土 ・
常 変化 土

凡聖 同 居 土 （応 土 ）

凡聖 同居 土 ，通別本迹 二 門

（報土
・応 現 土 〉

応 土

報土

実報土 樋 四 土 ）

通法報化 土

報土

報土 （他受用 土 ）

唯報 土 ，通報化 土

唯報土

通報化 土

凡入報土 （指方 立相 ）

口隹幸艮，　唯イ匕，　唯 報イ匕，

x 心 所 変 〔次 項 ）

一
乗義 （摂華蔵世界海 ）

・

三乗義 （通四 上 ）

華厳別教
一

乗 （摂 華蔵世 界海 ）

「
去此不遠」 〔迷 入 念仏 生 彼 虱

悟 人 自浄 心 〕

化身 土

第
一

阿弥陀経浄 土 ，第二 無量

寿観経浄 土 ［化 浄 土 ］

二 摂 境唯 心 念 仏 門 （
「是 心 是

仏 」） ※ 弥陀 本師

変化 土　 ※ 弥 陀 本師

以上が 唯心浄土思 想成立 以前の 主な浄土 観 で あ る 。 仔 細 に読め ば ， こ れ らの 見解は 浄土 観相互の 関

係だ け で な く，仏身観 ・機根論 ・行 業論あ る い は 他思想 と複雑 に 絡み 合 い ，諸師夫 々 独 自の 浄土 思

想 を形成す る 。 従 っ て ， 短絡に 論ず る こ と は 許 さ れ な い が ， 強 い て 大要 を辿 る だ け で も幾 つ か の 先

行思想が 見え て い る 。

　まず，大 きな潮 流 を簡単 に 辿 り， 主 な諸相 と唯心浄土思 想 との 関係 を指摘 する。

　中国仏教最初期の 羅什 とそ の 門下に は 道生 の 仏 無浄土 説が 有名 で あ るが ，浄土 の 見解は な い
。 ほ

ぼ 同時代 の 中国浄土教始 祖 廬 山慧遠 〔334− 416）に も
「
浄 仏 国土 」 の 言及 は あ るが

“

仏国土 を浄め

る
”

の 意味 で 弥陀浄土 を分 析 し た解釈で は な い ？曇 鸞 （476− 542）の 報 土説 も
「

方便法 身」 に 由来す

る見解 で 弥陀浄 土 を
「報土 」 と 明言 して い な い 。なお，曇鸞 に

「是心是仏」 の 解釈が あ る こ とは 次
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節で 取上げよう。

　 浄 土 観 の 嚆 矢 は 浄影寺 慧遠 （523− 592）の 三 種 浄 土 と その 中 の 弥陀 応土 説 で あ る9 ま た 智 頻

（538− 597＞， 吉蔵 （549− 623＞の 四種浄土 と弥陀凡聖同居土 説 も偉大な思想家で あ るだけ に 重要 で あ

る。就 中，慧遠 の 浄土 思想を批判 し， 善導 （613− 681 ）が 凡入報土 説 を主張 した こ とはあ ま りに も有

名で あ る。な お
， 彼 の 指方立相論は報土 説で な く，

「
是心是仏」釈で主張され た こ と も次 節で取上げ

よ う．

　
一

方，摂論系の 法常 （567− 645）・華厳系の 智儼 （602− 668）は 四種 浄土 を立 て，弥陀浄土 を報土 と

しな が ら も，また 「通四土 」 と した 。 こ の 流れ は華厳系で継承 ・発展 し，新 た に 別教一乗 の 立場で

解釈 され，澄観 （738− 839）・宗密 （780− 841）に 至 っ て は 弥陀 は毘 盧遮那仏 と同体 と考 え られ た 。 永

明延 寿 の 唯 心 浄土思 想が こ の 流 れに あ る こ とは 充分予測で き よ う。ま た ， 摂 論系の 浄土 観 は法相系

へ と移 行 し， 四種浄土 と弥陀浄土 の 唯報 ・唯 化土説が主張 された。

　以上 の 諸潮流 を
一

言 で 表わ す とすれば，慧遠 ・
智 頻 ・吉蔵 の 浄土観，それ に対向 した善導流の 浄

土 観 ， ほ ぼ並行 して後に展開 され た摂論法相系 ・華厳系 の 浄土観 と大別 で き よ う劉

　そ れ で は，こ れ ら浄土 観で 唯心 浄土思想 に 係わ る見解は どれ で あ ろ うか 。 先行思想は何 であ ろ う

か 。また ， 全 く対立 する浄 土 観 は何か 。

　第一
に ， 全体 を覧て 気付 くこ とは弥陀浄 土 を法性土 とする見解は

一
っ も無 い 。経論 を絶対 とす る

限 り ， 弥陀 浄土 が 西方有相 であ る こ とは前節で知 っ た が ，中国諸師は それ を正 確に 解釈 して い る。

少 し細か に 言えば ， 慧遠 ・智類 ・吉蔵 （ある い は そ の 後の 諸師で も） などは弥陀浄土 を応土 ・凡聖

同居土 ・化身土 と最低 に査定 し，善導が 報土 に 高め た こ とは 正 に
“

古今 を楷定
”

で あ る 。 しか し，

こ の 大勢は 唯心浄土 思想に とっ て は 極め て 不利で ある。唯心 浄 土 は く心〉 であるか ら ， 無方無相 を

条件 とす る。従 っ て，弥陀 浄 土 は 西方有相 ， それゆ え法性土 であ りえず ， 報土 ・化土 を超 え る こ と

は 出来 な い と考 え た 中国諸師の 弥陀浄 土観 は正 解で ある が ， しか し， 唯 心 浄土 の 先行 思想に な りえ

ない
。 こ の こ とは前章 で 予測 で きた し， ま た，そ の 通 りの 大勢で あ っ た。そ して こ の 点 は ，唯 心浄

土 の 先行思想は 弥陀浄土観 で な く，
一

般的浄土 観あ る い は諸仏浄土観に あ る こ とを示 唆 して い る 。

　第二 に ， こ こ で の 諸師 に は，智頻 を除 い て ，天 台系 の 思 想家は独 りも登場 して こ な い 。しか し ，

こ の こ とは天 台系思想家た ち が 浄 土思想に 無関心 であ っ た こ とて は な い
。 智頻 ・潅頂 （561− 632） の

後，湛然 （711− 782）に至 るまで稍や 衰勢で あ っ た こ と は 史実 で あるが ， 湛 然の
“

諸教の 讃ず る と こ

ろ ， 多 く弥陀に有 り
”（5）

は有名 で あ る し，法照
・
飛 錫 は天 台系の 浄土 思想家であ り，七 〜八世紀 に は

智蚩｛に 仮託 され た 浄土 典籍が 成立 し て い るLG） こ れ らは天 台浄土教 の 証左 で ある。そ こ に 認 め られ る

唯心浄土思想 との 関係 は お そら く次節で知 られ る で あろ う。以上が 全体か ら 気付 い た 浄 土 観 の 特徴

で ある。

　第三 に ， 唯心 浄 土思想 の 関係 を大別 した 諸 系統 に 照 ら せ ば
， 華厳 系 ・摂論法相系に あ る こ とが予

測 され る 。唯心浄土 思想 の 成立 を永明 延寿 とすれ ば ， それ に 最 も近 い 年代 とな るか ら ， その 内容 を

問わ な くて も ， 華厳 系 あ る い は それ以 前 の 摂論法相系 と予測 で きよ う。 す で に わ れ われ は華厳系 と

唯 心浄 土思想 の 関係が従来 の 見解 で 指摘され て い な い こ とを第
一

章 で知 っ て い る 。 また ，華厳経典

の 唯心 思想が 唯心浄土 思想 の 典 拠で あ っ た こ と も前章第三 節で 検討 した ば か り で ある。こ の 示 唆は
ト

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　



Sapporo Otani University & Junior College of Sapporo Otani University

NII-Electronic Library Service

SapPoro 　 Otanl 　 Unlverslty ＆ Junlor 　 College 　 of 　 SapPoro 　 Otanl 　 Unlverslty

30 中国浄 土 教 に お け る唯心浄土 思 想 の 研 究 　（
・
｝

極め て 重要 で あ る。

　それゆ え暫 ら く華厳系 の 浄土 観 が 唯 心 浄土 思想 で あ るか ど うか ， 先行思想に な りうるか ど うか の

可能性 を吟味 しよ う。

　華厳 系諸 師 （智儼 ・元暁
・
義湘

・
法蔵

・李通玄 ・澄観 ・宗密 な ど ） の 浄土 観 と 言 っ て も，そ の
一

人 を

考 えて も厖大 な思想大系で あるか ら ，

一
概 に は論 じ られ な い

。 その 中 ， 唯心 浄 土 思想 に 係わ る 細 か

な思想 は後 の 唯心浄土 思想家， と くに永明延寿の 考証に ゆず り， こ こ では唯心浄土 思想に 限 っ た 主

な諸点 に 言 及す る に と ど め る 。

　第 1 は五教十宗で有名な華厳別教
一乗思想で あ る 。 華厳諸師は 四種浄土 か ら十種 浄 土 まで様 々 な

浄土 を分類す るが ， 最終 的 には蓮華蔵世 界に 摂 まる ［摂化 ］と主 張 す る。弥陀 浄土 はあ くまで も西

方有相の 報化土 で あ るが ［三 乗義］，究極的に は蓮華蔵世界に摂め られ る ［
一

乗義］。従 っ て，澄観
・

宗密の 弥陀本師説も華厳別教
一

乗の 解釈 で あ る。こ の 解釈 が 唯心 浄土 思想 と共通す る こ とは明 らか

で あ ろ う。

　第 2 に 所謂 〈華厳性起説 〉 は 正依 の 華厳経 だ け で な く，摂大乗論や 大乗起信 論 な どを重視す る 。

こ れ ら唯識・如来蔵系論書 の 唯心思想が 唯 心浄土 思想 へ と転釈 され る可 能 1生は極め て 強 い し，事実 ，

その
一

部が唯 心 浄土 思想の 典拠 で あ っ た こ と は 前章 で知 っ た とお りで ある。

　第 3 は李通玄 （635− 730）の 十種 浄 土 の 分類に 「唯心浄土 」 が 初め て 使わ れ る 。 彼 は諸経 に よっ て

異 な る浄土 を次 の よ うに 査定す る （『新華厳経論 』 巻六，大正 36・759中一760上）『

　　 第
一

阿弥陀経浄土
……是権非実

　　 第二 無量寿観経浄 土 ……此権非実

　　 第三 維摩経 浄 土
……是実未広

　　 第四梵網 経浄土 ……是権未実

　　 第五摩醯首羅天 浄土 ……此為権教，未為 実説

　　 第六 涅槃 経 中所指浄土 ……此権非実

　　 第七 法華経三 変浄土 ……非実是権

　　 第八 霊山会所指浄土 ……是 実非権

　　第九 唯心 浄土 ……是実浄 土 。

…
是 故維摩経云，唯 其心 浄即仏国浄，欲 生 浄 土 当浄其心。

　　 第十毘盧遮那所居浄 土
……此為実報 ， 非是権収 。

　それ に よる と，唯心 浄土 は維摩経 の 心 浄 土浄説の 浄土 で 最高位 の 毘 盧遮那 所居浄土 に 次 ぎ，弥陀

浄土 （阿弥 陀経
・無量寿観経 ）は最下位の

「
化浄土 」 で あ る。弥陀浄土 を下位に お き ，

「非是権収」

の 毘 盧 遮那所居浄土 を最高位 とす る解釈 は 華厳系 浄 土 観 を逸脱す る もの で は な い が ， こ こ で
「
唯心

浄土 1 の 用語 を使 い
， 高位 と す る査定 は注意 して よ い

。 しか し、そ の 唯心浄土 は未だ弥陀浄土 で は

な い
。

こ の 点で 彼の 浄土 観 は重要な先行 思想 で あ るが，唯心の 弥陀浄 土思 想 に は ならな い
。

　更に 澄観 （738− 839）に は
「観経』

「
是 ・L・是仏 」 を経 証 とす る

「摂境唯心 念仏 門」 の 思想が 唯心 浄

土 思想 と共 通す る が ， それ は次節 で論及 しよ っ 。

　 こ の ように 華厳 系 の 浄土 観 に 唯心 浄 土思想 との 関係が 濃 い よ うに 思 わ れ る。た だ し，そ の 唯心 浄

土 は華厳 経
・維摩経の 浄土 で ， 弥陀 浄土 は 下位 で あ る。
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　次 に ，摂論法相系 の 浄土観 に つ い て も唯心 浄 土 思想 と共通す る点 が 多い
。 二 ，三 の 事例 を挙げ る

と，前 の 第 2 が そ れ に 充当 しよ う曽
1
また ，善導が 指方立相 論の 主 張で，

“

或は行 者あ り。此の 一門 の

義を将 っ て
， 唯識法身之観 と作 し ， 或は 自性清浄仏性観 と作す はその 意甚だ 錯 り。絶 っ て 少分 も相

似 た る こ とな し
” 〔9）

と手 厳 しく非難 した こ とは有名で あ る。こ れ は善導の 立場か らは否定され て も，

唯心浄土思想の 立場か らは肯定され る見解 で あ り，こ うした 主張が あ っ た こ と が 重要 で あ る 。 更に ，

唯心 浄土 思想の 先行思想 と して は善導の 弟子懐感 の 浄土 観が 注意 され る 。 す で に 先学 の 指摘 もあ り ，

次項で取上 げ よ う。 こ の よ うに 摂論法 相系 の 浄土 観 も唯心浄土 思想 との 繋が りは 強 い
。

　以上 ， 中国に おけ る主 な浄土 観 と唯心浄土思想 との 関係 を考 えた。そ の 結果，唯心浄土思想に 深

く係 わ る系 統 と して は ，まず華厳 系 ， 次 い で 摂論法相系で あ る。また，善導 の 指方立 相論 をは じめ ，

慧遠 ・智顕 ・吉蔵 な どの 浄土観 ， と くに弥陀浄土観か らは唯心 浄 土思想は 形成され な い こ と も知 ら

れ た 。 唯心浄土 思想は弥陀浄 土観か ら で は な く， 諸仏 浄 土 観か ら後に 転用 され た よ うで あ る 。

　（1） 総合的成 果 と して，望 月信亨
『
中 国 浄 土 教 理 史 』 37頁 以 下 の 関 係 個 所，神 子 上恵龍 「弥 陀 身土 思想の 展開 i

　 293− 376 頁 参照。

　（2） 木村英
一

編
『
慧遠研 究』 遺文 篇， 8 ，9 ，11，33，55 頁。

〔3） 本稿 で は 強 い て 要点を挙げ るに と ど め る が，各 師 の 浄 土 観 が そ う単 純 で な い こ とは 前 に 注 意 した 。慧遠 の 浄 土

　 観 も同様 で あ る。深 貝慈 孝
「
諸 師 浄 土 教 の 研 究一浄影寺慧遠 の 身土 観

一
」

『
仏教大学研 究紀 要 』 第 66号。

（4） 神子 上 恵龍 前掲 書 は名著 で あ るが ，弥陀 仏 身観 に つ い て は ，

　　 （第 二 章）天 親 ・曇鸞，（第 三 章 ）浄 影
・
天 台 ・嘉祥，（第 四 章 ） 道綽

・
善 導

　　と論述す るの に 対 して ，弥陀仏土 観 に つ い て は ，

　　 （第三 章）天 親 ・曇 me・　 〈第 四 章）浄 se・天 台 ・
嘉祥，華厳 系諸 師，法相 系諸師丁（第五 章順 綽 ・

善導

　 と 論 述 す る。弥 陀 浄 土 観の 大 要 を辿 るに は，弥陀 仏 身観 と異 な る こ と，こ の 大 別 が 妥 当 で あ る を示 して い る。
（5） 湛然 『止観 輔 行 弘決』 巻二，大正 46 ・182 下。
〔6｝ 塚本善隆

『
唐中期 の 浄 土 教』 （法蔵 館 刊 ） 98 頁以 下 ，256− 268頁 ， 佐藤哲英

『
天 台大 師 の 研 究』 556 頁以下。

  　他 に
「是 化浄土 ……如 阿弥 陀 経 是 也。…則 無量 寿 観 経 是也」 （大正 36・741中）。

〔8〕 摂 論 法 相 系 教学 と 唯 心 浄 土 思 想 の 関 係に つ い て は，柏 原 祐 義
「

唯心浄土 説の 考 察」 （
『宗 学研 究』 第 20・21合 併

　 号）
『
親鸞大 系 』 思想 篇第

一
巻，281− 283 頁。

〔9｝ 『観 経 正 宗分 定善義』 巻 三，大正 37 ・267 中。

　　 第二 項 　従来の見 解で 指摘 された先行思 想

　前項 で は中国諸師の 主な浄土観 を学 び，唯心浄土 思想 と の 関係 を考え た 。 そ の 結果 ， 年代的に も

思想的に も華厳系 次 い で 摂論法相系 が深 く係わ る こ とが 知 られ た 。それ で は ， 従 来の 見解で指摘 さ

れ た先行思想は 何 であ ろ うか。

　第一
章で 知 っ た ように，唯 心 浄 土 思想 の 総合的成果は未だ 認め られず ， 服部 英淳博士 が草稿 され

た 「唯心浄土 」
「己心弥陀 」 （

『
望 月仏教大辞典』）と柏原祐義師の 論文 （

「
唯心浄 土 説 の 考察 」） に 関係資

料が 提 示 さ れ て い るだ け で あ っ た9）

本項 で は そこ で指摘 され た関係 資料 の 中，永明 延 寿以前 の 資料

を一先ず先行思想 と して ， そ の 内容 と先行思想 に な りうるか どうか の 妥当性 を吟味 しよ う。

　まず 「
唯 心 浄土 」 で は ，例文 と して 『釈浄土群疑論 』 第

一 ・六 （懐感），

『往生浄土 決疑行願二 門』

（遵式），

『
観無量寿仏経疏 妙宗 鈔 』 第

一
（知礼〉，

『
観 無量寿仏経 義疏』 巻上 （元 照），

『
六 祖大師法宝壇

経 』，

『万善同帰集』 第二 （延 寿），「
唯 心 浄 土 文 」 （守訥 ，『

楽邦 文 類 、 第四所 載）を挙げ，更に参考 資料
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と して
「楽邦文類第五 ， 廬 山蓮宗宝鑑 第

一 ・三 ， 浄土 或門 ， 観 心往生論 ， 観心念仏 ， 即 心念仏談義

本 ， 禅祖念仏 当等」 を指摘す る 。

　こ の 中，永明延寿 （904− 975）以 前 の 資料 となると 『釈浄土 群疑論 』 懐感撰 （生 没不詳，善導の 弟子）

と
『六 祖壇経』 慧能 （638− 713）述 ， 法海 集の 二 点 に す ぎな い ？

　僅か で あ るの で ， そ の 引文 を抄出 しよ う。

『釈浄土群疑論 』 第一，懐感撰 （大 正 47 ・32上 中）

　　（問 うて 曰は く ， 極楽世 界 は 既 に 凡夫 の 生ずる こ とを得 る と許す 。 未だ知 らず， 是れ有漏の 土 と

　　や せ ん ， 是 れ 無漏の 土 とや せ ん。釈 して 日は く， ）

　　如来所変 の 土 は仏心無漏 なれば土 も還 た 無 漏 な り。凡夫の 心 は無漏 を得ず，彼 の 如来の 無漏 の

　　土 の 上 に依 りて 自心 変現 して 有漏 の 土 を作 し，而 も其 の 中に生 ず。若 し如 来の 本土 に 約 して 説

　　か ば 則ち亦 無漏の 土 に生 ずと名つ くるを得ん 。 若 し自心所変 の 土 に して 而 も受 用す る に 約 せ ば ，

　　亦説 い て 有漏 の 土 に 生ずと名つ くる を得 るな り……。

　 同 ， 第六 （66 上 中），

　　問 うて 曰 は く，観経 に 言は く，是 の 心 仏 と作 り，是の 心是れ 仏な
｝1　，諸仏正 遍知 海 は心 想よ り

　　 生ず と。云何 ぞ是 の 心 即 ち能 く仏を作 るや 。

　　釈 して 曰は く， 唯識の 理 を案ずに心外に 別法な く， 万 法万相皆是れ 自心 な り……。

　こ の 中，後者 は
『観経 』

「
是心 是仏 」 の 解釈で あ る の で ， 次節で 再考す る こ と に し て ，前者 の 内容

に 限れば ， 服部博士 の 説明
“

是れ蓋 し唯識の 説に基 き，浄土 を以て仏凡各各の 心 の 所変 とな せ る も

の
”

の 通 り， 唯 心浄土 思想 で あ る。 しか も， そ の 問 い で は
「
極楽世 界 」 を前提 とす るか ら ， 唯 心の

弥陀浄土 思想 を最初に 主張 した資料で ある 。
こ の 点で 服部博士 の 草稿 され た

「
唯心 浄 土 」 （

『
望 月仏教

大辞典 』） の 解説は 当を得た もの であ る。

　それ で は， こ れ まで 何ゆ え懐感が 最初 の 唯心 浄土思想家 とされ な か っ た の か 。 当該文 は極楽浄 土

を
“

心 の 所変
”

と 明 記 した最初 の 資料 で あ るに もか か わ らず，何 ゆえ それ程評価 され て い ない の か 。

　主 な理 由は，第
一

に 懐感は 当該文 で は確か に 唯心の 弥 陀 浄土 思想を主張 す るが ，彼の 弥陀浄 土観

はむ し ろ 別な と こ ろ にあ っ た か らで あ る。当該文 は
「総標身土 章 」 （

一般的浄土観 法性 土
・受用土

［自受用 ・他受 用 ］
・変化土 ），

「
別 明極楽浄土章 」 （他受用土 ・変化 土 ・通二 土）の 解 釈

3｝
に続 く

「
漏

無漏土章」 に あ り，当該文 で も極楽世 界 を
「有漏土 」 と考 えて い る。す なわ ち，弥陀浄土 観 の 本意

は
「
別明極楽浄土章 」 に あ り，唯心 浄 土思想は浄土観全体 の 更に 根底に 位 置す る心所変 の 浄土 と し

て ， 附釈 されて い るにす ぎな い
。 摂論法相系の 思 想 が唯心浄土 思想に係 わ りが 深 い こ とは すで に 前

項で 予測 され た が ，それ は
一

切 を心の 所変 とす る浄土
一

般 の 立 場 で あ っ て ， 極 楽世 界 を有漏土 とす

る弥陀浄土観の 立場 では な い
。 当該文 は ， 如来所変 の 土 は 無漏 の 唯心 浄土 ，凡夫所 変 の 土 は有漏 の

西方有相浄 土 ， そ し て懐 感の 弥陀浄土観は 凡 入報土 説に あ っ た と理解 され るか らで ある 。 彼は唯 心

の 弥陀 浄土 思想 を第
一義 とした わ け で は な か っ た 。 第二 に後世 の 唯心 浄 土 思想に 与 えた影響で あ る 。

『釈浄土群疑 論 』 が 永明 延 寿 の 浄 土 思想 に大 きな影 響 を与えた こ とは 次章で 詳 述 す る が 騨宋代 以降

の 影響は 永明延 寿 に 遙か に 及ぼ な い 。

　従 っ て ，当該文は弥陀浄 土 を心の 所変 とする点で 唯心浄 土思 想 で ある が ， しか し，弥陀浄 土観 の
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中心 思想 （
「
別明極楽浄土章 」〉で な い 点 で 重要 な先行思想に とどまる。

『
六祖壇経』 慧能述，法海集 （大正 48 ・352上）

〔5｝

　　 （刺史 また 問 うて曰 く， 弟子常に 僧俗 の 阿弥陀仏 を念 じて
， 西 方に 生ぜ ん こ とを願 うを見 る 。 請

　　　う和尚 説 きた まえ，彼に生 ずる こ と を得 るや 否や ……。師 言 く……）

　　迷 人は仏 を念 じて 彼 に 生ぜ ん こ とを求め ， 悟人 は 自ら其の 心 を浄む。所以に 仏言 は く，其 の ・L、

　　浄 きに随 っ て即 ち仏土 浄 し と。

……凡愚は 自性 を了せ ざれ ば身中の 浄土 を識 らず，東 を願ひ西

　　 を願ふ 。 悟 人は在処一般な り……。使 君，心地 に但 だ不善 な くば 西方に 此 を去 る こ と遠か らず ，

　　 若 し不善 の 心 を懐か ば念仏往 生 も到 り難 し。……

こ の 内容 も服 部博士 の 説明
“

又禅家に 於 い て は 主 と して 維摩経の 心 浄 土浄の 説に基 き，直 に 心 性 を

了すれば即心即 仏 な り と し， 自心 を明 む るの 処即 ち是 れ 浄土 な りとなせ り
”

の 通 り，唯心浄土 思想

で あ る。 ま た
，

『
観経 』

「去此不遠 」 が 経証 とされて い る こ とは前章第一節で 注 意した。た だ
， 前 の

『
釈浄土 群疑論 』の 立場 と異なる こ とは ， こ の 文は 西方浄土往 生 に 批判的見nec6） と い う点 である。中

国禅宗史に お ける六 祖慧能 （638− 713）の 影響は 最大で あ り， 従 っ て 『六祖壇経 』 は絶対的権威 を持

つ か ら，こ の 引文 は西 方浄土往生批判 の 有力 な根拠に な っ た。逆 に 浄土 教の 立 場で 言 えば，空埋 に

執 し事相 を疎か に し， お そらくこ の 見解 の よ うに浄土 往生 を否定 した禅徒 に 対 して ，痛烈 に非 難 し

た 反論が 慈愍慧 日 （680− 748）・永 明延寿 （904− 975）な ど に 認め られ る『
）

更 に 唯心浄土 思想が確立 し，

禅浄双 修が 主流 となる宋代以降 で は こ の 引文 の 浄土 批 判説 をど う解釈す る か で 評価 が 別 れ る堅 こ

の よ うに 当該 文 は後の 唯心浄土 思想 に 大 きな影響 を与え た点 で 極 め て 重要で あ る 。 その 事例は第五

章以 降で 明 らか に しよ う。

　当該 文 は，唯心浄土 系 の 唯
一

つ の 典拠 『
維 摩経 』 〈心浄土浄説〉 を経証 とした唯心浄土思想で あ る

が ， しか し ， 弥陀浄土 は む しろ否定的 とい う点 で先行思 想に と どまる。

　次に
， 柏 原祐義 「唯心浄土 説 の 考察」 で は ，

　　浄影 『観経義疏 』， 天 台 『同疏 』， 嘉 祥
『
同疏 』，慧能 『

六祖 壇経 』， 懐感 『釈浄土群疑論 』， 守訥

　　（『楽邦 文 類 』 巻 四），知 礼 『妙宗鈔 』， 道礫 （
「
楽 邦 文類 』 巻四）， 延寿 『宗鏡録 』， （王 日休） 『

龍舒浄

　　土 文 』，智円 『西資鈔』， 易行院 （法悔）
『
本典指授 鈔』，遵 式 「

往生 浄土決疑行願 二 門』，智旭 『
阿

　　弥陀経要解 』，香月院 （深励 ） 『広文類会読 記』， 明教院僧鎔 『
本典

一
諦録 』，

『
六 十華厳経 』，無

　　性
『
摂大乗論釈 』， 『唯識二 十 論 』 ，

『成 唯識論 』 ，

『
起信論 』，天親 『

摂大 乗論釈 』，曇鸞 『浄 土 論

　　註 』

など を挙げ て 考察 され て い る 。 就 中，永明延 寿以前の 中国資料 とな る と，浄影 ・
天 台 ・嘉祥の 観経

註釈書，『
六祖 壇 経J

・『釈浄土 群疑論 』で ある。こ の 中，一
連 の 観経 註釈 書は 是心是仏釈 で あ るか ら，

次 節で 検討 しよ う。また 『六祖壇経』
『釈 浄土 群疑論 』 は す で に 知 っ た とお り で ある。

　こ の よ うに唯心浄土思想に つ い て の従来 の 先行資料 は 『釈浄土 群疑 論』
『六祖壇経 』 の こ 書だ け で

あ る 。 しか も，両 書 と も唯 心の 弥陀浄土 思想で ない 点で先行思想 で あ っ て も，最初 の 唯心浄土 思想

とい う評 価 は 与 え られ な い
。 た だ ，こ こ では従来の 見解 に 限 っ たが，その 他 の 中国浄 土 教典籍 を当

る と，た とえば
『
浄土 十疑論』

「智者……無生 。此謂 心 浄故即仏土 浄」，

『
五 方便 念仏門 i

「
諸境唯毛、

門 e 心 境倶離門 」 な ど唯心 浄土 思想の 先行 資料 が散見す る。 こ れ ら は 智 頻偽 撰 の 天 台系に属 する の
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で 次 節で検討 しよ っ 。

　以上，中国に お け る主な浄土 観 と従来 の 見解 か ら唯心浄土思想の 先行思想 を検討 した 。 そ の 結果，

永明延 寿以前の 資料 に は 唯心 の 弥陀浄土 思想 を主 張 す る もの は な い 。大勢 として は華厳 系次 い で 摂

論法相 系に 強 く，善導流か らは形成 され な い 。主 な先行思想 と して は
『釈浄土群疑論 』 の 心所変説

『六 祖壇経 』， 李通 玄 の 心浄土浄説，澄観 ・宗密の 毘盧遮 那 弥陀 同体 説など に 認め ら れ た 」こ の 中，

華厳 系の 先行思想は新た に 知 られ た も の で ある 。総 じて唯心浄土 思想は永 明延寿以前 まで は 明確な

系譜 を持 た ず ， 中国仏教全体 の 中で徐 々 に 発酵 し， 五代宋代に 至 っ て
一気に開花 した思 想 と言えよ

う。

　そ れで は ，
〈本性弥陀〉 の 流 れ， 『観経』 是心 是仏釈 の 変遷 ， と り わ け天 台 系 の 先行思想は ど っ で

あろ うか。

　   　第一章 5 − 6 頁。

（2） な お，「
己 心弥陀、で は ， 例 文 と して

・観 鰻 寿 経 ・ （
「
是 心 是 仏 ・）・

『
撫 量寿仏 経 疏 妙 宗鈔 ・第

一’
t

『六 夲噸 経 ・・

　　「大 原談義聞書鈔 』， 参 考 資料 と して
「宗鏡 録 第二 十 九，観 無 量 寿仏 経疏妙 宗鈔 第四，観無量寿仏 経疏 融心 解，浄

　　土 境観 要 門，楞 伽 経文句第五 ，廬 山 蓮 宗宝鑑第十，浄 土 或 門……等」 を挙 げ るが ，『
六 祖壇 経 2 の 例 文 は

「唯心 浄

　　土 」 と 同
一

個 所 で ，他 は 永 明 延 寿 以 降で あ る か ら，対象 と しな い 。

　（3） 大 正 47・30下
一32上 ， 神 子 上 恵龍，前 掲 書，346− 350 頁，金子 寛哉

「
懐感 の 浄 t 観」

『
浄土宗学研 究』 第 4 号 ，

　　村上真瑞 「『釈 浄 土群 疑論』 に お け る阿 弥陀仏の 仏身仏 土
．

『印仏研 』 第 34巻 第 1号。

　（4） 第 四章 第 二 節 第
一項，51，53 頁，第三 節第 三 項，75− 76頁。

　〔5｝　『六 祖壇 経 』 は 異 本 に よ っ て 出没 が 多 く，厳正 な考 証 を必 要 とす る 〔柳 田聖 山 『初期禅宗史書の 研 究 』 148− 212，

　　253− 278 頁 ， 駒 沢 大 学禅宗史研 究 会 編
『
慧能研 究』 25  頁 以下 ）。当該 例 文 は 敦煌本に 認 め られ るか ら （

『慧能 研

　　究』323
− 324 頁），八 世 紀 後 半 頃の 唯心浄土 思 想 の 先行資料 と して 扱 い （柳 田 聖 山，前掲 書 253− 254 頁），慧能直

　　 説 の 真偽 は 問 わ な い 。

　（6） 例 文 中に は
「世 尊在 舎 衛 城中，説 西 方 引 化　経 文 分 明　去 此不遠。……説 遠 為 其下 根，説近為 其 上 智 」 と あ 「），

　　下根
・迷 人 は 西 方 浄土 往生，上 （根 ）・悟 人 は 心 浄 土 浄 ［唯 心 浄 土 ］ と解釈 さ れ る。そ こ に は

「
人 有両種 法 無 両

　　般。迷 悟 有殊 　見有遅 疾 」 と も説 くか ら，入 は夫 々 に 上根
・下根 あ っ て よい と い う意 味 で あ る が，しか し，上根

・

　　悟 人 を支 持す る禅 徒 か らは 下 根
・迷 人 の 西 方浄土 往生 は批 判 ・否定 され る よ うに な る。

　〔71
『
浄土 慈悲 集』 巻 上，大正 85 ・1236上 一1239下，『万 善同帰集』 巻 中，大正 48 ・973 中下。

　（8｝ た と えば，『
楽邦文類』 巻 四，大正 47 ・201 上，2e8 中な ど。

第 二 節　　〈本性 弥陀〉 の 先 行思 想
一

と くに 『観経 』 是心 是仏 釈の 展 開一

　前節で は浄土観 く唯心 浄土 〉 に 限 っ た 主 な先行思想に つ い て学ん だ。従 っ て ， 唯心 浄土思想 の も

う一方の 系統 〈本性弥陀 〉 の 先行思想は 意 図的に留保 した。 ま た そ こ で は天 台系の 先行思想 も探究

しなか っ た 。論述 の 経過 に従 えば ， 前節 と同様の 手 続 き で 主な仏身観 の 変遷 と と くに 天 台系 の 先行

思想 を辿 らね ば な らな い 。 しか し ， それ も厖大 な資料が 要求 され，と て も力の 及 ぶ こ と で は な い 。

そこ で主 な仏身観に つ い て は前節の 浄土観 を以 っ て 代 える こ と に す る。仏身観 と仏土 観 は 多 く表裏

一体 に解釈 され るか ら で あ る 。 次 に 天 台系の 先行 思想に つ い て はす べ て の 資料 を精査す る余裕は な

い の で ， とくに
『
観 経 』 是心是仏釈 を 中心に 主 な見解 を学ぶ こ とに す る。唯 心浄 土思想が 確立 す る

時代 は 所謂 趙 宋天台の 全盛期 で あ り，そ の 特 徴 の
一

つ が 天 台系浄土 教 で あ っ た 。こ の こ とは唯心浄
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土 思想の 確立 が 天 台浄土 教 に あ る こ とをわれ われ に 暗示す る。 しか も，その 先行思想は智顎 仮託 の

『
天 台観 経疏』

『浄土 十疑論 』な どで あ っ た こ とをわれ われ はすで に 先学 の 成果か ら教 え られ て い る。

　本節 では ， 隋唐代の 浄土教 に最 も大 きな影響 を与え，か つ ，後 の 唯心 浄土 思想で恐 ら く最大の 経

証 とされ た 『観経 』 是心 是仏釈 の 展開 とそれ に 関係す る諸見解 を探究 しよ う。 それに よ っ て く本性

弥陀〉 の 主 な先行思想 の 幾つ か は 把握 で きる で あろ うし， また 前章で知 っ たその 他の 典拠 もそ の 中

で 関説 され よう。 そ こ で再 び当該経文 を確認すれ ば ，次の 通 り で ある。
『
観経 』 第八像想観 （大 正 12・343上）

　　もろ もろの 仏 ・如 来は，こ れ法 界身に して ，
一

切衆生 の 心想の 中に入 りた もう。 こ の ゆ えに ，

　　汝 らよ，心 に仏 を想 う時， こ の 心は ， すな わ ち
，

こ れ三 十 二 相八十 随形 好 なれ ば， こ の 心，仏

　　と作 り， こ の 心，こ れ仏 な り ［是心 作仏，是心是仏］。諸仏の 正 遍知海は，心想 よ り生ず。

※ 『般舟三 昧経 』 （三 巻本大正 13・906上）
“ ）

　　わ が 念ずる と こ ろすなわ ち見 心が 仏 と作 り〔心 作仏〕，心み ずか ら見，心 こ れ仏な り〔心是仏〕。
『
観 経 』

「
是心是仏 」 の 経 文 がす べ て 西方有相浄土 を説 く浄 土 三 部経 の 中で極め て 異質な内容で ある

こ とはすで に 第二 章第一節で 注 意し た 。ま た 『般舟三 昧 経』 の 経文が 『
観 経 』 の 先行思想で あ り，

唯心浄土 思想 の 典拠 と さ れ た こ と も第三 節 で指摘 した留

　　 第一
項 　善導流賭師の 見解

　それ では ，
こ の 経 文 は 中国で は どの よ うに 解釈 され た の で あろ うか 。

　後 に 知 られ るよ うに ， 中国仏教 に お ける
『観経 』 受 容の 形 態 とそ の 展開は浄土教に 限定 され た も

の では な い
。 従 っ て ，われ われ は 天 台 ・華厳 ・法相 ・禅系 な ど仏教全体 の 中で 『観経 』 受容 の 形態

を辿 らねば な らな い が
， 後 の 唯心 浄土思想へ と繋が る諸師の 解釈 を学ぶ 前に ，まずそれ と対称的 な

善導流三 祖 （曇鸞 ・道綽 ・善導） の 見解 を簡単に 確認 し ， 唯心 浄土 思想 との 関係 を検討 しよ う。 こ

の こ とは今 の われ われ に と っ て 必要 な こ とで あろ う。また 三 祖 の 著述 を引用 する後 の 唯心浄土思想

家た ち を考証す る際に有益 に な る。その こ とは次 章第三節 「永明延 寿の 弥陀浄土 思想」 で す ぐに 納

得 され よ う。

　善導流 の 中国始祖，曇鸞 （476− 542　？）は主著 『往生 論註』 巻上 ですで に
『
観経』 第八像想観前半

の 経文 を引用 し解釈す る。お そ ら く
『
観経 』 解釈 の 最初で あ ろ う。

『往生論註 』 巻上 （大正 40 ・832上）

　　言 諸仏如来是法界 身者 ， 法界是衆生心法也。以心 能生 世間出世 間一
切 諸法，故名心為法界 。 法

　　界能生 諸如 来相好 身……。是故 仏身名法界身。……。是心 作仏者 ， 言心能作仏也。是心是 仏 者 ，

　　心外無仏也。譬如 火従木出，火不得離木也 。 以不離木故 ， 則能焼木。木為火 焼 ， 木即 為火也 。

こ の 個所 に限れ ば，木が 火に 焼か れ て 火 に な る よ うに
， 衆生 心は 法界 で あ り， 法界は 仏身を生 じる

か ら ， 従 っ て ，衆生心は法 界 の 仏 と作 り， 衆生 心 の 外 に 仏は無 い と い う見解 で ある。

　また ，曇鸞 の 有名な 二 種法 身説や 無生之生説 も注意され る 。

『
往生 論註 』 巻下 （同 ・841中）

　　諸仏 菩薩有 二 種 法 身。一
者法性法身，二 者方便法身。由法性法 身，生 方便法身。由 方便法身，
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　　出法性法身。此 二 法 身異 而不可分，
一

而 不可 同 。

同， 巻下 （同 ・838下）

　　明彼浄土是阿 弥陀 如来清 浄本願無生之生。非如 三 有虚妄生也。何以 言之 ， 夫法性清浄畢竟無生，

　　言生 者是得生者之情耳 。

こ れ ら の 見解 の ；
3）
曇鸞 の 真意が 凡夫 の 報土 説 ［方便法 身］ある い は凡夫往生 説 にあ る とす る 後 の 宗

学は問 わ な い 。ただ ， 当該文 に も認め られ る中観思想 ［真俗二 諦 ・不
一不異 ・生即無生コで解釈す

る曇鸞 の 浄土 思想に は心即仏 ・法性法身
・無生之生 を肯定する解釈が 充分 に可 能なの で あ り，事実

そ の 事例 が 永明 延 寿に僅 か
一

点 で あ る が 認め られ る醫
〕

こ の 点で 曇鸞の 見解 と唯心浄土 思想 とは な

お考証の 余地 は残さ れ て い る 。 しか し ， 時代が 早過 ぎた こ ともあ り，後 の 唯心浄土 思想家たち へ の

影響 は 左 程 な い よ うで ある 。

　曇鸞 よ り遅れるこ と 60余年後，48 歳で 浄 土教に帰依 をした 道綽 （562− 645）は
『安楽集 』 を著 わ

して浄土 教 を弘め た。本書は
『観経 』 の 綱 要書 と も言われ！

5｝

それ ゆ え道綽の 浄 土 思想は
『
観 経 』 正

依 の 見解 で あ る。 しか し，本節で扱 う是心是仏釈は具体的に言及 され て い な い
。 た だ ， 曇鸞の

「無

生之生 」
「
信仏 因縁 ， 求生 浄土 」 を継承 して ，当 時

「心外無法」 を主張す る人々 を破折す る見解が そ

れ と共通す る。

『安楽集』 巻上 （大正 47 ・8下
一9上 ）

　　第三，破繋心外無法者 ……
。 問日 ， 或有人言，所観浄 境約 就 内心 ， 浄土 融通，心浄即 是，心外

　　 無法，何 須西入。

　　答 日，但法性浄 土
，

理 処 虚 融 体無偏局，此 乃 無生之生，上士 堪入。……自有中下之 輦 ， 未能

　　破相 ， 要依信 仏因縁，求生 浄 土 。雖至彼国， 還 居相土 。

　　又云 ， 若摂縁従本 ， 即 是心 外無法 。 若分 二 諦明 義，浄 土無妨是心外法也 。

こ の 見解 は，真俗 二 諦 の 立場か ら，心 外無法・法性浄土 の 無生之 生は 聖者 ［上士 ］が 可能で あ る が ，

中下輩は 信仏 因縁 に よっ て 報土 ［相土コ往生 を求め る こ とを主張す る 。 わ れ わ れ は 僅か な こ の 引文

か ら だ けで も， 曇鸞教学の 継承 と凡入報土 説 の 善導教学 へ の 展開を知 る こ とが で きる。そ して 唯心

浄土思想 との 関係で 言 えば ，道綽 の 真意 とは係わ りな く，心 外無法 ・法 性浄土 の 無生之 生 を主張 し，

お そ らく厳修 し た 人 々 の 存在が重要 で ある。 こ の こ と は 道綽 とほ ぼ 同時代の 道信 （580− 651）の
『
観

経 』 解釈 を知 る と より明 らか に納得 で きる。そ れ は 少 し後で 指摘 しよ う。 ま た唯心浄土思 想 の 最初

の 提 唱者，永明延 寿 （904− 975）の 弥 陀浄 土 思想が 誰 よ ｝）も道綽 に 依 っ て い る こ と も予告 し て お こ

う『
1

　日本浄 土 教 の 立 場で 中国浄土 教 の 大成 者 とされ る善導 （613− 681）の 思想 は 自 ら
“

古今 （の 諸 師 の

異 説）を楷定 した
”

［楷 定古今］
c7）

と述べ る 『観 経疏 』 四巻で 展開す る。彼は そ の 中で第 八 像想観 を

次の ように 解釈 する 。

『
観 経 正宗分定善義』 巻三 （大 正 37 ・267 上

一下 ）

　　言法界者，是所化之境即 衆生 界 也。言身者 ， 是 能化之 身即 諸仏 身也。言入 衆生 心 想中者 ， 乃 由

　　 衆生起念願見諸仏 ， 仏即以無礙 智知 ， 即 能入彼想心 中現
……。

　　言是心 作仏 ， 依 自信心，縁相 如作也 。 言是 心是 仏者，心能想仏 ， 依 想仏身而 現 即是心 仏也 e
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　　 離此心 ， 外更無異仏者也。……

　　 或有行 者 ， 将 此
一

門義，作唯識法 身之 観 ， 或作 自性清浄仏性 観者，其意甚錯 ， 絶 無少分 相似也。

善導の こ の 解釈は 明快 で あ る。凡入 報土 説 に 立 つ 彼に は 凡夫 の 心 ［衆生 心］が 仏 とな る こ とは あ り

えな い 。凡夫心 と仏身を峻別 し， 凡夫の 心 に仏 身が現 わ れ る と考え る。 こ の 文 に 続け て 彼は強 く主

張す る。

　　 又今此観 門等 ， 唯 指方立相，住心 而取 境 。 総不明無相離念也。如 来懸知末代罪濁凡 夫 ， 立相住

　　 心尚不能得 ， 何況 離相而求事者……。

古 来，有名 な指方立相論 の 典拠 で あ る。 しか し， 指 方立相論か ら無方無相 の 唯心浄土 思想は決 して

生 まれ な い 。

　 中観 思 想 ［二 種法身
・無生 之 生］で解 釈 した曇 鸞 ， それ を継承 し， 上士 の 法性浄土 へ の 無生之生

を認 め つ つ も， 中下輩の 是心 外法 ・有相浄土 を勧め た道綽 ，そ して 凡夫 （心） と仏 を峻別 し ， 罪濁

の 凡夫に は有相 浄 土 しか あ りえな い と主張 した 善導。われ わ れ は 日本浄土 教 を決 定づ け た善導流の

展開の
一

つ を鮮や か に学 ぶ こ とが で きる。

　 しか しな が ら，善導 の 指方立相 論が 日本浄土 教に と っ て 如何に絶 対的権威 を持 つ と して も， 噛 心、

浄土思想に と っ て は 対極に 位 置す る もの で あ り，中国浄 土教の 史実は唯心浄土 思想 を主流 として発

展 した。た だ
， そ の こ と は 中国浄土 教に お い て 善導が 非難 され無視 され た と の い うの で は ない 。善

導は 中国浄土 教 匚蓮社 ］第二祖の 高僧 と して崇拝 され て い る。 しか し，そ れ は 凡入報土 ・指方立 相

論 の 高僧 と して では な く， 般 舟三 昧行者 と して の 善導像 で あ っ た曾
〕

　 それ で は，善導に よ っ て鋭 く批 判 され た 諸師 の 見解 は ど うで あ っ た か
。 指方立相論が唯心 浄土 思

想の 対極に位置 する 以上，わ れわ れ は批判 さ れ た 諸師 の 見解か ら先行思想 を探 らねば ならない 。

　そ こ で 最初に 想起 され る の は
， 前節第二 項で 留保 した懐感の 是心是仏釈 で ある c それ は す で に 先

学に よ っ て 指摘 され た有力 な先行思想で あ っ た 。

『
釈 浄 土 群疑論』 巻六 （大正 47・66上 判

　　問 うて Eiく， 観経に 言 く，是 心作仏，是心是仏 ， 諸 仏正 遍知海，従心 想生 。 云何 ぞ是 の 心即 ち

　　能 く仏 と作るや 。

　　釈 して 日 く， 唯 識 の 理 を案ず るに心外に 別法 な く， 万法万相皆 こ れ 自心 な り。 故に 起信論に 言

　　く，心 生 諸法生 ， 心 滅諸法滅。維摩経 に 言 く， 随其心浄 ， 即 仏土 浄。又言 く， 心垢故，衆生垢。

　　故 に 知 る ， 万法は皆心 の 変現 なる こ とを。此 の 心 を用 い て彼 の 仏 を観ず る時に 当 り，

……心 外

　　に 仏の 真相 を見る こ と能は ざれ ば ， 当に 観心 は影像の 相 を変作すべ し。是 の 影像 の 相 を名づ け

　　て 相分 と日ふ ， 能観の 心 は 是れ見分 な り 。 見相 の 両分 は皆 自証分 を離れ ず， 見分の 力能 く相分

　　を現 ずる が 故に 是心作仏 と名つ くるな り。此 の 相分 は 即 ち是 れ 自証分の 心な り， 別 に体 ある こ

　　とな きが故 に是心是仏 と名つ く……
， 故 に 賢護経 第 二 の 初め に 言 く，

……今我従心見仏，我・L、

　　作仏 ，我心是仏 ……
， 華厳経に 亦 言 く， 心如 工 晝師……

心 仏 及衆生　此三 無差別……。

われわれ は こ こ に 善導に よ っ て 非難 され た摂論法相 系 ［唯識法身観 ］の 典型的な解釈 ［見分 ・相分 ・

自証 分 ］
C”）

を知 る こ とが で き，ま た ， 前章の 唯心浄土 思想 の 典拠 の 多 くを経 証 と して 認め る。当該 文

は 心 変現 の 弥陀 と説 くか ら正 しく唯心弥陀思想 で ある。永明延 寿以 前 の 先行 思想 と して は お そ ら く

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　



Sapporo Otani University & Junior College of Sapporo Otani University

NII-Electronic Library Service

SapPoro 　 Otanl 　 Unlverslty ＆ Junlor 　 College 　 of 　 SapPoro 　 Otanl 　 Unlverslty

38 中国浄 土教 に お け る 唯心浄 土思想 の 研究 　（→

最大 の 資料 と思われ る 。

　しか し，何ゆ え懐感が最初の 唯心浄土 思想家 と評価 され なか っ た の か は前項 でそ の 理 由 を述べ た 。

た だ
，

こ こ で 改め て問 い 直 さねば ならな い こ とは，若 し当該文 を唯心 弥陀思想 とす る こ とが正 しけ

れば，懐感 の 浄土 思想そ の もの の 評価が 大 き く変 っ て くる点 で あ る。われ わ れ は す で に そ の
一例 を

善導の 日中両 浄 土教の 評価か ら教 えられ て い る。従 来，日本浄土教で は懐感 は善導 の 弟子 と して 評

価 は高 い がP 法相系の 思想家 と して再検討すべ きように 思われ る 。
こ こ で は 彼に 唯 識 の 立場で の 唯

心浄土 思想家と い う評価 を与 えて お こ う。 しか し， 弥陀浄土観 （他受用 土 ・変化土 ・通二 土 ） を説 く以

上，最初 の 唯心浄土 思想家と い う評価は で きない 。

　〔1） 異 訳
『
般舟三 昧 経 』 （

一
巻 本，大正 13 ・

’
899 中 ），『

大 方 等 大 集経 賢護 分 』 （同 ・877中）。

　  　第二 章 第
一

節 12− 13 頁，第三 節 22，
23 頁参照 。

　〔3） 他 に
「
説衆生 無生 如 虚 空，有二 種．一一

者，如 凡夫 所 謂 実 衆 生，如 凡夫所見実生 死。此 所 見事 畢 竟無 所有
……。

　　二 者．謂 諸 法 因縁 生 故 即 是 不生 ……
」 （大 正 40・827中），「

問日，上 言知 生 無生，当上品生 者。若下 下 品 凡 乗 十

　　念往生 ， 豈 非取 実 生 那
……。答，・…・・又如 氷上 燃 火，火猛 則 氷解，氷解則火 滅。彼 下 品 人，雖不知 法性無性，但

　　以 称 仏名力，作往生 意 ， 願生 彼土，彼土是 無 生 界 ， 見 生 之 火 ，自然 而 滅 」 （839 上 中 ）な ど参照。

　（4） 「
宗鏡 録 』 巻 22 （大正 48 ・535 中〕，第 四 章第三 節 64，76 頁．

　（5｝ 山本 仏 骨 『道綽 教学の 研 究』 205− 212 頁。

　 C6） 第 四 章第三 節 66− 67，75− 76 頁。

　 〔7｝
『
観経正 宗分 散善義 』 巻四，大正 37 ・278中。

　（8〕 拙 稿 「中 国浄 土 教 の 系譜」
『
印度哲 学 仏教学』 第 1 号。

　 〔9｝ た とえ ば ，

『成唯識 論 』 巻 二 （大 正 31 ・10 中〉。

　〔10）　『選 択 集』 （
『
浄 土宗全 書』 巻 七 ，8 頁），「類 聚 浄 土五 祖 伝 」

『
漢 語燈録 』 巻 九 （『浄 土 宗全書』 巻九，428− 429 頁 ）

　 　 な ど。

　　第 二 項　各 宗諸師の 見解

　前項で は善導流三 祖の 見解 を辿 り，善導の 指方立 相論か ら唯心浄土 思想は 決 し て 生れ な い こ と ，

す で に 善導 の 弟子 ， 懐感に は典型 的な唯心浄土 思想が 認め られ る こ と を知 っ た。しか し， 『観経 』の

受容 は こ うした 善導流の 人 々 に 限 られた もの で はな く， 各宗諸師に 尊重 され，む しろその 流れ が 中

国浄土教 の 主流 とな っ た 。

　現存す る最古の 註釈 書は 浄影寺慧遠 （523
− 592） 『観 経義疏』 で ある カ  同疏 は後 の 註釈 書， と く

に 善導の 批判 の 対象 とな り， また智領偽撰 『天 台観経疏 』 に大 きな影響 を与え た。彼は 「是心是 仏 」

を次 の よ うに 解釈 した。

『
観 経 義疏』 巻下 （大 正 37・180上）

　　云何名
「
作」，云 何 名

「是 」。両義分 別。一就仏観始終分別 ， 始学 名作，終成即是 。
二 現 当分 別，

　　諸仏法身与己同体 ， 現観仏時，心 中現者即是諸仏法身之体 ， 名心是仏 。 望 己 当果，由観生 彼

　　 名心 作仏 。

こ こ で は 二 つ の 意味 で 説 明す る。
一

つ は 始め と終 りで考 える と始め て学ぶ と きは仏 と成 る か ら
「
作

る」 と い い
， 終 に仏 と成れ ば ，

「
是 れ 」 であ る 。 次に 現在 と未来で 考 え る と諸仏 の 法 身と 自己の 心は

同体 で あ り，心 中に 現 わ れ る の は 諸仏 の 法 身であ るか ら
「
（是）心是 仏」 と い い

， 未来 の 結果 を望む
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　と観 に 由 っ て彼の 仏 を生ず るか ら
「
（是）心作仏 」 とい う解釈 で あ る 。

　 次 に吉蔵 （549− 623） も
『
観経義疏 』 を著 わ した が

， そ こ で は 次 の よ うに述 べ る。

　
『観経義疏』 （大正 37・243下

一244 上）
〔1）

　　 次云 ， 是心即是三十二 相 八 十種好，是心 作仏，是心是仏 。 凡有三 是。所 以 明 三是者……三 十二

　　 相即是 応身， 是心是仏即 是法身，是心作仏即 明二身因也。一…故華厳経云 ， 心仏及衆生 ， 是三

　　 無異相。中論云，生死及 涅 槃，無亳釐差別 。 浄名云
， 観 身実相，観仏亦然 。 今亦爾，只 心即是

　　 心，只仏即是心 ……。

　
こ の 解釈 （応身 ［三 十 二 相］，二 身因 ［是心作仏］， 法身 ［是心是仏 ］）は 慧遠 とは異な る が

， 両 師 と

も心 と仏 を同体 とす る点では 同 じで ある 。 また，吉蔵 の 華厳経 などを経証 とす る点 は 唯心浄土 思 想
の 典拠 とい う意味で注意され る。

　 や が て ， こ れ らの 註釈書 ， 善導流 の 浄土 教 な ど 隋唐代 の 『観経 』 流行 を背景 として七世 紀後半か

ら入世 紀の 前半頃に 天台系 の 学徒に よ っ て ， 智頻 に仮託 した
『
天 台観経疏 （観 無量寿仏経疏）』 が 作

られ た。そ の 前に 智 顕 そ の 人 と唯心浄土 思想 との 係わ りに少 し触 れ て お こ う。

　天 台智頻 （538− 597）の 中心思想は
一

般に 一
心 三観 ・一念三 千 な どの 名称で呼ば れ て い るよ うに ，

い ずれ も心 を中心 と して い る点で唯 心浄 土 思想 と結 び つ き易 い こ とは 容易に 理 解で きよ う。実際 ，

唯心浄土 思 想が 確 立す る趙宋天 台でそ の 立場 で解釈 され た こ とは 第五 章で 明 らか に しよう。

　智頻の 浄土 思 想に 限 っ て言 之ば！
2 ＞

常行三 昧 が あ ま りに も有名 である。彼 は代表的な実践行 の
一

つ

に 四種 三昧 を説 くが ，そ の 中の
一

つ が 常行 三 昧 で ある。
『摩訶止観 』 巻二 上 （大正 46　・12上

一
下〉

　　常行三 昧者……
此 法出般舟三 昧経 。

……身開常行……唯専行旋， 九十 日為一
期……

。 口 説黙 者，

　　
九十 日身常行，無休息 。 九 十 日 口 常唱 阿 弥陀仏名 ， 無休息。九十 日心常念阿弥陀 仏 ， 無休息……

。

　　意論止 観 者 ，

……
我所念即 見，心作仏 ，心 自見心 ， 見仏心。是仏 心 ， 是我心 見仏……其三。

『
般舟三 昧経 』 は 中国浄土 教 の 始祖，廬山 の 慧遠 （334− 416） の 定 中見仏 ・見仏三 昧 の 正依 で あ っ た

が，智頻 の 代表的実践行 とな る こ と に よ り善導 を初 め 多 くの 般 舟三 昧行者 （た とえば慧 日 ・法 照 ．

遵式な ど）が 現 わ れ ， その 流れ が 中国浄土教 の 系譜 とな っ た 。 こ の こ とは 前 に触れ た。ま た 叡 山 の

常行 三 昧堂か ら 日本浄土教が 展開 した こ と もよ く知 られ て い る。その 基点 が 智頻 の 常行三 昧で 剤 ，

中国 ・日本浄土教 は そ こ か ら発 展 した と言 っ て も過言で は な い 。

　当面 ， 唯心浄土思 想の 立場に限 る と，経証 「
我所 念即見。心作仏 ， 心 自見心 ， 見仏心。是仏 毛、

是我心 見仏 」 は 『観経 』
「
是心作仏，是 心是仏 」 と同

一
内容 であ るが故に ，『

天 台観経疏 』 の 是心是

仏釈に 発展 した と考 える こ とは 容易 で あ る 。 後の 天 台教徒は観経 の 流行 を背景 に 「般舟三 昧経 』 よ

り
『
観経 』 を重視 し， と り わけ

「
是心是仏」 の 経文 を最大 の 経 証 と した。

『天 台観経 疏』　 智頻偽 撰 （大正 37・192 中）
〔3 〕

　　是 心作仏者 ， 仏本是無 心 浄故有。亦因此 三 昧，心終 成作fL也。是 心是仏者，向聞仏本無 毛、

　　浄故 有 。 便謂條然 有異 。 故言即 是，心外無仏，亦無仏之 因也 。 （以下 ，慧遠 の 註解 を転用 ）
こ の 解釈 は明 らか に 慧遠 『

観 経 義疏 ・ の 踏 襲で 」E，・O 、展 開で ある。 こ うし て，天 台浄 土教 で は ・観

経 』 が最重 視 され るが ， や が て 四 明知 礼 （960− 1028） が 『
天 台観 経 疏』 を註釈 した 『同妙宗 鈔 』 六
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巻 を著わ す こ とに よ っ て天 台 浄土教は頂点に 達する。知礼は ， と りわけ第八 仏菩薩像観 を詳細 に註

釈 し，
“
こ の

「
是心作仏 ， 是心是仏」 こ そ は 〈

一心三観〉 で あ り， 『観経 』 の 妙宗 で ある
” 〔“｝

とまで

主張す る。知礼 に至 っ て 『観経 』
「是心作仏 ， 是 心是仏 」は 天 台浄土教の 中心思想に位 置 づ け られ た 。

そ の 知礼 こ そ
「唯心之浄土 ， 本性之弥陀 」 を最初に 主張 した 真の 唯 心 浄土 思想家 である。その 詳細

はお そ らく第五 章で 論及 されよ う。こ こ で は唯心浄 土思想 の 最大 の 経 証が 天 台系 の
『観経』 是 心是

仏釈 に あ る こ とを指摘するに と どめ る。

　八世 紀 に 入 っ て 浄 土教 の 流行 を背景 と して 天 台学徒が 智顎に仮託 し撰述 した の は
『天 台観経疏 』

だ け では なか っ た響
｝

　そ の
一

つ に
『浄土十疑論 』 が ある 。 本書 は天台思想 に よ っ て 浄土教 を解釈 した もの で な く， 『安楽

集、 に最 も強 い 影響 を受け 博 土教系 の 学徒 に よ・ て入 世紀前半に 成立 し た と され るが f，｝　」e・の 踊

な事例 が 第二 疑に 認 め られ る。

『浄土 十疑論 』 （大正 47 ・78上 中）
c7｝

　　問，諸法体 空 ， 本来無生，平等寂滅。今乃捨此，求彼生西 方弥 陀浄土 ，豈不乖理 哉 。 又経 云，

　　若求浄土，先浄其心，心 浄故即仏土 浄 。 此 云何通 。

　　答
＿ 智 者熾 淋 生浄土 漣 生体 不可得，即鎮 無生 ・ 此謂 心瞰 艮P仏土 浄・儲 ・為生

　　所縛 ， 聞生即作生 解， 聞無生即 作無生解 。 不知 ， 生者即是無 生 ， 無生即 是 生。不達此理
……。

　　 此則是 謗法罪人 ， 邪 見外道也。

こ の
「生即無生 」 はすで に 曇鸞に よ っ て 解釈 され，道綽 に よ っ て 凡夫 の 立場 で 否定 され た 見解で あ

るが ，
こ こ で は智者 の 立場 として積極白勺に 支持さ れ ，それ を知 らな い 儲 1ま 「謗法罪 人 ・ 邪見外道

也 、 と まで觝 的 に 攤 されて い る ． わ nt ・ れ は こ こ に 鞴 一道 綽
一鱒 と流れ る凡入報土 説 （有

相 往生） と 正 反対 の ，従 っ て，唯心 浄 土思想 へ と繋が る大 きな流れ を読 み 取 る こ とが で き よ う。 と

くに
『浄土十 疑論 』 は 趙 宋天 台に 大 きな影響 を与え た。その こ とは第五章 で 明 らか に しよ う。

　また ，

・五方便念仏門 、 （広本〉は蝋 思想 との 交流が 認 め られ る鱒 偽 撰 書であ る轡
1
そ こ で の 関

係事項 を挙げ よう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 『華厳経疏』巻五六 　澄観撰 （大 正 35・924中）
〔9）

　　 『五方便 念仏 門』 （大正 47 ・82 上中〉

←う
……即 是称名往生 門。ロ……

　即是観相

　　滅罪門。

口　又観 此仏 ， 従 自心起，無別 境界，即 是諸

　　 境唯心門 。

四　又観此 心，亦無 自相 可得，即是心境 倶離

　 　 門。

　伍） ……即 是性起円通門。

わ れ わ れ は ，

然約能念心 ， 不出五 種 。

一
， 縁境念仏 門

・…
　 。

二 ， 摂 境唯心念仏 門。即十 八 十九 門。十 八即

　　総相唯心 ， 是心是仏 ・是心作仏故……
D

三 ，心境倶泯 門。即前遠 離念 仏門 ， 及不 可 見

　　門之
一分，及如虚 空門。

四 ， 心境無礙 門。即如初 門 ， 双照事理 ， 存泯

　　無礙 。 故 云 普照 。

五 ， 重重無盡門。

　　　　　各種念 仏 門 の 中で ，日 諸境唯心 門 ， （四）心境倶離 門 （『五 方便念仏 門 』），二 摂境唯心 念 仏

門 ，
三 心境倶 泯 門，四心撫 礙 目r 嘩 厳 経疏 ・）に 唯 心 浄土思 想 と同

一
の 内容 を見 る こ とが で き・
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か つ ，そ の 経 証に 『観経 』
「
是 心作仏 ， 是心是仏 」 が 使 われ て い る こ とを知 る 。

　
『
天 台観経疏 』 をは じめ とする

一
連 の 智頻偽撰書 の こ の ような諸見解 は天 台系に後に 唯心 浄土 思想

に展開する要因 が 極め て 強 い こ とをわ れ われ に教 え て い る慧
〕゚

　 と こ ろ で ，

『観経 』 の 受容 は すで に 知 っ た法相 ・
天 台 ・華厳 系 だ け で は な く， 禅宗に お い て も認 め

られ る。

　最初に 注 目され る の は 前に 道綽 の 見解 で 注意 した ほ ほ洞 時代 の 四祖道信 （580− 651）で あ る 。 道信

の 中心思想は
「要依楞伽 経 ，諸仏心第一

。 又依 文殊般若経 ，

一行三 昧 。 即念仏心是仏 ， 妄念是凡夫 」，
「離心 無別有仏，離仏無別有心。念仏即是 念心，求心即是 求仏」

「

（心）凡有五 種 。
一

者知心体
・…・・。

二 者知心用 ……
。 三 者常覚不僚 覚心在前……

D 四者常観 身空寂 ……。五者守一
不 移……

」 とあ る

ように
， すで に 唯心浄土 思想 と共通す る言及 が 多い が 91〕 そ の 中に 次 の 見解が 認 め られ る。

『楞伽 師資記』 （大正 85 ・1287下，1288上）

　 ・ 又 日 ，用 向西 方不。

　　信 日 ，若知 心本来不 生 不滅 ， 究竟清浄 ， 即是浄 仏 国土 。 更不須向西 方。……仏為鈍根衆生 ，今

　　 向西 方 。 不為利根 人説也 。

　
。 （観 ）無 量寿経云

， 諸仏 法身 ， 入
一

切衆生心 想。是心 〔是仏 ， 是 心 〕作仏。当知仏 即是心 ， 心 外

　　 更無別仏也 。

こ の 見解は 前に知 っ た道綽 と異な っ て い るわけ で は な い 。た だ
， 両 師 の 決定的 な違 い は 自ら を鈍根

の 衆生 の 立場で 西方往生 を主張 す るか ，利根 の 人 の 立 場 で
vl
吾 ワを主張するか で あ る 。 また ，「

是心 是

仏」 を経証 と した点 も，すで に 知 っ た法相 ・天 台 ・華厳系 の 見解が それ よりも遅 れ て現 われ る こ と

か ら考 えれば ， 最 も早 い 時代に重視 され て い た こ とに な る 。

　次 い で
，

五 祖 弘忍 （601− 674＞に は ，

『
修心要論 』

〔1「）

　　若初 心 学坐 禅者 ， 依 無量寿観経，端坐 正 身，閉 目合 口
， 心前平視 ， 随 意近遠，作一 日想 ， 守之。

の 言 及 が あ り，その 門下 の 念 仏禅 もよ く知 られ て い る巳
3♪

　や が て，六 祖 慧能 （638− 713） に よっ て
『観経 』

「
去此不遠」 の 解釈 に よる西 方浄土往生 が 批判 さ

れ ，

『
維 摩経』の 心 浄 土浄説 を経証 とす る唯心浄土 思想が 主張 された。こ の こ とは 前節第二 項 で 論及

した とお りで ある。

　こ の よ うに ， 禅宗 に お い て も
『
観経 』 並 び に

「
是 心是仏」 の 経 文 は 坐禅観心 の 経証 として重視 さ

れ た 。 こ うした流れ の 中か ら，や が て唯心 浄土思想が発 酵 し成立 する こ とは 充分 に予測 され よ う。

（1） 他 に
厂
若得 此 心，只此則西 方浄 土。何首 浄穢 皆在 此心。若心 浄 見此 土 則浄。又 若得第一

義浄 ひ則第
一

義土 。

　 然第
一

義 土 則是 法 身，法身第
一

義土
， 更無 有異也」 〔大 正 37・242 上）。

  　安 藤 俊 雄 「
天 台 智 遡 の 浄 土 教」

『
天 台 思 想 史 』。

  　佐藤哲英 『天 台大 師 の 研究』 567− 601頁参 照、
〔4｝ 大 正 37・220 下。なお ，安藤 俊 雄

『
観無量 寿 経疏 妙 宗鈔概 論 』 19− 23，94− 99頁 参照。

  　佐藤哲英，前掲 書，556 頁 以下。
〔6｝ 同上 書，619− 643 頁。

  　石 田 瑞 磨 『往 生 の 思想』 96− 97頁参 照 。
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（8｝ 佐藤哲英，前掲 書 ， 644− 658 頁。

（，） なお
・然 古 人 鮪 五門云．一称 名彳主生念仏門。二 観 像嬲 創 躙 ・三 岳賭 唯 心 念仏門・恥 撫 礙Au，fム門 ・ 五

髄 円齢 仏 門、
r
鞘 経 蹶 艤 鈔、 巻 八 五 （大正 36・・　667中下 ）・佐藤 哲 英・前teg 　648− 650 頁参 照・

｛10） その 他 ，

　　「
新無 量観経讃」 法 照 述 （

『
浄土五 会 法 事讃』 大正 47・487 中）

　　　　 念仏之 人 須 至誠　弥陀決定 自親迎　到彼華開 蒙 授記　登 時聞 法悟無生

　　　　 十悪五 逆 至 愚 人　永劫沈 輪 在 久 塵　
一念 称 得弥陀号　至 彼 還 同法性身

　　「
是 心是仏是 心作 仏 門 第十 、

「念 仏 三 昧宝王 論 』 巻 中　飛錫 撰 （大 正 47 ・139上
一

中〉

　な ど論及 す べ き見解 は 多い が，こ こ で は趙宋天 台 ・唯心浄土 思 想 に 大 き な影 響 を与 え た 智螢偽 撰 書 に と どめ る。

〔ll） ・
楞伽師資記、 （大正 85 ・・286下，1287上，1288上），鈴木 大 t出 「

道信の 鰓 想 」
『鰓 駛 研 聯 二 ・ （

「鈴 木

大拙蝶 、 第 二 巻）濶 順 大 ・蘇 腮 史、 75− 7順 ，近 藤良
一 「

中国初期 賭 の 生礁 ・ （醐 宏達編 『f嫩

　 に お け る生死 観 の 総合 的研 究』）。

〔12） 鈴 木 大 拙，前掲 書，306頁。な お ，同 書 268− 309 頁， 近 藤良
一，前掲 論 文 参 照。

（13｝ 宇井伯寿
「五 祖 門下 の 念仏 禅 」

『禅 宗 史 研 究 』，関 冂 真 大，前掲書，134− 139，189− 199頁。

要 結

　本章 で は 唯心 浄 土 思想成立 以前 の 主な先行 思想 を考察 した 。 前章 で 知 っ た よ うに 唯心 浄土 思想は

イ ン ドに は な く，中国 で初め て 成立 し た 思想で ある。 しか も，その 内容 は弥陀浄土 思想 に限 られ た

もの では な く，諸仏 ・衆 生 ・諸法 ・諸仏 浄 土 の 唯心 思想か ら成立 した もの で ，大 き く く唯心浄土 〉

系 と く本性弥陀〉 系に分け られた 。 従 っ て ，本章 の 探 究は 浄土教 に 限 られ た も の で は な く， 中国仏

教すべ て を対象とす る こ とが 要求 され た 。 それ は至 難な こ とで あ る。

　そ こ で，第
一節では 〈唯心 浄土 〉 系の 主な先行思想 を探 っ た。初め に 全体的 判断 を誤 ま ら しめ な

い ため に ，第
一

項 で は 中国仏教 に お け る主要 な浄土観 を概観 し，唯心浄土 思想 との 関係 を考 え た 。

その 結果 ， 全体的流れ か ら， 第一に 弥 陀浄土 を法性土 とす る見解 は
一

つ もな く，すべ て報 ・応 ・化

土 と考 え られ て い た 。 こ の こ とは 経論 では西 方有相浄土 しか 説か れ な い と い う前章か ら充分予測 さ

れ た こ と で ある 。ま た ， 報 ・応 ・化 土 説か ら唯心浄 土 思想が 生 れ な い こ と も確認 され た 。第 二 に主

な浄 土 観 に は 智 顎 を除 い て天 台系諸師は登場 して こ ない
。

こ れ は次節 まで 留保 され た。第三 に 年代

的に も内容的 に も八 九世 紀 の 唯 ’偲 想 を説 く蝋 系 ， 次 い で 七 八世 糸己の ・臓 思 想を説 く（摂 論）

法相系 の 見解 に唯心浄土 思想 と の 関係が 当然濃 い こ とが 予想され た。

　そ こ ゆ え華厳系 の 浄 土 観か ら主 な見解 を取上 げ た 。第 1 は華厳別教
一

乗思 想か らの 弥陀浄 土 の 解

釈 であ る。そ こ で は諸仏浄土 は蓮鞴 世界に 摂 ま り證 観
・宗密に は 弥陀本9而説が 認 め られ た ・第

2 に華厳宗 は 華厳経 だけで な く， 唯 識
・如来蔵系論 書 （摂大乗論

・大乗起信論 ） を重視 して 唯心 思

想 を精緻 に 論 証す る。当然 ， 万法唯心 か ら唯心浄土 思想に転 釈 さ れ る 可能性は 極め て強 い こ とが予

想 さ れ た謙 3 に 李通玄 の 思想 に 初 め て ・唯 ・瀞 土 ・ の 用語が 使わ れ た・ しか し・そ の 浄 土 は
『維

摩経 、 飢 崢 土 浄説に よる唯心浄土 で あ り ，

・阿弥陀経 』
『
観経 ・ の 説 く弥 陀浄土 は 最下 位 の 化浄 土

で あ 。 た 。次 い で 一 購 灘 系で は前 の 第 2・b・
’
相応 しよ う．また ， 9 導 の 指方立相 論で 手厳 し く非

難 され た
「
唯 識 法身之観 」

「 自性清浄仏性 観 」 が それ に 当 ろ う。更に 法相 系 の 浄土 思想家隈感の 見解
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が 注意され るが ， それ は次項 で論 及 した。

　 次 い で，第二 項 で は従来の 見解 で 指摘 され た 先行思想 を考証 した。従来 の 見解 は
「
唯心浄土 」 に

つ い て 十数種 の 関係資料 で 説 明 され て い る が ，唯心浄 土思 想の 最初 の 思想家永明延 寿以前の 資料 と

な る と 『
釈 浄 土群疑論 』，

『六祖壇経 』 の 二 点 に す ぎない 。

　 就 中， 『釈浄土群疑論 』 第
一

は 浄土 を
“

心の 所 変
”

とす る点で 唯心浄土思想で あ るが ，しか し，弥

陀浄 土 を
「
他受用土 ・変化土 ・通 二 土 」 と考 えた 点で唯心 の 弥陀浄土思想で はな い

。 また ， 『六 祖壇

経 』 は
『
維 摩経』 心浄土浄説か ら唯心浄土 思 想 を主張す るが ，

『観経 』
「去此不遠 」 の 解釈か ら西方

浄土往生 を批判 する点 で 唯心 の 弥陀浄土思想に は な りえ ない ． こ の 点 で 両者 は法相系 ・
禅宗系 の 代

表的典拠で あるが ， あ くま で も先行思想 で あ っ て ， 本稿 で意図 する唯心の 弥陀浄土 思想 でな い 。

　 第二 節で は 〈本性 弥陀〉 系の 主な先行思想 を と くに 『観経』 是心是 仏釈 の 展開に 限 っ て辿 っ た 。

まず第
一

項 では所謂 善導流三 祖の 見解 を確 認 したが ， 曇鸞の 中観 思想 の 解釈 か ら道綽 の 中下 輩の 西

方有相往生 説 そ して 善導 の 指 方立相 論 へ と鮮や か な展開が 知 られ た。 しか し ， そ こ か らは唯心浄

土 思想が生れ な い こ とも確め られ た。そ して ， そ こ に は 善導流 の 浄土思想 と対極に位置す る，従 っ

て ，唯心浄土 思想へ と展開す る大 きな流れが あ る こ と もすで に認め られ た 。

　そ の 典型的 な事例が 善導 の 弟 子懐感 の 是心是 仏 釈 で ある 。 彼は
『大乗起信論 』

『
維摩経 』

『賢護経 』

『華厳経 』 と唯 心 浄土 思想 の 代表的典拠 を経証 ・論証 と して唯 識法相系 の 論理 ［見分 ・相分 ・自証分 ］
で 「是心是仏」 を解釈す る 。 唯心浄土思想 の 最大の 先行思想 と言 っ て良 い 。 しか し， こ の 見解が あ

くまで先行思想に とどま る の は前項で 理由 を述べ た 。 懐感 の 思想に は なお検討 の 余地 が残 され て い

る。

　第二 項 では各宗諸師 の 主 な 『観経 』 受容 の 形態を辿 っ た 。 代表的な浄影 寺慧遠 ・吉蔵 の 註解か ら

智顎 の 常行三 昧 と 論 及 し，と くに 『
天 台観経疏 』 などの

一
連 の 智顎偽撰書に唯 心 浄土 思想 と同一

の

見解が 認 め られ る こ とを知 っ た 。 ま た そ こ で は澄観の 「是心是仏 」 を経証 と した唯 心 念仏門の 見解

も見 出された。こ れ ら
『
天 台観 経疏』

『浄土 十疑論 』 は趙宋天台の 母 胎 と な る もの であ t）， また 唯心

浄土 思想 の 有力な先行思想で もあ る。こ の よ うに 唯心 浄 土 思想 の 成立 に は 天 台系 の 学徒 が 深 く係

わ っ て い る。そ の こ とは 第五 章で 明 か に な ろ う。

　最後 に，禅宗に お い て も四祖道信 ， 五祖 弘忍 ， 六祖 慧能 と
一

貫 して 『観経 』 受容の 見解が 認め ら

れ た。そ こ に は 『
観経 』 を是 とす るにせ よ否 とする に せ よ深 く係 わ り，や が て そ うした流れ の 中か

ら，宋代 に は禅浄双修 ・禅浄 融合思想が 起 こ る。唯心 浄 土思想家永明延 寿 ・長蘆宗蹟など は 禅系 に

属す る。それ らは
『
観経 』 に よる見解 で あ る こ とも予測 で き よ う，

　以上 ， 第二 項で は と くに 『観経 』 是心是仏釈 の 展開 を辿 っ た が ，こ の 僅か な論述だ けで も当該経

文 が善導流三 祖に 限らず ， 中国仏教全体 の 中で 如 何に 重 視 され たか が 納得 で きよ う。そ して ，それ

は 唯心浄土 思想 の 最大の 経証 で あ り，彼 らの 見解は すべ て そ の 先行思想 であ っ た 。

　
一

言 で い っ と，唯心浄土 思想 の 先行 思想は 中国仏教全体 の 中に あ り，中国仏教思想全体 の 中で 発

酵 し続けて い た と い うこ と に な ろ う。

　や が て ，こ うした 諸 宗 ， 諸思想すべ て を総合 して 荘大な心 の 哲学 を展開 した の が 永明 延 寿であ る。

彼に 至 っ て 初め て 「唯心 浄 土 」 の 主張が な され た。そ の具体的内容は ど うで あ っ た か
。
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44 中国浄 ＋．教 に お け る 唯心浄土思想 の 研究　の

第 四 章　唯心 浄土 思 想 の 成立 一 永明延 寿の 浄土 思想

　前章で 知 っ た よ うに ，唯心浄土思想に係わ る先行思想は 中国仏教諸宗の すべ て に 認 め られ た 。 し

か し， それ らは 唯心浄土 を は っ き り と意識 し主張 した 見解 で は な か っ た 。や が て ， 会昌の 廃仏 （845

年）を経て，争乱の 五 代 （905− 960年）か ら宋代に 入 る と，浄土教 は非常 に大 きな力を持 っ に 至 っ た。

こ の 時代，宋代浄土教 の 特徴は天 台浄土教や 禅浄双修思想 と呼ば れ るよ うな諸宗融合 の 形態 と言 わ

れて い る。そ うした 風潮 の 中で，前章 まで の 諸思想 を継承 して ， 諸宗 と融合 して い る が ゆ えに 明確

に 唯 心浄土 を主張する思想家が 初め て 現 われ た。唯心浄土 思想 の 成立で ある 。

　唯 心浄土 思想の最初 の 提 唱 者は永明延 寿 （904
− 975）と され て い る。唯心浄土 の 用 語はすで に 李通

玄 の 十種浄土 に 認 め られ た が ，それ が
『
維 摩経 』 の 心浄土浄説で弥陀浄土 で な か っ た こ と は す で に

述べ た 。延 寿 は
『万善 同帰集 』 で 明確 に

「唯心浄土 」 の 用語 を用 い ，そ の 思想 を主張 した か ら ， 最

初 の 提唱者 と言われ て い る。

　しか しな が ら，

『万 善同帰集 』 の 当該個 所 をは じめ，彼の 厖大な著述
『宗鏡録 』 百巻 などの 浄 土 思

想 を調査す る と，彼 の 唯 心浄土 思想 は 弥陀浄 土 を対象 と して 主 張 した もの で は な い よ うに思 われ る 。

そ の 辺 りが 従来の 見解は極め て 曖昧な の で あ る。

　本章で は， まず従来の 見解か ら問題 の 所在 を明 らか に し ， 彼 の 主張す る 唯 心 浄土 思想の 実態が 具

体的 に 弥陀浄土 を対象 と して い たか ど うか を考証 しよう。 そ して次に，その 対象が 弥陀浄土 に 限 ら

な い とす れば ， 彼は弥 陀浄 土思想 をど の ように 考 えて い た か を解 明 しよ う。それ に よっ て ， 延 寿 の

唯心浄 土 思想 と弥陀浄土思 想 の 具体的 な内容が 明確 に 知 られ る で あ ろ う。そして ， そ こ に 従来の 見

解 で指摘 され なか っ た問題点，あ る い は疑 義が 認 め られれ ば ， わ れ われは 更に そ の 課 題 を解明 しな

けれ ば ならな い n 第一章 「従来の 見解 と問題の 所在」 で 触れ た が
， 本章は 最 も重要 な課題 の 探 求に

な りそ うで あ る。

第一節　従来の 見解 と問題 の 所在

　〈心〉 を中心 と した永明延寿 の 思想 は諸宗融合 ・教禅
一

致
・禅浄双修 ・教禅浄戒思想 など と呼 ば れ

る ような総合哲学で あっ た 。 それ ゆ え，天台 ・華厳 ・禅 系の 夫 々 の 立 場か ら，す で に 多くの 研究成

果が 認 め られ る冒
1
た だ ，それ が あ くまで も夫 々 の 立 場か らの 成果に と どま るの は ，彼 の 思想体系 が

当時 の 全 仏教思想 を網 羅 し た あ まりに も壯大す ぎる総合哲学で あ っ た か らで あ る 。
こ の こ と は ，

『宗

鏡録 』百巻 の 夥 し い 引 用典籍 が 今 日 で も夫力 の 立場 か ら しか 指摘 され て い な い こ と で も知 られ よ う。

本稿 で も， もとよ ワ延 寿 思想の 全貌 を解明 す る こ とは不 可能で あ り，浄土教 の 立場 に 限 っ て そ の
一

端 を解明 す るに す ぎない
。

　彼 の 唯心 浄土 思想に 関す る研究成果 は 当然 の こ と な が ら主に 浄土教系 の 立場 が 多い 窪
1
こ れ に は

理 由が あ っ て ，天 台
・華厳 ・禅系 の 立場で は唯心浄土思 想は教理 的に は 自明 の こ と で ，殊 更問題に

な らな い 。それ に 較べ て ， 浄 土 教の 立場で は と くに 日本浄土教 が 指 方 立 相論 を主張 した 善導 を継承

し発展 した こ と もあ っ て， ど うして も指方立相論 と対立 する唯心浄土思 想 を如何 に 会通 し評価す る
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か ， ある い は 批判 す るか で論議 され るか らで ある。こ の こ とは本稿 冒頭 で 述べ た 。

　 そ こ で まず，従来 の 見解か ら彼 の 唯 心浄 土思想 を確認 し ， そ の 問題点 を見出す こ とか ら始め よ う。

　 彼が唯心浄土思想 を主張 す る最 も端的 な言及 は 114項の 問答形式で ， 諸行諸善 ［万善］が 同 じ く

「一心 」 に 帰する こ と ［同帰］を主張 した
『
万 善同帰集』 巻上の 第 28 問答で あ る9

　　 問 う。唯心 浄土 は周 く十方に 遍す。何 ぞ質 を蓮台に託 し，形 を安養 に寄す る こ とを得んや。…

　　 答 う。唯心仏土 とは，心 まさ に 生ず と了 す。『如来不思議境界経 』 に云 く，

……。故に 知んぬ 。

　　 心 を識るは まさに唯 心 浄土 に 生 ず と。……既に 因果 の 無 差を明 さば
， 乃 ち心 の 外に 法の 無 き こ

　　 とを知 る。又，平等の 門，無生 の 旨，即 ち教え を仰 い で信 を生ず と雖 も， 其れ力量未だ 充た ず ，

　　観浅 く心浮 き，境強 く習重 きをい か ん せ ん 。須 ら く仏 国に生 じ，以 っ て勝縁に仗 り，忍 力成 り

　　 易 く， 速か に 菩薩の 道 を行ずべ し 。

……
。

　 こ の 見解 が ， 彼 の根本思想で ある
「心外無法 」

「
万 法唯心」 の 唯心思想 を援用 して

， 唯心 浄 土 思想

とされ る の で あ る。また，西方有相 の 弥陀浄土思想 （た と えば 善導の 指方立相論）に つ い て は ， と

くに
『
万善同帰集 』 の 中心思想 「

理 事無礙 」
（4 ）

の 立場か ら何 ら唯心浄土 思想 と矛盾す る もの で は ない

と従来 の 見解で は 会通 され て い る甲

　 こ の よ うな延 寿 の 唯心浄土思 想並 び に 弥陀浄土 思想に つ い て の 従来の 見解 は正 し い の で あ ろ う

か 。 そこ に 問題 点 は な い の であろ うか．

　 そ こ で，従来 の 見解 を再吟味 して み よ う。

　延 寿の 根本思想が 唯心 思想 で あ り，当時 の 仏教諸宗 を 〈心〉 を中心 に ま とめ 上 げた 壮 大 な総合哲

学で ある こ とは ， 『宗鏡録 』百 巻を読め ば 誰 しも認 め る と こ ろ であ D　ia）誤 り で は な い
。 従 っ て ，唯心

思想 である以上 ，浄土 に 関 して も
「
唯心浄土 」 を主張 す るの は 当然の こ とで，前 の 当該個所 の 見解

を含め て
，

こ れ も誤 りで な い 。 また， 『
万 善同帰集』 の 「

理事無礙 」 の 立場か ら見れ ば ， 西方有相浄

土 の 肯定 され る こ と も理 論的に は 誤 りでな い
。 こ の ように，延寿は唯 心浄土 に 言及 した最初の 思想

家で ， か つ ，万善 同帰 の
一

つ と して 浄土 教 も認 め て い た。それ ゆ え， 教禅浄戒一致 ・
禅浄 双修の 秀

れ た高僧 で あ り，それ を端 的に 示す の が く四料 揀 〉 （有褝有浄土 を最高とする偈）である ， と従来の

見解 で 高く評価 さ れ て い る 。 従 っ て，従来の 見解 に は
一

見何 の 誤 りもない よ うに 思われ る。

　しか しなが ら ， 今
一

度精査す る と従来の 見解に は幾 つ か の 疑問が認め られ る。

　第一
は，意外 な こ とに 従来の 見解 に は延 寿 の 唯心 浄土 思想だ け を取上 げ て ，精緻 に 考察 した 論文

は な い の で ある 。 そ の 理 由 は，彼の 厖大 な著作の 中に
「
唯心浄土 」 の 見解が 極め て 僅か しか 認め ら

れ な い か ら で あ る。

　第二 は ，それ に もかか わ らず，何ゆ え延寿 の 唯心 浄 土 思想 が 浄 土 教系 の 立場 か ら喧 伝 され るの か

と言 えば，僅か では あるが
「
唯心 浄土 」 の 見解が認 め られ， しか も ， 彼 の 根本思想が 唯心 思 想 で あ

る か ら，当然，弥陀浄 土 も唯心 で あ る と会通 さ れ た の であ る 。 と こ ろ が ，前 の 当該個 所 の 「唯心 浄

土 」 は
“

周 く十方に 遍す る
”

浄土 で あ っ て，
“

質を蓮台 に 託 し，形 を安養に 寄す る
”

弥陀浄 土 は む し

ろ批判 され て い る 。 従来の 見 解で は本稿 で しば しば 注意す る諸仏浄土 と弥陀浄 土 が 峻別 さ れ ず， 浄

土 と言えば ，無前提 に 弥 陀浄土 と考 え る傾 向が 強 い 。ある論文 に は，
「
本性 の 弥陀 ・唯心 の 浄土 」 の

用語が あ る と明 記 して い る。 しか し，延 寿に は
「本性 の 弥 陀 」 の 用 語 は 今 の と こ ろ見 出し難 い 。
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　第三 は ， 唯心 浄 土 思想 を端的に 示 す 当該個所 で は ，心 の 外 に 法 の 無 い こ と，従 っ て ， 浄土 も心 で

あ る こ とを主張 し，更に 続 け て ，

“

力量未だ 充た ず， 観 浅 く心 浮 きた 者は 仏 国に 生 じ
……速か に 菩薩

の 道 を行 ずべ し
”

と説 く。こ うした者 た ち の 教 えは何で あろ うか 。 前 の 文 面 か ら
“

質 を蓮 台 に 託 し，

形 を安養 に 寄す る
”

教 え，すなわ ち弥陀 浄土 思想 と い うこ とに な ろ う。従来の 見解で は ， そ こ ま で

注意深 く吟味され て い な い よ うで ある。

　第四 は ， 唯心浄土 思想並 び に 弥陀 浄土 思想 は 主に
『万善同帰集 』 で 論 じられ る こ とが 多 い

。 しか

し，延 寿の 代表的著作 とい うと ， や は り 『宗鏡録 』 百巻 を無視 で きな い で あろ う。従 来の 見解で は，

彼 の 唯 、ら・思想が 『宗鏡 録 』 で語 られ る こ とが あ っ て も，弥陀浄土 思想に関 して は 語 られ る こ と は 少

な い 。万法唯心 であ るか ら当然唯心弥陀浄 土 と会通す る に 過 ぎ な い 。従 っ て ， 『宗鏡録 』に 認 め ら れ

る弥陀浄土思 想 をあ ま り正 確 に 理 解 して い ない ように 思わ れ る。

　以上 ， 延 寿 の 唯心 浄土 思 想 に 関する浄土教系 の従 来 の 見解 に つ い て，主 な問題 点 を指摘 した e 誤

解 の な い よ うに 申し添 えるが ， 彼は唯心浄土 思想に つ い て お そ ら く最初に提唱 した 思想家で あ る こ

とは 誤 りで は な い
。 また ， 西 方有相の 弥陀浄土 思想 を認め て い た こ とも正 しい 。ただ，従来の 見解

で はそ の 両思想 を会 通 し ， 唯心浄土 思 想家であ るか ら唯心 の 弥 陀浄土 も主 張 し た ， ある い は，天 台 ・

華厳 ・禅思 想 と同等に 弥陀浄土 思想 を考 え て，教禅浄戒思 想
・禅浄双修 と主張 した とす る 多少過 大

な弥陀浄土 思想家 として の 評 価に 本稿 は 否定的な の で ある。延 寿が偉大 な浄土 思想家 とされた の は

後の 浄 土思想家た ちに よ っ て で あ る。本章 で は ， 唯心浄土 思想 を端的に示す 『万善 同帰集』 と彼 の

中心 思想 を示す
『
宗鏡 録 』 百巻 を主な対象と して ，延 寿 の 浄土 思想全体 を考察 しよ う♂

　 〔1） 主 な研 究成果

　　畑 中浄 円
「
呉越 の 仏 教 」

「
大 谷 大学研 究年 報 』 第 7号。

　　石 井 修 道 「永 明延 寿伝 」
『駒沢 大学 大 学院仏教学研究年報』 第 3号。

　　同　「『
宗鏡 録 』 に お よぼ した 澄観 の 著 作の 影響 に つ い て 」

『印仏 研 』 第 17巻 第 2 号。

　　森 江俊 孝
「
延 寿教学の 基礎 的研 究 序説（上）（下）」

『駒 沢 大 学 大 学院仏 教 学 研 究 会 年 報』 第 8 ，9 号。

　　同　「永 明 延 寿 の 人 間観 コ
「
駒沢 大学仏 教学 部 論 集』 第 6 号。

　　1司　「延 寿 と天 台徳 韶 の 相 見に つ い て 」
『印 仏 研 』 第 23巻 第 2 号。

　　同　「『宗鏡 録 』 と　『
観心 玄 枢 』 に つ い て 」

『印 仏研 』 第 27巻 第 2 号。

　　 同　「
観心玄 枢 に っ い て 」

『宗教研 究』 第 226号。

　　同　「台 禅交 渉 史 研 究 序説」
『曹 洞宗 研 究員 研 究生 研 究紀 要 』 第 7号。

　　同　
「

宋 代に お け る 台 禅交 渉 史 研 究 序 説 」　 同，第 8 号。

　　同　「
新出資料

・逸 文 『観 心 玄 枢 』 の 研 究」　 同，第 9 号。

　　同　「『心 賦 』 と　「註心賦』 に つ い て 」　 同，第 U 号 。

　　 同　「『宗 鏡 録 』 と
『註 心 賦 』 に つ い て．　 同，第 12号。

　　 同　「『
観心玄枢 』

の 研 究 口 」 同，第 13号。

　　同　「日本 の 禅 と浄 土 教 に 及 ぼ せ る永 明 延 寿 の 影 響 」
『 日本 仏 教 学会 年 報 」 第 42 号。

　　池 田魯参
「
趙宋 天 台学 の 背 景

一延 寿教学 の 再 評 価
一

」
『
駒沢大学仏 教 学 部 論集』 第 14号。な お，当論 文 註 記 に は

　　　 そ れ ま で の 延 寿 研 究 論 文 が ま とめ て 紹 介 され て い る。

　　 同　「永 明 延 寿の 天 台 学 」
『印仏 研 』 第 32巻 第 1号。

　　 同　「
永明 延 寿 の 教 学 と起信論」　 同 ， 第 33巻第 2 号。

　　 同　「
永明 延 寿の 起 信 論 研 究 」

『
駒沢大学仏 教学 部研 究 紀 要 』 第 43 号。

　　 光地 英 学
「
永 明延 寿の 禅浄 観 」

「宗 教 研 究』 第 210号。
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　 日置 孝彦
「
永 明延 寿 の 禅 と念仏 」

『
印仏研』 第 23巻第 2号。

　韓 泰植 「延 寿門下の 高麗修学僧 に つ い て 」
「印仏 研 』 第 32巻 第 1号。

　仙 台 景章
「『宗 鏡録 』 の 引用 諸文 献

一『
楞伽 経 』に つ い て 一

」
『印 度哲学仏教学』 第 3号。

　同　
「『宗 鏡 録 』 の 引 用 諸 文 献一「肇 論 』 とその 注釈書類に つ い て一

」
『印 仏研 』 第 37 巻第 1 号。

　韓 京 洙
「
永 明延 寿 の 思 想 」

『
大正 大学大学 院 研 究 論 集 』 第 13号。

　孔 維 勤
『
永 明延寿宗教 論』 （民 国 72年，新文 豊 出版 公 司 ）。

　　本 書 は，延 寿 の 生 涯 と思 想 に 論 及 した後 に，

　　け た 近 藤 良一駒 大教授 に 深謝申 し上 げ る。

  　浄土教 に 関す る主 な研 究成 果

　望 月信 亨
「永 明 延 寿 の 禅浄双 修論 」 （『中 国 浄 土 教理 史」）。

　小 野 玄妙
「
慈 愍 三 蔵 の 浄 土 教 （下 之 二 ）」

『現代仏 教』 第 22 号。

　高雄義堅 『中国仏 教 史 論 』 186− 188 頁、　　　 　

　藤 吉 慈海 「
禅浄双 修の 展 開 』 198− 203頁 （

『
禅 と浄土教 」 再録〉

　服 部英 淳 「永 明 延 寿 の 思 想」
『
浄 土 学 』 第 14輯 （『浄 土 教思 想論 』 再 鋤

　同　
「
永 明 延 寿 の 浄 土 思 想 」

『印 仏研 』 第 14巻第 2 号。

　同　
「
禅浄 融 合思想 に お け る浄 土 の 解 明 」

「
仏教大学研 究紀要』 第 50号．、

　同　
「
唯 心 浄 土 説 に っ い て 」

『仏 教論叢』 第 11 号。

　中山正 晃
「
永 明延 寿 の 教 学 とそ の 実践 」

『
竜谷 史壇』 第 53号。

　同　
「
祖 師 禅 と 浄 土 教 」

『印 仏 研 』 第 25巻第 2 号。

　日 置 孝彦
「
永 明 延 寿 の 浄 土 願生 と 念仏に つ い て 」

「曹 洞 宗研 究貝研 究生研 究紀 要 』 第 11 号。

　同　
「『万 善同帰集』 に あ らわ され た 浄 土教説」，同　第 12号。

　韓　京沫
「
永 明 延 寿 の 禅浄 融 合 思 想」

『印 仏 研 』 第 37巻第 1 号。

　拙稿
「
宋代 浄 土 教 の 一断 面」

『
印仏 研 』 第 13巻 第 2号。

　同　
「
永 明延寿の 唯心 浄 土 説 」， 同　第 32 巻第 2 号。

と くに 認 識論 ・唯 識 思 想 を詳細 に 解明 す る。なお，本書恵鱠 を う

　　なお，拙稿 二 点 に 関 して 言 え ば，旧 稿 （昭 和 39年） は
『
万 善 同 帰 梟 1 の 理 解 に と ど ま り，『宗 鏡 録 』

の 考察 ま

　で は 力が 及ぼ な か っ た し，唯 心 浄 土 思想 に つ い て の 明確 な 問題 意 識 も抱 い て い なか った。しか し，従来の 見解が

　教 禅 浄戒
一

致 ・禅浄融 合の 言 葉 で 天 台 ・
華厳

・
禅 ・律 な どの 思 想 と浄 土 思想を同 等に 扱 っ て い る こ とに は 懐疑的

　 で，延 寿 の 思 想 に は 弥 陀浄土 思想の 占め る比 重 が 極 め て 小 さ い の で は な い か と感 じて い た。その
一

端 は
“

浄 土 教

　的立 場の み を提示 す る比 重 は 決 して 大きい と は 云 え な い 。
”“

禅定 を上 品 ・念 仏 を末 品 と見 倣 して い た。
” “

（四料 簡

　は）彼 の 根 本 思 想か ら 見 て 矛 盾
”“

その 所 依 の 浄 土 経典 は ……実 は 明 らか で ない 。
”

な どの 言 及 に 認 め ら れ る。以

　来 20年 が 過 ぎ，新 稿 （昭 和 59年 ） に な っ た。本 章は その 詳論 であ る。
  　大正 48・966 中

一967上。なお，「観 心 玄枢』 （続蔵 2．19．5 ，425）に も，同 じ見解 が 認 め ら れ る。『観 心 玄 枢 』

　に っ い て は，森 江俊 孝，前掲論文 （
「『宗 録 録 』 と

『
観心 玄枢 』 に つ い て．亅，「

新出資料 ・逸文 『観 心 玄 枢 』 の 研 究 」，
　

「「観 心 玄枢 』 の 研 究 口 」）参 照。

（4） 唯 心 浄 土 思 想，弥陀 浄 土 思 想 に 深 く関係す る
『
万 善同 帰 集』 の 中心思想で あ るの で，代表 的十 義を確認 して お

　 く。

　　今略 而 言之，総 名 万善 同帰，別開十 義。

　　
一

名 理 事無 関，二 名権実 双 行 三 名 二 諦 並 陳，四 名 性相 融即，五 名体用 自在，六 名 空 有相成，七名正 助 兼 修，

　　八 名 同 異
一

際，九 名 修 性 不 二 ，十 名因 果 無 差 （
『
万善同帰集』 第 1ユ2問 答，大正 48 ・992 上。なお，次 の 第 ll3

　　問答 に 十 義の 解釈，第 98問答 以 下 に 理 事無 閉等 の 解 釈 が あ る 〉。

　　われ わ れ は，以 上 の 用 語 をみ た だ けで
t
、華厳 ［理 事無 間〕 だ け で な く，三 論 ・法相 ・起 信 ・天 台 ・

禅など，諸

　思想 ・諸 宗 を包 括 した 万善 同 帰 の 総 合 哲学 で あ る こ とに 気 づ くで あ ろ う，しか し，こ こ に は 浄土 思想 を予 想 す る

　用 語 も解釈 も無 い こ と に 注意すべ きで あ る。

  　と くに ，唯心 浄 土 思想 と指 方 立 相 論の 関係に つ い て は．服 部 英 淳，前掲論 文 （
「
永 明 延 寿 の 浄 土 思 想 」

「

禅 浄 融

　合 思 想の お け る浄 土 の 解 明 一
永明 延 寿の 唯 心 浄 土 説 と 善導の 指 方立 相 説 と の 対比 一

」）参 照。
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〔6） 延 寿 自 ら も
「
序」 で 本書述 作の 主 旨 を

「一
心 為 宗」 （大正 48・417 上 ） と述べ る。また，「一心為宗」

「
立 心 為 宗」

　「万 法 唯 心 」
「心 外 無仏 」

「

心 外 無 法 」等 の 用 語 が 頻 出 す る こ とは本書を読め ば明 らか で あ る し．次 節以降で 取上げ

　 る 僅か な個 所 か らだ け で も納得 で き よ う。

〔7） 延 寿 の 著 述 は 『智覚禅師自行録 』 （続 蔵 2．16．1）に よれ ば 61部 （現 存 10部 ），そ の 後 11部 が 知 られ て い る （池

　田 魯 参，前掲 論文
「
趙宋 天 台学 の 背景 、 参照）。当然，各著 述 の 厳 密な文 献考証 を必要 とす るが

， 本稿 で は 彼 の 代

　表 的 著 述
「
宗鏡 録 』 百巻 ，『万 善 同帰集』 三 巻を主 に し，他は 参考 とす るに とどめ る。そ れ に よ っ て，彼の 浄 土 思

　想 は充分に 把握で き る と考え るか らで あ る。

　　なお ，後 世 延 寿に 帰せ ら れ る
『三 時 繋 念 仏 事 s

『三 時繋念儀範，附勧 入念 仏，念仏正 因 説 』 （続 蔵 2 乙，L1 ）に

　は
「自性 弥 陀 仏 」

「
阿 弥 陀 仏 即 是 我心，我心即是阿弥陀 仏」

「唯 心 浄 七 本性弥陀」 （58右 ， 59左，63左）な ど 明

　らか に唯i心浄土 思想を示 す 用 語 と 「阿 弥陀 経 』
『往 生 呪 』 〈阿 弥 陀 仏真金 色偈 〉 の 読 誦 な どが 認め られ，極 め て 浄

　土 思想 が 濃厚 な仏 事 ・儀 軌 で あ る。しか し， そ の 多 くは 現代 中国仏教儀 礼 （た と えば
「
朝暮課 誦 」，鎌 田 茂雄

『
中

　国の 仏 教 儀 礼 』 13 − 18，443− 463 頁 な ど〕に共通 し，その 成 立 は 株 宏 （1535− 1615）の 頃 と され るか ら （鎌 田 茂

　雄 ，前 掲 書，113− 115 頁），後 世 延 寿仮 託 の 可 能性 が 濃厚 で あ る。こ の 二 書 が 延 寿 の 浄 土 思想 と全 く異質で あ る こ

　 とは，次節以 降で 納 得 さ れ よ う。

第 二 節　永明延 寿の 唯心 浄土思 想

　前節で は ，従来 の 見解 とそ の 問題 点 を指摘 した 。そ こ で の 最大 の 難点は唯心浄土 を主張 したか ら，

唯心の 弥陀浄土 思 想家と安易に 考え られ て い る の で は な い か ， 唯心浄土思想 と弥陀 浄土 思想 とは 違

うの で は な い か ，と い う点 に あ っ た 。

　こ こ で は，従来の 見解 に煩 わ されず ， 彼 の 唯心 浄 土 の 言及 を取上げ ， そ の 内容を考証 しよ っ 。

　　第一項　「唯心 浄土 」 の 見解

　前節で も触れ たが，延寿は 唯心 浄 土 思想家 と して 浄 土教系 の 人 々 か ら高 く評 価 されて い る に もか

か わ らず，彼 の 厖大 な著作の 中に は極め て僅か しか
「
唯心 浄土 」 の 言及 は 認 め られ な い 。そ の 端的

な言及 はすでに 抄出の 『万善同帰集』 第 28 問答 で あ る。今一嵐 その 全文 を挙 げ，そ の 意味 を理 解

しよ う。

　　問 う。唯心 浄土 は周 く十方に 遍す 。 何 ぞ質 を蓮台に 託 し ， 形 を安養 に寄す る こ とを得ん や 。 而

　　も取捨 の 念 を興 すは ，
豈 に 無生 の 門に 達せ んや 。 欣厭 の 情 を生 ず るは T 何 ぞ平等 を成ぜ んや 。

　　答 う。 唯心 仏土 とは ， 心 ま さに生ず と了す 。

『如来不思議境界経 』 に云 く，
「
三 世

一
切 諸 仏 ， 皆

　　無所 有 ， 唯依 自心 ……
」。故に知 ん ぬ 。 心 を識 る は ま さ に 唯心 浄土 に 生ず と。 境 に 著せ ば，た だ

　　所縁 の 境 中に 堕 す。既 に 因果 の 無差 を明 さば ，乃 ち心 の 外に 法 の 無 き こ とを知 る。

　　　又 ，平 等 の 門，無生 の 旨 ， 即 ち教 えを仰 い で 信 を生 ずと雖 も， 其れ力 量未 だ 充た ず ， 観浅 く

　　心 浮 き，境 強 く習 重 きをい か ん せ ん。須 ら く仏国に 生 じ ， 以 っ て 勝縁 に 仗 り，忍 力成 り易 く，

　　速か に 菩薩 の 道 を行ずべ し。 『起信論 』 云 く，

「衆生初学是法 ， 欲求正信，其心怯 弱 ……
」。

『往

　　生 論』 に 云 く，

「
遊戯 地獄 門者……

」。
『十疑論』 に 云 く，

「智者識然求生 浄 土 ，達生体不可得 ，

　　即 真 無生……。愚者為生 所 縛
……此是 謗法 邪 見人也 」。

「

群疑論 』に 云 く，
「
問云 ， 諸仏 国土亦復

　　皆 空……何得取 著有相捨此生彼 。答云，諸仏説法 不離二 諦 ……
」。

『

摩訶 衍 』に 云 く，

「
菩薩不 離

　　諸仏 者……
」。 故に

『
華厳偈 』 に 云 く，

「
寧於 無量劫……

」。

　以上の 全文 を注 意 して 読む と， そ こ に は 二 つ の 見解 が 主張 さ れ て い る。第
一

は 前半 の 唯 心浄 土 に
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つ い て の 見解 であ り， 第二 は後半の
“

力量 の ない ，観法 の 浅 い ，心 浮 い た
”

人 々 は仏国に 生れ て ，

菩薩道 を行 うべ きとい う見解 で あ る 。
つ ま り，内容 の 異 な る二 つ の 浄土 が 語 られ て い る 。

　 まず前半 の 唯心 浄 土 に つ い て は
， 問い の

“

何 ゆ え蓮台 や安養国に 生 れ ようとする の か
”

と い う疑

難に 答 えて ，

“

心が生ず る
”

と して，『如来不思議境 界経』 の
“

諸仏や
一

切 法は すべ て心 で あ る
” ω を

経証 とする。次 い で境 （対象）に 執著す べ きで な い こ とに 注意 し，

“

心の 外に 法は 無 い
”

と主張 する 。

唯心浄土 に つ い て の 極め て 僅か な言及であ るが ， こ こ に は ，さ らに三 つ の 見解 が 注意され る 。

一
つ

は唯心浄土 とい う， そ の 具体 的浄土 は
“

十方に周遍す る
ft

の で あ っ て ， 特定の 浄土 を指 して い ない
。

従 っ て ，弥陀浄土 を意味 して い ない と い う点 であ る。 こ の こ とは容易に 理解 で きよ う。二 っ は，そ

れ で は 具体的 な諸仏浄土 は ど うか と云 えば ，

“

質 を蓮台に 託 し，形 を安養に寄 す る
”

あ るい は
『如来

不思議境界経 』 の 経 証に
「
捨 身速生妙喜世界，或生極楽浄仏土 中」 とあるか ら，具体 的な弥陀 浄土

な ど を予測 して い た と考 えて よ い で あろ う。しか も，

“

心 が 生 ず る
”

浄 土 と して ， 弥陀浄土 を否定 し

て い るわけ で は な い 。 こ の 場合，彼は 主要 な浄土 経 論で は な く，華厳経 の
一

異本 『
如来不思議境界

経 』 を経 証 と して い る点 も注 意 され て よい
。 しか し ， 三 つ に は ， 弥陀浄土 を含め た諸仏浄 土 を具体

的 な有相 浄土 と考えて
“

境に執着すれ ば ， 所縁の 境 中に 堕 して
”

しま うこ とに は 否定的で ，

“

心 の 外

に 法 の 無 い こ と
”

を最終的に は主張す る。す なわ ち，彼の 浄土思想に は弥陀 浄土 は 主 張す る が ， し

か し，西 方有相 の 弥陀浄土 に 著す る こ とは否定す る と い う，弥陀浄土 に関する 二 つ の 立場 を異 に す

る見解が 認め られ る。こ こ で われ わ れ は ，唯心浄土思想 と西方有相の 弥陀 浄 土 思想に つ い て，延寿

の 見解が 明 らか に 違 っ て い る こ と に 注意すべ きである。前節に 提起 した 問題点 ， 唯心 浄 土 ・諸仏浄

土 ・弥陀 浄 土 を安易 に 会通す るの で は な く，注意深 く峻別 して そ の 内容 を考証す べ き とい う，そ の

一端 をわれ われ は すで に 認め ざ るをえ な い で あろ うc

　それでは，具体的 な諸仏浄土 ，と くに 西方有相 の 弥陀 浄土 に つ い て延寿は 否 定的で ある が
， 完全

に 否定 した の で あろ うか 。 それ が 顕著に 認め られ る の は 後半の 見解で ある 。

　前半で 唯心浄土 思想 に つ い て 簡略 に 答 え た 後 で
， 彼 は続け て 詳 しく述べ る。

　平等
・無生 の 教 えを信 じよ うと して も，

“

力量未だ充た ず， 観浅 く心浮 き，境 強 く習重 き
”

者 は
”

仏

国に 生 じ， 以 っ て 勝縁に 仗 り，忍 力成 り易 く， 速か に 菩薩 の 道 を行 ず べ し
”

と。 こ こ で も ， さ らに

三 つ の 見解 が 認 め られ る 。

一
つ は，力量 の な い ，観法の 浅 い 者……

とい う機根論で ある。彼は観 法

な ど の修業 の 劣 っ た 人 々 を前提 と して ，こ うした 人 々 の 生 き方 を説 く。二 つ に は ，そうした 修業 の

劣 る人 々 は仏 国に 生 れ て ，そ こ で の 勝 れ た縁 （条件 ・環境）に よ っ て 速か に 菩 薩 の 道 を行え ば，悟

りに 到 る と考え て い る 。 こ の 点で ，彼は西 方有相 の 浄土 を条件 つ き で 認 め て い る。 こ の 二 つ の 見解

は
“

凡夫 の 往生成仏
”

を説 く中国浄 土 教 諸師 と共 通 の もの で あるか ら， 殊 更 ， 新 しい 見解 では な い 。

こ の 見解 を唯心 浄 土思想 と の 関係で 言 えば ， 低 い 劣 っ た 人 々 は仏国に 生れ るべ き とす る の で ある か

ら，それ と違 う人 々
， 高い 勝 れ た 人 々 は 唯心 浄土 を了解すべ きと論理 的には な らざ る をえない 。後

の 中国諸師 に 多く認 め られ る上根 は唯 心浄 土，下根は弥陀浄 土往生 の 主張 と共通 する見解で あ る e

　と こ ろ で ，彼が 浄 土往 生 を厳 しい 修 業の で きな い 低 い 劣 っ た 人々 と考 え て い た こ と が 認 め られ れ

ば ，わ れ われ は今 日彼 を禅浄双修 の 高僧 と評価 して い る点 に 重 大 な矛 盾が あ る こ とに 気づ か ね ば な

らな い
。 前節 で述べ た よ うに ，従来 の 見解 で は

『
万 善同 帰集 』 の 中心 思想

「

理 事無礙 」 の 立場 で ，
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理 と して の 空無 を説 く禅 ・事 と し て の 有相浄 土 を説 く浄 （土教） の 両者 の
「
無礙 」 か ら，禅浄双修 あ

る い は 「四料揀」 が肯定 され て い る 。 しか し ， 当該個所 で知 る 限 り ， 浄土往 生を認 め て い て も， そ

れ は 力量 の な い 観法の 浅 い 人 々 で あ る、 しか も，前半で それ は 否定的で あ っ た 。それ ゆ え，それ以

外の 入 々
，

た とえば禅や 天 台
・華厳な ど を厳 し く修す る人 々 は 自らを含め て ， 力量 の ある 観 法 の 深

い 人 々 と論理 的に は な ら ざる をえない 。こ の 場合 ， 肯定的 な禅 と否定的 な浄土 を対等に 双修す る こ

とは ありうるで あろ うか 。あ りえな い 筈 である。また，事実 として延寿は 禅 と浄土 を双 修 して い た

の で あろ うか 。 結論 を急が ず ， 今暫 く， 彼 の 見解 を知 る こ とに しよう。

　後半 の 論 旨か ら知 られ る三 つ め は ， そ こ に 引証 とする経 論か らの 彼 の 主張 の 正 当性 で あ る。彼 の

著述 は い ずれ も厖大な経論 ・中国典籍の 引証に 特徴が あ り， それ に よ っ て彼 の 思想形成が あ る程 度

理解 で き るが ，当該個 所 も例外 では ない 。こ こ で は
『起信論 』

『往生論 』
『
十 疑論 』

『群疑論』
『
摩訶

衍』
「
華厳偈 」が 自 らの 言葉 の 4 ， 5 倍の 量で引証 とされて い る 。 こ れ ら の 引用経論 を比較対照 す る

と次の とお りで あ る。

引用経論

『
大乗起信論 』 真諦訳 （大正 32 ・583上）

復次衆生初学是法 ， 欲求正 信 ， 其心怯弱。以住

於此娑婆世 界。自畏不能常値諸仏親承供養。濯

謂信 心 難可成就意欲退者 ， 当知 ，如来有勝方便

摂護信心。謂以専意念 仏因縁，隨願得生 他方仏

土 ，常見於仏永 離悪道。如修 多羅説 。若 人専念

西 方極楽世 界 阿弥陀仏，所修善根 廻向，願求生

彼世界 ， 即 得往 生。常 見仏故 終 無有退。若観彼

仏真如 法身，常 勤修 習 ， 畢竟得生住正 定故 。

『往生論 』 婆藪槃 豆造，菩提流支訳 （大 正 26・233

上 ）（2 匚

（五者園林 遊戯地 門 。

……入 第一門者……得生安

楽 世 界 ……
。 入第四 門者 ……受 用 種 種 法味楽

　　・〉。 出第五 門者，以大慈悲 ， 観 察
一

切 苦悩 衆

生 。示応化 身，廻 入生 死 園煩悩林 中， 遊戯神通 ，

至教化地 。 以本願力廻 向故 。

……菩 薩出第五 門 ，

利益他廻 向行成就。

『万善同 帰集 』 延 寿述

起信論 云 ，

衆 生初学是法，欲求正 信 ， 其心怯弱 。

以住於此娑婆世 界 e 自畏不能常値諸仏親 承供養。

懼謂 信心 難可成就意欲退 者，当知 ， 如来有勝方

便摂護信心。謂 以専意念仏因縁，随願得生他方

仏土 ， 常見於仏永離悪道 。 如修多羅説 。 若 人専

念 西 方極楽世 界阿弥陀 仏 ， 所修善根 回向 ， 願求

生彼世 界，即 得往生。常見仏故終無有退 。若観

彼仏真如法身，常勤修習，畢竟得生住正 定故 。

往 生論云，

遊戯地 獄 門者 ， 生彼国土 ， 得無生忍 巳，

還 入生死 国，教化地獄 救苦衆生 。

以此因縁 ， 求 生浄土 。
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『
浄 土 十疑論』 智頻説 （大正 47・78上 中）（

3レ

智者熾然求 生 浄土 ，達生体 不可得 ， 即 是真 無 生 。

此謂心浄故，即浄土浄。

愚者為生 所縛 ， 聞生即作生解 ， 聞無生即作無生

解 。 不知 ， 生者即是無生 ， 無生 即是生 。 不達此

理 ， 横相是非，瞋他求生浄土 ， 幾許誤哉。此則

是 謗法罪人，邪見外道也。

『
釈 浄 土 群疑論』 巻一，懐感撰 （大正 47・35 中一

36上 ）

問日 。

……
又維摩経 言 ， 諸仏 国土亦復皆空。……

又云 ， 菩薩云 何観於衆生。維 摩詰 言，如第五 大

第六陰第七 情十三 入 十九 界等。……

威 言，諸法空寂 。 何 因今 日説有 西方浄土 ， 為所

生 之土 ，衆生為能生 之人 ， 勧人著相起行 ， 依 不

了義経 。 此乃不得諸 仏 深義 ， 取著有相，不名習

学大乗法也 。

釈 日。……
然仏説法不離二 諦。一

俗 諦 ，
二 第

一

義諦……然其二 諦非一
非異。以真統俗 ， 無俗不

真 ， 即
一

切 諸法皆帰寂滅。若不以真摂俗，……

万法 宛然 ， 不可言無也。……

又 （維摩経 ）云 ， 雖 諸仏国永寂皆空 ， 而不 畢竟

堕於寂滅，是菩薩行。

雖成 就
一

切 諸法，而 離諸法相 ，成就
一

切諸法者，

世諦法也。而離諸法相者，第一
義諦無相也。

又言，雖知諸仏 国及 与衆生空 ， 而常修浄土 ， 教

化 於群生。……下 両 句世 諦 。

大 品経 等 ， 雖説内外空等第一
義諦也 。

……

解深密，楞伽 経及 瑜伽 論 ・摂大乗論 ・
唯識 論等，

三性三 無 1生義……。

今説浄土 等教 ， 約依他起性。従 因縁 生 法，非有

似 有，因果之義万法宛然 。而子但見説円成実 性

無相之教，破遍計所執，畢竟空 無之文 ， 遂不信

説依他起性 因縁 之教法也 。 即是不信因果之 人 。

説於 諸法断滅相者。
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十疑論云 ，

智 者熾然求生浄土 ，達生体不 可得 ， 即真無生。

此謂心浄故 ， 即 仏土 浄 。

愚 者為生所縛 ， 聞生即作生解，聞無生即 作無生

解。 不知 生即無生 ， 無生即生。不達此理 ，

横相是非。

此是謗法邪見人也 。

群疑論

問 云 e 諸仏国土 亦復皆空 。

観衆生如 第五 大，

何得取著有相 ， 捨此 生彼。

答。諸仏説 法不離二 諦。

以真統俗 ， 無俗 不真 。

以 俗会 真 ， 万法宛爾。

経云，

成 就
一

切 法，而 離諸法相 。 成就一
切 法者， 世 諦

諸法也 。 而離諸法者 ， 第一
義諦無相也。

又経 云 ， 雖 知諸仏国及 与衆 生 空，常修浄土 行，

教化諸群生。

汝但見説円成 実性 無相之教，破遍計所執，

畢竟空無 之文，不信説依他起 性，因縁之教，

即是不信 因果 之人，

説於諸法断滅相者。
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）

　以上の 対照表 C‘）
を見れ ば ， 延 寿が 自己 の 見解 を如何に 経論

・中国典籍に よ っ て 立証 しようと し た か

の
一端が 知 ら れ よう。 われ われ もこ れ らの 経論 を考証 する こ と に よ っ て

， と くに 彼 の 浄 土 思想 に つ

い て の 具体的考 え を明 らか に しよ う。

　まず ，

『大乗起信論 』 の 引 用 は く修行信心分 ・不退 方便〉 の 正確 な全文 で あ る。こ の 個所 は 『大乗

起信論 』 に た だ
一

個所 認め られ る重要な浄 土思想 の 言及で ，従 っ て ， 中国浄土教 で もしば しば取 上

げ られ た有名な
一

節 で あ る。そ の 内容は ，

　　初学者の 心 弱 くて ，
こ の 娑婆世 界で信 心 を成就 で きな い 人は，如来の 勝 れ た方便 に よ っ て 念仏

　　して他方仏土 に 生 まれ る と よ い 。そ の 経証 が修 多羅 （
『無 量 寿 経 』

「阿弥陀経 』）に 説かれ る西 方極

　　楽世 界の 阿弥陀仏 を念 じ ， 往生 を願 えば ， 往生で きて 不退 の 位に 住 す る と い う経文 で ある。も

　　し， 彼 の 仏の 真如法身 を観 じて修業すれ ば，遂 に は 往生 で きて正定聚に住す る 。

とい う意味で ある 。 従 っ て
，

延寿が
“

信 心 をお こ そ うと して も， 未 だ 力量の な い 人は 仏国に 生れ て ，

そ の 勝縁に よ っ て菩薩道 を行 うべ き
tt

と主張す る こ とを，
こ の 引用 は それ以上 に 詳 しく強調 す る適

切 な もの であ る禦 た だ ， こ こ で多少 気に か か る の は ，

「彼仏真如法 身」が 阿弥陀仏 を指す の か ど うか ，

延 寿 も阿弥陀仏 を真如 法身 と考 えて い たか どうかで ある。 文 脈 に 沿 っ て 読め ば ， 修 多羅 （経典〉の 引

用
「西方極楽世 界 阿 弥陀仏 」 に 続 く

「
彼仏 」 で ある か ら，

“

彼の 阿弥陀仏 の 真 如法身
”

ζい うこ とに

な る、延 寿 も阿弥陀仏 を真如 法身 と読 ん で い た とすれ ば，『起信論 』 の 根 本思想は
“

是 の 心 ［衆 生心］

の 真如 の 相 は
， 即 ち摩 訶衍 の 体 を示す

” c6｝で あ り，仏身論 も別に 解釈 され て い る か ら17， 阿弥陀仏 は 真

如 法 身，ゆ えに 弥陀浄 土 も真如法身土 で ， しか も衆生 心 は真如の 相 （た だ し，凡夫
・二 乗 ・菩薩 の 心 で

見るの は 応身 ・報 身） とい うこ とに な り，
延 寿は 明 らかに唯心 の 弥 陀浄土 思想 を考 えて い た こ とに な

る 。 こ の こ とは延寿の 唯心 浄 土 思想 を模 索す る本稿 で は 極 め て有力な事例で あ る。 しか し，独 断 を

避 け る た め に 『起信論 』 に関す る従来の 見解 を学ぶ と ，
こ の 解釈 は 少 し無理 なようで あ る 。 伝 統的

な論 疏で は 多く彼 の 仏 を阿弥陀仏 の 真如法身 と考 え る。 こ の 阿弥陀真如 法身説は 第二 章 第二 節 で 論

じた よ うに 唯心浄 土 思想に と っ て は重要 で あ る。しか し，論疏 で は
“

十解以上 の 菩薩が 僅か に 真如

法身に 似た もの を見 る こ とが可 能で，初地以 上 の 菩薩が 真如 法 身を証見す る
” （8〕

と注 釈する 。 今 日の

注 釈 で も
“

あ る い は また ， それ （念仏 に よ っ て 浄 土 往 生す る人〉より機根の 勝 れ た人は，ただ ちに 阿弥

陀仏 の 真如法身を観 じて ……，つ い には極楽に 往生 する こ と が で きて ，
正 定聚に 住す る こ とが で き

る
” （9）と説明 す る。以上の よ うに，従来の 見解 で は ，

「彼仏真如法 身」 は 阿弥 陀仏で ある が ，衆生 ［十

信位 の 凡夫1 は 真如法 身の 阿弥陀仏 を観 れ な い と解釈す る。それ で は，延 寿 自身は ど う考 えて い た

か とい うと， こ の 個所 だ け で は明 らか で ない 。延 寿 の 思想に 占め る
「
起 信 論』 の 比重 は極め て 大 き

く号
D〕

また ， 華厳 学に は 精 通 して い た か らvv伝 統 的 な注疏 と 同 じと考 え る の が 穏 当 で あろ う。 しか し，

前 に確認 した よ うに ， 彼が 力 量 の な い 観法 の 浅 い 人 々 の 生 き方に 否 定的で，それ と逆 に 厳 し い 修行

の 勝れ た 人 々 の 生 き方 を主 張 し実践 した とな る と，伝統的解釈 とは 別に
“

彼 の 阿弥陀仏の 眞如 法身

を観 ず る こ と
”

を究極 的 に意図 して い た と理解す る余地 は残 さ れ て い る碁
鋤

い ずれ に せ よ，
『起信論 』

で の 阿弥陀真如 法身説は ， 圧 倒 的 に 多い 弥陀報身 ・応 身説の 中で ， 解釈 に よっ ては極め て 重要 な意

味 を もつ 言及 で あ る忌
3）

い さ さ か
『
起 信論 』 の 浄土思想に 片 寄 っ た が ，

こ の 引用文 の 大事な点は 力の

な い 凡夫 の 念仏に よる 浄土往生 の 思想で あ り，それ は 中国浄 土 教 に と っ て も重要 な思想 で あ る。そ
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して，延 寿は 力量 の ない 観 i去の 浅 い 人 の 浄土往生 の 論証 と し て 引用 した の で ある 。 逆に ， こ の 論証

は 厳 しい 修行 をする人 を前提 とす る唯心浄土 思想に と っ て は積極 的に 肯定 され る もの で は な い
。

　 次 に
『
往生 論』 の 引用 は 最後 に 説か れ た く利行満足章〉 の 極 く

一
部 を抄出改変 し，往生後 の 利他

行 を示 した もの で ある 。

『往生論 』 では ， 有名な く五 念門〉 に よる浄土往生を説 い た後 に ，〈五果 門〉

として
「近 門 ・大会衆 門 ・宅 門 ・屋門」 で往生後 の 自利行，そ して 「五 者園林遊戯地 門 」 で 応化 身

を示 して の 利他行 （「廻向利益他行成就 」）u4 ）を説 くが 轡延寿は
“

か の 浄土 に 生 れ て ，無生忍 を得 た の ち，

地 獄 に 苦 しむ衆生 を教化 し救 う
”

と改変 し，
“

こ の 因縁 に よ っ て ， 浄土 往生 を求め る
”

と主張す る 、

従 っ て ， 『往生論 』は 生死 の 園林 を遊戯 し教化す る内容 で あ るが ， 延 寿は 浄土往生 を求め るため の 引

用 文に 変 え て い る 。 あ くま で も ， 力量 の な い 人 の 浄土 往生 と い う自説の 引証で ある 。

　次 の
『
十疑論 』 の 引用文 に つ い て は ， 唯心 浄 土思想に 係わ る先行思想 として ， 前章で すで に 述べ

た9° 内容 は ，

“

智者は浄土 往生 を求め て も，往 生 の 生 は無生 で あ る と理解 で きる が ， 愚者は往生 の 生

を有生 と思 い ， 「生即 無生」 と理解 で きな い 謗法邪見 の 人 で あ る
”

と い う文 の ほ ぼ 忠実 な引用 で ある。

従 っ て，
『
十疑論 』の 主張は よしん ば有相 浄 土 へ の 有生 を認 め て も， そ こ に 留 る こ とは邪 見 と否定 さ

れ， 「心浄故 ， 仏 土浄 」ゆ えに 無生 を支持す る もの で ある。こ の 点で ， 浄 土往生 を積極的に 主張す る

引 用 文 で は な く， む しろ ， 唯心浄土 思想の 有力 な典拠で ある。 延寿が こ の 文 を引用 した意図は 力量

の な い 人の 浄土 往生 を認め ると い う点に あ っ た と思 うが ， そ こ に 留 っ て は
“

謗法邪見 の 人
”

とまで

手厳 しく非難す るか ら ， 必 ず し も浄土 往生 を積極的に 主張 した こ と に は ならない 。 こ の 点 は 『起信

論 』 の 引用 と共通す る態度で ある 。

　
『群 疑論 』 の 引用 は 比較的長 い 間釈 （問 い と解釈）の ， 『

維摩経 』 に 限 っ た経証 と （唯識三 性 三 無性 の ）

後の 釈文か らの 抄 出 で あ る。 『群疑論 』も唯 心浄 土 思想に 深 く係 る先行資料 で あ る こ と は ，前章で述

べ た 即こ こ で の 問釈 は ， 問 い で は 『般若経 』
『維摩経 』 を経 証 とす る空の 立場で西 方浄土 の 有相 の 立

場を疑問 とす る 。 （解）釈 は 二 つ の 立場 で答 之る 。

一
つ は主に

「
維摩経』 を経証 と して ， 真俗 二 諦の

立場か ら ，

“

空 等 を説 くは 第
一

義 諦な り。而 も浄仏国土教化衆生 と言 うは 世 諦 な り
”

と答える 。
二 つ

は 唯識 の 立場か ら ，

“

今浄土等 を説 く教 えは ， 依他起性に 約す
”

と答えて ， 間者 を
“……畢竟空無之

文 の み 見て ，遂 に 依他起性 に よ り て 因縁 の 教法を説 くを信ぜ ず。即 ち是 れ 因果 を信ぜ ざる人，諸法

断 滅 の 相 を説 く者 な り
”

と批 判す る 。 延 寿 は こ の 中
『
維摩経 』 の 経証 だ け を抄 出 し，唯識三 性三 無

性 を略 して
，

「
空無之文」 で有相浄土 を疑問 とする 間者 を批判す る部分 だ け を引用 す る。 こ こ で の 延

寿 の 意図 も単な る有相 浄土 の 往生だ けでは な く，真俗二諦 ・唯識三 性 の 立場で の 有相浄土 で なけれ

ば い け な い こ とを主張 す る と こ ろ に あ る9B〕

　以上 ，唯心 浄土 に 言及す る僅か な個所 の 引用経論 と延寿 の 意図 を考 え た。こ れ ら の 引用経論 を知 っ

て 気づ く点は い ずれ も中国浄土 教 にお け る代表的 な経論で あ り， しか も，そ の 中の 極 め て 重要 な
一

節 と い うこ と で ある。こ れ ら は い ず れ も弥陀 浄 土 思想 を説 い た もの で あ る 。 従 っ て ， 延寿 も浄土往

生に つ い て は ， 当然弥陀浄土 思想 を前提に 考 えて い た と理解 し て よい で あろ う。そ し て，弥陀浄土

の 往生 は あ くま で も信心の 弱い 者の 教え （
『
起信論 』）で あ り，か つ

，

「
生即無生 」

「円成実性無相之教 」

を前提 と した 「（有）生 」
・「

世諦 ， 依他起性 」 の 浄土往 生 （
『
十疑論 』

『
群疑論』 ）と い う内容 で 引用 して

い る。 こ の 点 で ， 引用経論 と延寿 の 意図 は い ずれ も弥陀浄土 の 往 生 は 認 め る が
， 信仰 の 弱 い 者に 限

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　



Sapporo Otani University & Junior College of Sapporo Otani University

NII-Electronic Library Service

SapPoro 　 Otanl 　 Unlverslty ＆ Junlor 　 College 　 of 　 SapPoro 　 Otanl 　 Unlverslty

54 中国浄 土 教 に お け る 唯 心 浄 土 思 想 の 研 究　←）

られ るの で あ り，そこ に 留 ま る こ とは否定 され る
一

思想 と い うこ とに な ろ う。

　い ささ か 細部に わ た っ たが ，
こ こ で 唯心浄土 思想 に つ い て 唯一

つ 端的に 言及 す る当該個 所 をま と

め よう。当該個所 の 命題 は大き く前半の 唯心 浄土思想 と後半 の 浄土往生思想に分 け られ る。前半の

唯心浄土 思想に つ い て の 見解は極め て 短 く， 唯心浄 土 とは
“

十方 に 周遍する浄土 で ，心が 生ずる
”

と了解す べ きもの とす る。従 っ て，身体 ［質 ・形］が 生ずる弥陀浄土 な どの 具体的 な有相浄土 で は

な い 。主題は む しろ後半 の 浄土往生 の 見解で ， 力量の ない 観法の 浅 い 者は浄土 往生 して菩薩 の 道 を

行 うの が よい と して ， 明 ら か に 弥陀浄土 を意味す る代表的浄土経論 を引証 とす る 。 しか し， 彼 の 意

図す る と こ ろは ， 弥陀浄土 を含め た有相浄土 の 往生 は あ くま で も力量 の ない 劣 っ た 人 々 の 生 き方で

あ っ て ， 最終 的には勝 れ た 人 々 は 唯心浄土 を了解す る （悟 る） こ と に あ っ た よ うで ある。従 っ て ，

当該個所の （勝 れ た人 の 〉唯心浄土 の 了解 と劣 っ た人 の 弥陀浄土 の 往生 とは全 く異 なる 立 場 と内容

で あ る こ とに 注 意すべ きで ある。以上 の 僅か な当該個所の 考察 で ， 延 寿 の 唯 心 浄土 思想 と弥陀浄 土

思 想 は分 けて考 える べ きと い う問 題点は納得 され よ う。

　と こ ろ で
，

こ こ で ま た新 た な課題が 提起 され る。以上の 要結は厖大 な著述 で 展開 す る延寿の 全思

想体系に も適用 され る妥当性 を有 して い る もの であろ うか と い う課題 で あ る。よ り具体的に 言えば，

彼 は他の 個所で もしば しば唯心浄土 思想 に 言 及 し主張 して い る の で あ ろ うか ，ある い は また，弥陀

浄土 思想 に つ い て も劣 っ た 人々 に 限定して言及 して い る の で あ ろ うか。本節で は，延 寿の 唯 心浄 土

思想 に 限定 して 考察 を続け，次 節で弥陀浄土 思想の 見解 を探求 しよ っ。

　そこ で ， 延寿の 著述の 中か ら
「唯心浄土 」 の 用 語 をさ らに探す と，從 来，彼は唯心 浄 土思想 の 代

表的思想 家と喧伝 されて い る に もか か わ らず ， 厖 大 な著述 の 中に
「
唯心 浄土 」 と い う用 語は極め て

僅か しか 認め られ な い
。

　 すで に 考証 した前述 の 個所の 外 を挙 げ る と ，

『万善同帰集 』 巻下 匚結頌 ］（大正 48．993上）
c19）

　　誓 っ て 無染 の 塵労 を断ち，願 っ で i隹心の 浄土 に 生ぜ ん。

『智覚禅師 自行録 』 （続蔵 2 ・16・1，79左）

　　第 三十 七，初夜，礼慈悲導 師安楽世 界大勢至菩薩摩訶 薩及
一

切 清浄 大海衆。普願
一

切 法界衆 生，

　　　　　　　 引導利済衆生 ， 同了唯心浄土 。

で あ る。 こ の 中， 前者は
『万善 同帰集』 114問答の 最後に 誓われ る発 菩 提心偈 の

一句で ある が ， こ れ

だ け で そ の 内容が何か 判る もの で は な い 。後者は 延 寿が 日夜厳修 した 百八仏事 の
一

つ で ある カ  安

楽世界大勢至 菩薩等へ の 礼拝行 で あるか ら，こ こ で の 唯心浄土 は 弥陀浄 土 を予想させ るが ， 唯 心 浄

土 を
“

了す
”

で あ っ て ，

“

生ず
”

で は な い 。従 っ て， こ の 両 個 所 の 言及 か らは
「
唯心 浄 土 」 の 具体的

内容 は何 も見出せ ない
。 彼 の 唯心 浄土 思想 に 関 して最 もそ の 内容が理 解で きる の は 前 に 考 証 した個

所以 外に は ない の で あ る。と くに 不思議 な こ とは ， あの 厖大 な
『宗鏡録 』 百巻に は

「唯心浄土 」 の

言及 は今 の と こ ろ見出 し難 い こ とで ある。若 し， 彼が 唯 心 浄 土 思想 を明 確に 意識 して い た とす るな

ら， 彼以 前の 全仏教思想 を総 合 した 『宗鏡録 』 の 何処 か に 当然詳論 して い なけれ ば な らな い 筈で あ

る 。しか し， それ は 見出され な い 。

　 （1） 『大 方 広 如来不思議境 界 経 』 実 叉 難 陀 訳 （大正 10 ・911 下 〉。延 寿 は 唯心 浄土 思 想 あ る い は 弥 陀 浄 土 思 想 に 関 係
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　す る個 所 （た とえば 「観心 玄 枢 』 続 蔵 2 ．19．5 ．425 左，『宗 鏡 録 』 巻 30，大 正 48 ・592 中下 な ど） で も経 証 とす

　 るか ら，華 厳 系 の 本 経 を唯 心 浄 土 思 想 に つ い て の 有力 な経 典 と考 え て い た こ とが 知 られ る。
〔2〕 なお ，『

往 生 論 註 』 曇鷽註 解 〔大正 40 ・843上 一下 ）参照。
〔3） 本書は 智瀬に 仮託 した 8 世 紀前半 こ ろ の 浄土 典籍 で あ る　（佐 藤哲 英

『
天 台 大 師 の 研 究』 619− 643頁 ）。

｛4） そ の 他 の 引 用 と して，「
摩訶 衍 云。菩 薩不離諸仏者……。故 華厳 咼云 ，寧於 無 量劫，具受

一
切 苦……

」 とあ るが，

　比 定 で きな か っ た。内容 は 諸 仏 ・善 知 識 と の 出逢 い の 大 益 を説 くか ら，勝 縁に 仗 る
”

の 引 用で あ る。
  　た だ し，

『起 信 論』 で
’
は 如来の 勝 方便 に よ る浄 土 往生 を説 くの に ，延 寿は 往生後 の 勝 縁 を説 く点 は 異 な る。

（6） 『
起信論』 （大 正 32・575下）。

〔7） 同　 （大正 32 ・579 中下 ）。

〔8） 『海 東 疏 』 巻下 （大 正 44・225 下 ），『
起信論義記』 巻 下 （大正 44・286 下 〉。な お，『

起信論 』 の 注釈 書 に つ い て

　 は，柏 木 弘雄 「
大乗起信論 の 研 究』 23− 48頁参照。

〔9） 平 川 彰 『
大乗起信 論 』 374− 377 頁。な お，竹 村 牧 男 『

大乗起信 論 読釈』 501− 511頁 参 照。
〔10） 池 田魯 参 「

永 明 延 寿の 教 学 と起 信 論 」

『
印仏 研 』 第 33巻第 2 号，固

「
永 明 延 寿の 起信論研究」

『駒 澤 大学仏教学

　部研 究 紀 要』 第 43号。

（11） 石 井修道
「『宗 鏡 録 』 に お よぼ した澄 観 の 著 作の 影響に つ い て 、

『印仏 研 』 第 17巻 第 2 号，鎌 田茂雄 『禅典 籍 内

　 華厳 資料集成』 94− 260 頁。

（］2） 平 川 彰 博 士 の
“

機根 の 勝 れ た 人 は，た た ち に 附 弥 陀 仏 の 真如法身を観 じて……”
と い う説 明 （前 掲 書，377 頁 ）

　は，も とよ り延 寿を想定 した もの では な い が ，阿弥陀 真 如 法 身を肯定す る表 現 で あ る。
（13） 唯 心 浄土 思想が 主 流 と な る 明 代で は ．「

阿 弥 陀仏 法界 蔵 身。極 楽 世 界 即 蓮華蔵 海 」
『起 信論裂網疏 t 巻 6，智 旭

　述 （大正 44 ・463 中 〉の 解 釈 が 認 め ら れ る。
  　こ の 個 所 は 異 同 が あ り，『真 宗聖 教全書』 巻

一，三 経 七 祖 部 （277 頁 ） に よ る。
〔15） 山口 益 『世 親 の 浄土 論』 179− 184頁。そ こ で は

“

第十 法 雲 地 の 徳
”

（183 頁） と解 釈 す る。
  　第二 章第二 節 40 頁参 照。
〔1の　第二 章 第一，二 節 32− 33，37− 38参照。
  　期 せ ず して ，同じ見解 を柏 原 祐 義

「
唯心浄土 説 の 考 察」 （

「
宗学研 究』 第 20．21合併号 ） は指 摘 す る。

〔19）　なお，　
『
智覚禅師〒自彳i金隶』　（続蔵 2．16．1．84 右 ） に 再 録。

　　第二 項　唯心 浄土思想に 関係 す る主な見解

　
『
宗鏡録』 に 「

唯心 浄土 」 の 言 及 が認 め られ ない の は何故で あ ろうか。

　具体 的言及が 認め られ な い なら，わ れわ れ はそれ 以上 の 判 断 は控 えね ば な らな い 。 しか し， 敢 え

て推測 が許 され るな ら， 延 寿は浄土思想 （それは諸仏浄 土 で あ っ て も弥 陀 浄 土 で あ っ て も）に 深 い 関心

と理解 を示 さなか っ た の で は なか ろ うか 。 『宗鏡録 』 所 引の 諸宗 ・
諸思想に 関す る夥 しい 引用典籍 に

較 べ て，浄土 思想 の 言及 と引用典籍 は極め て 少 な い か ら で ある。しか し ， そ うであ るか ら と言 っ て，

延寿は唯 心 浄土 思想家で な か っ た と言 うの で は ない 。彼はや は り最初 の 喉心 浄土 思想家で あ る 。 た

だ ，後世喧伝 され ，従来 の 見解 で 強調 され る程 ， 唯心浄土思想だ け で な く，弥陀 浄 土 思想 を含め た

浄土思 想あ る い は浄 土教 に 多大 な関心 と理解 を持 っ て い なか っ た の で は な か ろ うか 。

　本項 で は ， 浄土 思想 に深 い 関心 を示 して い なか っ た 事例 と唯心 浄 土 思想 に 関する 主な見解 を取上

げ て 考証 しよ う。

　まず ， 浄土思想に 深 い 関心 を示 してい な い 事例 を
一

つ だ け取上げよ う。
『
宗鏡録 』 巻 2 （大 正 47・427 上

一
下 ）

〔］｝

　問。一
心 為宗，可称 綱 要者 ，教 中何 故 ， 広説諸道，各立経宗 。
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答。種 々 諸法，雖 多 ， 但 是
一

心 所作 。

・

　　 若上根直入者，終 不立余門 。 為 中下 未入者，則権分諸道。是以祖仏 同指賢聖冥帰。雖名異而

　　 体 同 ，
乃 縁分 而性合。般若唯 言無二 。法華但 説

一乗。浄名無非道場。涅 槃 咸帰秘 蔵。天台専

　　 勧三観 。 江西挙体全真 。 馬祖即仏是心 。 荷沢 直指知見 。

　　　又教有二 種 説。
一

顕了説。二 秘密説。顕 了説巷 如楞伽密厳 等経，起信唯識等論。秘密 説者 ，

　　　各拠経宗立其異号 。 如維摩経以不思議為宗。金剛経 以無住為宗。華厳経以法界為宗 。 涅 槃 経

　　　以仏性為宗。任 立 千途，皆是
一

心 之 別義。

こ の 言及 は延 寿が 考え た 当時の代表 的な諸経論 ・諸宗派
・諸思想 を端的に示 す と思 われ る。しか し，

こ こ に は 浄土教 ・浄土 経論 を予想す る
「経宗 」 は全 く認 め られない

。 こ れ を以 っ て ， 当時 ，
浄 土教

か信 仰 されて い なか っ た ，ある い は浄土 経論が 学習 され て い なか っ た と考 える の は当 らない 。延寿

が浄土教 ある い は浄土 経論 の 存在 を充分 に 認め て い た こ とは本章 の 全体 を通 して 明 らか に知 られ

る。 しか し ，
こ こ に は そ の 痕跡す らない

。
こ の こ と は 浄土思想 の 言及 と 引用 典籍が 少 ない こ と と共

通す る。厖大な
『
宗鏡録 』 を通読 して ， 延 寿は浄土思想に 大 きな関心 を抱 い て い なか っ た と思わ ざ

る をえ な い 撃
｝

　次 に，延寿 の 著述 に 散見する浄土 思想並 び にそれ を予想 させ る主な見解 を挙 げ よ う。

『宗鏡録』 巻 17 （大正 48・505下
一506 下 ）。

　問。既 心 外無仏，見仏是 心 。云何教 中 ， 有説化仏来迎 ， 生諸浄刹。

　答。法身如来，本無生滅 。 従真起 化 ， 接引迷根……。

　問。如上所説，真体則湛然不動。化則不来而 来 。 正是 心外有仏来迎 。
云 何証 自心是仏。

　答。一是如来慈悲，本願功徳 ， 種 子 増上縁力。……則仏身堪然常寂 ， 無有去 来 。 衆生識心，託 仏

　　　本願功徳勝 力 ， 自心 変化，有来有去
……。

　問 。 如前剖 析 ， 理事分明 。 仏外無心，心 外無仏。云 何教 中， 更立 念仏法 門。

　答 。 只為不信 自心是 仏 ， 向外馳求 、 若中下根，権令 観仏色身，繋 縁麁念，以外顕内，漸 1吾自心 。

　　　若是上機，只令観 身実相 。 観 仏亦然 。

……

　　　又 止観 明 ，

……自念
一

切 所有法皆如夢 。 当如是念仏数 々 念 莫 得休 息。用 是念当生 阿弥陀仏

　　　 国 。 是名如相念 。

……

同，巻 21 （532上中）。

　 問。浄 土以何為体 。

　答。准摂論云 ……。皆不離仏浄・削 即此浄心能顕仮実之 色故。経 云，青色青九 黄色黄光等是 也。

　　　天 台 無量寿疏云，・…・・
， 此経心観為宗 ， 実相為体 。

・

同 　巻 22 （534下
一535中）。

　 夫 真心 無 形 ， 妙体絶相。云 何 有報化荘厳等事。

　答 。 諸仏 法身如真金。相好似金荘 厳具 。以金作具 ， 体用 全同 。 従心 現色 性相無二
。

…

　　　所以天親 云 ， 広略相 入 者，諸仏有二 種 身。一法性法身，二 方便法身……

同，巻 23 （540上）。

　 問。有 念即衆 生，無念即 仏 。如 何言 凡聖一等。
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　 答。衆生 雖 起念 ， 不覚念本無念 ， 与仏無 念等。妄堕有念中。……

同，巻 24 （547下
一548下。な お ，巻 91，911 上。『

註 心 賦 』 巻 L3 ， 続蔵 2 ・16・1 も同趣旨）。

　 夫成仏本理但是一心者。云何更 立文殊普賢行 位 之因 ， 釈迦弥勒名号之 果 ， 乃至十方諸仏国土 ・・…・。

　 答。此 是 無名位之名位 ， 無因果之因果 。 是心作 因 ， 是 心 成果。是心標名 ， 是心 立位。……

　　　 阿弥陀者， 此 云 無量寿。即 如理 為命 ， 以
一

心真如性 無盡 故，乃日 無量寿。……

　　　 又法華経 明 ， 十 方諸仏皆是釈迦分 身， 則阿闕弥陀悉本師矣 p 本師即我心矣。

　　　釈云 ，非独 弥陀 阿閧，十 方諸仏皆我本師。海 印頓現。且法華分 身有多浄土 。如来何不指 己浄

　　　 土，而令別往弥陀妙喜。思 之 ，故知賢首弥陀等 ， 皆本師矣。復何怪哉 。

……

　　　 且如総持教中……流出西方無量寿如来 ……。

同，巻 81 （866上 ）。

　 問。欲 浄其土
， 当浄 其心 ． 則心外有土。何成 自浄 。

　答。 至極法 身、常寂光土 。 離身無土，離土 無身。 依報是心之相 ， 正報是心之体。体相 無礙 ……。
『
万 善同帰集』 第 10 問答 （大正 48 ・961上 中）。

　 問。觸 目菩提 ，挙足皆道。何須 別立事相 道場，役念 労形 ， 豈諧妙 旨。

　答。道場有二 。一
理 道場，二 事道場。理 道場者，周遍刹 塵 。 事道場者，浄地 厳 飾。……

　　　上都儀云 。夫 帰命三 宝 者，要指方立相 ， 住 心 取境 ， 不明無相 離念也。仏懸知 凡夫 ， 繋心尚乃

　　　 不得 。 況離相耶 。如無術通人居空造舎也曽
， ……

同，第 13 問 答 （962上
一

下）。

　問 。 経云，観 身実相 ，観仏亦然。一念不生 ， 天 真頓朗。何得唱他 仏号 ， 広誦余経 。

……

　答 。 夫声為衆義之 府 ， 言皆解脱之門，一
切 趣 声，声為法界。……故飛錫和尚高声念仏三昧宝王論

　　　云 ……，群疑論云 ……
。 論 ［安楽集］云 ……

。

同，第 21問 答 （964中下 ）

　問。論云 ， 行道念仏与坐念，功徳如何 。

　答 。 譬如逆水張 帆 猶 云得往 。 更若帳帆順 水，速疾可知。坐 念
一

口，尚 乃八 十億劫 罪消。行 念功

　　　徳 ， 豈知其量。

同，第 28問答 （966中一967上，第
一

項 既 出 ）。

　問。唯心浄土
， 周遍十方……。

　答 。 唯心仏土 者 ， 了心 方生 ……。

同 ， 第 30問答 （967上
一968中），

　間。心 外無法 ， 仏不去来。何有見仏及来迎之事 。

　答。唯心念仏，以唯心観 遍該万法 。 既 了境唯心 ， 了心即仏。故随所念無非仏矣。……

同 ， 第 31 問答 （968中）。

　問。廰居士 云 ， 事上 説仏国，此 去 十万 里。……往者雖千 万，達 者無一ニ ……
e 如何通会 而 証往生。

　答 。 若提宗考本，尚不説有仏有土 。豈 言達之不達乎。……若約事論 故非一
等。九 品往生上下 倶

　　　達，或遊化 国見仏応 身， 或生報土覩仏真体 ……
， 今古具載凡聖倶生 。……

同，第 32 問答 （968中下）。
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一
→

　問。維摩経云 ，成就八 法於此世 界
……。如何劣行微善而得往生。

　答。理 須具 足，此属大根 。 入 法無瑕 ，成就上 品 。 如 其中下，但具
一

法 ， 決志無移，亦得下 品。

同 ， 第 33 問答 （968 下 一969上）。

　問。観経明 十六観 門，皆是摂心修定 ， 観仏相好 ， 諦 了円明方階浄 域。如何散心 而能化往生。

　答。九 品経 文 ， 自有昇降 。 上 下該摂不出二 心 。

一定心，如修定習観，上 品往生 。
二 専心，但念名

　　　号……得成 末品。……

　以上 の
一

々 の 見解に つ い て の 考証は煩 を避け て 省略す る が ， そ の 要点 を延寿 自身の 用 語か ら挙げ

る と，
「
化仏来迎 ， 生諸浄刹」

「
有仏来迎 」

「
念仏 法門 」

「浄土 以何為体 」
「報化荘厳 」

「有念 ・無念 」

「云何更立 ……諸仏国土 」
「心外有土 」

「別立事相 」
「
唱他仏号 」

「行道念仏」
「唯心浄土 」

「見仏及 来迎 」

「証往生 」
「得往生 」

「観経明 十六観 」 の 論難 （問）と解釈 （答）で あ る か ら，い ずれ も浄土思想に 関

す る 延 寿 の 見解 と規定 して よ い で あろ う。こ れ らは厖大 な著述 の 中か ら摘 出 した に 過 ぎな い の で あ

り， 更に精査すれば まだ 多くの 関係事項 も見出せ よ う。 しか し ，
こ れ だ け に 限 っ て も，われわれ は

延 寿の 浄土思想 の 見解 を或 る 程 度知 る こ とが で きる。

　その 第
一

は ， 関係資料 は極 め て少 な く， しか もこ れ ら の こ と ご と くが
「心 」 に 帰せ られ ，

「心 」 の

現 われ と説かれ る 。 す なわ ち唯心 思想で解釈 され て い る点 で あ る。 こ こ で は ，浄土 を
「唯心 」 と明

言 して い るわ け で は な く， そ の 論法は具体 的 に は
“

法 身と化仏
” “

不去 不来 と有去 有来
” “

実相 と色

身
” “

体 と 用
” “

無念 と有念
” ……と異な っ て い るが ， い ずれ も

「
理 事無礙 十義」 を逸脱 した 解釈 は

な い 。 しか も，そ の すべ て が
「
心 」 とされ て い る。 と くに 浄 土 の 様相 を規定 した問答 （「浄土以何為

体 」
『宗鏡録』 巻 21）， 代表的な浄土 経 典で ある 観 経 十六 観 の 解釈 〔

『
万善同帰集』 第 33 問答）は い

ずれ も
「
心 」 とす る。更 に加 えて ， 僅か

一
個 所 とは 言 え ，

「唯心 浄 土 」 の 見解が あ る こ とは第一項 で

考証 した とお りで あ る。延 寿は ま ぎれ もな く， 唯心 浄土 思想家で あ る。

　しか し ，
こ の 点は 従来の 研 究で指摘 され て い た評価の 延 長 線上 に あ り，新 しい 成果 で は な い

。 偶 々
，

浄土思想 に 関係する諸問答 を摘 出して ， 唯心浄土 思想家 と評価 した に 過 ぎな い の で あ り，
こ の 論法

は 彼は唯心思想家で あ るか ら，浄 土 も唯心 で あ り，従 っ て ，唯心浄土 思想 家で ある とす る従来 の 研

究 と と くに 異 な る成果で は な い
。

　た だ ，本稿 で と くに 強調 した い の は ， 延 寿 は最初の 唯心 浄土 思想家 で あ るが ， しか し，唯心 浄土

に 関 して は極め て僅か しか 明 記 し言 及 して い な い
， 従 っ て

， 後世 過 大 に 評価 され るほ ど， 浄土思想

に 大 きな関心 と 深 い 理 解 を示 して い な か っ た と い う点 であ る 。

　第二 は， こ れ ら の 見解 は 浄土 思想 を予想 させ る もの で あ るが ， しか し，具体的 に弥陀 浄土 思想 を

論 じた もの では な い とい う点で あ る。こ れ らの 問答の 中に は．「阿弥陀経 』
『
天 台 （観 ）無量寿 疏 』 （

『
宗

鏡 録 』巻 21） 『
天親云 』 （『論註 』の 引 用 。同，巻 22） 『念仏三 昧宝 王論 』

『群疑論 』
『
安楽集 』 （『万善 同帰

集s 第 13 問答） 『起 信論 』
el往生論 』

『
十 疑論 』

『群疑論 』 （同，第 28 問答後半，第
一

項既 出）
『
安国鈔 』

（古佚書）
『
群 疑論 』

『目連所 問経 』 （古佚経）
『

大集月蔵 経 』 （
『
安楽集』 の 引用） （以上，同，第 30 問答）

『智 者大師 （別伝 ）』
『
称護浄土 経』 （同，第 31 問答）『観経 』 （同，第 33 問答）が あ O ，そ の 他 の 引証に

も 「阿弥 陀 」
「無量寿 」

「
西方仏 」 （「宗鏡録 』 巻 17，24，『万善同帰集 』 第 21 問 答） の 用語が あ るか ら，

明 らか に 弥陀浄土思 想 は認め られ る。しか し ， 夫 々 の 問答 の 本旨が 弥陀 浄 土 思想 を論 ずる こ と に な
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い こ とは ， そ の 問 い を読 む だ けで納得 で き よ う。弥陀は あ くま で も諸仏の 中の
一仏 と して記 され る

に過 ぎない
。 明 らか に 弥陀浄土 思想 を論 じた の は，第一

項 で 考証 した 『
万善同帰集』 第 28 問 答 の 後

半だ け であ る 。 こ の 点 で あの 個所は延 寿の 弥陀浄土 思想 を知 る上 て 極め て 重要 な の で あ る 。 従 っ て，

そ の 他の 浄土 思想に 関係す る見解 は 弥陀浄土 思想 に 特定 さ れ た もの で は ない
。 別 な言 い 方をすれ ば ，

これ ら の 問答は不特定 な浄土 ある い は 諸仏浄土 に 関す る 延 寿の 見解 とい う点 で あ る。しか も， 不 特

定 な浄土 の 唯心 を主 張す る。

　 しか し ，
こ の 点 は 延 寿が 全 く弥陀 浄土 思想 を知 らなか っ た，あ る い は 無視 して い た とい うこ と で

は ない
e 弥陀浄土 の 用語 ある い は 浄土 経論 浄土教典籍 の 引証が あ る こ と は 今挙げ た とお りで あ り，

その 他の 事例 は次節 で詳 論 しよ う。た だ
，

こ こ で 指摘 した い こ とは ， 延寿 は弥陀浄土 思想を充分知 っ

て は い た が ， しか し， 彼 の 本 旨 とする主張 は 浄土
一

般の 不特定な浄 土 ある い は諸仏浄土 の 唯心 に あ

り，弥陀浄 土 は 諸仏浄 土 の 中の
一

浄土 としか考 えて い なか っ た の では な い か と い う点で ある。すな

わ ち ， 彼 の 唯心 浄土思想は初めか ら弥陀浄土 を唯心 と した の で は な く，不特定な浄土 ある い は諸仏

浄土 の 唯心 を主張 した もの とい う点で ある。論理 的に は ，弥陀浄 土 も諸仏浄土 の
一

つ で あ る か ら，

どち ら で も唯心浄土 とい う点 で は 同 じで あるが ， 弥陀 浄土 を思考 し信仰 して 唯心浄土 思想 を形成す

る立場 と諸仏浄 土 を思考 して 唯心 浄土 思 想を形成 し，それ ゆ え弥陀 浄 土 も唯心浄土 と主張す る立場

は 全 く異なる。本稿冒頭の 第
一

章 「従来の 見解 と問題 の 所在 」 で 厳 し く自 らに 注意 した の は ， こ の

点 で あ る。結果的に 同 じ唯心 浄土 思想 で あ っ て も，唯心 の 諸仏浄 土 と唯心 の 弥陀 浄 土 は峻別 され ね

ば な らな い 。

　そ こ で若 し，延寿は 唯心の 諸仏浄土思想家 であ る，従 っ て ，そ の
一

浄 土 と して の 唯 心 弥陀浄土 思

想家に過 ぎな い と い う点が 認め られ る とすれば ， 第一
で 指摘 した唯心 浄土 に 関 して は極め て 僅か し

か 明記 し言及 し て い な い とい う点に 加 えて ，更 に 次 の 重 要な評価が導出され る 。 延寿は唯心 の 弥 陀

浄土 思想に 関 して明記 し言及 して い な い と い う点で ある。第
一

の 指摘か らは唯心 浄土 の 言及は 少な

い
， 第二 の 指摘か らは そ の 中で も弥陀浄土 の 言 及 は 少な い の で あ るか ら，唯心 の 弥陀浄 土思想に つ

い て は極 々 少 な い と論理 的に は な ら ざる をえ な い 。大胆 な表現 をすれ ば，彼は唯心 の 弥陀浄土思 想

に つ い ては考 えて い な か っ た と い う推 定で ある。こ の こ とは次節で具体的 な弥陀浄土 の 見解を考 証

した 後に 再 び考え よ う。

　第三 は，彼の 中心思想 「
理事 無礙 」 で理解 すべ き浄土 に 関す る 二 つ の 見解 と， それ に よ っ て訂 正

さるべ き従来の 見解 で あ る。

　延寿 に は ，唯心 浄 土思想 と西 方有相 の 弥陀浄土 思想 の 二 つ の 見解が あ る こ とをすで に 知 っ た 。そ

れ を 「理 事無礙 」 の 論理 に 当て はめ る と， 事 と して 浄土 は 西方有相 の 弥陀浄土 と い うこ とに な る 。

一方 ， 理 と して の 浄土 は
“

十方に 周遍
”

す るか ら，無方無相 の 唯 心 浄土 とい うこ とに なろ う。厳 密
に 言 うと ， 延 寿は唯 心浄 土 を理浄土 と明言 して い るわけ で は な い し，

「
理事無礙 」の 正確 な理解 は 「一

切理 事 ， 以心為本 IC4
）
であ るか ら，理 浄土 と事浄 土 の 根元 と して 唯心浄土 とす べ きで あ る が ，こ こ で

は 西方有相 の 弥陀浄土 が 事浄土 で あ る こ と は 確 か で あるか ら，便宜 的に 唯心浄土 を対 比的 に 理 浄土

の 側 に お い て考察 を進 め よ う。そ うす る と ， 延 寿は 唯 心 浄土 を認 め つ つ も， 事浄土 として の 西 方有

相 の 弥陀浄 土 も認 め た こ と に な る 。 こ こ で，われ われ は 第一
項 で 考 察 した 『万善同帰集』 第 28 問答
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後半 ， 事相浄土 晒 方弥 陀 浄 土 ）の 見解が よ り明確に 理 解で きる。そこ で ，従来の 見解 に つ い て 多少

補註す べ き こ とが でて くる。従来 の 見解 の 中に は ， 延 寿 の 唯心浄土思想 と善導の 指方立相 論 を対比

し考証 して，延寿 は西方弥陀浄土 も認 め て い た か ら ， 善導へ 指 方 立相論 と矛盾する もの で ない と会

通す る もの もある。それ は部分 的に 誤 り で な い に して も，充分 な説明 に なっ て い な い e こ の 説明 は

浄土 に 関す る延 寿 の
一

つ の 立場，事 浄土 として の 西方弥陀浄土 の 思想だ け を採 っ て 会通 し て い る に

す ぎない の で あ っ て，彼は西方弥陀浄土 を消極的に認め て は い たが ， もう
一

方の 唯心浄土 を積極的

に主張 した と補註 すべ きで ある 。 それ よ 弓も， （聖 者の ）唯心 浄 土思想 を主張す る延 寿 と凡夫の 指方

立相論 を主張 する善導 とは機根論 （凡夫 と聖者）・行業論 （念仏 と諸行）・信仰論 （弥陀 と諸仏），そ の 他

に 決定的な違 い が ある こ との 方が 重要で ある。両師 を対比 し考証する な らば，その 全体像か ら研 究

す べ きで あ り ， 延寿思想の 極 く
一部 に認め られ る西 方弥陀浄土思 想 を取上げて安易に会通すべ きで

は な い
。

　第四 は ， こ の こ とよ り， 従来の 見解 に つ い て 更に 重 要な疑義が 生 じる 。 従来 の 見解で は西 方弥陀

浄土 は 明 らか に事相 浄土 で あるか ら ， そ れ と対称的な空 無 を説 く禅徒 を理 と解 して ，〈禅浄双修〉の

思想家 とす る評価で あ る。論考 の 中に は
“

当時の 禅宗失 意の 徒が 唯だ理 に執 し て事 に 迷 い ，また教

家の 人が 唯 だ事 に 執 して 理 に 迷 っ て い る の を見て，両者 とも偏見に 堕 す る もの となし， 理 事合行 ・

禅浄双修 を力説 した もの で あ る。茲に お い て 延 寿は こ の 中で最 も重要 な理 と事 との 関係 を禅 と浄土

の 関係に結び つ け，禅 と念仏 の 双修 を勧 め た の が 参禅念仏四料揀偈 で あ っ た
” 〔5）

と説明 される 。 こ こ

で禅 宗
・教家の 偏見 を諌め ， 理事双修 ・禅浄双 修 を力説 した とい う論文 前半 の 典拠 は，

『万善同帰集 1 第 42 問答 （大 正 48・973中）

　　古徳釈云 。 禅宗失意之徒，執理 迷事云 ，性本具 足 ， 何 仮修 求 。 但要亡 情， 即 真仏 自現 。 学法之

　　輩，執事迷理 ， 何須孜孜 修習理 法，合之双 美， 離之両傷。理事双修 以彰円妙……。

で あ る 。 こ の 本 旨は，か つ て （ある い は 当 時）空理 に執 し事行 を疎か に す る禅徒 ， 事行 に執 し理行

を疎か に す る教家の
一

方に偏す る こ とを非難 し ，
理 事双修を勧め た もの で あ る。従 っ て ，禅徒には

禅宗 の
「
理事 」 が あ り ， 教家には教宗 の

「
理事 」 が ある と理解 すべ きで あ る。問題 は論文 後半 の 説

明 で ， 前半の 理 事双修 を 「理 」 と して の 禅 ，

「事 」 として の 浄 とする の は誤 りで ある。前半の 延 寿 自

ら の 見解 に よる 限 り， 禅に は 禅 の
「
理事 」 で あ る こ とは明 白で あ り， それ を 「理 」 として の 禅 とす

る の は 延 寿が非難す る
“

禅宗 の 意 を失 っ た徒
”

に な る。また ，弥陀浄土 に も唯心 の 弥陀浄土 と西方

有相 の 弥 陀 浄土 が あ る こ とは すで に 知 っ た。それ を
「
事 」 に 限 るの は 論理 的 に成 り立 た な い 。以上

の よ うに，前半 の 典拠，延寿 自らの 見解 に よる限 り，

「
理 」 と して の 禅

・「事 」 と して の 浄土 と い っ

説明 はあ りえな い 。しか も
「学法之 輩 」 が 浄 土教家を指す と い う こ と は何処 に も書か れ て い な い 。

従 っ て，
“

理 と事 と の 関係 を禅 と浄 土 の 関係に 結び つ け
”

とい う解釈 は ，
こ の 典拠 そ の もの か らは あ

りえな い 。彼は禅 に は禅の ， 教家に は教 家 の 理 事双修 を主張 する。 こ の 意味で は く教禅双修 〉 と理

解すべ き で，〈禅浄 双修 〉 と理 解す るの は行 き過 ぎで あ る。

　 こ こ で 更に 疑義が 残 る の は ， それ で は延 寿は く禅浄 双修〉 を本 当 に 明示 し主張 した の で あろ っ か

とい う点 であ る。こ の 典拠 で確実に 知 られ る こ とは，と くに 禅徒の 理 事双修 を明記 して い る こ とで，

「学法之輩 」が確実に 浄土 教 家を指 す か ど うか は 判 ら な い 。法眼宗 の 法脈 を継 ぐ延寿 に は騨禅宗 の 影
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響が 極 め て 大 きい けれ ど も， 浄土 思想 ， と くに 弥陀浄土 思想の 言及 が 極め て少 な い こ とはすで に知 っ

た とお りで あ る 。 従 っ て ， 禅 と浄土 を対等に考 えて 〈禅浄 双修 〉 を主張 した とする従 来の 見解に は

疑問が 残 る。ただ ， こ こ で も誤解 を避 け るた め に 補註するが ， 延 寿は く禅浄 双修〉 を否定し た と い

うの で は ない 。「万善同帰 」は彼 の 中心 思 想で ある か ら ， 禅 も浄土 も， 華厳 も天台 も，同帰 である と

い う意味 で は 〈禅浄同帰〉 で あ る が
，

「
理 」 として の 禅， 「事 」 と して の 浄土 の 双修 は 誤 りで ある し，

禅と浄土 の み 対等に 考えて双修 した と い う評 価に 否定的なの で ある。「
禅浄双修」 と い う用語 も言及

も彼 の 著述 の 中か ら は今の と こ ろ見出 して い な い
， 〈禅浄双修〉が 主張 され る の は ， 浄 土教が大 きな

勢 力を持 つ 宋代以 降の 思想家た ちの よ うに思われ る 。 われ わ れ は 延 寿 自身の 思想 と後 の 浄 土思想家

た ちの 評価 を混同 しては な らな い 。

　（1） また 冒頭 の 問 答 に 認 め ら れ る
「
達磨 大 師」

「杜 順 和 尚 」
「
（天 台）涅 槃 疏」 （大 正 47・417 中

一418 上 〉，『
万 善同 帰

　　集』 第 1問 答
「
禅 宗 」

「華 厳 」
厂法華」 （958 下 ）の 見解 も同様 で あ る。

　  　安藤 俊 雄博 士 は ，
“

と くに 注 意すべ きは 彼 〔延 寿 ） が 禅の 立場 に お い て ．天 台 ・華厳 ・法 相 の 三 宗 を教 学 的 に 統

　　合 しよ うと した 点 で あ る。”

（
「天 台 性具思想論 』 167 頁）と言 わ れ る 5 そ の 中に も浄 土 思 想 は 指 摘 され て い な い 。

　　しか し，博士 は 後 に
“
延 寿 は 宗 鏡 録 百巻 の な か に 浄 土 教 を論 ず る の み な らず……”

（
『
天 台学論集』 20頁） と浄 土

　 教 を認 め て お られ る。そ の 浄土 教の 比 重 が ど うか，具体的内容 が
一

般的な浄 土 思 想 か 弥 陀 浄 土 思想か。そ れ は 以

　　降で
’
明 らか に な るで あ ろ う。

　  　こ の 引証 は，古来有名 な善 導の 指 方立 相 論 の 主 張 と驚 くほ ど似 て い 6 ，，

　　　
『観 経 疏」 巻三 ，善導 （大 正 37・267中）

又今 此 観 門等，唯指方立 相，住 心 而 取 境。

総 不 明 無 相離念也。如 来 懸知 末 代罪濁 凡夫。

立 相住心，尚不 能得。何 況 離相 而 求事者。

如 似無術 通 人，居 空 立 舎也。

　　
『
万 善 同帰 稟』 第 1D問答

上 都 儀 云，夫 帰 命三 宝 者，要指方 立 相，住 心 取 境 。

不 明 無 相 離 念 也、仏懸知 凡 夫。

繋 心 尚 乃不得。況 離相耶．

如 無 術通人，居空造舎也。

　　しか し，善 導 は
“
末 代 罪 濁 の 凡夫

”
ゆ え，指 方 立 相 論 を主張し，「

唯識 法身之観 」
「自性 清浄仏性観」 とす る聖

　道 諸 師 を批 判 し，延 寿 は
「
理 事 無礙 」 ［無 不理 之 事，無閔事 之理 ］の 立 場か ら，唯心 浄 土 思想 を主 張 す る。両 師 の

　決定 的 な違 い は機根 論 に ある。「上都 儀 』 あ る い は両 師の 影響関係は 明 ら．か で な い 、
〔4＞ 『

万善同 帰集』 第 98問 答，大正 48 ・991 上。

（5｝ 中山正 晃
「
祖師 禅 と浄 土 教 」

『印仏 研 』 第 25巻第 2 号。なお，従 来 の 見解 （望月信 亨
「
永 明延 寿 の 禅浄 双 修論」

　
『中 国 浄 土 教理 史』，藤吉慈海 「禅修双 修 の 展開』 198− 203 頁 な ど）で も

「
理 事 双修 」 と

「
禅浄双 修」 を同

一
趣 旨

　と考 え て い る よ うで あ る。

〔6） 『
景徳伝灯録』 巻 26，大 正 51 ・421 下

一422 上。

　本節 で は，延 寿 の 浄 土思 想の 中で も唯心 浄 土 思 想 に 限 定 して 取上げ ， そ の 典拠 ・内容 ・
問題 点 な

どを検 討 し た 。 そ の 結果 ， 従 来知 られ て い る幾 つ か の 内容が詳 し く確認 され た し， 従来指 摘 され て

い な か っ た新 たな様相 も浮ぴ 上 っ た 。しか しま た ， そこ に は 弥陀 浄土 思想 との 関係 で なお解 明 しな

けれ ば な らない 大 きな課 題 ・疑 問 も残 され た。

　まず第一
項 で は ， 延寿の 唯心浄土 思想の 典拠 の 中，

「

唯心浄土 」の 用語 を使 い 言及 す る唯一
の 個所

『
万善同帰集』 第 28 問答 を分析 し検討 した 。 そ の 内容 は

“

唯 心浄 土 とは十方 に周遍する浄土 で ， 心

まさ に 生ず と了 し
”

，

“

心 を識 る
”

こ とを知 っ た。こ の 問答 の 主題 は む しろ後半 の 浄 土往生 に つ い て

の 見解に あ る 。 そ こ で 彼は 西 方有相 の 弥 陀浄 土 を前提 と して ， 力 量未 だ 充た ず観浅 く心浮 くような

劣 っ た 人 は仏国に生 じて菩薩の 道 を行 うべ きと主張 し ， 代表 的浄土 経論 の 有名 な
一

節 を引証 とした。
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そ れ らを仔細に 調 べ る と， 延寿 は劣 っ た 人の 浄土往生 を認 めて は い る が ，真意は 唯 心浄 土 を志 向 し

た ように 思 われ る 。 そ の 結果 ， 劣 っ た 人 の 浄 土 往生 と勝れ た 人 の 禅宗 との 〈禅浄双修〉 は 論理 的に

矛盾す る の では な い か とい う疑 問が 生 じ た。

　第二 項で は 「唯心 浄 土 」 の 見解は前項だ けで ある の で ， 唯 心浄土 思想に 関係 す る典拠 を渉猟 した 。

その 結果，第
一

に関係事項は十数個所 に 散見され るだ けで，極め て 少な い こ とを知 っ た 。そ の 内容

は こ と ご とく彼 の 中心思想，唯心 思 想 あ る い は理事無礙 で解釈 されて い る。われ われは 唯心浄土 思

想 の 言及 が 極め て 少 な い に もか か わ らず，彼 の 中心思想が く唯 心 〉 である か ら，当然唯心 浄 土思想

家 と考 えて い た。 もとより， 延 寿が 唯心浄土思想家で あ る こ とは誤 りで な い が ，著 述 に は唯心浄土

思想の 詳細な具体 的言及 はな い ．

　第二 に ， 数少 な い 唯心浄土思想 を予想 させ る典拠の，その 浄土 は不特定 な浄 土 ある い は 浄 土全 般

と解すべ きで，弥陀浄土 と特定す べ き もの で は なか っ た 。 彼 の 主張す る唯心浄土 は 諸仏浄 土 が 対象

で あ っ て ，弥陀浄 土 は そ の 中の
一

浄土 に す ぎな い 。 こ の 点で，後世 〈唯心 浄土
・本性弥陀〉 に 代表

さ れ る 弥陀 の 唯 心浄土思想に 至 っ て い な い 。以上の こ とよ り，延 寿は浄 土 思想に つ い て は 強 い 関心

と深 い 理 解を示 して い な か っ たよ うに 思わ れる。 と くに 唯心 の 弥陀浄土思想に つ い て は殆 ど顧慮さ

れ て い な い 。

　彼 は唯心思想家で あ る → 従 っ て ，浄土 に つ い て も唯心浄土思想家 で あ る→ 従 っ て ，更に 唯心 の 弥

陀浄土 思想 家で あ る。

　わ れ われ は資料的に 立証 しな い まま ，
三段論法 で 演繹 し考 え て い た ようで あ る 。

こ の 意味 で の 彼

は 正 し く唯心 浄土 思 想家で あ り，最初 の 提唱者 とい う評価は ゆ る が な い
。

　第三 に ， す で に 弥陀 浄土 思想に つ い て も ， 唯心 の 弥陀浄土 思想 と西方有相の 弥陀浄土 思想 の 二 つ

の 見解が 認 め られ た。その 中の 西方浄 土 往生 を劣 っ た 人 の 行業 と して い るが ，それ だ けを取上げて

善導の 指方立相論 と矛盾 しな い と会通すべ きで な い
。 延 寿は勝れ た 人の 唯心 浄土 を志向す る 。 善導

は深 い 内省の 機根論か ら指方立相論 に 立 た ざ る を得 なか っ た 。 両師 の 思 想 は ， そ の 他 を含め て ， 根

本的 な違 い の 方が重要 である。

　第四 に ， 従来 の 見解 の
「
理 」 と して の 禅・「事 」 と して の 浄土 の 双 修 すなわ ち ， 禅浄双修 の 思想

家 と い う解釈は 誤 りで あ る。禅宗 に は 禅宗の 理事双修 で ある こ と は 延寿 自ら明言す る。浄土 は 浄 土

の 理 事双修 も同様で あ ろ う。「理 」
の み の 禅 ・「事 」 の み の 浄 土 の 双 修は延寿の 非難す る主張 である。

まし て ， 延 寿思想に 占め る禅宗 の 大 きな比重 と浄土 の 僅か な言及 は対等に 扱え な い 。従 っ て ，延 寿

には 思想的に も資料的に も禅浄双修は あ りえな い
。 禅浄双修 思想 は 後代 の 成立 で あ ろ う。

　 以上が 延 寿 の 唯心浄土 思想の要結 で あ る。

　 それ で は ，延 寿の 弥陀浄土 思想は 具体 的 に ど うで あろ うか 。

第三 節　永明延 寿の 弥陀浄土思 想

　前節で は ， 延 寿 の 荘大な総合哲 学 の 中か ら， と くに 後世 高 く評価 され る唯心 浄土 思想 の 内容に つ

い て，弥 陀浄土思想 との 関 係に 注意 しな が ら考証 した 。そ こ で の 最大 の 要点は ，彼 の 唯心 浄土 思想

は 弥陀 浄土 と特定 し， 弥陀浄土 を前提 と して 主 張 され た の で は な い ，と い う点 に あ っ た．そ の 結果 ，
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従 来の 見解の 幾 つ か は 訂正 された が ，ま た ，重 要な疑義 ， あ る い は弥陀浄土思想そ の もの の 検討 は

残 され た 。本節で は ， 延 寿 の 弥 陀 浄土思想 の 具体 的 な内容に つ い て 今少 し深 く切 込み ， あわ せ て ，

前節で 留保 し た 課題 そ の 他 の 事項 に つ い て 考証 しよう。

　　第一項　弥陀浄土 思 想関係資料 と全体的特徴

　延 寿の 思想体系が 唯心思想 を根 元 に お い て，それ まで の 様々 な諸宗 ・諸思想 をすべ て 収 斂 した 荘

大 な く心 〉 の 総合哲学で あるがゆ え に，未だ夫 々 の 立場 で しか 研究 され て い ない こ とは第
一

節 の 研

究成果で知 っ た とお りで ある。そ の 場合 ， 彼 の 思 想の 夫 々 の 立場 を正 確 に 知る た めに は ，
こ れ も彼

の 著 述 の 特徴 の
一

つ で あ る 夥 しい 引用経 論 を調査 する こ とが 最初の 基礎的作業 として 重要である 。

す で に 禅 ・天 台 ・華厳 等の 立 場で は ，その 試み が な され ， 夫 々 厖大 な数量 の 関係 資料が 指摘 され て

い る劉 しか し ， 意外 なこ とに浄土教の 立 場で は関係資料 の 調査は殆 ど認め られ な い 9〕

　われ われ も， まず延 寿の 弥陀浄土 思想 を正確 に 知 るた め に延寿著述に 認 め られ る弥陀浄土 思 想関

係資料の 調査か ら始め よ う。

　そ こ で ，こ の 場合 の 基準で あ る が ，まず第
一

に 延 寿著 述 に 認め られ る
「弥陀 」

「
極楽 」 並び に それ

と同義 の 用語 （た と え ば ，「無 量寿仏 」
「

安楽 」
「安養」 な ど）， 及び それ を述 べ る 引用経 論 ・

中国典籍が

該当 しよ う。 こ れ は浄土教関係 資料 を査定 する場合 の 最初 の 作業であ る響 しか し，そ れ だけ で は充

分 と言えな い 。「弥陀 」
「
極 楽 」 の 用語が あ っ て も， 単 な る引用の

一
部 に 過 ぎず ， そ こ で の 論 旨 ・主

張 と関係 な い こ とが ある か らで あ る 。 従 っ て ，第二 に 「弥陀 」
「極楽 」 の用語が な くて も， 明 らか に

弥陀浄土思想を予 想 させ る記述，た とえば ， 浄土三 部経など阿弥陀仏 を主要 とす る引用経 論 の 調査

も重要 で ある伊 た だ
，

こ の 場合，何の 経論 に 限定する か と な る と容易 で は な い
。 こ こ では 第二 章第

一節で精査 した浄土 三部経に と くに 注 意 し，そ の 他の 経論に つ い ては そ の 論 旨との 関係で 考慮する

に とどめ よ う。それ に よ っ て ，延 寿が如何 な る経論 を典拠 ［所依］と して 弥陀浄土思 想 を考 えて い

た か が 知 られ よ う。 そ して 第三 に延寿が 引用 す る中国浄土教典籍 の 調査 で あ る e こ れ らは延 寿の 弥

陀浄 土 思想に 及ぼ した先行思想 として極め て重要な 資料で ある。た だ ， こ の 場合に も何が 重要 な中

国浄土教典籍 か とな る と基準は難 し い
。 こ こ で も従来指摘 され て い る典籍 を参考 とす る に とどめ た

い 9 そ れ に よ っ て ， 延 寿の 弥陀浄土 思想 が 如何 な る系統 を継承 して い る か が 資料 的 に 立証 され よ

う。本稿 で は，以上 の 諸条件に 該 当す る 言及 を弥陀浄土 思想関係 資料 と査定す る こ と に しよ う。

　そ こ で ， 弥陀浄土 思想に 関係す る資料 を前節既出の 個 所 を含め て 抄出す る と以 下 の とお ワで ある。

弥陀浄土 思想関係資料
一

覧

　巻数 （頁数 ・段 ，○関係個所）

引　 用　 文 （備考）

『
宗鏡録』 100巻 （大正蔵第 48巻）

  巻 1 （418 中，  ，  ）

　経 云 。 三 十 二 相八 十種 好，皆従 心 想生 。 （『観無量 寿経 』）
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  巻 11 （477中）

　杜順和尚偈云 。 遊子謾波 波 ， 巡山礼土坡 ， 文殊只者是，何処 覓弥陀。

  巻 16 （501下，  ，  ）

　無量寿経 云 。諸仏如来是法 界身， 入
一

切 衆生心想 中。 是故 ， 汝 等心 想仏時，是 心即具三 十二 相八

　十 随形好。是心作仏，是心是 仏。諸仏正 遍知海 ， 従心 想 生。

　此無量寿経 ，為 中下之 機 作十六 観想。令韋提 夫人等，暫現仏身 ， 恐生 外解。故有此説 。 是心是

　仏之文 ，令生実見 。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （『観 無量寿 経 』）

  巻 17 （506上
一

下，前節第二 項既 出）

　 問。……云何教 中更立 念仏法門。

　答 。 只 為不信 自心是仏，向外馳求。若中下根 ， 権令観仏色身，繋縁麁念 ， 以外顕 内，漸 悟自心。

　若是上機 只令観 身実相。観仏亦然．・…・

　又 止観 明 ……自念
一

切所有法皆如 夢。当如是念仏数 々 念，莫得休 息。用是念当生 阿弥陀仏 国。是

　名如相念 。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（『摩訶止観 』
「常行三 味 」）

  巻 21 （532上 中， 前節第 二 項 既 出）

　 問。浄 土以何為体 。

　答。……経云 ， 青 色青光 ， 黄色 黄光等是也。　　　　　　　　　　　　　　　　 （
『
阿弥陀経 』）

　天 台無量寿疏云，……此 経 ， 心観為宗，実相為体 。　　　　　　　　　　　　 （
『天 台観経疏 』）

  巻 22 （534下
一535中，前節第二 項既出）

　夫眞心 無形，妙体 絶相。云何有報化荘厳等事。

　答。諸仏法身如 眞金。相 好似金荘厳具。以金作具，体用 全同。従心現色 性相無 二 。……。

　所以天親云 。広略相入者，諸仏有二 種 身。一法性法身 ，
二 方便 法身。由法性 法身故，生方便法身。

　由方便法身故 ， 顕 出法性法身 。 此 二 種 身，異而不可 分 ，

一
而不可同。是故 ， 広略相 入 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（『往生 論註 』）

  巻 24 （547 下 一548下，前節第二 項既出 ，

一
部     ，  ）

　夫成仏本理但是
一

心 者。云 何更立文殊普賢行位之 因，釈 迦 弥勒名号之果，乃 至十 方諸仏国土 …・’・
。

　答 。 此是無 名位 之名位 ， 無因果之 因果。是心 作因 ， 是心成果 e 是心標 名 ， 是心立位 。

……。

　阿弥 陀 者，此云無量寿。即 如理為命，以
一

心 眞如 性 無蠱故 ， 乃 日無量寿。・…・・

　又諸仏徳用既 斉，名号亦等 。 随称何名 ， 名無不盡 。 如称
一

阿弥陀仏名，礼召
一

切 諸仏，無不周備。

　西 天 云 阿 弥 陀仏，此云無量寿 。 豈有一仏非長寿也 。

…

　又法 華経 明 ，十方諸仏皆是釈迦分 身 ， 則阿 閼 弥陀悉本師矣。本 師 即我心 矣。 釈 云 ，非独 弥陀 阿 蘭，

　十方諸仏皆我本 師．海印頓 現。且法華分 身有多浄 土 。如来何不指 己浄土，而令別往弥陀妙喜 。思

　之 ， 故知 賢首弥 陀等 ， 皆本師矣。復何 怪哉。……。且 如 総持教中……流出西方 無量寿如来 成 所

　作智 ，

……
西 方無量寿如来 亦名観 自在 王如 来……。　　　　　　　　　　　（

『
演義鈔 』 巻 90）

  巻 25 （559中下）

　如 般舟三 昧経云 。 何因致 現在諸仏悉在前立 三 昧 。如是，跋 陀和
……持戒完具 ， 独

一
処 ，心 （念）西

　方阿弥陀仏，今現在随所聞 当念 。……一
切 常念阿 弥 陀仏。……

v 若沙 門 白衣、所聞西方 阿弥陀仏 ，
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　 当念彼方仏……
， 若七 日七 夜 。 過七 日 已後 ， 見阿弥陀仏……

。 爾乃 見便於此間坐 ，見阿弥陀仏……

　 為人説之。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （『般舟三昧 経 』 三 巻本）

　 如上 所説 皆是頓入之門 e 以備上根 ，非為権漸。

  巻 28 （580上 中，  ，  ）

　　　説 無生之妙 偈。安養国内水鳥， 皆談 苦空 。

……

　 阿弥陀経云 。 復次舎利弗，彼国常有種 々 奇妙雑色之鳥……
， 皆悉念仏念法念僧。

　 斯則皆是 頓悟 ， 自心更無余法……。

  巻 29 （589上中）

　 傳大士三 諌歌云。……
　若欲求念弥陀仏　東西南北是西 方　西 方弥陀触処是　面前背後七 重行

　　　　 或黄或赤或紅 白　或大或小 或短長　天 蓋正 是弥陀屋　木孔木穿弥陀房　天上空中弥陀路

　　　　 草木正 是 弥陀郷 　日夜前後 噌々 鬧　正 是 弥陀 口放光　若欲礼拝弥陀仏

  巻 30 （592上
一

下。一
部   ，  ）

　 問 。 八万 四千法 門，門門解脱 。云 何偏取
一

心 門，以為 眞趣。

　答 。 此
一

心門，是眞性解脱。・…・・只令於衆生心行 中求 ， 不於 余処 求 。

……

　故摂論 云 ，……
乃 至 欲 託 質蓮台 ， 永抛 胎蔵，生極楽等諸仏国土遊戯神通者，皆能了達 自心，無不

　化往 。 又復 ， 豈止
一

行一願，凡有
一

切希求 ， 無不従意 。 故如来不思議境 界経云 ，三世一
切 諸仏，

　皆無所有 ， 唯依 自心 。 菩薩若能了知諸仏及
一

切 法，皆唯心 量。得随順忍 ，或入初地，捨身速生 妙

　 喜世 界 ， 或生極楽浄仏土 中 。

  巻 32 （603中下，  ，  〉

　如華厳経 。解脱長者告善財言，我若欲 見安楽世 界阿 弥陀如来 随意即 見 。

……我如是 知 ， 如是憶

　念。所見諸仏皆由 自心 。

……
　　　　　　　　　　 （後に

『楽邦文 類 』 巻
一

に 浄土経典 と査定）

  巻 36 （623中下）

　夫観 門略有 二 種。一依禅宗及 円教 。 上上根人，直観心性 ，不立能所，不作想念 。 定散倶観 　内外

　威等 。 即 無観之観 。 霊知寂照 。

　二 依観門。観心 似現前境。雖権立 仮相 ， 悉従心変。如観 経 中 ， 立 日観水観等十六 観 門 。

  巻 78 （848上 ）

　又 昔 人偈云 。寧神泯是非　現身安楽 国。

　　　　　　　　　　　　 （
「
臥輪 禅師偈 」 S ．6631v ．，

「
究竟大悲経』 巻二

，

『景徳伝灯録 』 巻五）

  巻 82 （870上     〉

　是臨 西方国土 水鳥樹材t・悉皆説法。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （『阿弥陀経 』）

　説法之 処 ，即 如如心。所以如来
一一

根 門，遍塵刹 土 乃至 毛 端 而 説妙 法。……

  巻 91 （911上、  後半，  ）

　古徳云 。十方諸仏皆我本師，海 印 頓現 。

・…・・而 令別 往 弥 陀妙喜。思之 ，故知 賢首弥陀等，皆本師

　矣 。

……流出西方無量寿如 来，成所作智。……　　　　　　　　　　　　　　（『演義鈔 』 巻 90＞
  巻 97 （940中，  ，  〉

　経 云 。 三 十 二 相 八 十種好，皆從心 想生 。　　　　　　　　　　　　　　　　　 （『観 無量 寿経 』）
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  巻 97 （941中）

　問 。 何老是法 界。云 辺表不可得名為 法界 。

　法 照禅師云。経云 ， 三 阿僧祇百 千名号 ， 皆是如来異名 ， 即 眞心 之別称 也。又 経云 ， 万法不出一心。

　此義是也。　　　　　　　　　　　　　　　　　 （『浄土 五会 念仏観行儀 』 広略 二 本に は 無 し）

  巻 99 〔951中下）

　天 台無量寿仏疏云 。……仏即 是 法身。観即般 若。無 量寿即 解脱 。……
　　　　 （

『
天 台観経疏 』）

  巻 99 （951下 ，   ）

　安楽集云。問，何 因
一

念 仏之力，能断一切諸障 。 答 ， 如経 ［華厳経 ］云 ， 譬如有人用師子筋以為

　琴絃，音声
一

奏，
一

切余絃 悉皆断壌 。

……若人但能菩提心中 ， 行念仏三 昧 者 ，

一
切 悪魔諸障，直

　過無難。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（『安楽集 』 巻上 ）

  　巻 100 （956 中）

　能以
一

念将 此法 門，於末劫 中， 開示 未学。是人罪 障 ， 応 念消滅 変其所受 地獄苦 因，成安楽国 。

「
万 善同帰集』 （大 正蔵第 48 巻）

  　巻頭文 （958中，  ，  ）

　華厳経云。解脱長者告善財言 ， 我若欲 見安楽世 界阿弥陀仏 ， 随 意即 見 。 乃 至 所見十方諸仏，皆由

　 自心。……

  　第 10 問答 （961中，前節第二 項既 出）

　上都儀云。夫帰命三 宝者 ， 要指方立相 ， 住 心取境，不明無相 離念 也。仏懸知凡夫 ， 繋心 尚乃 不得 。

　況離相耶 。 如無 術通 人居空造舎也 。　　　　　　　　 （
「指方立相論 」

『
観 経 疏 』 善導 と同趣 旨）

  第 13 問答 （962上
一下 ， 前節第 二 項既 出，

一
部  ）

　問 。 経 云，観身実相，観 仏亦然。一念不生 ， 天 眞頓朗 。何得唱他仏号 広誦余経 。

…

　答。夫声為衆義之府，言皆解脱之門，
一

切 趣 声 ， 声為法界 。

……。故飛錫和尚高声念仏 三 昧宝王

　論云 ， 浴大海 者 ，

……心仏既 然 。 則万 境万縁，無非三昧 也。……
　　（『念仏三 昧 宝 王論 』 巻上）

　群疑論云 。 問 ， 名字性空，不能詮 説諸法 c 教人専称仏号 ， 何 異説食充飢 乎。犠 若言名字無用 ，

　不能詮諸法体 亦応喚火 ， 水来。・…・t，聴聞読 誦 ， 利益 弘深，称 念仏 名，往生浄土 。亦 不得 唯言

　名字虚仮，不有詮説者乎。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（『釈浄 土群疑論』 巻二）

　論云 。問，何 因
一念仏之カ……

。 答 ，

・…・・一切煩悩
一

切 諸障， 皆悉断滅 。　　 （『安楽集』 巻上）

  第 16 問答 （963下 ）

　慈愍三蔵 云 。 聖教所説正 禅定者，制心
一

処 念 々 相続，離於昏掉 ， 平等持心。若睡眠覆障， 即 須

　策動 念仏 ・誦経 ・礼拝 ・行道 ・講経 ・説法 ， 教化衆生 ，万行 無廃，所修行業廻 向 ， 往 生西方浄土 。

　若能如是修 習 禅定者，是仏禅定与聖教合。是 衆生 眼 H，諸仏印可 。

一
切 仏 法等無差別……。

  　第 21問答 （964中 ， 前説 第二 項 既 出）

　 問。論云 ，行 道念仏与坐 念，功徳如何 。

　答。・…・・，故偈云，行 道五 百遍，念仏
一

千 声 ， 事業常如此 ， 西方 仏 自成・・…・
。

  　第 28 問答 （966中
一967上 ， 前節第

一項 既 出。一
部   ，  ）

　 問 。唯心浄土 ，周遍 十方
……。
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　 答 。 唯心仏土 者，了心方生。如来不思議境界経云，・・…・捨身速生妙喜世 界，或生極楽浄仏土 中……。

　 又平等之 門，無生 之 旨，雖即仰教生信，其乃 力量 未 充，観浅 心 浮……
。 起信論云。……如修多羅

　 説 若人専念西方極楽世 界 阿弥 陀仏 ……。往生論 云 ……
。 十疑論云 ……

。 群疑論云……。

  　第 30 問答 （967上
一968中， 前節第二 項既出）

　 問 。 心外無法，仏不去 来 。 何有見仏及来迎之事。

　 答。唯心 念仏，以唯心観 ， 遍該 万法 。 既 了堵唯心，了心 即 仏 。 故随所念無非仏矣 。 般舟三昧経 云

　　　
・・

。

……。又按諸経云，生安養者……。安国鈔云
， 所言極楽者，有二 十 四種楽……。

　群疑論 云 ，西方浄土
， 有三 十種 益……

。　　　　　　　　　　　　　　（
『
釈 浄土群疑論 』 巻五 ）

　 目連所問経云 ，……是故我説無量寿国土 ， 易往易取……
。　　　　　 （古佚経，

『
安楽集 』 巻上）

　大集月蔵経云，我宋法時 中， 億 々 衆生，起行修道，未有
一

得者。当今末法 ， 現是 五 濁悪世，唯有

　浄土
一

門，可通入路。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（
『
安楽集 』 巻下〉

　 当知 ， 自行難円，他 力易就 ……。

  　第 31問答 （968中 ， 前節 第 二 項 既 出）

　 問。瓏居士云 ， 事上 説仏国，此去十万里
……。如 何通会而証往生。

　答 。

……若約事論 ， 故非
一

等 。 九 品往生上下倶達 ， 或遊化 国見仏応身，或生報土覩 仏 眞体，……

　 今古具載 凡聖倶生……。故釈 迦世 尊親記文殊，当生阿 弥陀仏土，位登初地。……

　智者大師，
一

生修西方業……。臨終 令門人 唱 起十 六 観 名。乃 合掌讃云 ，四十八願荘厳 浄 土 ， 香台

　宝樹 ， 易到無人 ……。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （『智者大 師別伝 』）

　 称 讃浄 土 経云 ， 十方恒河沙 諸仏 ， 出広長 舌相 ， 遍覆大千，証得往生。

  第 33問答 （968下 ， 前節第二 項既 出）

　問。観経明十六観 門，皆是摂心修定，観仏相好 ， 諦了 円明方階浄域。如何散心 而能化往。

　答 。 九 品経文， 自有昇降。上 下該 摂 不出二 心。一定心 ， 如 修定習観，上 品往生 。
二 専心 ， 但 念名

　号，衆善資熏 ， 廻 向発願，得成末 品。……

  第 42 問答 （973 下）

　慈愍三 蔵録云 。若 言世尊説 ， 諸有為定如空華……無有解脱 。　　　　 （
『浄土慈悲集』 巻上残存）

　又 云 。 若三 世仏行 ， 執為妄想 ， 憑何修 学而得解脱 。不 依仏行 別有所宗 ， 皆外道行。

  　第 60問答 （980上）

　作仏形像経 云 。

……後皆得生無量寿国，作大菩薩，畢当成 仏入泥 疸道。
『
観心玄枢 」 （続蔵 2 ・19・　5，425 左 。   ，  ）

  ） 若不観心，何生浄土 。故 云 ， 三世
一

切 諸仏 ， 皆無所有 ， 唯依 自心。……或生極楽浄仏土 中……。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （『如来不 思議境界経 』）
『
受菩薩戒法」 （続蔵 2 ・10・工，10左）

  　問。於諸 仏 誘進 門中，方便極 多， 省要 提携。何不勧生安養 ， 豈 須破 戒翻障浄方。

　答 。 若生安養 ， 教受 九 品之文。上根受戒習禅 ， 中下行道念仏。衆生根器 ， 不 等，不可守一
疑諸 。

　大乗起 信 論 明諸仏本意，為摂大乗 ， 初入 信之人……廻向往 生，免得退転，若見仏 法身，易成就法

　忍 。此是明文 。証 上 品往生 ……。如下 第九品 ， 聞大乗，不信 仏 戒 ， 或只念仏，乃至 臨 終廻 向 ， 亦
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　得往生・…・・。

「心 賦注 』 四巻 （続蔵 2 ・16・1）

  巻 1 （6左 一 7右，  後半，  ）

　是 以経 中所説西方阿弥陀等諸仏，皆是釈迦。如古釈 云，……，故知 ， 賢首弥陀 等仏皆本師矣 。

……

　流 出西方無量寿如来……。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （
『

演義鈔 』 巻 90）

  　巻 2 （28左，  ，  ）

　阿弥陀経 云 ， 水鳥樹林 ， 皆悉念仏 念法念僧 。

　是知 ， 境是即心之境、心是 即 境 之心……。

  巻 3 （55 右 一左 ，  後 判

　問。……。何更立文殊普賢……乃至 十 方諸仏国土
……。

　答。……
。 阿弥陀者 ， 此 云 無量寿 。 即如理 為命

……。

  巻 4 （70右，  ，  ）

　華厳経 云 。解脱長者言，……我若欲 見安楽世 界阿 弥陀仏 ， 随意即見 。

……所見諸 仏，皆 由 自心 。

「神栖 安養賦 」 （『楽邦文類 』 巻 5 ，大 正 47・214下
一215 上 ）

  弥 陀 宝刹 ， 安養嘉名 ， 処報土 而極楽 ，於 十方而最清。……

　以上が ， 延 寿著 述 に認 め られ る弥陀浄 土 思想関係 の 主な資料 と思わ れ る。も とよ り，彼の 全著述 ，

と りわ け
『
宗鏡録 』 百巻 は 厖大な量 で あ り，筆者 の 見落 し もあ ろ う。ま た ， 識者に よっ て は弥 陀 浄

土 思想 と見倣す資料 もあろ う曽
）

それ らは 更に精査 ・補訂 を続け る こ とに して
，

ひ と ま ず ， 本稿 で は

以上 の 諸資料 を整理 し て ， 夫 々 の 思想内容 と延 寿 の 引用意 図， 見解 を学ぶ こ と に す る 。 それ に よ っ

て ， 延 寿の 弥陀浄土 思 想 が 具体 的客観 的 に 明 らか に な るで あ ろ う。

　そこ で まず， 関係 資料 を眼前に 置 い て ，全体 か ら知 られ る主 な特徴 を指摘 しよ う。

　第
一

に 気づ く点は，総数は 39個 所で ある が ，
こ れ は極端に 少 な い 数 で あ る。因 み に 他宗 ・他思想

の 関係資料 は，禅 系の 牛頭 禅 61項 ・洪州宗約 60項 ， 華厳系の 澄観 81回 ，
天 台系 24典籍 ・240 項以

上 との 研究成果が 報告 され て い る『
）
そ れ に較 べ て，弥陀浄土思 想 関係個所 すべ て を摘出 して も 40

個 所 前後 と い うの は あ ま りに も少 な い
。

こ れ に よ っ て，延 寿 は弥陀浄土 思想に 深 い 関心 と理解 を示

さなか っ た こ とが 資料 的に 納得 で きよ う。

　第二 に ， 出典別 では
『宗鏡録 』 21個 所 『万善同帰集』 ll 個所，そ の 他 7 ヵ 所，総数 39個所 で あ

る。 しか し ，
こ れ をも っ て

『宗鏡録 』 に
一

番多 く弥 陀浄 土 思想 が 認 め られ る と考 え る の は 当らな い 。

『
宗 鏡録 』 百巻 は 大正 蔵 経 の 頁数 に して 543 頁 （415 〜957頁）の 厖 大 な著述 で あ り， 『

万善同帰集』 三

巻は 36 頁 （958 〜993 頁）に す ぎな い か らで あ る 。 単純 に 換算 して 総頁数 で の 比 率で は ，

『万善 同帰集 』

の 方が 7 〜 8 倍 多 く弥 陀浄 土 思想に 言及 して い る こ とに な る。『宗鏡録 』 で は 100 頁 の 中で 2 〜 3個

所 しか 言及 して い な い か ら，如何 に 少 な い か が 知 られ よ 弧 こ こ で ， われ われ は弥陀浄土 思 想 に 関

す る従来の 見解が 何 ゆ え 『万善同 帰集 』 で 語 られ て も， 『宗鏡録 』 で 言及 され なか っ たか を資料的 に

納得す る こ とが で き る。お そ らく， 先学者 た ち も
『
宗鏡録 』 を精査 した で あろ うけれ ど， 延 寿 の 弥

陀浄土 思想 に関する 言及が あ ま りに も少 なす ぎ るか ら で あ る。後 に 指摘す る よ うに ， 極め て 重要 な
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見解が
一

， 二点認め られ るが
， 大正蔵経 543頁 の 中で は殆 ど無 い に 等 しい 。む しろ，われ われ は

『
宗

鏡録 』 に は具体的 な弥 陀浄 土思想の 見解 は ，極 く
一，二 点 の 例 外 を除 い て ，無 い と考 え る方が 妥当

で ある。延 寿 の
『宗鏡録 』 撰述 の 意図 は 具体 的に は 天 台 ・華厳 ・法相 （唯識）・禅思想な どを く心 〉

で 総 合す る こ と に あ り， 唯心 の 弥陀 浄 土 思想 を主張す る意図は なか っ た こ とをわれ われ は 資料的 に

認め ざ るをえな い
。 と こ ろ で，こ の 特徴は また ， われ われ に 彼の 弥陀浄土 思想 に つ い て，次 の 示唆

を与 えて くれ る。彼は 弥 陀浄 土思想 を述べ る つ もりは なか っ た の だ と した ら，何 ゆ え，僅少 とは言

え， 弥陀浄土思想の 言及が 認 め られ るの か と言 う点で ある。彼は弥陀浄土 思想 を除 い た諸宗 ・諸思

想 を総 合哲学に まと め あげ る こ とを意図 した 。 そ の 諸宗 ・諸思想 の 中に ， 偶 々
， 弥陀浄土 思想の 資

料が 入 っ て い た にす ぎな い と い う示唆で ある。それ に よ っ て ，延 寿は如何 な る宗派 ・思想か ら弥陀

浄土 思想 を理解 し て い た か が 資料的 に立証 で きる 。 こ こ で ，引用 され た経典 ・浄 土教典籍が 延寿の

弥陀浄土 思想 を考 える上 で 重 要な意味 を持 っ て くる 。 厖 大な 『宗鏡録 』 か らの 調査は無駄 で なか っ

た ようで ある。

　第 三 に ， 少 し細か く内容 を整理 す る と，総 数は 39 個所で あるが ， そ の 中に は 同
一

の 趣 旨・引用 文

な どが 何個所か 認 め られ る．た とえば
『
（観）無量寿経 』   ・

 
・
 

『
阿 弥陀経』   ・  ・  ，

『如

来不思議境 界経』  
・
 

・
  ，

『
華厳経』 〔入 法界品）  ・  ・  ， 『古徳釈 』   ・  ・  な ど が そ う

で あ る 。 また 逆に
， 1個所に 複数の 言及 ・資料 も認め られ る 。 た とえば ，

『万善 同帰集』 第 13問答

  に
『
念仏三 昧宝王論 』

『
群 疑論 』

『
安楽集 』， 第 28 問答  に

『如来不 思 議境界経』
『起信論 』

『往生

論』
『
十疑論 』

『
群疑論 』，第 30問答  に

『
般舟三 昧経 』 〈諸経〉 『

安国鈔 』
『
群疑論』

『安楽集 』 （『
目

連所問経』
『大集月蔵 経 』）な ど で ある。こ れ ら同

一
の 資料 を重 出ゆ え減 じ，複数 の 資料 を別出 し て

増す と，総数は約 40点ほ どに な る。結果的に は ， 弥陀 浄土 思想 に 関係す る個所 と内容 を異に す る言

及数 とはほ ぽ 同 じで ある か ら，延 寿著 述 に 認 め ら れ る弥 陀浄 土 思想の 言及 は約 40点 （た だ し， 後に

指摘す る引用 経論 ・中国典籍数 とは 異な る） と規定 して よ い で あろ う。 それ に して も，厖 大な著 述

の 中で ，すで に報告 され て い る諸宗 ・諸思想 の 夥 しい 関係 資料に 較 べ て，殆 ど無 い に 等 しい 少 なさ

で あ る 。 そ して
，

こ の 場合 ， 弥陀浄土 思想 を顕著に示 す資料が 『万善 同帰集 』 第 13・28・30 問答の

三 項 に 限 られ て い る点は注意 され る 。 そ の 内容 に つ い て は後に 再 び考 え よう。こ こ で も， われ わ れ

は延寿 の 弥 陀 浄土 思想は
『万善 同帰集』 か ら学ば ね ば な らな い こ とに 気づ く。 それ は前 の 第二 の 出

典別特徴か ら の 示 唆と 同 じで あ る。

　第四 に ，前に 規定 した第
一

の 基準 「弥陀 」
「極楽 」 並 び に そ れ と同義の 用 語 の 頻度数 で ある が ，23

個 所に約 60 語ほ ど認め られ る。 こ れ も決 して 多い 数 では な い 。 しか も，その 殆 どは経 論 典籍 の 引

用 の 中に あ D 、 か つ ， 同 じ引用 文 が何 点 か あ る。延寿 自ら言及す るの は
『
宗鏡録 』巻 24   ，巻 100  ，

『
万善 同帰集 』 第 31問答  ， 『受菩薩戒法』   ，

「
神栖安養賦 」   など に 僅か に 認め られ る に す ぎな

い 。そ の 見解 は 後に 考証 しよ う。彼 の 主 張 の 特徴は 厖大な引用経 論 に よ っ て 語 ら せ る こ とに あ る こ

と は 充分 に知 っ て い て も，こ れ で は 彼に は 弥陀浄土 思 想 を語 る意志は な か っ た と考えて も無理 は な

い であ ろ う。彼 の 著述に
「弥陀」

「極楽 」 の 用 語は 極め て 少 な く， その 殆 どは引用 経 論 ・典籍に 認 め

られ る。当然 ， 弥陀浄 土思想に 限 っ た 言 及や解釈 は 更に 少な い 。

　以上 が ，39 個 所 の 関係資料か ら知 られ た 全体的特徴で あ る 。
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　それ では，僅か で は あ るが ， 彼が 引用 した 弥陀 ・極楽に 言及す る経 論
・浄土 教典籍 の 状況 は どう

で あろ うか 。それ ら諸資料 の 内容 と延寿の 引用 意図 ・解釈 を知 る こ とに よっ て ，また新 た な諸相 と

課 題が 見 え て きそ うで ある．

　〔D　 引用 資料 の 主 な 研 究 成 果 と して，禅 宗 系 で は，

　　　柳 田 聖山
一
牛 頭 禅 の 思 想 」

『印 仏研 』 第 16巻 第 1号。

　　　柳 田 9S・iil 「
馬祖 禅 の 諸 問題」

『匚IJ仏研 A 第 17巻 第 1号 c

　　　仙 石 景 章 「『宗 鏡 録 』 の 引用 諸文 献 一一『楞 伽 経 』 に つ い て
．．一

亅
『印 度 哲学 仏 教 学 』 第 3号。

　 　 天 台 系 で は，

　　　池 出 魯参
「
趙 宋天 台学 の 背 景 一 延 寿 教学 の 冉評価

一・
」

『
駒沢 大学 仏 教 学 部論集』 第 14号。

　　　池 田 魯参
「
永明 延 寿 の 教 学 と起信論 」

「印 仏 研 』 第 33巻 第 2号 。

　　華厳系で は，

　　　石 井修 道
「『

宗鏡 録』 に お よぽ した 澄 観 の 著 作の 影 響 に つ い て 」
『印 仏 研 』 第 17巻第 2 号。

　　　鎌 田 茂雄
『
禅典 籍 内 華 厳 資 料 集成』 94 − 260 頁

　 　 な どが あ る。

　欟　僅 か に H 置 孝彦
「『万 善 同帰 集 1 に あ らわ さ れ た 浄 上 教 説 」

『曹 洞宗研 究貝研 究 生研 究紀 要 』 第 12号 に 認 め られ

　　るだ け で，『
宗鏡録 』 を調 査 した 成果は ない 、

　（3）　日本 浄 土 教，と くに 浄 土 宗学
・真 宗 学 で は浄 土 三 部経 が 止 依 と され て い るか ら，それ 以 外の 経 論 を重 視 しな く

　　て も大 過 は な い が ，多様 な 様 相 と展 開 を遂 げ る イン ド・中国浄 土教 で は 浄 土 三 部経に 限定す る こ とは 許 され な い 。

　　そ の 好 例が 延寿の 弥陀浄 上 思 想 で あ る こ と は 後 に 知 られ よ う。な お，こ の 基 準 は 藤 田 宏 達 『
原 始 浄 上 思 想 の 研 究』

　　 （136− 164 頁） の 方法 論 を延 寿著述 に 適 用 した もの で あ る。

　（4｝ こ の 基 準 は 拙 稿
「
浄 7ヒ教関係疑 経 典 の 研 究 （

．
う」

『
桃幌大谷 短 期大学紀 要』 第 8 号

．
〔と くに 102− 114 頁） の 方法

　　論 を適 用 した もの で あ。しか し，本 稿 では そ こ まで 厳密 に 査 定 して い ない 。

　働 　た と えば，佐々 木 月樵 『支 那 浄 土 教 史」

’
支 那 歴 代 浄 土 教 籍 略 表」，望 月信 亨

『中 国 浄 土 教 理 史』

厂
索引 」 参照。

　〔6｝ た と えば，「−1』四科 浄 土義云，……
」 （

『
宗鏡 録 』 巻 21，大 正 48・533中），「

今我従心 見仏，我心 作仏，我心 是 仏

　　　…
」 〔

「
大集 経 賢護 分 』 大正 13・877 中，『宗鏡 録』 巻 85，大正 48・882上 ），

一
又云，一

念知
一
切 法是 道場、皆 是

　　念仏法 門。即 常行 「 昧諸仏 停 立，現 前 覩 法 界 fム也 II ：
『
宗鏡録 』 巻 88，896 下

一897E ） あ る い は
一
業 報 差別 経 云，

　　高声 念 仏 誦 経．有 卜種 功 徳，……十 生 浄 土 」，「……九 命 終 往 生 」，
「
大 集経 云 ，……志 心 念 仏，ノ1・念 見小，大 念見

　　大 」
「
又 般 若経 云 ，……一

行 三 昧者
……

繋念
一仏 ， 専 称 名字一〔

『
万善同帰集」 巻上，大 正 48 ・962 中，964 中 ド〕

　　な ど は，中国浄 土 教 史 の 上 で は 弥陀浄 上 思 想 と見倣 さ れ うる 見解 で あ る 〔拙 稿
「
浄 上 教 関係疑経典 の 研 究 1−Li　103−

　　104，118− 119頁 〕。しか し．こ こ て は 延 寿 か 弥 陀 浄 土 思 想 と 明 示 して い るわ け で は な い の で，対 象 と しな い 、

　 （7〕　 庁∫註 〔1）。

　　第二 項　弥陀浄土 思想関係 引用経 論 と延寿の 見解

　そ こ で ，延 寿が 引用す る弥 陀浄土 思想関係経論 と中国浄 土 教典籍 を分け て 整 理 し そ の 内容 を検

討 す る こ とに しよう。 まず ， 弥陀浄土 思想関係経 論 を整 理 す る と以下 の とお りで あ る。

弥陀浄土 思 想関係経 論

引用数

「

〔観 ）無量寿経 』 壽良耶 舎訳 （大正 12・343上       延 寿 の 観 経 解釈       ）

『
阿 弥陀経 』 羅什訳 （大正 ユ2 ・347上        ）

『

称讃浄 土 経 』 玄奘訳 （大正 12・350上
一

下  ）

『般舟三 昧経 』 支 婁迦 讖 訳 （大 正 13・905L     ）

6412
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『
如 来不思議境界経 』 実叉 難陀訳 （大 正 10・911下      ）

『華厳 経 』 （入法界品）実叉 難陀訳 （大正 10　・　339下
一340 上       ）

『作仏形像経 』 失 訳 （大正 16 ・788 下，あ る い は 造 立 形 像福報経 79  上   ）
『
大集月蔵経』 （「安 楽集 』 所収 ，大正 47 ・13 下  ）

『
目連所問経 』 （古佚経 ，

『安楽集』 所収，大 正 47 ・14上＠）

＊ 「按諸経 」

『
往生 論』 天 親造 ， 菩提流支訳 （大正 26・233上   ）

『起信 論 』 真諦訳 （大正 32・583上     ）

33111112
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　以上が
， 延 寿が 引用 す る弥陀 浄土思想関係経 論 とそ の 具体的 な引用 数で ある。われわ れ は こ れ ま

で 漠 然 と弥陀浄 土 思想に 関 して，延 寿 に は 極め て言及 が少 な い と感 じて い た カ  こ れ に よっ て ，そ

の こ とが 資料的に立 証 され よう。 すで に研 究 され て い る諸経 論 ・諸宗 の 調査 に 較べ る と殆 ど無 い に

等 し い
。

　しか しまた，僅か で はあ る が ，こ れ らの 経 論の 説相並 びに延 寿の 引用意図 ・見解 を知 る と ， 延 寿

の 弥陀浄土思 想 が 何 で あ っ た か ，何 を所依 と考 えて い たか，西 方有相の 弥陀浄土 と唯心浄土 の 関係

は ど うであ っ た か ，前節 まで に確 認 し課題 と した疑義 は どうか ， な ど の 幾 つ か は よ り資料的具体的

に 立証で きそ うで ある 。

　そ こ で ，

一
々 の 引用 経論の 説相 を確認 し，延寿 の 引 用意図 ・見解 を考 証 しよう。

　まず ， 関係経論の 中では最 も引用数 の 多 い （と言 っ て も僅 か 6 個所で あ るが）『
観 無 量寿経』に つ い て ，

こ れ は 延寿 の 弥陀浄土 思想 を知 る た め の 最 も重要 な解釈が認 め られ る の で煩 を恐 れず再出す る。

  『宗鏡録 』 巻 1 （大 正 48 ・418 中）

　　経云，三 十 二 相八 十種好 ， 皆従心想生。

  同 ， 巻 16 （501下）

　　無量 寿経云，諸仏如来是 法界身……，是心作仏 ， 是心是仏，……従心 想生。

　 此無量寿経，為 中下 之機 作十 六 観 想 。 令韋提夫人 等， 暫現仏身，恐 生外解。故有此 説 ， 是心

　 是仏之 文 ， 令生実見。

  同 ， 巻 36 （623中下）

　 夫観 門略有二 種 。一
依禅宗及 円執 上上根人，直観心 性，不立 能所 ， 不作想念 ， 定散倶観 ， 内

　 外咸等。即無観之観 霊知 寂照。

　
二 依観門。観 心似現前境。雖権立仮相，悉従心 変 。 如 観経 中 ， 立 日観水観等十 六観 門。

  同，巻 97 （940中）

　 経云，三 十 二 相 八 十種好，皆従心 想生。

 
『
万善 同帰集』 第 33 問答 （968下 ）

　問。観経 明十 六観 門 ， 皆是摂心修定 ， 観 仏相好 諦了円明方階浄域。如何散心 而能化往。

　答 。 九 品経 文 ， 自有昇降。上 下該摂不出二 心 。一
定心，如修 定習観，上 品往生。二 専心 ， 但念

　 名号 ， 衆善資熏 ， 廻 向発願 ， 得成末品 。

……
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　  　 「受
：
菩薩 戒法．］ 醗 蔵 2 ・10・1 ，］（）左 ：：

　　問tt於諸 仏誘進門中， 方便極 多，省要提 携。何 不勧生安養，豈須破 戒翻 障浄 方。

　　答。若生安養，教受 九品之 文、 E根受 戒 習 禅，中
一
ト行道 念仏。衆 生 根器 不等，不可守

一
疑 諸。

　以 ヒの 観経 の 引 「月経文 並び に 延 寿 の 言及 を読む と，わ れわ れ は そ こ に 彼 の 観 経 解 釈，ひ い て は 弥

陀浄 土 思想に つ い て ，実に 明 快 に 重要 な見解 を知 る こ とが で きる。

　第
一

に ，彼 の 経題 の 用 い 方は 略称 と し て は
∫
’
観 経 」， IE式 な経 題 辷して は

『
無 量寿経 』 と1呼ん で い

る t
一 とくに ．襯 無量寿経 」 あ る い は

『無量 寿観 経 J，｛V の
「
観 」 を略す の は，智 預に仮 託 され た

「
観 無

鋳 仏経疏 、 略 称
コ
嬬 飜 延寵』聴 引 用す る際に も 緩 畿 量 寿 1仏疏 ・     と書 に とと共通

す る．彼は 観 鞴 寿経 、 をす べ て 嘸 鋳 経・ と書 く． 辷 二 う て
1
・わ才・棟 は 弥 1，瀞 土 思艇 ：

’
i羊

細に 説 く康僧鎧 訳
『無量寿経』 が 別 に あ る こ と を知 っ て い る v 彼は

『無量寿経』 を知 らな か っ た の

で あ ろ うか 、t 驚異的博 学強覧 の 延 寿が 『無 量寿 経 1 を知 らなか っ た とは考 え ら れ な い が，　 L か し資

料的 に 探す 限 リ，彼の 著述 に は
『無量寿経 』 の 引用 は 今の と こ ろ 見 出し難 い

。
こ こ で は 彼は 観 経 を

『無量寿経 』 と書 き，実際 の
「
無 量寿経』 は 引用 L て い な い と い う 二 と か ら，彼 の 弥陀浄上思想 に は

『無 量寿経 』
の 影響は 無 い として お く、

　第二 に ，観 経 の 引用 経文 （      ）はすべ て 第 八像想観
「
是心 是仏一に 係 わ る 個所 で，そ の 他 の 経

文は
一．つ も引用 され て い な い 点 で あ る、 こ の

一
是 心是仏 」

の 経 文が 1隹心 浄土思想形 成過程 の 主 流 で

あ っ た こ とは前章で 辿 っ た と お り で あ る．それ まで の 全仏教 思想 を く唯心 〉 で総 合 し た 延 寿に と’．

て ，こ の 経 文 を重視す るの は 当然 t”想され た こ と で あ る． しか し、彼 の 場 合は 天 台系唯 心 浄 土 思想

家が最 重視 した の と異 な
・j，fti　Ci・経論 嶼 纏 依 り ど こ ろ と し て ・・ た 計 れ は 後 に 指 摘 しよう ・

第
．
三に ，こ れ らの 言及 に 彼の 観経理 解 ひ い て は代表的弾 苣浄 上思想が

一
点 認 め られ る点で あ る・

それ ら は ，延 寿 の 浄 1二思想 に つ い て 最 も重要 な．か つ 中心思想 と、1呂わ れ る、

　策 1点は ，観経 そ れ 自体 の 教説に つ い て の 九 品 と ト六観 法 の 二 つ の 解釈で あ る．

一
つ は一 ワ濳 剛 牒 、 第 3躙 答  で

・
　
’・’・J・品 酬 敦 ；よ定心 の ．b粧 物 り・ 獣 ・二但 念名号 ］の 末

品 の 得 成
”
ま で 段階が あ り， 『受菩薩戒法 』   で は

“
上 根 は受戒習禅 L，中下 il根｝は 行道 念仏す る が ，

紲 の 根 器 は 同 1二 で は な い 1・・v　b　3） 　，一
つ に 限 ・ て は い ；ナな げ と 説 く／tt こ の 見解は 観経 ブ・品 の 教 説 を

そ の ま 碑 解 し 、t　S の で 却 ．中［嚇 師覡 解 に 多 く歯   ら れ る b，　P／，，延 寿 独 自 の 解釈 で は な い
tt

　二 つ は ，
『

宗鏡 録 』 巻 16  で 観経第八 像 想観
［

是心是 仏 」
の 経 文 を引証 L た 後 て ，

“
こ の 観経は 中

下 （根 〉の 人 の た め に F六 観 想 を説 い た の で あ リ，韋 提 夫 人 な ど に 暫 く仏身 を見せ るの で あ る 一・…”

と rit　’1，。 こ こ で，観 経 レ六 観法 を中 ド品 の 人 の た め とす る C／）1，t延 寿独 自の 解釈 で あ る。

　第 2 点 は溌 仏教思想に お け る延 寿 の 叛 る観 掻 ひ い て は i・i・・ii’E・1？土 思 想 蝋 価 位 置
一ic　tで あ

る． 」二の 点 が 延 寿 の 浄 十 思想 の 最 も肝要 な，従 ・
，　

’
C．本 章 の 最人 の 要 点 で あ る．t

『オで聾竟露隶」　巻 36　〔プくτE48 ・623 「4．‘ ド〔〔；参1 ：

　　夫れ澱 門 は 略 して 二 種 あ ・）J

一
は禅 宗及 び 円教に 依 る・　 lt上根 ・・人 は 直 に 心性 描 L二誚 旨所

　　 を立 て ず．想 念 を作 さ ず 。定 散倶 に 観ずる も．内外成 な等 し。即 ち無観之観 に して ，霊 知 寂照

　 　 な リt．

　　
一
：に 観 門に 依 る ．観 心 は ・見前 の 境 に 1魔 り誰 ：・イ1財貶 立 て る と凱 ， 悉 く・d・の 変ずる に 従 る／t
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　　 観経 の 中に， 日観水観 等十六観 門を立 つ る が 如 し。

　 彼は禅宗及 び円教 （天 台 ・華厳 ・法相な ど円教 を主張す る人 々 ）を上 上根 の 人 々 と考 え る 。 それ

と は 別 に，観経 の 観 法 に依 る人 々 を認め る。そ こ に 機根 は 明 示 さ れ て い な い が ， 禅宗及 び円教 の 人 々

とは別 であ るか ら，中下根 の 人 々 で あ ろ う。 こ の こ とは前の 観経十六観法を 「
中下之 機 」   とした

こ とが傍証 とな る 。彼は，禅宗及 び 円教 を上上根 の 人 ， 観経 十六観法 を中下根 の 人 と考えて い る こ

と が 明 らか に 知 られ る。 それで は，十六 観法 の 人 は具体的に どん な人 か となる とそ の 指摘 はな い
。

しか し，観経 そ の もの が弥陀浄土 思想 を説 く経典で あ るか ら，彼 らが何宗の 人 で あろ うと，弥陀 浄

土 思想の 実践者で ある こ とに は変 りは ない ，延寿は観経 ひ い て は 弥陀浄土 思想 を中下の 人，従 っ て ，

低 く考 えて い た の で ある。こ の 解釈 は，延 寿が 主張す る唯心 浄土 思想に は
『
観経』 自体全 く典拠 と

され て い な い と云 う点で 極め て重要 で あ る 、 す なわ ち ， 彼 の 唯心浄土思想は唯心 の 弥陀浄土 思想で

は な か っ た こ とを意味 す る 。

　 観 経 に 関す る以上 の 諸見解 を要約す る と，延 寿は唯 心思想の 経証 と して
「
是心是仏 」 の 経 文 を重

視 した 。 観経その もの に つ い て は九 品の 経説では上品 か ら下 品 まで すべ て を認 め ， 人 は 夫 々 根器 が

違 うとした。 しか し，十六観 法は 中下 根 の 人 で あ っ て上上根 の 人 の 教之 で は な い と考 えて い た 。そ

れ ゆえ，彼は弥陀浄 土 を前提 と して 唯心思想 を主張 した の で はな か っ た 。 先 に こ の 見解が延 寿の 観

経解釈 ひ い て は弥陀浄 土思想に つ い て の 最 も重 要な見解 と言 っ たが ， そうで あるか ど うか，その

正 否 はすべ て の 引用経 論 ・浄 土 教典籍 を考証 した後に 更に 明 らか に しよ う。

　次 に 『
阿 弥陀経 』 に つ い ては 4個所認 め られ る。そ の 中， 3 個所 は弥陀浄土 の 種 々 の 鳥や樹林が

妙法 を説 く とい う経文 で，他 の 1個所 は弥 陀浄 土 の 七宝蓮華が
「
青色青光，黄色黄光 」 に 光 り輝 く

と い う経文で ある。従 っ て，経文は い ずれ も西 方 有相 浄土 を説 い た もの で あ り，唯心浄 土 で は な い
。

しか し ， そ の 前後 を読む と， 
「
仮実之 色，皆不離仏浄心 ， 即 此浄心 ， 能顕仮実之色故」， 

「
自’こ、

更無余法」  
「
説法之処 即 如如心」 ，  

厂
境是即心之 境 ， 心 是即境之心 」 とあ るか ら，

い ずれ も・L、

の 表 われ と して有相 の 弥 陀浄土 を説 明 す る 。 す なわち，唯心浄 土 を説明 す るた め の 仮 りの 有相浄土

と い う見解で ある。

　
『
称讃浄土 経』は 十方諸仏 の 證 誠護念，所謂 ，羅什 訳 の 六 方段 で あ り， と くに 注意すべ き内容 で は

ない ．

　
『般舟三 昧経 』 （三 巻本）の 2個所 は有名な般 舟三 昧 の 経文 で ある。こ の 経文 が 唯心 浄土 思想 と共通

す る内容 で あ る こ と， 廬 山慧遠の 定 中見仏 か ら天 台智預の 常行 三 昧 ， そ して ，そ の 後 の 中国浄土 教

主流 の 思想 で あ っ た こ とは前章 まで に 述べ た。延 寿は  
「
如上所 説 ， 皆是 頓入之門。以備上根 ，非

為権漸 」 と高 く評価す る 。 こ れ は
『
観 経』 を 「中下 之機 」 と した こ と と異 っ て い る。

　
『如来不思議境界経 』

『
華厳経 』 （入法界 品）の 夫々 3 個所 は い ずれ も同 じ経文 の 引用 で あ る。 こ こ

に は ， こ れ まで の 諸師には 見 られ な い 延 寿独 自の 特徴が何点 か 認め られ る。そ の 第一は
， 彼 は僅か

とは 言 え，華厳 経典 を所依 と して 弥陀浄 土 思 想 を考え て い る点 で あ る。華厳 系 の 浄土 思想家 と して

はす で に 第三章 で智儼
・
李 通玄 ・澄観 など に 言及 し た が ，華厳 系 の 浄土思想そ の もの は必 ず しも特

筆すべ き もの で は無 な か っ た。延寿 の 場合 に も，荘大 な総合哲学 の 中で浄 土思 想は 決 して大 きな比

重 を 占め た もの で な い こ と に は 変 り は な い
。 しか し， 僅か な 引用 の 中で 6 個所ある こ とは 『観経 』
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74 中国浄 寸二教 に お け る卩隹心浄 土 思想 の 研 究　1−、

「阿弥陀経 』 に 次 〈比重 を占の る。第
．
章

「

問題 の 所在 一で指摘 した が，唯 心 浄十 思 想 の 成立 に つ い

て，従 来，華厳系 の 流 れ が 研究 さ れ て い な い ，そ の
一端が こ こ に 認 め ら れ る 。 延 寿 は 弥陀 浄 土 思 想

を華厳経典 を所依 と L て 叛 て ・ ・ た 。こ 鋸 11は こ 1
’
Lttkで ・n ・fi者師 と黝 る 延 荊 蛸 の 第

一
の Rt？kで あ

る，第二 は引用経文 の 内容 で あ る。す で に 第二 章第三 節
「

唯心 浄
』
ヒ思想 の 典拠 て取 上げ，と くに

「如 来不思議境 界経 』 は更 に 第四章第
’
．節第

一
項 碓 心 浄土 」 の 見解 で論述 した とお り で あ るか，［両

経文 と も謝 t、・浄 」二は い ずれ も
“

自ら の 心 に よ る
t’t

と説 く点 で あ 観 そ L て 第三 は ，両経 文 に は，

弥陀 ・極楽 〔安楽 阯界 1 が 明 示 され て い るが． しか 1−．．、眉 Lは弥陀
・極楽に 限 っ た 唯心 で は な くて，

妙喜 隣 や 防 諸仏浄土 の
一・fムー

浄＋ と L て挙 け ら れ ゑ ・る に す ぎな諺 の 点 であ る陣 なわ ち ・

延 寿 の 両 経文 引用 の 意図 は唯心 の 諸仏 ・浄 一←の 主張 で 一 1隹心 の 弥陀浄
一hを特 定 L た もの で は な か っ

た 。そ れ ゆ え，弥 陀 とそ の 浄十 を説 く
『
観 経 』 を 「中下 の 機 　と差 別 し た 考え 1：矛盾 した 二 とに は

な ら な L
’・。 こ の 点 て

’
．華厳経 二部 の 引 用 は妊 寿の 唯 心 浄 土 思想 の 根幹を なす もの で あ る tt

次 の ・僻 形 イ籍 、の 引用 は 60経 論を超す ・3用 で 万 行・ノ丿徳 を説 く， そ の 中の 造1勦 彳恵娚 1用 に 偶 々

認め られ る
1得 生無量 寿 国」 で あ るか ら， 大きな意味 を持 つ もの で な い ．

　『
た集月蔵経． 亅 目連所問糸到 は 現存 の 経 典に 認 め ら れ ず，『

安 楽集．1 に の み 認め られ る古佚経 とい

う 点 で注 目に伯 す  
r
安楽 集 、 の 弓囲 は 他 に も あ ト

），後 に 再 び 取上げ よ
一1・　．・

　 「彳主｛髢毒愈』　　；よHl亅創百第．
　
．
工貞

F
ぐ言侖ノ吏　L．　t’：c

最 後に
・
大 乗起 信詭 の ［s［EEI・｝弥陀 浄

一
腮 想に 隈 ては 2 イ［漸 て

』
あ ゲ こ 咽 」・防 善 同帰菊 第

28 問答  は 第二 節 で 詳述 し た tt有名 な く不退 防 便 〉 の
一

節 で ．そ の 内容 も延 薄の 引用 意図 も劣 っ た

人 々 の 浄 L往生 成仏 を説 く弥陀 浄 土 思 想 で あ る。 もう
．…

個 所   も同趣 旨で．前 に 挙 げ た 「観経 』
丿し

品 の 解釈 に 続け て ，
一
初入信之人 」の 往 生 を勧め る ‡ 張 で あ る ，こ の 点 で 延 寿 の 弥陀浄土往 生 は 劣 っ

た 人 々 と ［て い る こ とに 変 リは な い 。

　以一Lが 誕 寿 の 引用 す る 弥 旨拵 ＋ 思想関係経論 の
一

々 の 内容 と彼 の 弓阻 姻 ・解釈 で あ る・それ

に よ t．．、　
一
〔．d，？，zS ［）d・Lは 延 寿 e 弥陀酬 想 想．あ る い は r．t〈唯心 浄土思 想 の 幾つ カ’iの 謝 Hか 資料 的 に

見えて き た よ う で
’
あ る、

　まず．弥陀浄上思想 に つ い て の 引川 経論 は 『観経 』
『
阿弥陀経』

『
舟殳痛三 昧 経 」

「大乗起信 論 』 な とゴ

で あ リ、『無 景 寿経 』は認 め ら れ な い 。そ こ に 共通 L．て 認 め ら れ る 思 想 は 夫 々 に 説か れ る具 体的 な酉

方有相浄 土 の 経 文 で あ っ て も，彼は それ を心 の 表 わ れ 一 li三心 と主張す る、

　弥 陀浄
．lt思想が 顕著 に 認 め ら れ る の は

『
観経 』 で あ る が ．そ の 経文 は

「

是心是 仏 」 で あ ト1， また

彼 の
・
観 経 、 驪 購 ＋六 観法 ・九 品 の 教 え と も経 説 どお り． 1・．根か ら

一
畷 と 惣 根 閾 二応 Lズ イ

ニD

縁 い と す る． しか し，仏教 全体 の 中で は
・
観 経 1 は

一
中
一
ド之圏 と教 て い る・ こ の 点 は

「
大乗

起 信論 o の 引用 で も同様 で あ る ．彼 は 弥陀 浄土 を 前提 とし て 唯心 浄 一L思 想 を主張 し た わ け で は な い ，

　　一
方，弥 陀浄 土 を含め 雌 心 1争土 思想 の 引用経 典は 華蝋 椣 ・・二 部で あ る ・そ こ で は ・言融

’1争

土 は
・・
　e ら の 心に よる

〃
と説ヵz れ て い る t／こ こ で も，彼 の 唯’1＞浄土 思想 は弥陀浄土 を前提 とし て ”i’f’

張 され た もの で は な い ． こ の こ とは西 方有相 の 弥 陀浄 土 を説 く
『
阿 弥陀 経」 な ど の 引 用経文 に お い

て も同様 で ．彼は そ れ らの 経 文 をす べ て 心 の 表 わ れ と して 中 ド根 の 人 の た め の ．仮 リの 有相 汀卜土 と

説明 す る。
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　こ こ で，と くに 注意 しなけれ ば な らな い こ と は
， 弥陀 とそ の 浄 土 を説 く経論に 限 っ て考証 した が ，

延 寿は 殊更弥陀浄土 思想だ け を意図 し て 取上 げ，自らの 見解 を述べ て い な い 点 で あ る 。 わ れ わ れ は，
『
観 経 』は 弥陀浄土思想で ある か ら，ま た華厳経 典二 部 に は 弥陀 と極楽に言 及 して い るか ら とい う前

提で彼 の 思想 を考証 した が ，全体 を読ん で ど うして も認 め ざる をえな い の は，彼に は弥陀 浄土 思 想

に つ い て の 深 い 関心 と理解が なか っ た の で は ない か と い う点 である。彼 の 意図する と こ ろ は全仏教

思想 を唯心 で総合す る こ とに あ り，

『
観 経 』や華厳経典 などの 引用 も唯心 思想に 相応す る経文 は引証

とし ， 有相 浄土や 行道念仏 など相応 しない 経 文 は 心 の 仮相 と 説 くtコそ の 結果 と して 以上 の 見解に な っ

た 。そ こ に ， 後 に 〈本性弥陀 ・唯心浄土 〉 を主張 する思想家た ちと の 大 きな違 い が感 じられ て な ら

な い 。

　それ で は ，中国浄土 教関係典籍の 引用 は ど うで あろ うか 。

　〔D　経題 につ い て は ， 野 上 俊 静
「『
観経』 の 名称 に つ い て」

『
中国浄 土 教 史 論 』 参照 。

（2） 延 寿教学に お け る
「
起信 論 』 の 影 響 が 極 め て 大 きい こ と は，池 田 魯参 厂永 明 延 寿 の 教学 と 起信 論」

『印仏 研 』 第

　 33巻 第 2 号，同 「永 明 延 寿 の 起 信 論 研 究 」
『駒 沢 大学仏教学部研 究 紀 要 』 第 43 号。

第三 項　中国浄土 教関係典籍の 内容 と延 寿の 見解

中国浄土 教関係典籍

「
天 親 云 」 （

『
往生論註』 曇鸞註解，大 正 40，841中  ）

『
安楽集』 道綽撰 （大正 47・5 中下     ，

13 下   ， 14上  ）

＊
「
上都儀云 」 （『観 経疏』 善導撰，大 正 37・267中  ）

『群疑論 』 懐感撰 （大 正 47・35 中一36上   ， 38 中下   ，61 上＠）

『
安国鈔』 （古佚 の 鈔＠）

「
慈愍三蔵云 」 （『浄土慈悲集』 残存，慈愍三蔵 慧 日集，大正 85 ・1241 上 中  ，   不明）

「法照禅師云 」 （  不 明 ）

『摩訶 止観 』 智顕説 （大正 46 ・12 中下  ）

「智者大師別伝 』 灌頂 撰 （大 正 50・196上  ）

『
天 台無 量寿 （仏）疏 』 智顎偽撰 （大正 37・186中下     ）

『十疑論 』 智 預偽 撰 （大正 47・78 上中  ）

『念仏三 昧宝王論』 飛錫撰 （大正 47・134 上 中  ）

「
古徳云 」

「 （古）釈云 」 （『華厳演義鈔』 澄 観 述，大 正 36 ・698下 一699上      ）

その 他

引用数

　 1413131112113

「杜1槓和 尚云 」   ，

「
傅大士三 諫歌云 」   「昔人偈 云 」 （

「
臥輪禅師偈 」   ），

「
偈云 」   ，

「
神栖安養賦 」 （『楽邦文類』 巻 5 所収，大正 47 ・214下 一215上  ）。　　　　　　　　　　 各 1

以上 が ， 初め に 規定 した
「弥陀 」

「極楽」 に 言及す る中国典籍 ，並 び に 中国浄 土 教 典籍 の 主 な もの
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とそ の 引用数で あ る。

　そ こ で ，前項 に倣 っ て，引用 典籍 の 内容 と延 寿の 引用 意図 ・見解 を考え ，そ の 特徴 を学ぼ っ ．

　まず最初 の
「
天親云 一は

i
往生 論註 』 曇鸞註解 の 孫引 で あ り．『往生 論 』 阯親造 の 引用で な し  内

容 は 有名な 二 種 法身 〔法性法 身
・方｛更法身〕 の 見解 で ，株 は 欟 思想 Cl）　ff俗 二 諦 で解釈 す べ きも

の で あ る．そ れ ゆ え，曇鸞 は

冖
此二 法身，異而 不可 分，一

而不可同　と説 明す る。 L か し，後の 浄

土教学で は．凡夫 ゆ え の 西 方有相浄 土 〔：指 方立 相論 1 の 立 場で 解釈す るか ら．曇鸞の 真意 は方 便法

身に あ る と理解す る1．：
．
／ 一

方，延 寿は
冖
問，夫真心無形 ，妙体絶相，云何 有報化荘厳等事 」 の 答 え に

引用 す るか ら．法性 法身の 立場 に あ り，それ ゆ え
「
法 身無相故，則観無 不相 ，是故相 好荘 厳，即 是

法 身也 」 と説明 する ．こ こ に 、延寿 と 日本浄十教学 の 解釈 の 違 い が あ る　．／

　次 に ， 1「安楽集 」 道綽撰 の 引用 4 個所は 典籍 の 中で は
．一
番 多い こ とに な る、、こ の 中． 2個 听は

tt

念

fムの 力 は
一切 の 諸障 を断滅 す る

”

と い う内容 で ，他 の 2 個 所は 古佚 経
『目連所問槭

1
大 集月蔵経』

を
1
安楽集』 か ら孫 引 し た もの で あ る tt内容は

『
目連所問経 1 が 強麟圭寿国 の 易往 易取

”

，『 ノ〈集 月

蔵経 』 は
tt

末 i：去五濁 悪世二の 時代 こ そ，た 5t 浄 ヒー一・門 の み 入 り易い 教 え
”

を説 ゑ 　
「安楽集 』 の 最 も車

要 な思 想 を示 す古佚経 て あ る　延 寿 は
1安楽集 』 と 明 記 L な い で， Lか も．彼 の 弥 陀浄一L：思想か 顕

著 に 認 め ら れ る 「万 善同帰集」 第 13  ，30  問答で 引用 す る． こ の こ とは ，延 寿 は
「安楽集』 を通

L
『
：弥 陀浄上 思 想を充分 に 理 解 L て い た こ と を意 味 す る 、L か し、 二 の 引 用 と延寿 の 意図は唯 心 浄

土思想 の 立場 か らす る と積極的 に 支持 さ れ る もの で は な い 、 こ の 点 で，鍾 なは 弥陀浄 L思 想 を充分

知 ・．
丿 て は 」 ・ た が ， L か し，それ に 深 い 関心 を寄 せ て い た か と な る と， それ は 別で あ る。 こ Cf＞　．： と は

す べ て の 経論
・典籍 の 引用を吟昧 した の ちに 再考 しよう 、なお． 「

安楽集 』
の 後世 に ラ．え た 影響 と L

て ，わ れ わ れ は
『浄

一L論』 迦才 撰 ，『
浄 土 十疑論 』 智頻仮託 な どを知 っ て い る が 121延 寿 も引 用典 籍 の

中で は僅か 4 個 所 と は 言 え， 一一番 多 く，か つ ，弥 陀浄 上 思想か 顕著 に 認 め られ る問 答で の 引証 とい

う点 で
「
注意 され る、，

　「

上 都儀 云 1 の 引用 が
7
観経 疏 」 善導撰 の 指力 立 相論 の

一
節 と 酷似 して い る こ と は す で に 述べ た 。

L か し，延 寿・が 善導著 述 を読ん で い た か ど うか とな る 払 い ま の と こ ろ 引 用 は 見出 L難 い 。す で に

宋代 に は 観 経 疏 玄義分 エ
「往生 礼讃 」 しか 残 っ て い な か っ た の であ るか 揖

1．
指方立相 論 を主 張 し た

『観経疏定善義』を読ん て い た 可能性 は薄 L・　！i，、また ，延 痔 が 劣 っ た 人 々 に 西 方有相浄土 の 往生 を認 め

た か ら と言 っ て，善導の 指方立相論 と 矛 盾 し な い と安 易 に 会通す る誤
1｝は すで に 第二 節第 ：項 で注

意 「一，た．，

　『群疑論 」 の 3 個 所 は
『万善同帰集』 第 13  ．28  ．3〔〕  問答 で 引 閣 さ れ る。 『

群 疑論 』 が 唯 心 1争

上 思 想 の 有力な先行資料 で あ る こ と は 第
＝ ．．章 で指 摘 L た し．延 寿 の 唯心 浄 土 思 想 の 端的 な 言及

・勹

善 1司帰集 」第 L8 問 答  も第 二 節第
一

項 で 詳 述 L た、そ の 他 の 2 個 所 の 中，第 13 問 答  は 称 名功徳 ，

第 30 問答箆 は
“

極楽 に は 三 卜種 の 利益が あ る こ ピ を説 く　従 ⊃ て 、称 名 と西 与有相 浄 土 を 肯定 す

る引用 で あ る／t こ の 場 合 も 「安楽 集 』 の 引用 と同様 に 理 解 す べ き で
1
あ ろ う。

　 「安国鈔 』 は 前の
『群 疑論 』   の 直前に

賦
極楽 に は 二 卜四種 の 楽が あ る こ と

”
を列記す る引 用 で

あ る が ，本鈔 は 今 日伝 わ ら な い r噴失書で あ る ．t   か し．後 に
lt
往生要 jk　．， に

一
部 引 財 さ れ た こ と に

よ り浄土 宗学 で 言 及 さ れ る が ．そ れ 以 上 は 明 ら か で な い 轡
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　 次 の
厂
慈愍三 蔵云 」 の 3 個所の 中， 1個所 は

「浄土慈愍集』 巻上 残存に ある 。 他の 2個所 は残存

部に は認 め られ な い が，慧日の 思想 を良 く示す とされ て い る。内容 は弥陀浄土思想 を意味す る もの

で ない が ，所謂 く浄土三 流 〉 の 慈愍 流 の 展開，すな わ ち
， 慈愍三 蔵 慧 日 を祖 と し ， 永明延 寿に 継承

され，宋代 の 諸行兼修 の 浄土 教に 至 る具体 的証拠 として極め て重要 な引用 文 と され る掣　『
万善同帰

集 』 第 16 問答  は
“

正 しい 禅定とは心 を
一

処 に 制 して 行 う。 若 し睡眠 などに襲われ た ら， 念 仏・誦

経 ・礼拝 ・行道 ・講経 ・説法など万行 な どを修め ， そ の 働 きで 西方浄土 へ 往生すべ きで ある。 こ の

よ うに禅定 と聖教 を合行す る の が仏法で ある
”

と い う慧 白の教禅合行 ・諸行兼修 を端的 に 示す一
文

である。こ の 見解 は また 延寿 も強調 し実践す る特徴で もあ る 。 同第 42 問答  の 二 文 も，

“

禅宗失意

之徒が 執理 迷事 し ， 学法 之輩が 執事迷事す
t「

（前節第二 項 ， 既 述 ）の 後 に 引用され る もの で ， 空理 に

執 し，六 度万行 を疎か に す る禅徒 を激 し く非難す る内容 で，そ の 中の
一

文 は
『
浄土 慈悲集』 巻上 に

認 め られる 。
い ずれ も諸行 兼修 を主 張 する見解で あ り，両師に共通す る特徴で ある。 こ れ らの 教禅

一
致 ・諸行兼修思想が と くに 注 目され る の は ， そ の 後宋代以降の 中国浄土教 が両 師 の 主張 した と お

りに諸宗融合 の 形 で 展開 された こ とに もよ るが ， また
一

方，時期 を同 じ くす る鎌倉以降 の 日本仏教

が ，た とえば専修念仏，祗管只坐 な ど の よ うに ， た ・“一行
一

修の み に 単一化 され て い
っ た形 態 と際

立 っ た 違 い を示 すか ら で ある 。 従 っ て 慧 日 → 延寿 の 諸行 兼修思想は単に 両師 を結ぶ 共通点の み に と

どまらず，宋代そ して鎌 倉以降の 対蹠 的な中国・日本仏教 の 違 い を端的に 示 す代表的な見解 で ある。

た ・
  中国仏教思想史全体 の 立 場で言 うと，天 台 に せ よ華厳に せ よ，夫々 の 思想は五 時入教や 五教

十宗 と言 われ る総合仏教 ・融合仏教 であ り，そ の 意味 で は慧 日 ・延 寿に 限 っ た特徴 で は な い 。慧 日

→ 延 寿の 諸行 兼修思想が殊 の 外評価 される の は ，慧 日 は 中国浄 土教慈愍流の 祖 ， 延 寿は法眼宗第三

祖 で あ り，それが 日本 の 専修念 仏，祗管只坐 と著 しい 違 い を端 的に 示 すか らに す ぎな い 。更に も う

一点留意すべ きは ，こ の よ うに教禅
一

致 ・諸行兼修思想の 共通点か ら
“

延 寿は慈愍三 蔵の 宗 旨の 大

成者
”

 
とされ て い るが ，む しろ ， 両 師 の 違 い も忘 れ て は ならな い 。こ の こ とはか っ て 述べ た が！

7〕
慧

日は諸行兼修 に よ る熱 烈 な願生浄土 者 であ り， 延 寿は万 法唯心 を主張 した 天 台
・
華厳 な ど の 思想家，

正 禅定 を眼 目 とした禅師で あ る。延寿が 願生浄土 者で な か っ た こ とは こ れ まで考証 した とお りで あ

る。共通点 の み を取出 して 評価す る こ と は 注意す べ きで あ る 。 慧 日，延寿 ともに諸行 兼修思 想 を主

張 し実践 した が ，夫 々 の 意図 した究極の 目的は 違 っ て い た と理解す べ きで ある 。 こ の 点か ら も， 慧

日 は と もか く， 延 寿が 禅 と浄土 を対等に く禅浄双修〉 した こ と は 疑問 であ る。

　
「法照禅 師云 」 は現 存

『
浄土五 会念仏観行儀 』 広略 二 本に は見当らな い が ，法照禅師は浄土三 流 を

名実 ともに 継承 し，後 の 浄土教へ と発 展 され た 唐中期最大 の 高僧で あ り，す で に 融合的形態は認 め

られ るか ら18） 慧 日 → 法照 → 延寿の 流れ を実証する点 で は 貴重 である。

　以上が ，延 寿 の 引用 する 浄土教典籍 の 内容 とそれ に 係わ る 延 寿 の 引用 意図 ・解釈 ， その他 の 問題

で あ る。そ れ に よっ て，われわれ に は 前節ま で に 漠然 と気づ い て い た 延 寿 の 弥陀浄土 思想 の 実 態 が

よ り資料的具体 的に確認 され た だ け で な く，ま た それ と異な る新 た な見解 も認 め られ た 。

　第一
に ， 浄 土 教関係典籍 の 引用 は 他宗 ・他思想の 典籍に較 べ て遥 か に 少な い こ とに は変 りな い

。

しか し， 第二 に 曇鸞 ・道綽 ・懐感 ・慈愍 ・法照 な ど中国浄土教 を代表す る著 述 を読ん で い る とい う

点 で ある 。 こ れ は驚 くべ き こ とで ある 。 今 日の われ われ が 中国浄 土教 を学 ぶ 場合 に も，こ れ ら は 必
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　　　　　　　　　　　　 中国浄 土 教 に お け る 唯心浄一L ［st，想 y ）fi｝「究 　1 ？

読 の 書 と さ れ る も の で ，他 に は 善導 ・迦才 な ど極め て 少 ない ，しか も， こ こ に 洩 れ た韓導な どの 著

述 の 一部か す で に 佚書で あ っ た とすれ ば ．延 寿は 主 な浄 」二教 典籍は 殆 ん ど読ん で い た と考え て も過

言で は な い 、博学 強 覧 は 泥 に 延 寿に こ そ相 応 しい 言葉 で あ る tt こ の 点 と関連 し て ，第三 に 延 寿は と

くに
『
安楽集」

「群疑論 」 を通 して ，弥 陀 浄 土思想 を止 確 に 理解 して い た とい う点 で あ る。こ れ ま で

の 考察で は，弥陀浄土思想は資料 的 に も彼 自身の 盲及 もあ ま ウに も少 な い が ゆ え に，延寿に は 深 い

関心 と理 解が 無 か っ た と再 三 判 断 L た が ，代表的浄 土教 典籍 の 重要 な個 所． と くに
1
安楽 集』 の 引

用 を知 る限 り， 彼は 西方有相 の 弥陀浄土 思想 に つ い て 正確 に 理解 し て い た こ と を認 め ざる を得 な い ．

しか し，だ か ら と言 っ て，彼は弥陀浄土思想に 深 い 関心 を寄せ ，強調 し た と い うこ とに は な らな い
tt

以後 の 考察で は，延 寿は 西方有相の 弥陀 浄 上思 想 を正確 に 理解 し て い た， しか L ， それ を債極的に

主 張 とた か ど うか は 疑わ しい と言∫止 して論 を進め る こ とに しよう．

　次 の 五 書は い す れ も大 台宗 の 典籍 に 認 め ら れ る弥陀浄 一ヒ思 想 で あ る。中国仏教最大 の 思想家 大

台智顎 1538− 597 ） の 著述 に は 智 預 の 真撰 ・灌 頂 の 筆録 と後 に た 台系浄土思想家に よる偽 撰 書 とで注

意を娑 す る が 轡 こ こ では そ の 内容 と延 寿 の 見解 を知 る に と ど め よ うt

　初め の
「摩 訶止観」   は 有名 な

「
常行 三 昧 一か ら の 引 用 で あ る 。

こ こ で 注 意 さ れ る こ と は ，延 寿

は

　問．／……仏 外無心，心 外無仏，云何教中，史立 念 仏法 門．

　答。只為不 信 自心 是仏 ， 向外馳求．若中下 根，権令観 仏色身，繋縁麁念 以 外顕 内，漸悟 白心 、

　　　若是 上 機 ， 只 令観 身実相，観仏亦 然、

の 引証 と して い る点で あ る tt こ こ で の
．
着 中下 根，観含観仏色身　

「
上 機 ， 只令 観 身実相一の 機 根 論

は前述 の
『観経 』 引証 で 知 っ た 見解 と同一

であ る，、『観経 』 理 解 と同様の 見解は次 の 「智者大 師別1瓦

  の 引用で も

　問 ，……如何 通会 而證 往生。

　答 ，

……。若 約事論 故非
一

等、九 品往 生．．E下 倶達，或遊化国，見仏 応身，或生報上 ……：

に 認 め られ る。 こ こ で は 夫 々 の 機 根 に よ っ て ノL品 往生 を修 す べ き で あ り，上研 下晶の
．一

行 の み を是

とす る こ とを諌 め ， 智螢 臨終 の 『観経↓ 唱 誦 を引証 とす る。

　天 台偽 撰 の 中，茨 台（観）無量寿疏 』 の 引 用 は有名な
「心観為宗．実相為体 」   と

「
駅 経 五義  

でIL，，i 『
卜疑論 』   の

い
智者は 無 生 の 生 ，愚者は 生即 無生 を知 らな い 邪 見人

”

は 前節第
一

項で 詳述 し

た 。

　天 台僧飛 錫
『
念仏 三 昧宝 土論 』   の 引 用 は 高声 念仏 を 主 張 す る内容 で あ る ．本書 は と くに 法 華

・

浄 Lの 合
一思 想を説 く点で 有 名で あ り ：

11

従 っ て，延 寿 の 諸行 兼修 と くに 台 浄兼修 を示 す
一

例 で あ

る．

　以 上 力坂 台 系典籍 に認 め ら れ る弥陀浄
．
ヒ思 想 の 内容 と延寿 の 見解 で あ る が ，そ こ に は 前 の 浄 土 教

典 籍 で
’a ）理 浮荐と は ま た 異 っ た 見角牟力

t
’
あ る こ と が SII　Iら れ る．，

　第
一

に ，少 数 とは 言 え，諸宗 の 中で は最 も 多い 比 重 を占め る 点 で あ 観 延 寿 教学 に お け る天 台思

想 の 影響 は す で に 秀 れ た成 果 が あ るが 轡 弥陀 浄 十思 想 に 限 っ て もそ の こ と は 当て は ま る．，従 っ て．
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延寿の 弥陀浄土思想 の 理解は ， 前に知 っ た代表的浄土教典籍 と くに
『
安楽集』

『
群疑論』 か ら学んだ

西方有相 の 浄土思想 と は 別 に ，と言 うよ りは ， それ 以上 に 天 台浄 土教か ら学ん だ こ とが知 られ る 。

天 台系典籍 の 引証 が極め て 多 い か らで ある。第二 に，そ の 内容 となれ ば，当然 の こ となが ら西方有

相 の 浄土 思想 を認め る立場 で も
一

心三 観 ，心観 為宗 ・実相為体で理 解すべ き で あ っ て ，唯心浄土 思

想が 強調 され て い る。『念仏三昧 宝王論 』の 高声念仏の 引証 を除 い て 岬他 は すべ て唯 心 浄土 思想 の 立

場 の 引証 であ り ， 延 寿 の 言 及 で あ る。こ こ に，前の 浄 土 教典籍 の 引証で 知 っ た 西方有相 の 弥陀浄 土

思 想 と異 なる唯 心 の 弥陀浄 土 思想 の 見解 が 強 く表わ れ て い る 。 延 寿は その どちらの 思想を是 と し否

と した か 。それ は総 て を考証 した 後に 判断すべ きで あ り， こ こ で は延 寿の 弥陀浄土 思想は 天 台浄土

教の 影響 が極め て 強 い と言 うこ とに とどめ る。

　次 の
「古徳云 」

「
（古）釈 云 」       （『華厳演義鈔 』 澄観述）の 3 個所 は同 じ引用 文 であ る野延 寿

思想に 華厳思想 の 占め る割合が極め て 大 きい こ とは良 く知 られ て い るが ， 浄土思想に 限 っ ては 資料

的に 指摘 され て い ない 。そ れ を実証 す る点 で こ の 引証は重要 で ある。こ の 引用 文 は，
『
八 十華厳 』 巻八 〇 ， 実叉難陀訳 （大正 10・442 下

一443上）
c15レ

　　或見此界妙無比　仏無量劫所厳浄　毘盧遮那最勝 尊　於 中覚悟成 菩提

　　 或見蓮華勝妙刹　賢首如来住在 中　無量菩薩衆囲遶　皆悉勤修普賢行

　　或有見仏無 量寿 　観 自在 等所囲遶 悉 巳住 於 灌頂地 　充満十方諸世 界

　　或有見此 三 千界　種 々 荘厳如妙喜　阿閧如 来住在 中　及如香象諸菩薩

の 経 文 に 弥陀 ・妙 喜な ど諸仏が 説か れ る こ とに対する澄 観 の 註釈 で

　　十方諸仏皆我本師 ， 海印頓現 。

……賢首弥陀等仏，皆本師矣。……

と諸仏 み な本師 と解釈す る。延寿が こ れ を引証 とす る意 図は
“

成仏 はた だ 心 の み で あ る の に何 ゆ え

十方諸仏 や 国土 を立 て る の か
”

    ，
“

凡聖 の 道は 同
一

法身で あ る の に 何ゆ え応 化 身を起すの か
”

 

と い う疑問 の 答 え と して で ， 澄観の
「
（諸仏は ）皆是 釈迦 分 身之仏」

「十方諸仏皆我本師矣 」 に 続 け

て
「
本師即我心矣」 を主張せ ん が た め で ある 。 こ れ に よ っ て ， 延 寿の 主 張 が 唯心の 諸仏 にあ り， 弥

陀 も諸仏 の
一

仏 と して挙げ らけて い る に す ぎな い こ とが 明 らか に知 られ る 。 こ の 点 は 前項で 考証 し

た華厳 経 二 部の 場合 と同 じで ある。

　その 他 の 引 用 （
「
杜順和尚云」   ，「傅大士 三 諌歌 云 」   ，「

昔人偶云 」   ，「
偈云 」   ，延寿 の 言及  ，「神

栖安養賦」   ）に つ い て も出典考証 と内容 ・延寿 の 見解 など の 作業を必要 とする が li6）
　nc寿 の 弥 陀浄 土

思想 を左右 する ほ ど で は な い の で省略す る 。

　以上，弥陀浄 土 思 想 に 関係す る中国典籍 の 引用文 に つ い て ， その 内容 ・延寿 の 引用 意図 ・解釈 に

つ い て 考証 し た 。 その 結果， また幾 つ か の こ と が 資料的具体的に知 られ たで あ ろ う。

　まず，第一
は ， 少 な い とは 云 え，延 寿は主な浄土 教典籍 を読ん で お り，西方有相 の 弥陀 浄土思想

は正 確に 理解 して い た と い う点で あ る 。 こ れ は 本項 にお い て初め て 知 っ た 事実で あ る。そ の 内容 は

西方有相 の 弥陀浄 土 は
“

往 き易 く，取 り易 く
”

，

“

末法五 濁の 教 え
”

であ り， 極楽 は
“

三 十種 の 利益
”

，
“
二 十 四種 の 楽

”

ある と こ ろ で ， 高声 念 仏・
称 名念仏 で 往生 で き る と い う教 えで あ る。 こ れ だけ を読
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LsiO 中国浄土教 に お 1 る唯i心浄土思想 の 研究　（
一
｝

め ば ， わ れ g・一’）れ は 延 寿が 弥 陀 浄土 往 生を熱心 ，こ 説 き願 っ た 人 と錯 覚す る で あ ろ 雲 しか し、こ の 部

分 た け を取上げ
4
，延 寿が 熱 烈 な願生浄 土 思想家 と 断 定す る の は 早 計で あ る一

　L か し，第一二 に ， 延 寿 まそれ以 L に 天 冒
・華厳系典糺 の 引証 で 唯 心 の 諸仏 ・諸仏 浄 土 を強 調 し，

弥「匕 と そ の 浄 上 は十方諸仏 の
一

仏
一一

浄土 に す きな い とす k　そ し て，西方有相 の 弥陀 色身をen
’llる

行 は 中 ド根 の 人 と考 える。 こ こ で も，弥陀 浄 ヒ思想は 中
一
卜根 の 劣．

っ た 人 々 の た め の 教 え と い う考え

に変 っ て い な い
。

　第三 に ， こ うした弥 陀浄土 思想に 限 っ た 考 証 の 過 程 L 气 つ
 
く点 は ，前項 の 引用経倫を奮め て

9
が

盖 同帰集』 第 13 問答  〔称名 念仏〕， 第 3e問 答  1見仏 と来迎 ）に 西方有相 の 弥陀浄十 思想 と そ の

引 ：【Eか集中 t、、 宗鏡録 』巻 16  ，巻 17   ，巻 24   ．巻 36  ，

『
受 吾 薩戒法』   な ．に 略

．
心 の 諸 仏

1従 ’．て ，そ b 一仏 と L て の 唯心 の 弥陀浄土思 想 ）並 ひ に 中 ド根 の 人の 観悸、劣 t．．た ノk の 西 方有相 の

弥陀 浄 土 思 想 と 片寄 リ か あ る こ と て あ る。曲 方有相の 弥陀浄上思想を含め た万 …歯 。當ゴを悟 トレ ＼ の 1司

帰 と考え た
「
わ善同帰集」 と 全μ 教思想 を唯心

”
総 合し た

／t

宗錘 ね な ど との 延 存の 撰述 意図 の 厄

い t 二
’
L た 引用典籍に 反映 し た の で あ ろ う。そ L て，唯 心 浄 上 思想 と 少 ’た 人 の ため の 弥陀浄一L

思想 亡立而 的に 示 した の が 「万羊 1司帰 集．第 28 問 答   て あ る こ と は す で に 知 っ ： とお り 乱 あ る 1：竿 二

節 第
一

項 ノ、、と 二 ） て、延 寿の 弥陀 浄土 思 想，J 「
万善同 煽集 1 第 13 問答， 第 28 問 答以 降 に 集中 し て

説か れ る こ とに 早 くに 气つ い た思 想家が い た 。 芸暁て あ る．．彼 は それ らの 問 替を　楽邦文ta−i 巻 四

に 収録 一た ，厳 暫に 言 え ば ，そ の 中に は 弥陀浄土 思想で な 鼎 1答 の あ る こ とは い ま知 っ た とお りで

あ る が ，宗睨 ま こ と ご と く弥陀 浄 十 思想 と会通 した ．
『
楽 邦文 類 」の 影響 は 後世 極め て 大 き く，妊 寿

は il佳心 の 弥1・ピ浄一
ヒ思想家 と L て の 評価が 定着 し，今 日 に 及 ん で い る n こ の 経緯 は 次 節 で 述 べ よ う

　11｝　神 ：r＿ヒ辻音』　．弥 ii它身
．
十 駄想の 展開 』　70

−85．　ヒくに 81− 82 貝　　福 原 寺　厳　
if
　i｝L／1：，，’i“；；．t」預汗究．　

・404− 411 コ ，

　〔2〕 名 畑 応 1fi厂迦 才 昂 土 論 の 研 電』 論 攷 扁 、25− 34 頁．　V 藤 哲 疫
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吾」巻一．五，
54

真 ’　 任 首 について ， 後の承 lt 宗
学
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柴　 田 泰 8ヱ

　仏 と禅 との 融 合 t   その 他，戒，真言を初 め
一

切 仏教 の 融合調和の 傾向 で あ る
’

气塚 本 善 隆，前 掲 書 ， 260頁）。 従 っ

　 て，唯 心 浄 土 思想 に 近 い 立 場 に あ る。

  他に
『心 賦注 』   も同趣 旨で あ る。

  　なお ，『華厳 経 疏 』 巻 六 〇，澄観 撰 （大正 35 ・962 中）参照 。

  　こ の 中，「
昔 人 偈云，寧神 泯是 非　現 身安樂 国」

『宗 鏡録 t 巻七 八  （大正 48 ・848上，他 に 巻 九八
「
臥 輪 禅師

　云 」 942下）は 敦蝗文献 （S ．6631v ．，P ．116 など），疑経 『究竟大 悲 経 』 巻二 （敦煌 ス タ イ ン 本 S ．2224，大 正 85・

　1372上 〉 に 認 め ら れ，『
景徳伝燈 録 』 巻五 （大 正 51・245 中） に その 一部 が

「臥 輪 ・慧能 の 偈」 と して 挙 げ られ た

　こ とか ら，す で に 禅宗系 敦煌 学 の 立 場 で の 研 究が あ る （柳 田 聖山
『
初期 禅 宗 史 書 の 研 究』68， 72頁，上山 大崚

「
敦

　煌出土 チ ベ
ァ ト文禅資 料 の 研 究」

「
仏教文 化研 究所紀要』 第 13集，呉其 豊

「
臥輪禅 師逸 語 燉 煌 吐 蕃 文 （伯希和一

　
一

六 号〉訳本考釈 」
「敦煌 学 』 第 4 輯，田 中良 昭 『講座 敦煌 8　敦煌 仏典 と禅』 256− 259頁 な ど ）。筆者 もか つ て

　考察 し た こ と が あ る が （
「『究竟 大 悲 経』 と 「臥輪 禅 師 儡」」

『
札幌大 谷短期 大 学紀 要 seg 　14・15合 併 号）， 浄 土 教

　関係疑経典 に 関心 が 集中 し，また，地 域 的な情報不 足 か ら当 時最 新 の 禅宗系 敦煌学の 成果に 気づ か なか っ た 。早

　速，牧 田諦 亮博 士 ・上 山大峻 龍 谷大教授よ り叱 正 を賜 り，上 山教授か ら最 新 の 関 係 論 文 を送 っ て い た だ い た。両

　先生 に 謝 意 を 申 し上 げ，旧 稿 は 後 日補 訂 を期 した い 。

　　第四 項 　
『
自行録J に認め ら れ る 浄土 の 行 業

　 こ れ ま で ，延 寿の 浄土思想に つ い て 彼 の 著述に 認 め られ る唯 心浄 土思想 と弥陀浄土思想の 関係資

料 を摘 出し整 理 し， そ の 具体的 な諸相 を学 ん だ 。 と こ ろ で ， 彼 は こ うした著述 とと もに 日々 百八事

の 行業 を厳 し く修め た こ とで も有名 で あ る。 その 具体的内容 は宋文 冲編 『智覚禅師 自行録 』 と して

今 日 に伝 え られ て い る。彼 が 日課 と して 百 八事 を厳修 した 記録 は 比較的早 い
『宋高僧伝 』 巻二 八 ，

『景徳伝燈録 』 巻二 六 な どの 史伝 に は述 べ られず ， 主 に 浄土教典籍 （『竜舒浄土 文』 巻五， 「楽邦文 類 』

巻三 ，

『
仏祖統紀』 巻二六

「

浄土立教志 」 など）に 限 られ ， ま た 『自行録 』 の 成立 年時 も定か では な

い 。従 っ て ， 本録 の 百 八行業が 延 寿の 正 確 な実践行で あ る か ど うかは 尚疑問の 余地 は あ る に して も，

一読 して 万善万 行が 語 られ て い るこ と は確 か であ るか ら，延寿 の 万善同帰 の 主張 と矛盾する もの で

は ない
。 と くに 後 の 浄土 教典籍 に 限 っ て 記録 され て い る こ と は 浄土 の 行業が 多少 誇張 され て い る可

能 陛 もあ るが ， そ れゆ え，延寿 の 著述 に認め られ た浄土 思 想，すなわ ち，理論 として の 浄土思想が

実践行 に どれ 程相 応 して い る か を知 る た め に ，『自行録 』 の 考証 は 無 駄 な こ とで は な い で あろ う。

　そ こ で， 『自行録 』 に 認 め られ る 浄土 の 行業に つ い て ，
こ れ まで の 基準 （「弥陀」

「極楽 」 の 行業，

主要 な浄土 経 論 に よ る行業 な ど）に 照 ら して摘 出 してみ よ う。

『自行録』 に 認め られ る浄 土 の 行業

第　三

第一
五

第
一

七

第ニ ー

常修安養 浄業 ， 所有毫善，悉皆念念普為
一

切法界有情，同回向往 生。

晨朝礼妙法蓮華経眞浄妙法，普願一
切法 界 衆生，同証法華三 昧 ， 威生 弥 陀浄 方 。

晨朝普為一
切法界 衆生 ， 頂 戴阿 弥陀 仏行道，承広 大 之願 力 ， 慕極樂之円修 。

午時礼 皈依 主安樂世界 阿 弥陀仏 ，普願
一

切 法界衆生 ，頓悟 自心，成妙浄土 。

第三 七 　初夜礼慈悲 導師安楽世 界大勢至 菩薩摩訶 薩及
一

切 清 浄大海 衆 ， 普願
一

切法界衆生，引導利

　　　　 済衆生 ，同了唯心 浄土 。

第四〇　初夜普為
一

切 法界衆生，旋繞念大勢至菩薩摩 詞薩i，願摂 諸恨 浄念相継，託質蓮台。

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　
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第 五三 　後夜普為
一

切 法界衆 坐，旋繞 念 阿弥陀 仏，願 成無 L慧，摂 化 有情 t／

第 五 八 　晝夜六 時
一
普為

・
切 法 界衆 生，念

一
ヒ如 来名号，

・…・・
念 阿弥陀；IL］米，願

一
切 衆生 ．離 悪趣 ！l二彡，

　 　　　神栖浄 土 、

第六 九　黄 昏時普為盡十方面 衆生 ，撃爐焚 香 ， 念阿 弥陀仏心 眞言 u 悉 願 証悟仏心，同
’
ヒ安養．……

第 七七　晝夜六 時同 与．法界 切 衆 生 』lir自J，・・…・三業所作、　 念 善根．盡用 施
・
切 法 界衆 生

・・…・
同 生

　 　　　西方浄 土。

第七 八　書夜六時 同 与一
切法界衆生発願，……親証 法 華 三 昧．頓悟 円満

一
乗．臨 命終 時，神 識不 乱，

　　　　濁 業消 滅， 正念現前，随 願 往生 西 方 浄 土 ，皈 命弥陀仏，成就 大忍心
……一時成μ、i鑑

第九 二 受 持往 生眞言，願 臨終命 時，与
一
切 法界衆生 ，同 生浄土 、念往 生呪

一遍 tt

第 九七 　常勧
一

切 人，念阿 弥 陀仏 ， 因修浄 業及 修福智 二 厳，習戒定慧六 度万行熏修等
……

恒 有導首。

第九九 　常「ll施天 下 弥 陀仏塔 般 若宝幃楞厳法華等経 及諸 神 呪，勧十種 受 持 三 業供養 、

第
〜

〇七　毎受 粥 飯之 時．恒 発願先供養 法 7Y 体 三 宝……，修内 方浄業 ，成 無上 菩提 ．……、

　以一Lの 記述 に は
「
阿 弥陀仏」

「極楽 」
「
安養一な ど明示 するか ら．弥 陀 浄一ヒに 係 わ る行業 と考 え て

よ い で あ ろ う
lt］1

こ れ らの 行 業 を前項 ま で の 考証 と較べ て，共通点 あ る い は 乍』［違点は何 で あ ろ うか／t

　その
一々

を細 か く考証す る ゆ と りは な い の で， 1 二 で は
「
自行 録 』 全体 の 特徴 を配慮 しつ つ ．壽

な諸点 を考え る こ とに しよう 。

　まず，弥陀浄 二L思想に 限 一
． た行業 は f五 事 で あ る一こ れ は 百 八事 の 約 14％に 当 り

， 著 述 に 認 め ら

れ る割合に 較 べ て 多 い こ と に な る． こ の 点 は 延 寿 の 著 述 と行業 の 柑違点 の
一

っ で あ ろ、

　次 に ，そ の 具 体的 内容 を簡単に ま と め て み る と，実践行 と して は ，

　　修行 ・礼拝
・
頂戴 ・行道 ・帰依 ・旋磽 ・念仏 ・焚香

・
発願 ・受持 （誦経 ：い 印 施

・
供 養

な どが ．

　浄業 ・妙法蓮華経 ・〔安楽 世界 ）阿弥陀V、・大勢至 菩 薩 ・七 如来 ・阿弥陀真言 ・往 言真言

な どを対象に 行わ れ て い る、更 に ，そ の 行 果 と L て は

　　往 生
・
慕 極楽之 円修 ・成妙 浄 土

・
弼 1：心 浄一ヒ ・頴成無上 慧

・
払1化有情 ・成仏道 ・匝有導首

・
成

　 　 無上 菩提

な どが誓わ れ て い る 。

　こ れ ら の 彳渫 の 中で LL，　 ［；llJ弥陀仏へ の 念 仏 願 戴 ・礼拝 ・帰依
・
旋 鞠 に よ る lfr＋往生 が＋

．事

と非常 に 多 い か，L か し，それ だ け で な く，そ の 他 の 行業 に よ る行 果 も結構認 め ら 厚1 る　すな わ ち．

念 1ム往生 だ け で な く，諸 行 成仏 も誓 わ れ 行わ れ て い る。

　因 み に
『
自行 録 、 の 全体 の 主 な実 践行 の 用詒 を挙げれ ば ，

　　建 堂 ・修懺 ・修行 ・坐禅
・
説法 ・念経 ・誦 経 ・読経

・帰 命 ・3L拝 ・製 願文
・
頂戴 ・行道 ・旋緯

　　念 ・看読 ・念 fJ、・受持 ・焚香 ・讃歎
・
発願 ・散花 ・供養 ・受 戒

・
念施 ・勧請 ・回 向

・
発 願 ・施

　　食 ・打鐘
・
振 錫

・印 施 ・財施 ・左色薬 ・製作宗鏡 録等
・
法 施

とあ るか ら、自利 利他 あ ら ゆ る行業が 認 め ら れ る、そ の 中で も念 仏 の 対 象 と し て は ，

　　釈 迦
・
文 殊

・
阿弥陀 ・普賢 ・多宝

・弥 勒 ・観世 音 ・大勢歪 ・地 蔵 ・薬 師
・
薬 王

・七 如 来 ・卜方
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　　 諸仏 など，

また ， 読誦 ・受 持の 経典 と して は
，

　　妙法蓮華経
・般若心 経 ・大方広仏華厳浄行 品

・
千 手千 眼大悲陀羅尼 ・仏頂尊勝陀 羅尼 ・一字王

　　心陀羅尼 ・観世音本身陀羅尼 ・大般若経 ・文殊心陀羅尼 ・大宝積 経 ・観音蓮華部心 ・
大般涅 槃

　　経 ・仏頂金輪陀羅尼 ・金剛経 心 中心 陀 羅尼 ・大乗経典 ・七仏滅罪陀 羅尼 ・施戒陀羅 尼 ・阿 弥陀

　　仏心 眞言 ・大悲心陀羅尼 ・準提大明陀 羅尼 ・阿字
一

切仏心智門陀羅尼 ・天王心眞言 ・天 王護 身

　　眞言 ・穢跡 陀羅尼 ・五 供養陀羅 尼 ・往生 呪 ・潅頂陀羅尼 ・破地 獄 眞言 ・大仏頂
・
大随 求 等

が認 め られ る。

　 こ れ ら実に 様々 な行 業は ， 諸宗 ・
諸思想 を総合 した 『宗鏡録 』，万 善万行は こ と ご と く同帰する こ

とを主張 した
『
万善同帰集 』 と共通 す る。従 っ て ， 延 寿の 諸行兼修 の 主張 は 日 々 の 実践の 上で も見

事 に現わ れ て い る こ とに な る。こ の 点 は 従来 の 浄土 教系 の 研 究で 高 く評 価 され て い る 。

　 こ の 見解 は正 しい で あ ろ うか 。

　延 寿の 主 張が 諸行兼修に あ り ， また， 『自行録 』に は あらゆ る行業が認め られ る。従 っ て，延 寿の

理 論 と実践 は諸行兼修 と い う点 に お い て ，共通す る こ とは誤 りで な い 。しか し，そ の 内容 を知 る と，

む しろ，重要な矛盾が ある よ うに思 われ る。 もとより，本稿 は延寿 の 弥陀浄 土 思想に 限 っ た 論述 で

あ っ て ，延 寿教学全体 の 解明 に は及 ば な い
。 こ こ で は ，弥陀浄土 思想研 究 の 過程で 気づ い た疑 問 を

提起 する に と ど め よ う。

　第一に
，

『
自行録 』 を通読 して 気に か か る点は彼 の 中心 思想 く唯心〉 に 関す る言 及が少 な い こ とで

ある 。 全 く無 い と い うの で は な く， すで に 挙げた第ニ ー事 「
頓悟 自心，成妙浄土 」，第三 七事

「
同 了

唯心 浄 土 」， 第六 九事 厂証悟仏心 」 をは じめ，第四三 事 「
明 自性心 」 ， 第五 〇事

「
冥合 眞心 」，第七 〇

事 「諦 了 自心 」 な ど散見する が ， 『宗鏡録 』 の 圧 倒 的な質量で 迫 まる唯心思想の 主張 ほ ど強 い 印象を

受けない 。弥陀浄 土思想に つ い て 言 えば，彼は著述 で は 唯心浄土 を積極的に主張 し， 西方有相 浄土

は 中下根 の 人 の た め と消極的 で あ り な が ら，

『
自行録 』で は その 西方有相浄土往生の 行業が 多い 。彼

の 強調 して や まな い 唯 心思 想 と彼 自らが 実践 した とされ る行業 は何故か 相応 しな い
。

　第二 に ， 彼 は様 々 な経 典 を読 誦 ・受持す る が ，そ の 中に 浄土経典が
「
阿弥陀仏真 言 」 （第六 九事），

『往生呪 』 （第九 二 事）の 二 部 の 外は全 く認め られ ない 点が ある。何 故 で あ ろ うか 。彼 の 著 述 に 浄土 経

論の 引用 が 少 な い こ と は すで に 知 っ た が
， それ で も 『観経 』

『
阿 弥 陀経 』

『般舟三 味経』 など数部 は

認 め られ た 。 しか し ， 百 八事に は 陀羅尼系二 部 を除 い て ， 読誦に 最 も相応 し い
「
阿 弥陀経』 など の

浄土 経典 は
一

部 も認 め られ な い
。 しか も， 陀羅尼系二 部は著述 で は 引用 され て い ない よ うで あ る。

た だ
，

こ こ に 陀羅尼系 二 部が 読誦 され て い る こ とは それ ほ ど奇異 な こ とで は ない 。すでに延寿以 前

の 法照 ・飛錫 な どに密教 と浄土教 と の 融合的形態は 認め られ る の であ り121延 寿の特徴が 諸宗総合に

あ る以上 ，

『

往生 呪 』 な どの 読誦 は充分 予想 され るか らで あ る。ただ， 『自行録 』 に 様 々 な経典が 挙

げ られ て い るに もか か わ らず，浄土経典 が 一部 も認 め られ な い 点が 説明 つ か な い
。 延 寿は 弥陀浄 土

思想 に 強 い 関心が なか っ た こ とは こ れ まで 力説 した とお りで あ る か ら，そ の 何 よ りの 証拠 とすれ ば

問題 は ない が ，

『
自行録 』 自体 で は 浄土 往生 が 実践 さ れ て お り， しか も， 主要 な浄土 経典が 認め られ

な い の は矛盾す る p
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　第 三 に ，浄 土 経 典は 陀羅尼系 二 部 で あ る こ とに 関連 し て ，読誦
・受持 の 経典 に 陀 羅 尼 ・真 言 が 極

め て 多い と い う特微が あ る。読誦 の 中には，法華経 ・般若心 経 ・華厳経
・
大 般 若経

・
大宝積経

・
大

般涅槃経 ・大乗 経典 もあ る か ら，延 寿の 諸行 兼行が 顕 著 に 認 め られ る こ とは確か で あ る 。 しか L ，

陀 羅 尼 ・真霊 は 20 部以上 と こ れ らの 経 典をは るか に 超 え る／t 試み に 百八事 に 認 め ら れ る陀 羅 尼関係

の 行 業 は 25 事 〔第 9 ・10 ・24 ・31 ・38 ・45 ・63〜65 ・67〜73 ・80・81・87・89〜94事） で ある．延

寿 の 著述 に 認め ’
， れ る密教思想は明 らか で な い か ら 断定は 控 え る が ， 「

自行録 』 に 関す る 限 り，密教

思想 は極め て 強 い
。

　第四 に ，
『
自行 録 』 に密教思想が 強 く認 め られ る 点 と関連 L て，密教系の ：施餓 鬼関係項 目 1第 55・

58 ・85〜88 ・94事 1 が 現代 中国仏教儀礼 の 先駆 的功 績 と評価 され て い る
／

；
lb

こ の 点 は こ れ まで の 思 想

史 とは異な る延 寿の 別 な顔 で あ り，そ の 高 い 評価 で あ る。 と 二 うか，わ れわ れ は現 代中国仏教儀礼

の 定型化 はほ ぼ 明代 の 雲棲株宏 〔1535 − 1615〕頃 と学 ん で い る
lll ：

も と よ リ，儀礼 の 各部分 の 原型 は古

くか らあ っ た の で あ る か ら， 延 寿 が施餓 鬼会 の 先駆者で あ る こ と も不思 議で は な い が ，そ れ に は 延

寿以降か ら現代の 施餓 鬼会 に 至 る ま で の 厳密 な資料的 考証 か必 要で あ ろ う。
こ こ で は そ の 調査 と 号

証 の 余裕は な い が ，た だ
一
例，阿弥陀如 来 の 念仏 を含 む第五 八事

「

念
．
ヒ如来 名号 」 を取上げ．簡単

に 辿 っ て み よ う。

　　第 五 十 八 、、晝夜六 時，普為
一

切 法界 衆生，念七 如 来名号。念宝勝如来・…
∴ 念 離怖 畏如 来

……．、

　　念 広博 身如 来……
． 念 甘露 下 如 来……tt念妙 色身・…・ttt念 多宝如 来一…・、念 阿弥 1，ピ如来 願

一

　　切衆生，離悪趣 形 ，神栖浄土 。

こ の 行 業 は外に も頻 出す る諸仏菩薩 の 念 仏 の
一

事 で あ る か ら．特 に他 と変 っ た 行業 で は な い 。 しか

し，こ こ で の 七 如来 の 関係資料 を結 ぶ とそ の 成立 と変遷に は 興 味 あ る問題が 見え て く る ， 先 学 の 成

果 か ら151主 な関係 資料 を整理 し挙 げ る次 の と お りで あ るtt

七 如来関係資料

「
自行 録 ・第 h．八皐

『・F斐書友・ ≦11餡セ鬼F乞羅尼糸毛』πて空 1：7D5　
−774 でf：1 責尺（メ乂

正 21　・465 」：）

「
施食法 式一遵 式 1：964 − 103  年 ：： 「『施 食通 覧t．／宗

H艶，続蔵 2 ・6 ・3 ・

「
施諸 餓 鬼飲 食 及水 法 才1・手肪 不 空 訳 伏 止 21・467

下　468 トづ 　　　　　　　　　　　 ［乳 海 真 言 ］

『焔 羅 一E供 行 法 次 第 ご1 阿謨 fむ匿三 蔵 撰 　
1：大 「卜、21 ・375

卜
・−376⊥ ：1

〔日 本〕 真 言 宗 ・天 台 宗 ・浄 土 宗 ・時 宗 〔藤 井正 嬶

編
『
仏 教 行 事儀悦大事典 』 LO・1− 2201℃

、・・’
曹洞 宗

｛七 如 来 ：

宝 　勝 　離 「布畏　広 醇身　 1
．t『露 二L　妙 色 身　　多宝　 1：・∫弥 陀

「四 如 牙〔こ：．

　多　宝　妙 色身　広 淳 哥 　離 ：布畏

　 「．卩　　　　　　 ．り　　　　　　　 〃 　　　　　　　．「「

．1／fi如 来

宝 　 勝

　 F厂

多　：k

妙 色身　甘 露 三｝t　広 博 身　離怖畏

　 　 　 　 ．．厂　 　　 　　 　 　　 　 ．F厂　　 　 　　 　　 　 　 J「

F尸 卩厂 r厂
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「蒙 山施 食儀 」
『諸 経 日誦 集 要 』 株宏 訂 輯 （1600年，　 〔七 如 来〉

『
雲棲法彙』 第 12集〉　　　　　　 ［乳 海 真 言］　　 多　宝　宝　勝 　妙色身

「
蒙 山施 食儀 」

『禅 門 日 誦 』
『
禅門 日誦 誦 経 』 （以上，　　　 rs　　　 n　　　 tl

駒 大 図 書館蔵 ），『
朝暮課 誦 i

『
仏 教 儀 式須 知 』

「念 誦儀 規 』
『霊 厳 山寺 儀 規 』 な ど

（鎌 田茂 雄 『
中国の 仏 教儀礼』 451 ・561 ・598 ・631 頁）〔tr ］

「
蒙山施食文」

『
禅林課誦』 （黄檗宗）　　　 ［yt ］

（日本 ） 臨 済 宗 （藤 井，前掲 書，218 頁〉

〔 〃 ） 時 宗 （〃 ，〃
， 213頁 ）

『
瑜伽 集要救阿 難陀 羅 尼焔 口 儀 軌 経 』 不 空 訳 （大 正

21・471 上 ）　　　　　　　　　 ［結開咽喉 印］

『
瑜伽集要焔 口 施食儀 』 （？）（大正 21・476上一479上 ）

　　　　　　　　　　　　　　　　 ［〃 ］

「瑜伽集要 施食儀 g 株宏重訂（1606年，続蔵 2 ・9 ・5）
　　　　　　　　　　　　　　　　 ［〃 ］

『瑜 伽 缺 口 施 食 儀 要 集 s （1693年，鎌 田，前 掲 書，
857− 859頁）　　　　　　　　　　　　　 ［〃 ］

　 　 II　　　　 〃　　　　　　 tl

宝　勝　多　宝 　　 lt

　 〃　　　　　　 t！　　　　　　 tt

（七 如 来 ）

宝　 勝 　 離 怖 畏

厂ノ

厂ノ

1’

厂广

11

’’

’’

’ノ

厂ノ

’’

’厂

’厂
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甘露王　 阿弥陀

　 〃 　 　 　 　 　 　 　 〃

’’ ’’

　 ノ1　　　　　　 〃　　　　　　　〃　　　　　　　〃

甘 露王 　広 博 身　 離 怖 畏 　　 il

広博 身　妙 色身

　 rl　　　　　　 〃

ノ厂

’，

厂’

1’

多　宝

11

ノー

’’

阿 弥陀 噐靄
　 〃　　　　　　〃

’’

厂ノ

’厂

ノ厂

　 こ こ で，七 如来 の 成立 と変遷に 関 して確実に 分 か る諸点 と問題点 を指摘 しよ う。

　まず，そ の 原型 は 『救抜焔 口 餓鬼陀 羅尼 経 』 不空訳 の 四如来
「
多宝 ・妙色身 ・広博 身 ・離怖畏 」

で ， 遵式
「
施食法式 」 もそれを引用 して い る。不空訳 出経典に は 眞偽不詳 も多 い が 16） こ の 経典は

『開

元録 』 巻
一

九 （730年），

『続開元録 』 巻上，巻下 （794年〉，『貞元録 』 巻一
，
一

五 （800年）等に 記録

され る か ら屮眞撰 と考 え て よ い で あ ろ う。

　次 に， 『施諸餓 鬼飲食及水法并手印』 不空訳 の 五 如来
厂
宝勝 ・妙色身 ・甘露王 ・広博 身 ・離 怖畏 」

は前 の 四如 来 を
「
多宝 → 宝勝 」 と替 え，「甘露王 」 を増広 した。こ の 経 典は 中国の 経録に 記録 され な

い が ， 「御請来 目録 』 空海 撰 （806年 ），

『入 唐新求聖教 目録 』 円仁撰 （840年）等に 認め られるか ら！
s｝

不空訳 の 眞偽 は ともか く， 延 寿以前に は 存在 して い た。また ， 日本の 諸宗 に 多く継承 され る が ， 元

は真言系で あろ う。こ の 五 如来 はや が て株宏の
「
蒙 山施食儀 」

C9）
で

「多宝」 と
「
阿 弥陀 」 が 増広 され，

七 如来 とな っ た 。 た だ し，「甘露王 」の 順番 は異な るか ら，株宏が こ の 経典 の 五 如来 に増広 した とい

うよ り，

『餓卑陀 羅尼 経 』 四如 来 と 『餓鬼飲食及水法』 五 如来 を参考 と し て 七 如 来 を定め た とす る方

が 穏 当で あろ う。そ して ，
こ の

「
蒙山施食儀 （文）」 は 今 日 の 中国仏教圏 の 代表 的仏教儀礼に な っ て

い る。

　最後 の
， 延 寿 と非常 に近 い 七 如来 （「甘 露王 」 と

「
世 間広大威徳 自在光 明 」 の み 異 な る）は

『
瑜 伽

集要救阿難陀 羅尼焔 口儀軌経 』 不空訳， 『瑜伽集要焔 ロ 施食儀 』 （？）に 認 め られ る。しか し，両経 は

経 録に は 記録 され て い な い 。遙 か後 の
『
閲蔵知津 』 智旭撰 （1654年）巻一三

，

一
五 に前経

「
今時施食

決 ， 宣依 此行 持 J，後経
「
総不出撰集及 訳人名。恐是 此 土所集，非西土 本也 」 と録 され る。 しか も ，

現存両経の 原本は 明本 だけ で宋 元本 は欠 く。従 っ て ，両経 と も不 空訳 とす る こ と は もと よ り，延 寿

の 頃 の 存在は 大 い に 疑問が 残 る。しか し， 両 経 に 由 来す る瑜伽焔 口 ，従 っ て
， 七如 来 の 念仏は株 宏

に よっ て定め られ，後 に も継続 して い る 。
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86 中国浄 土 教 に お け る 唯心 浄
．it思想 の 研究　1．

　こ の よ うに ，七 如 来 の 成立 と変遷 を辿 る と，

　「
餓 鬼陀 羅 尼経 』 不空訳 の 四如 来 → 五 如 来→．一．系 統 の 七如来

と資料的に 認め られ る が，問題 は 拍 行 録 』 の 七 如米を延 寿が 本 当に 念 じ て い た か ど うか で あ る。

　若 し， 『
自行 録 」

の 臼 八事 を延 寿 が 実 践 し て い た こ とか 事実 で あ る な ら．七 如来 の 念仏 i］：1．t正 に 先

駆 者 として 高 く評価 さ れ る べ き で あ る。しか し，そ の 典拠 で あ る 二 部 の 儀軌 経 は 経 鋪 こ二記録 され ず，

株宏重訂 の
『瑜伽集要施食儀 」 a600 年）に 至 っ て 存在が確 認 され る 。 眉 1 圭で に は 6（1〔戸 「以 上 が 過

きて い る。L か も，そ の
．’

部 は
一
恐是 此 土 所 集．非西土 本 也」 と 後 に 査 定 され．る，二 部 の 儀軌経は

延 寿 の 時代に 存 在 L て い た の で あろ うか ．存在 し て い なか っ た の な ら， 七 如 来は 延 寿の 創作で もろ

うか r 史に IJ目え て
， 訳 出 の 確か な

『
餓 鬼陀羅 尼経 1 不空訳 の 四如来を引用 L ，t： i

施食法式 」 遵 式 す

ら，
tt

な お若干 の 懸念 もな い で は な い
”
と い う厳 正 な指 摘 が あ る

／・
i“
．
そ れ 以 前 の 征 寿 に は それ 以 Lの 疑

念 を持 つ 。こ れ は 阿 弥陀仏 に 関係 す る
一一例 ・一儀 礼 に す きtl’　L　i が ，そ の 他

一
々 を厳 密 に 当れ ば な お

幾 つ か の 言果題 が あ り そ うで あ る。

　以 上，延寿か 日 々 厳修 した と伝え られ る
『
自行録 』 の 浄土 行 とそ れ か ’二脈 生 し た 問題 点 を考 証 L

た 。

　浄 土 の 行業は 1．五 事 ほ ど に 認 め ら れ ，内容的 に は 念仏 に よ る浄土 往 生が 多い が ， また 諸行成仏 も

認 め られ た ． こ れ は 浄 ヒ思 想の 極端に 少 な い 著 述 と 異な る点 で あ ＋）， ま た，内容的 に も詩述 の 唯心

思 想 と実践 の 往生 思 想 も相応 しない
。 更に 読 誦 の 経 典 は 1

一
阿 弥陀真言 1

・「往生 呪 』 の 二 部 の み て ．

浄土二 部経 な どの 代表的浄土経典 は
一

部 も認 め ら れ な い 。 こ の ように
「

自行録 』 の 浄 土 の 行業 に は

延 寿 の 著述 に 認め られ る 浄 ヒ思 想 と相応 しな い 点か ある．、そ L て 若 し．こ の 相違 点 が 容認 され れ ば ，

前 に
『
自行 録 」 に は様 々 な行 業 か 認 め ら れ ，著述 に は 諸行兼修 が 主 張 さ才L て い る か ら，著述 も行業

も諸行 兼修 と い う点で 延 寿 の 浄 土 思想 と い う従来 の 見解 も再考 を余儀 な くさ れ よ う。諸 行兼修 と

言 っ て も内容が 異な る か ら で あ る。浄上 教 に 限 っ て み て も， す で に 法照以降は 融 合的形 態 を帯て い

た の で あ V ，五代宋代 は 多 く融合的浄土教 の 風潮 で あ っ た ，従 っ て ，延 寿 の 著述 に 認 ダりら れ な か t．t

た 密教思想 の 強 い
『
自行金剥 の 浄土行は 別 入の 見解 と考え う る 「i∫能性が 残 され て い る、

　史 に 浄 土 の 行業 に 陀羅尼系 二 部 の 読 誦 しか な い こ と と関連 L て． 「
自行録 』 全体で も密教思 想 1：陀

羅 尼関 係
・施餓 鬼関係） が 濃厚 で t 延寿は 今 日 の 中国 1ム教儀 礼 の 先駆 者 と の 評価 か あ る． Lか L．

阿弥陀仏を含む 七如 来 の 成 立 と変遷 を辿 一一tて み る と．延 寿か そ れ を実践 して い た か ど うか は 断 定 で

　 　 　 111，，ふ 　 　キ

ご▽ ∫ い
。

　 r
自行鋤 の 浄土 行 を延 …嗣

・

聯 土思想 ど 妬 に は な捌 痔考の 余地 が あ り そ プ 瞥 ・ る・

　ほ｝　：二の 中．第 四 〇事
「．
託 質蓮 台 」 は

『7」
1
曹 同 帰 集 」 第 28 問 答曾 に あ る か ら 弥 陀 浄 十 と づ 叙 他 に 第　

．
串

5
荘 厳 浄

　　 t．，第
一・．

事
1

宝 刹 浄 上 」，第四 六 事　彳主牛 宝刹 ］，第 ん　
．
串

一
II」1生浄

．
ヒ．」 と あ る ヵ

・
1 弥 陀 炉 1．．き．小 す と は 限 ら な

　 　 It ・t」’｝．：
』
省 くc

　 C2］ 塚 本善隆
「

齊中期 の 浄一L教 153
− 56，260 頁 ，

　 （3）　 古岡 義 豊 ［
「
道 教 と仏 教 ∫ 第

一，400− 401 則

　 ［・1） た と えば ．鎌 田 能 雄 『中 国 の 仏 教 儀 礼 」
r事，ユ13− 115翼

　〔5｝ 吉 岡 義 翳、君ll掲 書，412− 431 頁，鎌 田 茂 雄，前掲 書．45L　 56L　 59＆ 6111．857− 859 岐．、

　：f：　 ・J、野 玄 妙
i・・tt、瓣 毳典 総 論 、

11f ！書 解 説 大 辞 典 1別 巻 1、169 − 17〔〕．17　J， 179　r−1／，枚 il亅1・鱈 ；
1
賑 ｝

；粧 ・4〔〕7・・；15−一
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　 416 頁。

（7） 大正 55 ・700 上，767中，879下 な ど。

（8｝ 大 正 55 ・1062 中，1080下 な ど。

（9） 「
蒙 山施 食伝 言外 国 甘 露 法 師 住 錫 四 川 蒙 山 集」

『禅 門 日 誦 諸経 』40 丁，厂
蒙 山者是利済孤 魂之 意，蒙山之名由甘露

　法師駐錫四 川 蒙山 集之 因 縁 而起 」
『仏 教儀式須 知』 〔鎌 田茂雄．前 掲 書，561 頁）。

〔10＞ 牧 田諦亮
「
水陸会小考」

『中国仏教 史 研 究』 第二，216 頁。

  　中国仏 教 儀 礼 の 研 究 は 鎌 田 茂 雄 博 士 に よ っ て 豊 富 な資料が 提供 され た （
『
中国の 仏教儀礼』）。本 稿 とは別 な課 題

　 で あ り，他 日に 期 した い ．

　 本節 で は延 寿の 弥陀浄 土 思想に つ い て関係資料 を調査 ・整理 し， その 内容 を穿鑿 して彼 の 見解 を

知 っ た 。 そ れ に よ っ て ， 延 寿 の 弥陀浄土 思想 と言 っ て も単
一

では な く， 立場 に よ っ て，引用経 論 ・

典籍に よっ て ，内容 を異にする こ とが 資料的に 立証 され訂正 され，また ， 問題 点 も提示 され た 。 こ

こ で ， 前節で 知 っ た 唯心 浄 土思 想の 要点 ・疑義 との 関係 を勘案 しな が ら ， こ れ まで あま りに も細部

に 及 ん だ論述 の 偏重 を補 うた め に 要 旨を整 理 し，併 せ て触れ えなか っ た問題 に 言及 しよ う。

　 まず，弥陀 浄土 思想に 関す る資 料は約 40 点ほ ど であ る 。 こ れ は 諸宗 ・諸思想 の 資料 に較 べ て 極め

て 少 な く，主に 『
万善同帰集』 に認 め られ た 。 その 結果，わ れわ れ は 従来の 見解が何ゆ え浄土思想

に つ い て 『宗鏡録 』 で な く，

『万善同帰集 』 で 語 られ る か を資料的に納得す る こ とが 出来た 。 しか し，
『宗鏡録 』 に も少 ない とは言 え，重要 な見解 （と くに

『
観経』 解釈）が ある こ と を知 っ た

。 資料か ら

知 られ る第二 は，こ れ らの 多 くは経 論 と中国典籍 の 引 用 の 中に 認め られ ， 延 寿 自らは弥陀浄 土思想

に つ い て 語 っ て い な い
。 こ の こ とは延 寿は 弥陀浄土 思 想に つ い て深 い 関心 と理解 を持 っ て い なか っ

た こ とを意味 して い る 。

　次に ， 資料に 説 か れ る具体的内容 と延 寿の 見解に つ い て は，弥陀 浄土 思想 と言 っ て も資料的に 二

つ の 立 場が 認 め られ た。

　
一

つ は西 方有相の 弥陀浄土 思想 で ある。彼は
『
観 経 』

『
阿 弥陀経 』

『起信論』
『
安楽集』

『
群疑論 』

な どを引証 と して ，西方有相 の 弥陀 浄土 思想 を認め る 。 少な い とは言 え ， 代表的な浄土典籍 を読ん

で い る こ と は 驚 ろ くべ き こ と で あ る 。
こ の 点で， こ れ ま で 延 寿は 弥陀浄土 思想 に つ い て 深 い 関心 と

理解 を示 して い な か っ た と判断 した 一部は訂正 され た 。 彼は深 い 関心 は ともか く， 正 確に 理解 して

い た 。しか し， 西方有相 の 弥陀 浄土 思想に つ い て の 彼 の 見解 となる と ， 彼 は 正 しく理 解 し認 め て は

い る が ，必 ず し も積極的に 支持 し強調 した わけで は な い
。 その 代表的事例が m観経 』 解釈 で ， 彼は

それ を 「依禅宗及 円教 」 の 上上根 人 と異 な る中下根 の 劣 っ た人 の 事相 の 観仏 とす る 。 こ の 見解は
『
万

善 同帰集』 第 28 問答 （前節第
一

項）の 唯心浄土 を支持 し，劣 っ た 人 の 浄土 往生 を消極 的に 認め る見解

と同 じである。ま た，西方有相 の 弥 陀浄土 の 引証 も彼は その 前後の 文 で 必ず唯心 の 表われ と して の

有相 と説明 す る。こ の 点で 西 方有相 の 弥陀浄 土 は 延寿 に と っ て積 極 的に 肯定 され る もの で な か っ た 。

　他 の
一

つ は唯 心 の 弥陀浄土 思 想 で あ る。そ の 引用 経論 ・典籍は 「
是心 是 仏」 （『観経』），

『
般舟三 昧

経 』，＜華厳経 ＞ 2 部 ， 天台 ・華厳系典籍 数部で ， 前の 浄土 経論 ・浄土典籍 とは 明 ら か に 違 っ て い る 。

こ こ で具 体 的 な経典 ・典籍が知 られ た こ とは収 穫で あ っ た 。彼は こ れ ら唯心思想 ， あ る い は それ に

近 い 経典 ・典籍 を引証 と して 唯心 の 弥陀 浄 土 を認め る。しか し， こ れ らの 引証 は 弥陀浄 土 に限 っ た
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＆s 中国浄⊥教 に お け る 唯心浄土思想 の 研究　（
一
）

資 料 で な い ttそれ ゆ え，彼 の 唯 心 浄 土 思想 は 弥 陀浄十 に 限定 し た ．k張 で は な く，　 i．与浄 土 ・諸仏浄

ヒの
・
仏
一

浄 ⊥ と して の 唯 心 の 弥陀浄土 思想 で あ ・流 ，こ の こ とは 前節 の 考 証結 果 と変 っ て い な い

　彼 の 弥陀 浄土 思想 を図示 すれ ば ，次 の よ う に なろ うtt

　　　　一
西 方有相 の 弥陀浄土 ： 中 ド根 の 人の 事相 観 仏 ・浄土 往生 。

た だ し，有相 は 唯心 の 表れ

弥陌 争土 ・ 　 　 　 　 　 　 　 観 経 ・ 噛 霊尓陀経 9 咄 論 ∬ ：嫌 集・
『
晋擬 論・ な ど

　　　　 1一
唯 心 の 弥陀浄土 ： 卜：恨 の 人 の 了知

・証悟

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「

是、亡・是 イノ、」 　（『霍旡糸斈三∫：．　「舟殳丿苛
．
三 ［IX糸至三lj　＜llki厳経 ＞　2 吝i三・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 天台 ・華厳系 典籍数部 な ど

彼 は あ くま で も唯心 浄上 を志向 し，西方 有柑の 弥陀浄 土 を認 め て は い る が ，積極的 に 主張 して い な

い r 延 寿の 浄土 思 想，よ り止 確 に 唯 心 ヒ酉方有相 の 弥 陀 浄 土 思 想は 以一Eの と お りで あ る tt

次 に 彼 の 具 体 的実 践 を伝 え る
・ 白彳了録 、 に つ い て は著述 に 蠡勘 られ る浄＋思 緞 相応せ ず・な

お 検討 の 余地 が 残さ れ た ．

　 とこ ろ で．わ れ われ は彼 の こ う した 浄 土 思想が 彼 以 前の 如何 な る 先 行思想 を継承 L て形 成 され た

か に 論 及 して い なか っ た e 彼 の 著 述 に は前章 で 取扱 っ た 典籍 も多 く認 め ら れ る か ら，彼 に 及 ぼ L た

先 行 思想 の
一部 をすで に 知 っ た こ とに な るか． こ こ で ま とめ て お こ っ 。

延寿 の 弥陀浄 土 雄 め た 唯 心 1争」・思想 の 先彳債 料 を実証 す 61・ は 前章 ま で の 諸資料 と彼の 引言正

資料 との 関 係 を調 べ る こ とか 必 要 と な る／t こ の 1楼 はすで に な し糸冬髄 の で あ る か ら・猟 わ オしは

改め て それ ら の 資料 を取 ヒげ な くて よ い で あ ろ う、そ こ に は 浄土 系 の み な らず，天台 系
・華厳系 な

ど の 先行思想が 認め られ た tt 延 寿 の 思 想 全体 は それ 以 前の 諸宗 ・諸思想 を総合 L た の で あるか ら，

浄 上 思想 に つ い て も彼以前 の 思 想すべ て と い う の が最 も正 しい 解 答で あ ろ
‘
： 

　た だ ，本稿 冒頭 の
「

問題 の 所在 ．で 指摘 した従来の 見解 て 触 れ られ て い な い ．か つ ．承：要 な先行

麗 巴 ，て は華 厳系 の 諸資料力吹 け て い 島 そ 餌 三な ‘ノ ・・とし て は 糸椣 で 曄 雌 の
…

異本
「如 来

偲 議 境 界経 、 で あ る ．
延 tSlよ唯 心 浄 土 思細 ・ 端的 に 言 1廴掲

『
万善 同1牒 ・ 第 2脳 1答 で こ の 経典

だ け を 引証 と し，また，他 グ）個 听 も浄 k に 関 1
馳
る 言 及 で の 引証 で あ る匸，従 っ て，彼 は唯’己崢 土 に 限 っ

て 言 え ば ，第 二 章 諏 扱 。 た 唯心 思想鮪 名な経 論 で は な く・ ン ・纏 匙を 皸 し て い ピ 欠に 彼

の 浄 土 思想 に よ く相 応す る先行 資料 を探せ ば ， 李通玄
「

新華厳 経 論』 第六 、　十種浄＋ 」 の 見解 で あ

る、1 彼は諸仏 浄 上 を
．
1マ

位 か ら上位 へ

　　第
．
阿弥陀経融 、．第 二 無量寿總 争＋ 一

・…・第丿雎 ’L・浄一1・ け証 36 ’759411 ｛；・・

と叢 L た ． こ の こ とは 前章で 学ん だ 評 唯 心計 ・
の 臑 缶は 李 通 玄 か 最初に 恥 た n・ L か し・彼 が

最初 の 唯 心浄 上 思蘇 と 猷 な L ・の は 、 彼 の 岨 浄 ⊥・は
『纏 経 ・ 譜 噸 書湘 ・ よ る も の で ・弥陀

浄 t は最下位 と 査 定 し た か t
’
， で あ る／t 延寿 も 『阿弥 陀経 』

『
観経 』 に 説 く西 方有相 の 弥陀浄土 を低 く

考 え て い た が ，唯 心 浄土 は 弥 陀 浄 上 を 含む 十 方浄 土 辷考 えた ，そ こ に 微妙 な違 い が あ る一た だ 、両

師 と も酊 靖 椎 嚇 隙 争土 を低 く… 断 浄一聴 部 ・考 2充 轍 全 桐 1二
ti
　
”
　’t’・ る 誕 寿 の 著也 こ 当該

1噺 の 引 証 は な く，戯 ，，微妙 な違 い は あ る が ，李 通
“

・1 噺 蝋 経 論 ・ 拐 1旧は 多い か ら艇 寿は

＋ 種 浄 上 の 分 類 を知 。 て い r， と教 て 辷い ．　 fi’E　
一
． て．最 も有力姓 竹

．
認 の 一 つ と 思 わ れ る・他 に ・

延 寿 の 思想 に は 澄観 の 影 響 が 極め て大 き い と い う硝 誠 果 が あ
・｝12鶚 三項 で そ の 端 嘩 厳 演 義
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鈔』） を扱 っ た 。 そ うす る と
『華厳経 疏』 巻五 六 ，

「五 門念仏門 」 の ，

　　二 。摂境 唯心念 仏 門 。

・・一 即総相 唯心。是心是 仏，是心作仏故 （大正 35・924中 ， 第三 章第 二 節〉。

も先行思想の 一
つ と考 え られ る。延 寿 は 「是心是仏 」 の 経 文 を引証 と し， 事相 は 唯心 の 仮相 と主張

す るか らで ある。延 寿 の 唯心浄土 思想 の 主張 に は
，

『如来不思議境界経 』 を引証す る以外，李通玄 ・

澄観 の 当該個所 は 引 用 し て い な い 。 しか し ，

『観経』
『
阿弥陀経 』 との 関係 を勘案 し， 華厳思想 の 影

響 の 大 きな こ とを総合的 に考 える と， こ れ ら華厳 系先行思想は 無視で きな い よ うに 思われ る。 こ こ

で は ， 従来指摘 され て い な い ゆ えに 附説 して お こ う。

　延寿の 浄 土 思想の 解明 は 以上 でほぼ な し終 えた と思 われ る。しか しなが ら，論述 の 経 過 で 気 づ い

た 疑問 ， と りわけ 浄土系の 研究成果で延寿最大の 思想 と評価 され る禅 と浄土 を対等に 考 え修め る禅

浄融合 ・禅浄双修思想 を延 寿が 本 当に 主張 したか ど うか の 疑義は 残され た 。

　〔D　鎌 田茂雄 『禅 典 籍 内華厳 資 料 集 成 』 103 頁 以 下 参 照 。

　（2｝ 石 井修道 「『
宗鏡 録 』 に 及ぼ した 澄観 の 著 作 の 影 響 に つ い て 」

『
印 仏研 』 第 17巻第 2 号。

第四 節　中国浄土思想史 に おけ る永明延寿

　　　　　　　　　
一

と くに禅浄双修 の 思想家と して の 永明延 寿
一

　延 寿 の 浄土思想 を解明 して い る本章で は す で に 細か な点 まで穿鑿 し考証 した か ら，最早，なすべ

き作業 は 果 し終 え た こ と に な ろ う。 しか し、 こ れ ま で に 幾 つ か の 疑義が提起 され た まま ， そ の 解明

は保留 され た 。

　彼 の 浄土 思想 に つ い て の 最大 の 要点 は，彼は 唯心浄土 思想の 最初 の 提唱 者で あるが ， しか し ， そ

の 浄土 は十方周遍 の 浄 土
一

般 ・諸仏浄土 全般で あ っ て
， 弥陀 浄土 を特定 した もの で なか っ た と い う

点 で あ る。 こ こ に
「
唯 心 浄土 ・本性弥陀 」 を標榜 する後 の 唯 心浄 土思想家た ち との 違 い が あ る。そ

れ で は ， 明 確 に 弥陀浄 土 を前提 と して 唯心浄土 思 想を主 張 した最初 の 思 想家は 誰れ か が 大 きな問題

とな る。わ れ われ が 中国浄土 思想 史 を学び ，また ， こ れ ま で の 考証か ら教 え られ た こ と は ，天 台系

の 思想家に 唯心 浄土 思想 との 係 わ りが 多い と い う点 が ある。 こ の こ とは 唯心 の 弥陀浄 土思想は 天 台

浄 土教の 中で 発酵 し成立 した こ と を示唆す る。実際，「唯心之 浄土 ， 本性之弥陀 」の 用語 は 四 明知礼

（960− 1028） に 初め て 現わ れ るti｝唯心 の 弥陀浄土 思想 の 確立 に つ い ては次 章で 探求 しよ う。

　それ 以前に 本章で 解明 しなければ な らな い 大 きな課題 は延 寿が 後世 〈禅浄双修 〉 〈禅浄融合 〉 の 思

想家 とされ る こ との 疑義で あ る。

　こ れ まで 知 っ た 延寿 の 浄土思想は ，唯心 浄土 に せ よ弥陀浄土 にせ よ，資料的に極め て 言及 が 少 な

か っ た 。 また，弥陀浄土 の 内容 は勝 れ た 人の 唯心浄土 の 了解 と劣 っ た 人 の 西方有相浄 土 の 往生 の 立

場 が あ っ た。こ の 場合 ， 極 め て 顕著 な禅思 想 と言及 の 少 な い 浄 土 思想 との 対等 な禅浄双修 は釣合 わ

な い
， あ る い は ，上根 の 人 の 禅宗 と中下根 の 人 の 浄土往生 の 禅浄 双修 は機根論 の 点で成 り立 た な い

，

と い う疑義で あ る 。 更に ，延寿 自ら
“

禅に は 禅 の 理 事が あ り， 教家に は教 家 の 理事 が ある
”

と明 言

す る。従 っ て ，
“

理 として の 禅・事 と して の 浄 の 双修
”

とい う従来 の 見解 は 誤 りであ っ た。ま して や，

教家 ［学法之 輩］を浄土 教 とす る解釈 も成 り立 た な い 、そ れ ゆ え，彼 の 著 述 に は禅浄双修 の 根 拠 は
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9θ 中国 浄 L教 に お ｛
・一

る 唯 心 浄 七 思 想 の 研究　
1：
一．1

全 く認 め ら れ な い L、そ の 用語 もな い tt こ の よ
．
〕に 延 寿に は 禅 と浄 土 を対等に 扱 い ．双修 す る主張

は 資料的 に も内容 的 1こ も論 理 的 に 無か っ た ，と い
一
〕疑義 で あ る、

　若 し， こ の 疑義が 容認 され れ ば ，わ れ わ れ は 禅浄双修 の 延寿像 を後世 の 資料 か ら探 ら ね ば な ら な

い ．本節 で は，延 寿 が何 ゆ え浄十 思想家 と して 高 く評 価 さ れ る に 至 っ た か ．禅浄双 修 の 延 耐 象は何

時頃成 ウニした か を後 の 資料か ら探 り， 明 らか に しよ う，そ の こ と が こ れ ま て の 考証 の 丁「否 に ある い

は傍証：と な る か も知れ な い ．

　延 寿伝 の 最初 の
， 従 gt て，最 も確 か な 史料は

「宋高僧伝 』 巻 二 八 噴 寧 編 ，988年 ・ で あ リ，稍や

遅 れ て 1景徳伝燈 録 』 巻二 六 ：道 原 編 ，
1004 舶 で あ る害

1

延 灯仁1の 考訓
．
は先学 の 成果に ゆ ず るが ρ こ

こ で は 後に 成立 す る浄土 思想家 と して の 延 寿像 を際立 た せ る た め に ，両 史料か ら延寿 の 生涯 を略 1唱

L 確認 して お こ う，

　　永 明延 寿〔9〔M − 975年 〕，銭塘 の 人、．若 くL て fム教 に 帰 L ，『
法 華経 』 を謡す 。 28 歳 ，華亭 の 鎮将

　　とな る も，翠巌令参 の 元 で 出家 し， 友台Ilr天 柱 峯 で 厳 L い 1：峯行 ［九 旬習定，有 鳴……巣棲于 衣

　　摂中1をす る tt 次 い で 天 台 徳語 に 謁 し、嗣法
．1．る tt 初め 雪 藁由 に 住 L．571義霊隠山，翌 年 58歳

　　永明 寺に 住 し て 臼 モ年，弟子
・
丁
’
七 白人 を度 し た、、夜は 施 食 し昼 に 放生 つ

一
る こ と数知 れ ず．六

　　時 に 散華行道 L，法華を誦 す る こ と計．・
万三 干部 に 及ん だ 、．著 わ す と こ ろ ノ∫善同 帰渠

・宗鏡 録

　　な ど数 丁1∫言，高麗 国 王そ の 録 を覧て 袈裟等 を贈 っ た 　開宝 八 fi
　

Il975
／
r：1 七 レr 歳 で寂。

　 こ 二 に は 凄 じ い 修行 と天 台徳紹 ｝去嗣
齢
法眼宗第 三 裳則 とし て の 活 躍 が伝 え ら れ る．／しか し．浄 十 思

想家，禅浄双修 の 延 寿像は 全 く伝 え られ な い 、た だ ，そ の
一一

部 に 施食 ・放生 な ど の 利他行 が 認 め ら

れ た ． こ の 点 が 厳 L い 修行 の で きな い 入 を救
一
］，利他行 と し で の 浄 土 1主’

ヒへ E 転 化 す る ・∫倉旨性は あ

る，、従 ．
っ て ，延 寿 の 中下根 の 人 の 浄

．
ヒ往生 とい う主張 と 利他 行 の 伝記が 伏線 と な プ 乙 　後の 浄 土思

想 家 と L て の 延 寿像 が 成 立 した こ とは充分 予想 され．る．

　そ A で は ．浄 土思 想家 と して の 延 寿伝は 何 で あ り，そ れ は 何時頃 に 現 われ確 立 した の で あ ろ
一t／ ；帆

そ の 他 の 新 し い 延 寿像は と もか く， こ こ で は 浄十 思想 家 禅浄 双修 の 延寿像 に 大 きな役割 を果 L た

主な浄土資料 を取 上げ，初 ，

［Eの 事項 に 注意 しな か ら簡 単 に 辿 ’て み よ
’i　”

延i寿 に 言 及 す る キ な浄一L関 係 資料
L〕

「新修往 生伝 』 巻 ド，王 古撰 〔m84 年，「暑帽 芋・
．1．宗全書 1 巷

一六．124．．125良 〕

　　朝暮演法 ，夜則念 阿 弥陀 仏．行道 発願 9 日 課
…

百 八事．未嘗廃轍
一 ・志驚王萋ヌ：泳 自 rll求西

　　方 者．未有如 此之 専功 也。・・…・
夜 施 鬼神 食，晝放 生 命，不 引

．
其数 皆廻 向 浄 L……

　〔あ る僧 の

　　陰 府 で の 話）…是杭州 永明寿 禅師也 っ今己西方 ナし品上 生矣．

『
楽 邦文 類 』 巻三，宗 暁 編 1：1200年 、大．1］・47 ・lll5」．中 ）

　　遂 一ヒ智 者禅院，作二 鬮「一．・
口，一

心禅定鬮 。
二 口 ，

广
誦 経 〃善荘厳 浄 土 鬮 tt

……拈之 乃至
．ヒ度，

　　並得譚 経 万善 生浄 ヒ鬮、出此
一

意 ， 専意 浄
’
￥i　t’…… rl課 一

百 べ 事
… iヨ暮往 別 峯，彳〕

：

道念仏
……、

　　忠懿 王 嘆 H ， 自古 求西 方 者，未有如 此之 切也 t．

同，巻四 1：198
−
1マ ー2α0．．L：1
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「
万善 同帰集揀示西方罐」 （『万善同帰集 』 第 28− 33問答）

同，巻五 （214下
一215上）

　　
「
神棲安養賦 」

　　（宗暁 の 解説
「
禅師

一
志西方 ， 極 言洪賛也如此 。至 於万善 同帰，亦 力勧修治 。……

是賦師 自有注本 ， 事

　　 広文 長，此不暇 録 」〉

『仏 祖 統紀 』 巻二 六，志磐撰 （1269年，大 正 49　・　260下 ，264中
一265上）

　　蓮社七 祖 （慧遠 ・善導 ・承遠 ・法照 ・少康 ・）六祖永明智覚法師延寿 （
・
省常）。

　　遂上智者岩 ， 作二 鬮……
。 日課

一
百八事……。忠懿王歎 日，……。夜施鬼神食， 晝放生 命，皆

　　悉回向荘厳浄土。時人号為慈氏下生。……

　　又述万善同帰集，指帰浄土 ， 最得其要。… （ある僧 の 話）杭州寿禅師也。聞 已於西 方上 品受生 。

『
浄 土或問 』 天 如 則著 （14世 紀 前半，大正 47 ・292 上 中。 他 に 293中下）

　　永明寿和尚 ……及 作四料揀偈。其略 日
， 有禅無浄 土 ， 十 人九蹉路。無禅有浄 土，万修万 人去 。

『浄土 指帰集 』 大 佑 集 （1393 年 ， 続蔵 2 ・13・1 ， 67− 68。他 に
「
別峰行道 」

「
臨終 業相 」 78，84）

　　
「
永明料揀」

　　 永明智覚禅師 ……其示 参禅念仏，四料 揀偈 ，

　　　　
一

日有禅無浄 土　十 人九蹉 路　陰境若現前　瞥爾随他去

　　　　 二 日 無禅有浄土 　万修万 人去 　但得見弥陀　何愁不 開悟

　　　　 三 日 有禅有浄土　猶 如 戴角 虎　現世為 人師　来生作仏祖

　　　　 四 日無禅無浄土　鉄床並銅 柱 　万 劫与千生　没個 人依怙
『往生集』 巻

一
， 株宏輯 （1584年 ， 大正 51・133中）

　　　永明延寿……。

　　　賛 日，永明佩西 来直 指心 印 ， 而刻意浄土 。自利利 他広大行願 ， 光昭於万 世 D 其下生 之慈氏 歟 ，

　　　　　　其再生 之善導歟。

『浄土 聖 賢録 』 巻三 ， 彭希 凍述 （1783年，『
浄 土 宗全書』 巻

一
八 ，650− 652頁）

　　延寿……
作二 鬮，

……
。 又 著万善同帰集。集中指帰浄土処，最為切 要。其略 日 （第 28，30，　33問

　　答）。又嘗作四料簡伝，……。（あ る僧の 話）……
。 獵飜

　浄土思想家，往生 人 として の 延寿像 は 『新修往生伝 』 巻下 ， 王 古 撰 （1084 年）に 初め て現 わ れ る9
そ こ で は ，

  雪 寳山 で は ，朝暮に 法 を演 べ
， 夜は 阿弥陀仏 を念 じ， 日課 の

一
百 八事 を欠かす こ とな く勤め

　　た 。

  忠懿王 か 古 へ よ り こ れ程 西方 を求 む るに切 な る人が い た ろ うか と歎 じた。

  永 明道場の 十五 年間，夜は施食 し昼 は 放生 する こ と数知 れ ず 。 そ れ は 皆浄土 へ の 廻 向 で あ っ

　 　 た。

  没 後数年 して，あ る僧 が 疾に 因 O 陰府 に 至 っ た とき，西方九 品上 生 の 延 寿像 が 掛 っ て い た 。

と い う伝記・
逸 話 で あ る。本伝 で す で に 浄 土 思想家 往生人 とし て の 延 寿像の 大半が 認め られ るが，
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次 い で ，「
龍 舘 争上 文 ｝ 巻五，ニピLi休 撰 〔1161 年頃 〕 に  

「 1コ課
一・

百八 事，精進 以修西 方」   あ る 僧

の 逸話が 継 承 さ れ る
1

，lt

　浄 一ヒ思想家 と L て の 延 寿像 に 決定的な1殳割 を果 L．た の は
「楽邦文 類 1 と それ を受 糸臨 ・だ 『仏祖統

紀 印 で
1
ある。

　「楽邦文類 』 五巻　宗暁編 〔1200年 1 は ，題 名 どお り ，浄 ：1二 ：楽 邦］に 関
『
蕁る資料 ［文類1 を意 図

的 に 集め た 中国浄⊥ 教 唯
一一

の 類聚 で，後の 中国浄土 典籍に大 きな影響 をケえ た だ け で な く，それ 以

前 の 浄十思想 を学ぶ 一ヒで も非常に参考 と なる『
：

本書 に は唯心浄土 思想 の 資料 も豊富に 認 め ら れ ，わ

れ われ は 様 々 な 系統 ・内容 ・批判 など を知 る こ t が出 来る， こ の こ と は 次章 1
−
1隹心 浄＋ 思想 しア）確 立 」

で 詳論 しよ う

　当 面， 延 寿 に 限 一、た 言及 は 前 の 資料    を伝 え る外 に，浄 土行 専修 の 理 由 を初め て 載ゼ る。

　  　天台 山 で修行の と き，法華 行 に 進 む か 広 く群 品 を利
’
ポ る か 遂 っ ノ∴ そ こ で．一二鬮を作 り，　

・
つ

　　は
．・心 禅定 の 鬮，二 っ は 誦経 万善荘 厳浄土 の 鬮で あ っ た 、 ピ度び 鈷 じて 盡 く誦経 万善生浄土 の

　　鬮を得た。それ に 由一t．
， て 専ら 浄業 を修 した、、

　こ の 逸話は 延 寿 の 浄業 専修 の 理 由 を諮 る有名な逸話で あ る が ，延 ヲ才の 拍述 と史伝か ら 見て 矛墳 し

て い る こ とは明 らか であ ろ う、 まず， 著述 で は だ台
・華厳

・唯識
・
禅思想が 顕 著に 言M，め られ，諸宗 ・

諸思想 ［万善 1 の 同帰 をキ張 す る ．，史伝 で は天 台徳韶 の 法嗣 ・法眼宗 第
．
齢 且の 高憎で あ る 、、こ の 場

合，
「一

心 禅定 が 否定 され る こ とは あ リ得 な い 。しか L，宗暁は浄 業専修 の 延寿像 を劇的 な鬮 に よ
・

て 鮮か に 描 き出 した 、．他宗 は ともか く，浄一L教徒 は それ に 感動 L 納得す ろ t／

　更 に ，宗暁 は 『万善 同帰集 」 第 28− 33 問答を楽邦 の 文類 ピ L て 収録 す るtt当該問答に 弥陀浄．1二思

想 は濃厚 に 現 わ れ て い る が ，厳 密に 読 め ば 弥 陀浄 一L に 限 ら な い 間答の あ る こ とは す で に 考証 L た と

お り で あ る tt
　 Lか も，六 問答は

「
万 善同帰 k−！　114 問 答の 極 く

…
部 に す ぎな い tt本書 の 主題 は万善万

行 の 同 帰に あ り，弥陀浄十思想 を殊 史 強調 L て い る わ け で は な い 。 L か し． ゴ楽邦 ｝と類 」
び）影響 は 極

め て 大 き く，前 の 劇的な逸 話 と柑俟 っ て， 」つ∫善同帰集 」 は と くに弥陀浄上思想 を説 い た 書 と さ れ ，

そ の 著 者延 寿 の 浄 ヒ思想家 と L、て の 地 位は 確立 す る ．t

　「楽邦文 類 」 の 延 寿像 を そ の ま ま受継 い だ
「
仏相 統 紀 」 で 1争 ヒ思 想家 と L て の 延 寿像は 決 定的 とな

る、撲者志磐 〔
『
仏 祖統紀」 巻 26，1269 年 1 は 

〜
  を載せ ，

「
時 ノ丶 号為慈氏 卜生 」 と伝 え． 「

万蒜 1司帰

．集，指 帰 浄 土 ，最得其要 1 と最大 級 の 賛 辞 を
’

フ え る、．

　夏ユに 加 え て ，志磐 は宗暁 の 蓮社始祖 ・継祖伝 ：：
「
慧遠

・善導 ・法照 ・少康 ・省常 ・宗瞞 1別 の
一

人

一
宗牘 」 を 入替え ，

冖
六 祖 東明 智覚法師延 寿 ， 〔

．
ヒ∫祖 昭慶円浄法 ll疏i省當 ：． と

『
t／
．
る。そ の 後， 蓮杜 Il浄

一L：教 ：…　　グ冫系言普Cま　八 3月　株法ま　．　九卒1i智 丿哩　　一　
皿1．ネ1Lそテ策　　一　

一
［
．
　
一
　　ネ且実 賢　　

一
　
一
卜二 忖1際西互と　

一
　　1

一
三室且導乏量　　　（L三Ij光

t
）　　｝：

加 え ら れ ，現 代中 国 の 仏教儀礼 に 至 っ て い 鰐
．
浄 土 思想家 と L て の 延 寿像は 今

一
日 に 至 る ま で 不動 で

あ る．

　十 三 匿紀 に 入 っ て，禅浄 双修 思想を端的 に 示 す 　
．
四料揀」 が 延 寿 作 と L て現 t）　f”1

’
る．

　  　有禅無 浄 ＋ は十 人中九 入 が 道 に 蹉 く　［i衾境 が 現 前 し　瞬時に 他 に 行 ・ て しま ）

　　　無禅有浄土 は 万修 万 人 が 浄 一Lへ 行 き弥陀 を 見る こ とが で き る 　ど う L て悟れ ない と愁 うの か

　　　有禅 有浄 」．1は角の あ る 虎 ダ瑚 き で 現世 に 人 師 と t” リ 升（世 に fノ湘 ピ 奴 ・
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　　　 無禅有浄土 は 鉄 床銅柱 の 如 く　 万劫千生 変 ら な い 　誰れ も依 るべ きな し

　 こ れ は 有名 な参禅念仏 四料 揀 の 偈 として伝え られ ， 従来の 見解 で も多 く延 寿の 思想 を端的に 示す

偈 と考 えられて い る 。 しか し， こ の 偈が 延寿 の 著述 ・史伝 と矛盾す る こ とは すで に提起 した9°1

　 好 意的に 延 寿の 思想 と共通す る解釈 を強 い て考 える とすれ ば ，

「有禅無浄 土 1 は彼 も当時徒 らに 空

理 に執 する禅宗失 意の徒 を非難 して い るし， 「無禅有浄土 」は 中下根の 人 に浄土往生 を説 くこ とと共

通す る。「有禅有浄土 」は正 禅定を強調 し，唯心浄土 の 了悟 を説 くか ら最善 である し，

「無禅無浄 土 」

は 当然最低 となる。こ の よ うに ， 四料揀 は
一

見す べ て 延寿 の 思想 と矛 盾 しな い か の ように 思われ る 。

，・しか し ，
こ の 解釈 は延 寿思想 の

一
部分 だ け を取上 げた 会通に す ぎず ， 延 寿思想 の 中心 思想 ・思想全

体か ら解釈 して い な い 。こ の 論 法 は延 寿は 中下根 の 人の 浄土往生 を説 くか ら善導 の 指方立相論 と矛

盾 しな い と い う解釈 と同 じで，すで に第二 節第二 項 で
’
批 判 した 。

　 主な反論 を述 べ よ うe

　 まず， こ の 四料揀は禅 と浄土 を対等に 扱 い ，そ の 双修 を最善 と して い る点 で あ る 。 それ は 四料 揀

を支持す る禅浄双修論 者た ち の 立場 で あ っ て ， 延寿 の 主張す る立場で な い 。彼 の 思想は諸宗 ・諸思

想 を唯心 と した 総合哲学 であ り， 万 善万行 を同帰 と主 張す る 。 四料揀は禅浄以外 の 思想 ， と くに 天

台 ・華厳 ・唯 識などを全 く無視 して い る。そ れで は延寿の 思想 は崩壊す る。従 っ て ，彼は 教禅双 修

論者で9ii）
　N 浄 双修 は延 寿思想全体 を把握 して い な い 。 こ の 点 で

「
有禅無浄土 」 を延 寿が 説 くとすれ

ば ，「無浄土 」 で な く，
「無教家 （天 台 ・華厳 な ど）」 で なけれ ば な らな い 。

　浄土思想に 限 っ て は こ れ ま で の 再三 提起 した要点に 照 らし て確 認す る に とどめ よう。

　第一
に ， 延 寿の 厖 大な著述 の 中に 浄 土 思想 の 言及 は極め て 少 なか っ た。従 っ て ， 言 及 の 多い 禅思

想 と少 な い 浄 土思想 の 双修は 資料 的に不均等であ る、第二 に ， 禅宗は 上根の 人 ・
西 方浄土 往生は 中

下根の 人で機根 が違 う。従 っ て ，

「
有禅有浄土 」は 同 じ機根 では成立 た な い

。 こ の 点 で
「
有禅有浄土 」

を延寿が 説 くとすれ ば ， 上根 の 人 の 正禅定 と唯心浄土 でなけれ ば な らな い
。 しか し， こ こ で 意味 す

る
「
有浄土 」 は 「万修 万人去 」 の 西方浄 土往生 で あ る か ら，唯心 浄 土 で な レ伊 延 寿は唯心思想家 と

して 唯心 浄土 を主張 し た が
， 西方 浄 土往生 は 中下根 の 人 と限定 して認め た。それゆ え ， 正 禅定 と浄

土 往生 の 双修 は 内容 的に も矛盾す る。更に，禅 （理 ）と浄 土 （事）の 双修 を意味す る
「
有禅有浄 土 」

も成立 た な い
。 四料 揀で 延 寿の 思想 と

一致す る偈 は正 禅定を行 えな い 中下根の 人の 浄土 往生 を説 く

「無禅有浄土 」で あ る。 しか し， それ も延 寿の もう
一

つ の 唯心浄土 思想 を無視 した部分 的見解 に 過 ぎ

な レ 

　次 に ，最初期 の 史伝 （
『
宋高僧伝 』 巻 二 八，『

景徳伝 燈録 』 巻 二 六 ） に 照 ら して 言 え ば
， 禅浄双 修の 思

想家 と して の 延寿像は全 く認め られ な か っ た。浄 土 思想家と して の 延 寿像 は 『楽邦文類』 巻三 ，四 ，

『仏祖統 紀 』巻二 六 で確立 した こ とを知 っ た ばか りで あ る 。 従 っ て ，禅 と浄土 の み を取 上 げ る 四料揀

が 史実 と矛盾す る こ とは 説明 の 要 もある まい
。

　以 上 の よ うに ， 禅浄双修 を端的 に示す四料 揀 は延 寿の 思想 ・史実 と矛盾す る し ， 当然，彼の 著述

に そ の 用 語 もな い
。

　延 寿の 評価は 明代に 入 っ て益 々 高 くな る解明 代最大 の 思想家，雲棲株宏 は
“

弥勒の 下生か
， 善導

の 再 来か
”

とま で 最高級 の 賛示 を与 え る。
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）

　更に ，IF ．イ主生 人 を集大成 した 清代 『浄一ヒ聖 買泳、
．
L は

「
却 丈 類

・’JJ・tt同 塩集 1 を 典 拠 に ilw

思 想家 と L．て の 延 プ了伝 を伝え る

　侭大 な思想家に と っ て，実像 に 刺 象は付 き もの て 1  る　 こ こ て 虚塚 ご 非 卑 一

f
， 走 し て い るの で は

決 し て な レ　 虚 像は 夫 々 の 時代社 会の 要清 ・願望 の もとに 形茂 され る．従って 一 》像は 夫 ／
／の 時代

社会に と っ ご の 実像 と も言 え る 、む
1

ろ ，f章像 の 方 力 実 像以一｝
．
二信仰 人 に 大 きな影響 L・ 与え る こ ！

す ら L
） るtt浄土 思想家 とし て の 延 な像 は 孫 の 撫 L教徒 に と

一
て そ うで

’
t

） っ た 。 しか L，それ ” L っ

て実像 辷す る こ とは訓 さ れ な L
， わ れ われ は実 像 と虚像 をユL 雌 に 鋼 解 L ，．

コ
・te か らヴ げ ね 』 な ら な

v ．浄土 思想 亡学、昔に と っ ては，浄 一L思想家 と L
−一

）延 寿像 そ の もの か ら得 ⇔ もの は大 罫 ，
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　 を予 定 して い る。

（51 『
新修往生伝 s 三 巻，王 古 撰 （1084年 ｝ は二 人 の 善 導 伝 （善 導 ・善 道 ） を初 出 し，また

『浄 土 宝珠 集』 の 撰者 ・

　完 本 で な い こ と な ど，取 扱 い に は 注 意 を要す る。岩井大 慧
「
善 導 伝 の

一
考 察 」

「「
浄 土 宝 珠 集 」

の 撰 者 に つ い て 」

　 （『日支 仏教 史 論 攷 』），小 笠 原宜 秀 『中 国 浄 土教 家の 研 究 』 ll2− 114 頁．

　 なお ，それ 以前の
『
浄土 往生伝 』 三巻，戒珠叙 （1064年 〉に は 未 だ延 寿 伝 は載 せ られ て い な い 。

  　撰 述年代 は 岩井大慧，前掲書，337 頁．なお，『
龍舒浄土 文 』 に は

“

延 寿が 官吏の とき官銭 を使 っ て 放生 し，斬

　首 され そ うに な っ た が，顔 色 も変 ら な か っ た の で 免 が れ ，遂 に 僧 と な っ た
tt

とい う逸 話 が 載せ られ て い る。こ れ

　 は
『
宋高僧 伝 』

『景 徳 伝 燈録 』 の 放 生 行 か ら発 展 し たの で あ ろ う。

（7｝ 林 五 邦
「
楽邦文類解題

『
国訳

一
切 経 』 諸宗部 七。拙 稿 「『楽 邦 文 類 』 の 浄 土 思想史的意義 」

『
印仏研』 第 37巻

　 第 1号。また，親 鸞 『
教行 信 証 』 は じめ 日本浄 土教 に も影響 を与 えた （林 五 邦，前掲 解 題 1。

〔8） 『
楽邦文 類 』 巻 三 （大正 47 ・192 下 一193 下 ）。拙 稿 「中国 浄 土 教 の 系．譜 」

「
印度哲学 仏 教 学 』 第 1 号。

C9｝ 鎌 田 茂雄
『
中国の 仏教儀礼』 460

，
481

， 634， 638− 640頁 な ど 。

  　本 章 第二 節。

　　
「
四料 揀 」 が 延 寿 の 浄 土 思 想 と 矛 盾 す る と批 判 す る論 考 は 僅か に 孔 維 劫

「

永 明延 寿 宗 教 論 』 （124〜125 頁 〉

　　永 明延 寿此 四料 簡，為 後 世 浄 土宗 人 附会。其 未 見録 於 宗鏡 録 ・万善 同 帰 ・観 心 玄 枢 等 永 明論 集 中，然其 義与 永

　　 明
「
唯心浄土 」 相背，終 非永 明唯 心 浄 土 之 説。

　 に 認め られ る だ け で あ る。

鱒 　禅 ・天 台 ・華 厳 系 の 延 寿 研 究 は 多 くこ の 立 場 で あ る e

  　こ こ で は，四 料 揀 の
「
有浄 土

」
が 西 方 浄 土 の 往 生 とい う意味で あ っ て，四料揀に 言及 する撰 者 た ち が指 方 立 相

　論 を主 張 した とい う意味 で は な い 。彼等の 多 くが 唯 心 浄 土 思 想 家 で あ る こ とは 次 章以 降 で 明 らか に な るで あ ろ う。

（13） 畑中浄円，前掲論 文，石 井修 道，前掲 論 文。

要 結

　本章で は ，唯心浄土 思想 の 最初 の 提 唱者 とされ る永明延 寿の 浄土 思想に つ い て ， 関係資料 を調査 ・

整 理 ・解明 し， 関連分野 まで論及 し検 討 した 。

　第一
節　

「
従 来の 見解 と問題の 所在 」では ， 主に浄 土教系 の 研 究成果か ら延寿 の 唯心浄土思想 を学

ん だ。そ の 結果 ，意外 な こ とに 唯心浄土 思想 だ け を主題 と した 研 究が な い こ と ， 延 寿に は
「
唯心 浄

土 」 の 用語が 二
，

三 しか 無 い こ と，唯心浄土 と弥陀浄 土 の 関係 が曖昧 な こ と，『宗鏡録』 は参考 とさ

れ る に 過 ぎな い こ とな どが 知 られ た 。 こ れ らの 諸点に 注意 し ， 延 寿の 浄土 思想 を解 明す る こ とが 問

題 の 所在で ある。

　第二 節　
「
延 寿の 唯心浄土 思想」で は，それ に関す るすべ て の 個 所 を摘 出し，そ の 内容 を分 析 し考

証 した。

　まず，第
一

項
「
唯心浄土 」 の 見解 で は，

「
唯心 浄土 」 の 用語 を使 い

， 唯心 浄土 思想を端的に 示 す
『
万

善 同帰集 』 第 28 問答を検討 した。 こ の 問答は 前半 と後半 で 内容 を異に し， 前半 で は 『如来不思議境

界経 』 を経 証 と し，
“

唯心浄土 とは 十 方に周遍 し， 心 を識 る こ と
’t

と説 き ，

“

境 （有相浄土）に 著す

こ と
”

は 否定 され た
。 主題 は 後半に あ り，そ こ で は

“

力量 の な い 観浅 い 者は仏 国に生 じ， 菩 薩の 道

を行 うが よ い
”

と説 き， 『起信論』
『
往 生 論 』

『
十 疑論 』

『群疑論 』 な ど代表 的 な浄 土典籍 を引証 と し

た。 こ の 個所 は僅 か な
一

問答に 過 ぎな い が
， わ れ われ はそ れ を検討 した こ と に よ っ て ，延 寿の 浄土

思 想全体に も係 わ る重要 な諸点 と疑 問をすで に 知 る こ とが 出来た 。第
一

に，延寿 の 考 え た 唯心 浄土

とは十 方 に周 遍 に す る浄土 で ，弥陀浄土 を前提 と した もの で は な い ．第二 に ， 弥陀浄土 は 劣 っ た 人

N 工工
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の 往 生す る と こ ろ で ある 。 従 っ て 第三 に ， 延 寿 の 浄 土観 は 劣 っ た 人 の 弥 陀 浄 ＋ 観 と σ勝れ た 八の ）

唯心浄十 観か あ り，真 意は 唯心 浄
．
ヒを支持 して い る。それ ゆ え第四 に ，後世，理 と して の 禅 ・事 と

して の 浄土 の 双修 を説 く
「
四料 揀 1 は 矛盾す る、

　な お ，
一
唯 心浄 土 」 の 川 語は 他に 二 個所 L か 無 く，そ こ で は 内容は 窺えな い 。

　第
．
t項 　唯心 浄 土 思 想 に 関係 する ‡ な 見解 で は ，「唯 心 浄 L の 見解 は 前項 の

・一
問 答に 認 め られ る

だ け で あ るか ら，浄土 思想特有 の
「

来迎一
一
念仏 」

「浄土 」

一
撮化 II 唱 仏号 」

「
往生 」 な ど の 用 語 を抄

出 し，延 寿 の 見解 を検 討 し た ，そ の 結果 ， 第
一

項 で 知 っ た諸点 が それ以 上 に 立証 で き た一第
・
に ．

関係 資料 は 極め て 少 な く， しか も，こ と ご と く　心 1 に 帰せ られ，
一
心 」 の 現わ れ と説か ilる 。延 寿

は ま き れ もな く唯 心 浄土 思 想家 で あ る。第二 に ，そ の 唯心 浄一L は弥陀浄十 を含め た不特定 な浄 土 で，

弥陀 浄上 を前提 とした 11隹心浄 1：で は な い
。 以 ．ヒの こ とよ リ，延 寿は 弥陀浄十 思 想 に 深 い 関心 と理 解

を示 さ な か っ た の で は な い か とい う疑 念 が 生 まれ た 。そ の 疑念か 延 寿の 弥陀浄 土 思 想 Ii第 三 節 ） の

解明 へ と展開 す る tt 第三 に ，延 寿に は 唯 心浄土 と弥 陀浄 土 の 二 つ の 見解 が あ る こ とに よ り，従来の

見解 の 一部補正 が 生 じな 、延 寿 の 西 方弥陀 浄 土 観 の み を採 っ て，薄導の 指 ノ∫立 相論 と 矛盾 しな い と

解釈す る の は 充分 な説 明 で な い と い う補 TF．で あ る．，唯心浄⊥ 観そ の 他 を含め て善 導 と立場が 違 う と

考え る 方が 妥当 で あ る．第四 に ，更 に 輩 要な疑義は 延 寿は禅浄 双修 の 思 想 家 と高 く評仙 され て い る

点 で あ る tt 延 寿 の 著述 に こ の 川 語 も言 及 ｛丿な い ，延寿 自ら の 壬張 は
“

禅宗 に は 禅宗 の 理 事か あ り，

学法に は学 法 の 理 事が あ り，そ の 理 事双修
tt

を明言 す る、そ れ を西 ノf弥陀 浄 土 観 の み を採 っ て 事相

ヒ L，禅宗 を理 とし，禅浄双修 と解釈 す る の は誤 ト〕で ある、それ ゆ え，禅浄双修 の 思想家 と考 え る

の も疑問 で あ る。 こ の 解明 は 後 の 浄土 思 想家た ちの 延寿の 評価 〔第四節 まで 持越 勤 1た ．

　第 三 節　 「延 寿の 弥陀浄土 思 想． （結 果 的 に は 大部 に な っ た が 〕 で は ，弥 陀 浄 上 に 諄及 す る資料 を

可 能な限 り調査・整理 し，そ の 内容 を
…

々 確 認 し た だ け で な く．そ の 関連分 野 に 至 る ま で 検 討 し戯

　第一
項 では．著述に 認 ダ） られ る関係資料 を摘出 L た が ，総数 40 点 ほ ど で あ っ た n こ れ は諸 宗 ・

諸

思想に 較 べ て極め て 少 な く，延 寿が 弥陀 浄一1：思想に 大 きな関心 を持 っ て い な い こ とを資料 が 立証 L

て い ・る、，

　第 二 項 で は ，引 用経論 の 諸相 と延 寿 の 見解 を解明 L た／t そ の 中．最 も重 要な の は
『
観無量 経 嗜 で

あ る、t そ の 要点 は ， Σ．延 寿は 観 無 量寿 経 を無量寿経 と呼 ぶ ．従 一； て，無量 寿経 は引 用 して い な い 、

2．
「

是 心 是仏 の 経文 を唯心 の 引証 とす る． 3 〔｛：〕．観 経 九 品 は E品 か ら ド品 ま で 機根に 応 ヒて 行

うか 良 い と説 く。
：ii）．しか し，観 経

一
卜六 観 法は 中下 品 の 人 の た め とす る。 4 ．観 門 は 二 種 あ っ て，

上一ヒ根 の 人 は禅宗 及 び 円教 に 依 る。（中下根 の 人は）観経 に 依 るか，仮相 は心 の 表 わ れ と説 くJ 以 ヒ

の 観 経理 解 は 延 寿 の 弥陀浄十 思 想 の 根幹 をなず 、引 用経 論 の も
．
）
一

つ の 特 徴は 華 厳経 二 齢
「 入 法 界

品 」
『如 来不思 議 境 界経 」：1 に あ る，そ の 要点 は ， 1．弥 陀 浄 土 思 想 で 華厳経 を ifl視 す る の は 諸 師 に

は 少 な い ，、2 ．経文 は 諸 仏浄十 は 心 に A
−
1る と説 くか ら，唯心 浄⊥ 思想 の 典拠 ：1第 二 章：： で あ る。弥

陀 浄 土 は そ の 中の
一

｛！、
一
浄十 に す ぎな い ．そ の 他，

「
阿 弥 陀縫

「
般 舟一一二［昧経 」

『起信論．な ど を引 用

す る が ，事 相浄 土 の 経文 で もい ず れ も心 の 表 われ と説 l！「］す る／t 引 用経 論全体 と し て 気づ く点 は．延

寿は 殊更弥陀浄土思 想だ け を取 ヒげ ， 自ら の 見解を述 べ て い な い こ とで あ る一彼 に は 弥陀 浄 土 思 想

に つ い て 深 い 関 心 と理 解が な か っ た と 思 え て な らな い 。
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一Electronlc 　 Llbrary 　



Sapporo Otani University & Junior College of Sapporo Otani University

NII-Electronic Library Service

SapPoro 　 Otanl 　 Unlverslty ＆ Junlor 　 College 　 of 　 SapPoro 　 Otanl 　 Unlverslty

柴　 田 泰 97

　第三 項　引用典籍 の 諸相 と延 寿 の 見解で は ， 大 きく弥陀浄土典籍 と天 台 ・華厳系な どの 典籍に分

け られ る。浄 土 典籍 で は曇鸞 ・道綽 ・懐感 ・慈愍 ・法照 な ど の 著述， と くに 『安楽集』
『
群疑論 』

「

浄

土 慈悲集』 を引用 す る。 こ れ ま で ， 延 寿は 弥陀浄土 思想に つ い て深 い 関心 と理解 を示 して い ない と

判 断 して い た が ，その
一

部が 訂正 され た。彼は 弥陀浄土 思想 を正 確に理 解 して い た 。 また，慈愍 →

法照 → 延寿 の 系譜 も資料で 実証 された。 こ れ らは新 し い 知 見 で ある。天台 ・華厳系 な ど の 典籍は 智

頻 （仮託 を含む）・飛錫 ・澄観 等の 著述で ある。そ こ で は唯 心 浄土 の 一仏一浄土 として弥 陀 浄土 が 引

用 され て い る。 また，西方弥陀浄土 思想 は 「万善同 帰集』 ， 唯心 弥陀浄土思想は
『宗鏡 録 』 そ の 他 に

多 い とい う著述 の 特徴 も知 っ た。

　第四項
『
自行録 』 に 認め られ る浄土 の 行 業では ， 延寿の 日課百八事か ら浄土 の 行業 を調べ た。そ

の 結果 著述の 浄 土思 想 と内容的に 異な っ て い た。浄土 の 行業は 十五事 と多い 上 に ， 読誦 は
「
阿弥

陀真言」
『往生呪』 の 二 部 の み で，他に 浄土 経典 は 認め られ な い 。密教思想 （陀羅 尼 ・施餓鬼 など）

の 濃厚な
『
自行録 』 全体 もそ の 中の 浄 土行 も尚再考 の 余地 が あ る 。

　以上が ，第三節　延 寿 の 弥陀 浄土 思 想 の 要結 で あるが ，い さ さか 細部 ・多岐に わた っ たため に最

後に ま とめ ， 華厳 系先行思想 （李通玄 ・
澄観）に 附 言 した 。

　 こ こ で 二 つ の 課題 が残 された 。

一
つ は 禅浄双修 の 思想家とい う疑義，他 の

一
つ は弥陀 浄 土 に 限 っ

た唯 心 浄土 思想の 成立は 誰れ か と い う課題 で あ る。

　第四節　
「
中国浄 土思想史に お け る永明延 寿」で は，延 寿 を評価す る主な浄 土関係 資料 を簡単に辿

り，浄土 思想家 とし て の 延 寿像 を検討 した 。そ の 結果，それ は 『楽邦文類 』
『
仏祖統紀s で確立 し，

明代 以降益 々 鑽仰 され た こ とを学ん だ 。 ま た
， 参禅念仏 四料揀が 延寿の 浄土思想 と矛 盾す る こ と も

指摘 した 。 しか し，そ れ に よ っ て延 寿 の 評価 は 低 くなる もの で は な い
。 浄土思想家 として の 延 寿像

が 夫 々 の 時代社会 の 劣 っ た 人 々 に厳 し く も慈愛溢れ る高僧 と して鑽仰 され た こ と の 方が 重要 で あ

る。

　中国仏教史上，永明延寿 は偉大な思想家で ある。本章は そ の
一

端 ， 浄 土 思想 の 解明 を試み たにす

ぎな い 。厖大な著述 の 唯心 思 想体系 に 迷 い 込 み
， 僅か な浄土 思想 を拾 い 集め た と い うの が 実感で あ

る。彼は 勝 れ た 唯心 浄土 思想 家で あ る 。 また ，悩め る人 々 に 西方弥陀浄土往生 を説 い た。 しか し，

〈唯心浄 土 ・本 性 の 弥陀〉 を説 い た わけ で は なか っ た ．

　唯心 の 弥陀浄土思想は誰 れ が何 時主張 した の で あ ろ うか，その 諸相は何で あ ろ うか ，批判者は 居

なか っ た の か 。

……残 され た課題 は 多 い 。

〔補註〕　は じめ に述 べ た ように ，本稿 は 中国浄 土教 に お け る 唯心 浄 土 思想に つ い て，そ の 淵 源 か ら

変遷 そ して 成立 と辿 り ， 更 に確立 の 諸相 ， そ の 後 の 展開へ と解明 し， 以 っ て唯心 浄土 思想の 総合的

成果 を意図 し た 。しか しな が ら ， なすべ き課題は 各章 と も多く， と くに 第四章 「唯心浄土 思 想 の 成

立 一 永 明 延 寿 の 浄 土 思想
一

」 で は 延寿 の 唯心 浄 土思 想の 解明 だ けで な く， そ れ に係 わ る弥陀浄土 思

想 ・『
自行録 』

・
そ の 後 の 評価 な ど ， 思 い の 外，紙数 と時間 を費 した。当初，完結予 定で 起稿 した が ，

すで に 予定枚数 もは る か に 超 え た 。唯心 浄土思 想 の 確立，そ の 後 の 展開 な ど に つ い て は ，次号で 論

述 しよ う。
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